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岡山市は広域合併の結果、わが国の古代社会において中核地域の一つでありました吉備国の中枢を占

めるようになり、古墳を始めとしました多種多様な遺跡が多数所在しており、その密度は全国的にも有

数地の一つと思われます。これら埋蔵文化財の保護保存は、現代社会の経済成長に伴う宿命的な社会問

題となっており、行政課題として文化財保護行政の中心的な施策であります。

岡山市教育委員会は、都市開発や地域開発が増加の一途を辿る今日的状況の内で、埋蔵文化財の保護

保存と諸々の開発との調和を図るため、この数年来各種の遺跡の発掘調査を実施しておりますが、その

社会的要求の増大の一途に対して有効な行政的保存施策を苦慮しながらも、その重要性を痛感して鋭意

取り組んでいる次第であります。

此度報告致します吉野口遺跡遺跡は、市立鯉山小学校の給食棟建築工事に伴って記録保存の発掘調査

を実施致したものです。

発掘調査につきましては、発掘調査対策委員会の諸先生方のご指導と関係者各位や発掘参加者のご支

援を受けて実施され、近世から縄紋時代にかけての集落の一部となる遺構を検出致しまして、吉備津の

歴史的意味を考える上で大変貴重な資料を提供してくれたものと確信致しております。発掘調査の成果

は、発掘に際しての関係者皆様方のご指導とご支援の賜物であり、皆様方を始め調査担当者各位に対し

まして、心から謝意を表する次第であります。

この報告書にまとめました調査成果につきましては、ご検討、ご批判を頂き、少しでも岡山地方の歴

史の研究に寄与できるならば幸に存じます。

平成9年3月31日

岡山市教育委員会

教育長　戸　村　　彰　孝



口

1．この報告書は、岡山市教育委員会文化課が平成3年8月3日から平成4年1月31日にかけて実施し

た岡山市立鯉山小学校の給食棟建築事業に伴う岡山市吉備津1444の発掘調査に関するものである。

2．この報告書の作成は岡山市教育委員会が実施し、その執筆は第Ⅳ章を河田が、その他を草原が担

当した。

3．遺物の実測は木村真紀、乗岡美佐子、山本尚子、草原がおこない、トレースは高橋博美、木村真紀、

草原がおこない、遺物の写真撮影は草原がおこなった。編集は草原がおこなった。

4．報告書の作成にあたって、採集土壌のプラントオパール分析については古環境研究所に、鉄棒の分

析については大澤正己氏に依頼し、その成果を掲載している。さらに黒曜石、管玉の石材分析は岡

山理科大学自然科学研究所の白石純氏に、人骨鑑定は岡山理科大学理学部の川中健二氏に、動物遺

体鑑定は早稲田大学の金子浩呂氏にお願いし、玉稿をいただき掲載させていただいた。

5．この報告書に用いている高度値は標準海抜高度である。

6．この報告書に用いている方位は磁北である。

7．図1は、建設省国土地理院発行の2万5千分の1地形図「総社東部」を複製し、加筆したものであ

る。

8．遺物・実測図・写真等は、岡山市教育委員会にて保管している。
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吉野口遺跡は、瀬戸内海へと通じる内海に面した沖積平野に位置し（図1、2）、旧山陽道から備中

の一宮である吉備津神社への参道沿いにあたる。現在は岡山市吉備津の岡山市立鮭山小学校の敷地となっ

ているが、明治以前は吉備津神社の門前町に多く存在していた社僧の1つで、普賢院の末寺であった道

勝寺の境内となっていた。このあたりは律令制下では備中国賀陽郡板倉郷に属し、現在は岡山市域に含

まれているが、もとは昭和35年に真金町が高松町に合併し、さらに昭和46年に岡山市へ合併したもので

ある。そして遺跡近辺には、吉備津神社の門前町の名残を残した閑静なたたずまいの家並が続いている。

ただ、水田であった周囲の景観は、山陽自動車道や新空港の建設などの交通網の整備に触発されて、宅

地化が急速にすすみつつある。

本州島西側を東西へのびる中国山地の南側には、標高300～600mのなだらかな隆起準平原である吉備

高原が広がっている。吉備高原の南端は足守あたりで、そこから高梁川と足守川などの中小河川が形成

した沖積平野が続いている。吉野口遺跡は足守川流域に属する。足守北側の丘陵部の地形は、谷部の開

折がよくすすみ、流路もかなり蛇行している。足守以南の足守川は、現在は岡山市今保で笹ケ瀬川と合

流して児島湖に流入しているが、かつては庭瀬のあたりで縄紋海進により生じた内海である吉備穴ノ海

に注いでいた。流路についても日畑丘陵の東側に接して流れているが、現地形の高低差や水田畦畔の形

状などから、かつては吉野口遺跡の南側で大きく弧状に曲りながら南流していたと推定される。流路延

長は24．4kmで、高陣山に水源を発する。足守周辺では流路傾斜が急なため、周囲の山裾部では扇状地の

発達が顕著であるが、高松から吉備津にかけては自然堤防と後背湿地が列状にならぶ氾濫平野が主体と

なっている。したがって足守付近の集落遺跡は扇状地上に位置する場合が多いが、高松から吉備津周辺

は平野部中の自然堤防である微高地上に位置する場合が多く、複数の微高地にわたって同時期の遺跡が

形成されている場合も多い。

0　　　　　　　　50km
L－　！　　t　　：　　＝　　　＿三

園1　吉野口遺跡の位置

高梁川と足守川などの中小河川が形成した沖積平野に、遺

跡が認められるようになるのは縄紋時代からで、矢部奥田遺

跡（1）や真壁遺跡（2）では早期の押型紋土器が出土している。も

しかし継続的に遺跡数が増加するようになるのは後期ぐらい

からで、足守川上流の河岸段丘上に位置する余町遺跡でも後

期の土器が採集されており、南溝手遺跡では多くの遺物が出

土し、そのなかにはイネの籾圧痕のある土器片も含まれてい

る（。）。吉野口遺跡の晩期中葉の集落縁辺部でもイネのプラン

トオパールが検出されており、縄文時代後期以降の平野部に

おける遺跡数の増加については、稲作と一の関係を想定しなけ

ればならないようなデータが揃いっつある。

弥生時代に入って集落数はさらに増加する。足守川上流部

では扇状地端部で突帯紋期から前期中頃の遺構が検出され、

足守川中、下流部では岩倉遺跡・東山遺跡（4）・川入遺跡（5）
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①吉野口遺跡

②真城寺裏山古墳
③中山茶臼山古墳

④東山遺跡

⑤新邸貝塚
⑥川入遺跡

⑦岩倉遺跡
⑧楯築墳丘墓

⑨王墓山遺跡群

⑲日畑廃寺

⑪惣瓜廃寺

⑫矢部遺跡
⑬矢部大土丸古墳

⑭矢部奥田遺跡
⑮鯉喰神社墳丘墓

⑲加茂遺跡

⑰矢部南向遺跡
⑬幸利神社遺跡

⑩津寺（加茂小）遺跡
⑳津寺遺跡

㊤鳥打雲山墳丘墓
⑳上沼遺跡
⑳政所遺跡
⑳造山古墳
⑳千足古墳
⑳小造山古墳
⑳折敷山古墳
⑬三手遺跡
⑳三手（庄内幼）遺跡

⑳高塚遺跡
㊤高松城下層遺跡
⑳佐古田堂山古墳
⑬小盛山古墳
⑳大崎廃寺
⑮大崎古墳群

図2　周辺遺跡分布図
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⑳南坂遺跡
⑳長坂古墳群
⑬伝賀陽氏館跡
⑳鶴免遺跡
⑲三井谷古墳群
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で前期の遺構、遺物が検出されている。とくに東山遺跡では微高地部上ではあるが、たわみ状に低くなっ

ている部分に水路を掘削して水田を形成しており、百聞川遺跡群で検出されている前期水田の様相と似

ている（6）。南溝手遺跡では朝鮮半島との関係が推定される松菊里型の竪穴住居も検出されている（7）。

高梁川流域の真壁遺跡でも、前期全般の遺構や遺物が検出されている（8）。しかし検出される遺物や遺

構の量は多くなく、この時期はそれ程大規模な集落は形成されていないと考えられ、集落の基盤は微高

地周辺の可耕しやすい、比較的小規模な水田であったと恩われる。

中期の前半についても、新邸貝塚（9）や高松城下層遺跡など新たに遺跡が形成されるものもあるが、

基本的な様相は前期とかわらない。旭川流域では、中期前半頃から複数の微高地にわたって大規模な集

落が形成されており、それらはおそらく拠点集落であったと考えられる。しかし当流域では、中期末に

やや集落規模が大きくなる傾向はあるものの、基本的には後期になるまではそのような集落は形成され

ていない可能性が高い。

中期末になると平野部周囲の丘陵部に多数の遺跡が形成される。丘陵部において弥生土器の散布地と

して認識される遺跡のほとんどがこの時期である。足守川中流域の標高87mの小丘陵である甫崎天神山

から、南の丘陵部を縦走した山陽自動車道の建設に伴う調査でも、該期の集落が多数検出されてお

り（10）、標高46mの王墓山丘陵でも集落の一端を検出している（11）。これらの集落は、数棟の竪穴住居と

掘立柱建物で構成される小規模なもので、山裾部に発達した小扇状地の水田を基盤としていたと考えら

れる。当地域の平野部周囲には小規模な扇状地の単位がいくっかあり、それらを基盤とする水田の広が

りは地形により規定されるものの、水田経営はある程度自立的におこなわれていたと思われる。このよ

うな集落形態は、津山市沼遺跡の発掘調査で抽出された水田経営の基本単位とされる「単位集団」（12）

とよく似ている。

後期になると丘陵部の遺跡は減少し、平野部に高塚遺跡（1。）・津寺遺跡（14）・矢部南向遺跡（15）・東山

遺跡（16）・上乗遺跡（17）などの大規模な集落遺跡が出現する。しかし、足守では南坂遺跡という大規模な

集落遺跡が形成されるものの、中期と同じで扇状地部に位置する。おそらく平野部の安定度が中流域よ

りも悪く、水田経営の主体は周囲に発達したいくつかの扇状地であったからと思われる。足守地域に、

後期末から古墳時代にかけて墳丘墓や中小規模の古墳が周囲の丘陵部に多数築造されるのは、それぞれ

の水田経営が扇状地ごとの小単位に分かれていたことと無関係ではあるまい。中流域では、後期後半に

は矢部南向遺跡のようにさらに大規模な集落が形成され、その南側の王墓山丘陵上には全長が80mに達

すると推定される双方中円形の楯築墳丘墓が築かれる（18）。全長20m前後、あるいはそれ未満の墳丘墓

については、周囲の丘陵部に幾っか築かれているが、大規模なものは楯築墳丘墓とやや後出する時期と

推定されている長さ約40m、幅約32mの長方形の墳形である鯉喰神社墳丘墓（19）、さらに後出する全長

約36mの前方後円形の墳形である矢藤寺山墳丘墓（2。）の3墳ぐらいである。これら3墳は時期的にも相

前後して築かれていることや、その規模から同系譜の首長墓であることも推測される。なかでも、矢藤

寺山墳丘墓については吉備中山山塊に位置し、当時は眼下に内海がひろがっているいわゆる臨海性の占

地をしている。中山茶臼山古墳（21）や車山古墳（22）などの前期の大型前方後円墳が臨海性であるのと共通

している。

古墳時代前期になっても、足守川中流域の集落遺跡の規模は大きく、さらに規模を拡大する傾向があ

る。しかし、高梁川流域などについては三須・畠田遺跡などで同期の遺構が検出されているもののそれ

程遣物や遺構の数は多くなく、大規模な前期の集落が形成されているのは、足守川流域に限定されるよ
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うな様相を呈している。おそらく津寺遺跡（2。）・加茂遺跡（24）・東山遺跡（25）・上東遺跡（26）などの足守川

中、下流域に形成された大規模な集落がバックグランドとなって、中山茶臼山古墳（全長130m）・車

山古墳（全長130m）のような前期の大型前方後円墳が築かれたのであろう。ただ、特殊器台形埴輪を－

備え、前方部がバチ形に開く特徴が認められる初源期の前方後円墳はあまり確認されていない。吉野口

遺跡の北側にある名越山から派生した尾根上に位置する真城寺裏山古墳は、後円部と比べ前方部の高さ

が極端に低く、前期古墳と推定された。墳形を確認するため測量調査をおこなった結果（図3）、全長

約35mで後円部径25mの数値が得られ、前方部の形状がバチ形に開くことが推測された（27）。後円部の

頂部には大きな盗掘境があるが、石室などの埋葬施設の痕跡は確認できない。茸石や埴輪は認められな

いが、墳形から前期初頭の時期の可能性が高い。足守川をはさんで対岸にも、全長40mの前方後円墳で

ある大塊古墳があり、特殊器台形埴輪が採集されている。真城寺裏山古墳の時期によっては、足守川河

口付近の両岸には同じような規模の初源期の古墳が対峠するように築かれているということになる。

古墳時代中期になると、大型古墳の築造は臨海性からむしろ内陸性へと変わり、造出し付の巨大な円

墳である小盛山古墳（全長105m）（28）、佐古田堂山古墳（全長150m）（29）、小造山古墳（全長150m

）（。。）、宿寺山古墳（全長120m）（。1）が中期後半まで継起的に築かれている。そして中期前半には全長が

図3　真城寺裏山古墳墳丘測量図
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350mの造山古墳（32）や、全長286mの作山古墳（。。）のような巨大古墳も出現している。この2墳にっては

他の大型古墳と比べ規模が圧倒的に大きく、吉備全域の代表者である大首長（。。）、あるいは倭政権の代

表者である大王（。5）、吉備出身の大王の皇后の古墳（。。）であるとする見方がある。いずれにせよこの2墳

は、吉備地域全体はもとより日本列島全体からの視点で考えなければならない古墳といえる。中期の集

落は高塚遺跡、津寺遺跡などでカマドの付属した竪穴住居が検出され、遺物としては朝鮮半島系の土器

も多く出土している。造山古墳の前方部正面に位置する榊山古墳でも、朝鮮半島系の土器が採集されて

いる（。7）。造山古墳の南側にある標高224mの仕手倉山から西に派生する尾根には、積石塚を数基含む狸

岩山古墳群がある。この古墳群の南麓には朝鮮半島系の土器が多数出土した菅生小学校裏山遺跡（。8）が

あることや、墳形が方墳で対岸の讃岐地域の積石塚には方墳がほとんどないことから、狸岩山古墳群も

朝鮮半島との関連が想起される。つまり、造山古墳の位置する足守川中流域には朝鮮半島系の遺跡や遺

物が集中する傾向がうかがわれ、大型古墳の継起的な築造・巨大古墳の造営・大規模な集落遺跡の形成

には、朝鮮半島から渡来した人々との関わりが大きな要因となっていたことが推定される。

古墳時代後期になっても平野部では、津寺遺跡のように多くの竪穴住居が重複して検出されているよ

うな様相が続いており、大規模な集落が引き続き形成されている。そのなかには、窪木葉師遺跡（。9）や

吉野口遺跡のように鍛冶をおこなう集落も認められ、せん引き遺跡（4。）などのような製錬遺跡と結び付

いて、原料鉄の生産から鉄製品の製造までを地域内で完結的におこなっている様相がうかがわれる。中

期に築かれた全長40mの小規模な帆立貝式古墳である随庵古墳の副葬品中には鍛冶道具があることか

ら（41）、当地域の鉄生産は後期ほど数は多くないかもしれないが、中期にもある程度独自におこなって

いた可能性は否定できない。

6世紀になると古墳の築成は大きく変化する。大型古墳の築造はとぎれて、6世紀後半のこうもり塚

古墳（全長100m）（42）の前後は築かれていない。6世紀前半の中小規模の古墳は、すりばち池2号墳（。。）、

三輪山第6号墳（。4）などがあるが、それ程数は多くない。6世紀後半になると、横穴式石室を埋葬施設

とする後期古墳が周囲の丘陵部に多数築かれており、三井谷古墳群・大崎古墳群（。5）・王墓山古墳群（。6）

のように群集墳を形成する古墳群もいくっかある。高梁川西岸の西団地遺跡群（47）では後期古墳群と重

なって製鉄関係の遺構が多数検出されており、また大崎古墳群でも炭窯と推定される焼土が確認されて

いる（。8）ことなどは、当地域に多数築かれた後期古墳の基盤を考える上で示唆的である。

古代前期の寺院跡も多く認められ、大崎廃寺のように飛鳥時代まで創建年代が潮ると恩われるものも

ある。また、当地域における古代前期での寺院建立の最盛期は白鳳時代であるが、この時期には「吉備

式瓦当文」、「水切り瓦」といわれる特徴的な形態をした軒丸瓦が用いられている。前者は備中国の氏寺

に、後者は備中国、備後国、安芸国、出雲国の氏寺に分布している。ともに氏寺を建立した主体者であ

る在地首長層間のつながりを示しており、とくに「吉備式瓦当文」の分布は集中的であり、強固な連帯

関係が存在していたと考えられる。古代前期の集落については、矢部南向遺跡（。9）や東山遺跡（5。）で検出

されている方形の掘り方をもっ建物などがそれに相当するとも考えられるが、真壁遺跡では奈良時代の

竪穴住居が検出されており（51）、県北ではあるが一貫西遺跡の奈良時代の建物の柱穴掘り方は円形であ

る（52）ことなどから、まだ検出されていない可能性もある。官街関連の遺跡は川入遺跡（5。）、津寺遺

跡（54）などで、前者は築地塀と平城宮式瓦、後者は規則的な掘立柱建物群とそれを囲む二重の溝が検出

されている。また寺跡とされていた矢部廃寺は、出土した瓦と地名の考証から山陽道の駅家に推定され

ている（55）。同様に巨大な心礎の残存している惣爪廃寺は、古代の山陽道を挟んで北側に「幸利神社」
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があり、これを地名から都宇郡街であるとすると、美作の久米廃寺（5。）のように郡街に付属する寺であ

ることも考えられる。この他吉備中山の山塊では海獣葡萄鏡の出土も伝わっており、出土地付近から同

時に須恵器も出土していることから、終末期古墳が存在したと推定されている（57）。当地域では切石を

用いた終末期古墳はほとんどなく、現在確認されている横穴式石室のなかには終末期古墳が含まれてい

ると思われる。

古代末から中世前半の集落遺跡の調査例は多く、当地域の微高地上を調査した際には、12世紀末から

14世紀ぐらいの時期の柱穴が密集して検出されることもまれではない。津寺遺跡（58）や三手向原遺跡（59）

では、区画溝をともなう建物群も検出されている。吉備津神社の南に位置し、方形に堀がめぐる中世の

館跡である伝賀陽氏館跡の周囲にも、館の方向と同じ地割が分布している。その地割の中に位置する東

山遺跡の発掘調査では、14世紀に地割と同じ方向の溝が掘られており、柱穴列の方向もそれに平行して

いることが確認されている。これら中世集落の内部にみられる小区画は、在地秩序が自律的に形成され

てきているということを示しており、近世の城下町にみる画一的な町割とはかなり隔たりがあるが、そ

れへとっながる要素の1つである可能性も推定される。

当地域の荘園は足守庄・生石庄・大井圧などが知られ、足守庄では荘園絵図が現存しており、内部の

考古学的な調査もおこなわれている（6。）。「足守庄荘園絵図」は足守圧を南から烏撤した景観が比較的正

確に措かれており、現在の地形との対比が可能である。また、この絵図には周囲の荘園名や公領名も書

かれている。それによると、足守圧の北側には大井圧、東南側には生石圧、西側には阿曽郷が確認でき

る。阿曽郷の西には郷図の写しが伝わる服部郷が存在しており、限られた史料からではあるが、足守川

を挟んで西側に公領が分布し、東側には荘園が分布するという傾向がうかがわれる。高梁川東岸から足

守川流域にかけての広大な平野部の水田を潤すのは、十ニケ郷用水で、これは高梁川から直接取水する

ものである。この用水路は足守川を境にそれより西側を上郷、東側を下郷と呼ばれているが、これは単

に呼称の違いだけでなく両者には開発時期に差のあったことが『太平記』の記述などから考察されてい

る。それによると、下郷の開発は室町時代以降とされ、上郷はそれよりも古く、『延喜式』に備中国の

井堰料が記載されていることから、平安時代前半まで潮る可能性も推定されている（61）。つまり上郷の

潅漑範囲は阿曽郷や服部郷などの公領に、下郷の潅漑範囲は生石圧などの荘園に対応してくる可能性が

指摘でき、そうであるとすると、上郷の用水路は公水と考えられ、十二ケ郷用水の開発も当初は国街に

よるものであったことが推定される。そして中世前半の時期には、この用水の及んでいない下郷域や十

ニケ郷用水の潅漑域外の足守庄域、大井庄域などは、各地域の水利事情に即した個別の開発がおこなわ

れ、そのため荘園化がすすんでいったということも考えられる。いずれにせよ当地域は、中世遺跡の調

査が蓄積されてきており、また荘園関連の史料が比較的多く残存していることから、中世の開発を考え

る上で重要な資料を内包した地域といえよう。

ところで、吉野口遺跡の周辺は真金町となる以前は真金村であったが、明治8年に用人村と合併する

前は宮内村であった。宮内村の宮内とは吉備津神社の門前町の尊称で、慶長頃から文献上に出てくる。

吉備津神社は備中国の一宮で、本殿と拝殿は応永28年（1421）の再建で、本殿は「比翼入母屋造」とい

われる特異な様式である。この本殿の様式は、源平合戦の際に焼失した東大寺大仏殿を再建した重源と

の結縁が契機となって創出されたことも推定されている（62）。吉備津宮が文献上に初見するのは仁毒二

年（852）で、四品の神位を授けられ、その後、段階的に神位が上がり天慶三年（940）には一品になる。

この吉備津宮の初見時期ごろから、当地域を基盤とする賀陽氏関係の人物に関する位階の昇進や、守、

－6－



位置と環境

介などに任じられた記事が増える。吉備津宮の社伝ではあるが、吉備津宮は加夜臣奈留美命により造営

されたということであり（63）、吉備津宮と賀陽氏とはかなり密接な関係であったと恩われ、『扶桑略記』

にでてくる狐にだまされた賀陽良藤の弟である賀陽豊恒が吉備津宮の禰宜であることは、そのことの一

端を示している。ただ「風土記」逸文によると、賀夜郡（賀陽郡）の大領は下遺臣で、その下の少領も

薗臣となっている。また賀陽郡域には古代寺院が2っ認められるが、後期古墳については比較的大きな

石室をもっものはあるものの、上道氏や下道民の領域内にある牟佐大塚古墳や箭田大塚古墳のような石

室全長が15mを越える巨石墳はなく、古墳時代後期に賀陽郡域を掌握する有力な氏族の姿は見出せない。

賀陽氏はいわゆる吉備の五国造の末商であり、鮮明天皇の采女に「蚊屋采女」の名がみられことから采

女を差し出すような有力在地豪族のようでもあるが、「風土記」逸文や後期古墳の様相から、賀陽郡域

を掌握するような求心力をもっようになるのは平安時代になってからということも考えられる。

しかし、吉備津神社が「吉備」を冠する神社であり、しかも「吉備」を冠する津に存在することは、

吉備地域を分割して掌握していた国造の1つである賀陽氏とのつながりだけでは説明することはできな

いように恩われる。おそらく吉備地域全体のなかで最も重要な宗教的中心地であり、最も重要な津、す

なわち交通の要衝地であったからこそ、奈良時代には右大臣となる吉備真備を輩出した下道民が当郡の

大領となり、平安時代には当地域で最も勢力の強い賀陽氏が大領となり、吉備津神社の神職も独占した

のだと思われる。したがって吉備津には、畿内に匹敵するような大型古墳や巨大古墳を築造した「吉備

地域」の構造を解明する重要な手掛かりが内包されているといえよう。
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吉野口遺跡は吉備津神社の北西部に位置し、微地形から吉備中山の北西裾部から北に弧状に延びる微

高地が推定され、今回の調査区は、その微高地のほぼ中心部に位置する。調査区周辺は吉備津神社の門

前町であったため、表面観察では遺跡の広がりは明確に確認できず、土器などの遺物の出土もあまり伝

わっていなかった。ただ、現足守川は平野部の西側を商流しているが、かっては吉備津の辺りを大きく

東寄りに蛇行して流れていたと推定され、吉備津は東西方向の山陽道と足守川の水運とが合流する、い

わゆる交通の結接点であった。したがって、この地には大規模な遺跡が存在する可能性が高いことが予

測された。

岡山市鯉山小学校敷地内に、同小学校の給食棟の新築事業が岡山市教育委員会当局によって設定され

た。用地が吉野口遺跡の推定範囲に含まれていることから、この決定に伴って岡山市教育委員会施設課

長から同文化課長宛に平成2年4月4日付けで、当用地の埋蔵文化財等の存在状況確認調査依頼がなさ

れた。この依頼を受けた文化課は、当該地に遺跡が埋没している可能性があることから、重機による試

掘の必要性を指示し、文化課職員の立会に基づいて建設予定地の中心部付近で試掘を行い、15～20cmの

厚さの造成層直下には弥生時代から中世までの土器を多量に含む包含層が存在することを確認した。そ

の結果から、設計変更等により遺跡の保存を図るのは不可能であることが判明した。このため文化課は

同年7月9日付けで、当該地が埋蔵文化財包蔵地にあり、文化財保護法の適用を受け、給食棟建築の際

には、記録保存による事前の行政的措置の必要な旨の試掘調査に関する回答を施設課に通知し、その実

施に対する両者の連絡、協議を要請した。文化課と施設課で協議を重ねた結果、記録保存を平成3年度

中に実施することで合意に達した。発掘調査の着手に先立ち、平成3年6月29日付けで岡山市長から文

化庁長官宛に文化財保護法第57条の3第1項の規定に基づく「埋蔵文化財発掘の通知」が提出され、

続いて同年7月1日付けで岡山市教育委員会教育長から文化庁長官宛に文化財保護法第98条の2第1

項の規定に基づく「埋蔵文化財発掘通知」が提出された。

以上の経緯の基に、岡山市立鯉山小学校給食棟新築予定地の発掘調査は平成3年8月3日から平成4

年1月31日にかけて実施された。

発掘調査組織

発掘調査主体者　　　岡山市教育委員会教育長　奥山　桂

発掘調査対策委員　　稲田孝司（岡山大学教授）

（故）鎌木義昌（岡山理科大学教授）

発掘調査担当者

西川　宏（山陽学園教諭）

（故）西原礼之助（岡山市文化財保護審議会会長）

間壁忠彦（倉敷考古館館長）

水内昌康（岡山市文化財保護審議会副会長）

青山　淳（岡山市教育委員会文化課長）
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第Ⅱ章　調査の経過

（調査員）

（調査員）

（経　理）

出宮徳尚（岡山市教育委員会文化課長補佐）

根木　修（岡山市教育委員会文化課文化財係長）

神谷正義（岡山市教育委員会文化課文化財保護主任）

草原孝典（岡山市教育委員会文化課文化財保護主事）

河田健司（岡山市教育委員会文化課文化財保護主事）

沼　智恵（岡山市教育委員会文化課主事）

発掘調査現場作業員　青木敏夫

板野輝夫

榎　顕司

大溝　神

高坂義視

小西　患

佐々木龍彦

長門卓正

難波俊一

則武福市

蜂谷由太郎

横田順一

発掘調査現場事務員

出土物整理事務員

森脇光世

木村真紀

高橋博美（旧姓岡）

乗岡美佐子

山元尚子

調査にあたり、対策委員の先生方や地元考古学研究者のご教示・ご助言を頂いた。

発掘の実施に際しては、岡山市立鯉山小学校から諸般の便宜に預かった。また造成土の削除、搬出等

の土木作業に関しては本来産合建の多大な助力を得た。さらに報告書の作成にあたって、墨書土器の読

解については狩野久氏のご教示を、江見正己、中郷利幸、岡嶋隆司、大谷博志、大橋康二、大庭康時、

小野雅明、片岡宏二、加原耕作、汐見一夫、渋田東美、杉山一雄、鈴木景二、高田明大、高田恭一郎、

高畑知功、武田恭彰、中野雅美、馬場昌一、林信男、平井勝、平井泰男、弘田和司、久野修義、福島政

文、福田正継、松井政子、水野正好、山村信条、山元敏裕の諸氏からは助言と協力を得た。

諸々にご助勢下さった方々に深謝する次第である。
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経過と概要

調査区は、「源平の争乱」の時に平家方の武将として活躍し、木曽義仲と板倉で合戦して敗れて斬ら
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第Ⅱ章　調査の経過

①淡茶灰色土（近世～近代包含層）

②茶灰色土（含炭）（近世～近代包含層）

③茶褐色土（中世～近代包含層）

④暗茶褐色土（中世包含層）

⑤淡灰茶色土（奈良～中世包含層）

⑥暗灰褐色（古墳～奈良包含層）

0　　　　1m
li…！　一一一一j

⑦暗褐色土（弥生～古墳包含層）

⑧淡褐色土（弥生包含層）

⑨淡黄茶灰色土（縄文包含層）

⑲淡黄灰色土（基盤層）

⑪員層

⑫黄茶色土（溝14上層）

図6　調査区断面図

⑬暗茶色土（溝14上層）

⑭暗青灰色土（溝14下層）

⑮茶灰色粘質土（溝14下層）

⑯暗青灰色細砂（溝14下層）

⑰暗青灰褐色粘土（溝14最下層）

⑩暗灰褐色粘質土（溝14最下層）

れた妹尾（瀬尾）太郎兼康の供養塔の西側に位置する（図4、5）。兼康は、高梁川から直接取水し、

広大な総社平野の水田を潅漑する十ニケ郷用水を修造した伝承をもっており、地元の功労者としての側

面もある。鯉山小学校の敷地は、江戸時代まで兼康の菩提を弔うために建立されたといわれる道勝寺の

境内であった。また兼康の供養塔については、鯉山小学校を建てた際に現在の場所に移動させたという

ことも伝わっており、元は今回の調査区付近にあったとする話もある。なお、調査面積は8001がである。

厚さ15～20皿の薄い造成土を除去すると、淡茶灰色～淡褐色の包含層が約1．6mの深さまで存在し、
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調査の経過

基盤層は淡黄茶灰色土で、これは縄紋晩期中葉の包含層でもある（図6）。包含層は土色の濃淡の違い

によりいくつかに分けられるが、平面精査時には識別が困難で、機械的にレベルを設定して精査を繰り

返し、時期別に遺構面をとらえることを目指した。

遺構面は、近世面、中世面、古代面、古墳時代面、弥生時代面、縄紋時代面の6面である。近世面は、

上下の2層があり、2時期に分離できる。これらは道勝寺関連の遺構で、寺に伴う段状遺構や堀、寺墓、

ごみ穴などが検出された。しかし、道勝寺関連の遺構は近世初頭までで、それ以前には寺の痕跡は検出

できなかった。

中世面は、多数の柱穴と土師質土器が多量に廃棄された土壌が検出され、そのうち最も大きな土壌か

ら頭骨が出土した。この遺構面は、出土した土器から12世紀末が主体となる。

古代面は、2本平行する溝の両脇に方形の掘り方の柱穴で構成される建物が検出された。溝の埋土か

ら多量の土器が出土し、その大半は食膳具であった。建物は、溝の方向と棟方向が同じであり、溝方向

は吉野口遺跡の北にある山陽道の方向と平行している。この遺跡の古代の遺構面には、広い範囲を包括

した規則性が存在することが推定され、公的施設の可能性が推測される。

古墳時代の遺構面は、竪穴住居、溝、土壌、焼土塊などが検出され、出土した須恵器から6世紀後半

が主体と考えられる。このうち鉄棒を廃棄した土壌からは、フイゴの羽口や荒鉄を小割り選別した残樺

が出土しており、遺跡内で精練鍛冶などがおこなわれたことが推測される。

弥生時代の遺構面は、中期と後期の2時期があり、それぞれ竪穴住居が検出されているが、遺構や遺

物の量は中期の方が圧倒的に多い。

縄紋時代晩期中葉の遺構面は、当初は遺物の含まれない基盤層と考えていたが、部分的に掘り下げた

部分から土器が出土したため面的に精査した結果、竪穴住居、土壌、炉状遺構などが検出された。遺物

は土器の他に石鍬や石包丁状のスクレイパーが出土しており、南側の微高地おち部、もしくは溝の埋土

からイネのプラントオパールが検出されたことから、農具として用いられた可能性も推測される。

発掘日誌（抄）

平成3年8月3日　発掘器材の搬入

5日　発掘開始、北側配管部分の調査区掘り下げ

17日　本体部分の調査区掘り下げ

19日　北側配管部分の調査区掘り上がりの写真撮影

21日　本体部分近世面精査

9月11日　近世面掘り上がりの写真撮影、包含層を掘り下げる

10月14日　中世面掘り上がりの写真撮影、包含層を掘り下げる

17日　PllOの下層から頭骨出土

25日　発掘調査対策委員会開催

30日　古代面掘り上がりの写真撮影、包含層を掘り下げる

11月6日　南側配管部分の調査区掘り下げ

22日　南側配管部分の掘り上がりの写真撮影

26日　本体部分包含層掘り下げ

29日　古墳時代と弥生時代の遺構精査

平成4年1月8日　弥生時代面掘り上がりの写真撮影

17日　発掘調査対策委員会開催

18日　現地説明会を開催、雪の舞う厳寒の日にも関わらず150人以上の参加者がある。

23日　縄紋時代面精査

28日　縄紋時代面掘り上がりの写真撮影

31日　発掘器材撤去、発掘調査終了

ー13－

（草原）



第　Ⅲ章　　　遺　構　と　遺　物

近世から縄紋時代晩期にかけての遺構が検出され、それぞれの層序関係は前節を参照されたいが、こ

こでは各遺構とそこから出土した遺物の概要を時期ごとに説明する。

I　縄紋時代晩期（図7、8）
竪穴住居と推定される柱穴2つをもった円形の窪みと、土壌や炉と推定される焼土塊を幾っか検出し

た。この時期の包含層は当初上層の弥生時代中期のベースで無遺物層と考えていたが、同層を掘り下げ

てみたところ標高2．4m

ぐらいから遺物がかなり

出土し、それらの遺物の

出土状態が幾っかのブロッ

クに分かれる傾向が看取

された（図7）。非常に

判別のつきにくい土質で

はあったが、精査した結

果以下の遺構をとらえる

ことができた。これらの

遺構の時期については溝

16の埋土上面からいわゆ

る突帯紋土器が2片検出

されているが、他には同

時期に属すると思われる

』』m　△撥形石鍬　コンタ幅＝10。m

図7　縄紋時代晩期面遺物分布（包含層）及び微地形

土器はなく、この遺構面は縄紋時代晩期前半の比較的単一の時期幅のうちで形成されたものと推定され

る。

竪穴住居14（図9、10、11、12）

調査区中央東側で検出された遺構である。平面形は径約4mの円形で、深さは検出面から約17cm、断

面形は逆台形をなす。床面中央には柱穴と恩われるピットが3つ認められるが、他の竪穴住居の柱穴は

中央に2つあることから本来は当住居の柱穴も中央の2つで、北側の比較的小さなピットは添柱のよう

な複次的なものと推定される。中央の2つのピットの間隔は1．17mである。南側のピットの深さは床面

から約30cm、他は約20cmである。床面は平坦であるが貼床等は認められなかった。

遺物は埋土中から全て検出された。床面上には殆ど遺物が認められず、遺物は遺構中央に向ってレベ

ルが低くなる傾向が看取されることから、遺構廃絶後の窪みに遺物が埋没していたと推定される。遺物

は殆どが土器片である。土器片のうち多くを占めるのは深鉢の胴部の破片であるが、個体数を推定する
ヽ

ために口縁部片についてのみ数えると4点、底部も4点となる。浅鉢については破片数は探鉢と比べ少

ないものの、口縁部片については12点となり深鉢よりも多くなる。また浅鉢の胴部の破片と思われる24
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図9　竪穴住居14出土遺物（1）
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図10　竪穴住居14出土遺物（2）
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図11竪穴住居14出土遺物（3）
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第Ⅱ章　遺構と遺物

の外面には鋸歯状の線刻が描かれており、これ

は当調査区で検出された縄紋時代晩期の土器中

で唯一線刻で措いたものである。石器にはサヌ

カイト製で平基式と凹基式の無茎嫉2点と、同

じくサヌカイト製のスクレイパー2点の他に、

凝灰岩製の玉砥石が1点出土した。

竪穴住居15（図13、14）

調査区西側で検出された遺構である。西側1

／3程は近世の溝により削平されているが、残

存部分から平面形が径約5mの円形と推定され、

深さは検出面から約12cmで断面形は逆台形をな

す。床面中央やや西寄りには柱穴と思われるピッ

トが2つ認められ、南側のピット埋土には上層

に焼土がブロック状に含まれている。ピットの

径は両方とも約25cmで、ピット問は約1．2mで

ある。北側のピットの深さは床面から約30cm、

南側のピットは約35cmである。床面は平坦であ

るが貼床等は認められなかった。

遺物は埋土中から全て検出され、床面直上で

は検出されなかった。検出された遺物間のレベ

ル差は殆ど認められないが、1～2皿程北東部分

のレベルが高くなっている傾向が看取される。

この方向からの遺物の投棄或いは流入が推定さ

れる。遺物は全て土器片である。土器片のうち

比較的個数の多いのは深鉢の胴部の破片である

が、個体数を推定するための口縁部片について

のみ数えると4点となる。浅鉢については破片

数は探鉢と比べ少ないものの、口縁部片につい

ては5点となり、探鉢よりもやや多くなる。深

鉢の調整は二枚貝条痕、へラケズリ、ナデで、

浅鉢は比較的細かい単位のミガキが施される。

－18－
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第Ⅲ章遺構と遺物

竪穴住居16（図15、16、17、18）

調査区中央南側で検出された遺構である。部分的に上層の弥生時代中期の住居跡により削平を受けて

いるが、平面形が径約4．8mの円形と推定され、深さは検出面から約17cmで断面形は逆台形をなす。床

面中央やや西寄りには柱穴と思われるピットが2つ認められ、北側のピット埋土には浅鉢の胴部と息わ

れる土器片が2点検出された。ピッ

トの径は北側がやや大きく約24cm、

南側が約20cmで、ピット間は約1．3

mである。北側のピットの深さは

床面から約27皿、南側は約20皿で

ある。床面は平坦であるが貼床等

は認められなかった。

遺物は埋土中から検出され、床

面直上では検出されなかった。遺

物の出土状態は中央やや北寄りの

部分に向かいレベルが低くなって

いる傾向が看取され、当遺構廃絶

後の窪みに遺物が投棄或いは流入

したと推定される。遺物は殆どが

土器片で若干石器が検出された。

土器のうち最も個数の多いのは深

鉢の胴部片で、個体数を推定する

ために口縁部片についてのみ数え

ると11点で、底部は2点

となる。浅鉢は8点で、

底部は1点となる。深鉢

の調整は二枚貝条痕が主

体で、浅鉢は単位の比較

的細かいミガキが施され

る。石器は石包丁に類似

するサヌカイト製のスク

レイパーが1点、同じく

サヌカイト製の石錐と思

われるものが2点と、貢

岩或いは粘板岩と推定さ

れる石材で偏平片刃石斧

と似た形状をし、断面形

を台形に整形したものが

1点出土した。
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図15　竪穴住居16実測図
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図17　竪穴住居16出土遺物（2）
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一子二1－

10cm
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図18　竪穴住居16出土遺物（3）

P482（図19、20）

調査区中央やや東寄りで検出された土壌で、北は竪穴住居

14により削平されている。長径約1m、短径約0．8mの楕円

形の平面形を呈し、断面形は東側がやや窪んだU字形をして

おり検出面からの深さは約30皿である。埋土は4層で、第2

層と第4層から遣物が出土した。土器は小片ばかりで、深鉢

の口縁部片が4点と底部が1点、浅鉢が2点である。

♂
60

鱒加地咽　　　駕浩摩靭紆

声〕、＼ムヒブ
65　　　　　　　　64

グ
62

刀

図20　P482出土遺物
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図19　P482実測図
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P507（図21、22、23、24）

0　　　　　　　5cm

⊆∴L斗■」

図21P507出土遺物（1）

調査区中央やや南寄りで竪穴住居16の南側に接するよう

な位置で検出された土壌である。長さ約2．6m、幅約2m

の隅丸長方形の平面形を呈し、底部北側はさらに径約1．4

m程の菱形気味の円形に掘り下げてある。断面形は基本的

には台形で、検出面からの深さは最深部で約65cm、一段上

がった部分で約50皿である。埋土は5層で、第2層と第4

層から主に遣物が出土した。

遺物の主体は土器で、石器も若干出土した。土器のうち

最も個数の多いのは探鉢の胴部片で、そのうち口縁部片は

8点、底部片は2点である。浅鉢の口縁部片は3点である

が、確実に別個体の胴部片を含めると5点となる。深鉢は

殆どが二枚貝条痕で、口縁端部にキザミをめぐらすものは

1点のみである。浅鉢の調整は基本的には単位の細かいミ

ガキである。石器はサヌカイト製のスクレイパーが2点出

土した。

①

学竃芦声高2°6m
①暗黄灰色土

②暗黄灰褐色土

（訂黄灰色土

④暗黄灰色土

⑤暗灰褐色土（含炭）

0　　　　1m

h中「！

図22　P507実測図

図23　P507出土遺物（2）
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図24　P507出土遺物（3）
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遺構と遺物

P522（図25、26、27）

一昌一

◎
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図25　P522出土遺物（1）
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図26　P522実測図
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89

図27　P522出土遺物（2）

調査区中央東側で検出された土壌で、遺物の出土状態から長径約2．5m、短径約1．8mの長楕円形の平

面形が推定される。深さは最も高い位置で検出された遺物から約30cmで、断面形は逆台形と思われる。

遺物は土壌中央に向かいレベルが低くなる傾向が看取される。

遺物の主体は土器で石器が1点認められた。土器は胴部の破片が多く、図化できたのは6点のみで、

深鉢が2点、浅鉢が3点である。石器はサヌカイト製のスクレイパーが1点出土した。

P523（図28、29、30）

調査区北東部で検出された土壌で、遺物の出土状態から長径約2．6m、短径約1mの長楕円形の平面

形が推定される。深さは出土した遺物の高低差から約30cmと思われる。遺物は土壌中央に向かいレベル

が低くなる傾向が看取される。

出土した遺物は全て土器で、深鉢の胴部片の個数が最も多い。そのうち口縁部片は14点で底部片は1

－25－
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図28　P522出土遺物（1）
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遺構と遺物

点である。浅鉢の口縁部片は6点である。この土壌から出土

した土器のうち、探鉢は口縁端部に多様なキザミをめぐらす

ものが殆どで、端部も折り曲げたり突起を貼付するものが目

立っ。浅鉢も（106）のように口縁端部を強調しているもの

があり、他の遺構から検出された土器よりもやや古相の感じ

を受ける。

蘭三軍琶苛
馳弾頭　＝謬

109

上率／ツ／
／ノピ結／／

、J」′－

．‾ヽ

＼こご　　　　　　　　一　㌧／
－－－・－一・一．ニ【＿一／

／‾

～2．5m

0　　　　1m

l昔山　＿＿j

図29　P523実測図

0　　　　5cm

－－ト七二⊇

図30　P523出土遺物（2）

炉状遺構1（図31、32、33）

、、＼ヒ±土三㌢′

114

◎

10cm

」トト＋＿」＿＿⊥＋＿ト＋＿」」

；r　1115

図31炉状遺構1周辺出土遺物（1）

・dS◎

10cm

「！「トト「＋＿rl r」

図32　炉状遺構1周辺出土遺物（2）
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調査区中央北側で検出された。長さ約1．5m、幅約1mの不

定形で、深さ約15cmの浅い窪み状の土壌に厚さ約10皿の焼土が

塊状で検出された。焼土周囲には微細な骨片も採集されたが、

遺物は含まれていなかった。かなり大きな焼土であることや各

竪穴住居からほぼ等しい距離にあることから、共同で用いた炉

ということも推定される。

遺物は遺構の周囲から深鉢の破片が若干と、黒曜石の剥片が

4点、緑色でやや軟質の石材の管玉が1点検出された。当調査

区で出土した黒曜石はこの4点だけである。

炉状遺構2（図34）

炉状遺構1の北側で検出

された。

径約70cmの不整円形で、深

さ約10cmの浅い窪み状の土

壌に厚さ約10cmの焼土が塊

状で検出された。炉状遺構

1と比べてかなり小さいが、

炉状遺構1と同様にそれぞ

れの竪穴住居が共同で用い

た炉ということも推定され

る。

遺物は全く検出されなかった。

頂郡2・4m
①焼土塊　0　　1m
②赤褐色土Lj一一呈一一呈一汗　！

図34　炉状遺構2実測図

仁二ゝ、＼、、、ト二、、、

密空告‾2・6m
①焼土塊

②赤褐色土　　0　　　1m
③赤茶灰色土　日中　」

図33　炉状遺構1実測図

、、〆、、

メ一、ヽ＼
、、

①②

＼一一一音字‾
①焼土塊　　0　　　1m
②茶黄色土　」⊥止し－■
③赤橙色土

図35　炉状遺構3実測図

炉状遺構3（図35）

竪穴住居16の南側で検出された。長さ約1．8m、幅約1．6mの不整円形で、深さ約10cmの窪み状の土壌

の中央やや東寄りの位置で厚さ約10cmの焼土が塊状で検出された。焼土塊の大きさは炉状遺構2と殆ど

同じである。

遺物は深鉢と思われる小片が2点出土した。

P492（図36）

竪穴住居14の西側を一部削平している。径約65cmの円形の平面形を呈し、深さは検出面から約40皿で

断面形は方形である。埋土は2層で、第1層から深鉢の胴部と思われる小片が1点出土した。

P493（図36）

竪穴住居14の南側を一部削平している。南側は弥生時代中期の遺構で削平されているが、残存部から

径約60皿の円形もしくは隅丸方形の平面形を呈すると思われ、深さは検出面から約20cmで逆台形の断面

形と推定される。遺物は埋土中位から深鉢と思われる小片が3点出土した。
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0　　　　1m

三三ii
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図36　P492，P493，P509，P510，P511′　P512，P513実測図

P509（図36）

竪穴住居16と炉状遺構3の間で検出された土壌である。長径約1．2m、短径約0．6mの長楕円形の平面

形を呈し、深さは検出面から約35cmで断面形はU字形である。埋土は2層からなり、第1層から土器の

小片が出土した。

P510（図36）

竪穴住居16の西側を一部削平している。長径約80cm、短径約60cmの楕円形の平面形を呈し、深さは検

出面から約30cmで断面形は方形である。埋土は4層からなり、遺物は第1層からのみ検出された。出土

した遺物は全て土器片で、探鉢と思われる小片が7点検出された。

P511（図36）

竪穴住居16の南側で検出された土壌で、南半はP507によって削平されている。残存部から径約80cm

の円形の平面形と思われ、深さは検出面から約50cmで断面形はU字形である。埋土は4層からなり、埋

土中から土器の小片が1点検出された。

P512（図36）

竪穴住居16の上面で検出された土壌である。径約60cmの円形の平面形を呈し、深さは検出面から約30

cmで断面形はU字形である。埋土は2層からなり、遣物は第1層から深鉢と思われる小片が3点出土し

た。
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P513（図36）

調査区中央やや南寄りで検出された土壌で、西側は竪穴住居16により削平されている。残存部分から

長径約1．2m、短径約0．8mの長楕円形の平面形と推定され、深さは検出面から約30cmで断面形はU字形

である。埋土は2層からなり、遺物は埋土中から土器の小片が1点検出された。

溝16（図37）

A

①暗黄茶色土

雷雲霊票圭　巳出∃m

図37　溝16断面実測図

調査区南端で検

出された溝である。

遺構の殆どが調査

区外へ出てしまう

ため全形はわから

ない。南側の配管

部分の調査区では

当遺構面まで掘る

ことが出来ず、こ

の溝以南における 図39　溝16出土遺物（2）

l

0　　　　　5cm

とと「LJ

図38　溝16出土遺物（1）

0　　　　5cm

！日日「！

遺構の状況や地形

等は明確にはできなかった。したがって溝16が微高地上を掘削したのか、微高地の端部を掘削したのか

は明確ではないが、配管部分の重機による部分掘削の際の立会調査では縄紋期の遺物は認められず、土

層も粘質土へ変わることから前者の可能性が高いと推定される。

溝の埋土は3層で、第2、3層は溝埋土として普遍的に認められるが、第1層は径約80皿の円形部分

にのみ分布し溝全体には存在しなかった。第1層は溝が埋没した後の窪みに堆積したのか、もしくはや

や新しい時期に土壌状の遺構であった可能性が考えられる。

遺物は各層から若干出土した。第1層からは（117）と（118）が、その他は第2、3層から出土した。

（117）と（118）はいわゆる突帯紋土器で、この面で検出された縄紋土器の中で最も新しいものである。

突帯紋土器は、この面ではこの2点だけである。他は深鉢の口縁部片1点と底部1点、浅鉢の口縁部片

2点、サヌカイト製のサイドスクレイパーが1点出土した。

この溝の時期については、最も新しい時期の土器が（117）と（118）であるものの、出土した第1層

が溝埋土というよりも後の堆積か、もしくは別の遺構の埋土とも考えられることや、第2、3層から突

帯紋土器が認められないことから、他の遺構と同時期と考えておきたい。
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なお、第1、2層についてプラントオパール分析を行ったところ、下層にいくにしたがいイネのプラ

ントオパールが増加することが確認された（附章I参照）。

包含層（図40、41、42）

ぞ
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二三

129　圃竃謬t ′
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＼∈こ＿至≡至≡主⊇i／

0　　　　5cm

Li！－！！

♂
124

ア
126

図40　包含層出土遺物（1）

く恋：国国国国国；p

10cm

［！！1－！！！I！！

図41包含層出土遺物（2）
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図42　包含層出土遺物（3）

第Ⅲ章　遺構と遺物

図化できた土器は9点である。深鉢は口縁部が緩やかに外反する形態のものが多く、外面は二枚貝条

痕の調整が多い。口縁端部はキザミをめぐらすものと、めぐらさないものの両方がある。頸部に爪形紋

を垂下するものも認められるが、それは全出土土器中3点のみで、非常に少ない。浅鉢は破片ばかりで

全形のわかるものはないが、比較的多様な形態であったことがうかがえる。外面調整も黒色磨研の技法

が目立っ。

短冊形で結晶片岩製の打製石鍬が竪穴住居14の南側（図7、41）で出土した。この石鍬は基端が若干

欠損しているもののほぼ完形で、片刃の刃面には使用のための磨滅が顕著である。撥形でサヌカイト製

の打製石鍬が溝16の縁辺（図7、42）で出土した。この石鍬の基端は平にはなっていないが、この部分

は原石の風化部分であり当初から平らにする意識はなかったものと推定される。片刃の刃面の両側は使

用による磨滅が顕著で、特に右側へ偏る傾向にある。

出土土器観察表

器 形
土 器

番 号

法　　 皇 （cm）
形　　 態　 ・　 調　　 整　　 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 胎　 土 色　 調 遺構

口径 底径 器高

深 鉢 1 3 6．0 － － 口綾部 は波状で端部にはキザ ミ、頸部や胴部との境には爪形紋、刺突紋を施す 含長石石英 茶褐色 住14

探 鉢 2 － － － 口縁端部は面取 りした後にキザ ミをめぐらす。 含長石石英 淡茶褐色 住14

深 鉢 3 － － － 口縁端部は丸 くおさめ、外面は横方向の削り、内面はナデ 含長石石英 淡茶褐灰色 住14

深 鉢 4 － － － 外面上半は条痕、下半 は削 りが認められ、内面はナデ 含長石石英 橙灰色 住 14

深 鉢 5 － － － 外面は削り、内面 はナデ 含長石石英 茶褐色 住 14

探 鉢 6 － － － 外面頸部はナデ、胴部 は削 り、境には爪形紋が施され内面はナデ 含長石石英 淡茶灰色 住14

深 鉢 7 － － － 外部は削り、内部 は条痕 含長石石英 橙褐色 住14

探 鉢 8 － － － 外面は条痕、内面 はナヂ 含長石石英 淡茶灰色 住 14

深 鉢 9 － 8．0 － やや上げ底気味で、外面削 り、内面ナデ 含長石石英 淡灰褐色 住 14

探 鉢 10 － 6．0 － 上げ底気味で、外面削 り、内面ナデ 含長石石英 淡茶灰色 住 14
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探 鉢 11 － 6．0 － 上 げ底気味で、外面削 り、内面ナデ 含長石石英 淡茶褐 色 住 14

深 鉢 12 － 6．5 － 上 げ底気味で、内外面 ともナデ 含長石 石英 淡橙灰 褐色 住 14

浅 鉢 13 29．0 － － 椀形を呈 し、口緑端部 は面取 りし、内外面 ともにミガキを施す。黒色磨研 含長石石英 淡茶灰 色 住 14

浅 鉢 14 23．0 － － 口縁端部はやや尖 り気味に外反 しながらおさめる。内外面 はミガキ。黒色磨研 含長石石英 淡茶灰褐色 住 14

浅 鉢 15 － － － 口縁は内湾気味に外反 し端部 はやや丸みをもっ。内外面は ミガキ。黒色磨研 含長石石英 茶灰色 住 14

浅 鉢 16 25．0 － － 短 く外反 し、端部はやや突が り気味丸 くおさめ、内外面 ミガキ。黒色磨研 含長石石英 淡灰褐色 住 14

浅 鉢 17 － － － 胴部屈曲部の破片で、外部下半ケズ リ、内部状痕 含長石石英 淡茶灰色 住 14

浅 鉢 18 25．0 － － 口縁端部が上方立ち上がり、外面に沈線を 1条施す内外面はミガキ。黒色磨研 ・ 含長石石英 淡檀灰色 住 14

浅 鉢 19 － － － 口縁部は短 く外反 し、端部は丸 くおさめる。内外面はミガキ。黒色磨研 含長石石英 茶褐色 住 14

浅 鉢 20 － － － 口縁部は短 く外反 し、端部はやや尖り気味におさめ、内外 はミガキ。黒色磨研 含長石石英 茶褐色 住 14

浅 鉢 2 1 19．0 － － 緩やかに外反する口縁部で端部には突起が認め られる内外 はミガキ。黒色磨研か？ 含長石石英 淡橙茶褐色 住 14

浅 鉢 22 18．0 － － 外反気味に開 く口縁部で、端部はやや尖り気味である内外は ミガキ。黒色磨研か ？ 含長石石英 淡茶灰色 住 14

浅 鉢 23 23．0 － － 外反気味に開 く口縁部で、端部はやや尖り気味である内外は ミガキ。黒色磨研 含長石石英 淡茶灰褐色 住 14

浅 鉢 24 － － － 胴部下半の破片で、内外 ミガキの後外面に線刻が認め られる。黒色磨研 含長石石英 淡茶灰色 住 14

浅 鉢 25 － 5．0 － 薄手で、中央部 はやや凹む外面はミガキ、内面はナデ 含長石石英 淡茶灰色 住 14

浅 鉢 26 18．0 － － 胴部が鋭角的に屈曲 し、口縁部は短 く外反 し、端部は上方 に拡張する。 ミガキ 含長石石英 暗茶褐色 住 15

浅 鉢 27 － － － 緩やかに外反する口縁部で内外面 ミガキ 含長石石英 暗茶褐色 住 15

‘浅 鉢 28 26．0 － － 内湾気味に外反す る口縁部で、端部は丸 くおさめる。内外 は磨 き。黒色磨研 ？ 含長石石英 淡橙灰白色 住 15

浅 鉢 29 28．0 － － 口縁部は短 く外反 し、端部は丸 くおさめる。内外 はミガキ。黒色磨研 含長石石英 橙灰色 住 15

浅 鉢 30 － － － 口縁部は緩やかに外反 し、端部は上方に拡張 し、突起を貼付す。内外 ミガキ 含長石石英 暗茶灰色 住 15

浅 鉢 31 30．0 － － 口縁端部は若干上方へ拡張 し、外面に沈線をめぐらす内外 ミガキ。黒色磨研 含長石石英 暗灰褐色 住 15

探 鉢 32 20．0 － － 口縁端部は丸 くお さめる。内外面条痕。 含長石石英 淡茶灰色 住 15

深 鉢 33 22．0 － － 口縁端部は丸 くお さめる。外面条痕後へラナデ、内面へラナデ 含長石石英 暗灰褐色 住 15

深 鉢 34 30．0 － － 口縁端部はやや面取り気味におさめる。外面条痕、内面条痕の後ナデ 含長石石英 淡茶灰白色 住 15

深 鉢 35 36．0 － － 若干外反する口端部で、端部を若干面取りする。外面上半 は条痕、下半はケズリ 含長石石英 淡橙灰褐色 住 15

探 鉢 36 34．0 － － 緩やかに外反する口縁部で端部上面は面取 りをする。外面は条痕で内面はナデ 含長石石英 淡橙灰褐色 住 16

深 鉢 37 34．0 － － 緩やかに外反する口縁部で端部上面は面取りをす るb 外面 は条痕で内面はナデ 含長石石英 灰褐色 住 16

深 鉢 38 3 1．0 － － 緩やかに外反する口縁部で端部上面は面取りをす る。外面は条痕後ナデ、内 はナデ 含長石石英 淡茶灰色 住 16

深鉢（浅鉢） 39 26．0 － － 薄手で浅鉢の可能性もある調整 は磨滅のため不明 含長石石英 淡茶褐色 住 16

深 鉢 4 0 － － － 内外面条痕で、口縁端部外面 はキザ ミをめぐらす 含長石石英 暗茶灰色 住 16

深 鉢 4 1 － － － 外面上半条痕、下半 はナデ内面下半はケズリ 含長石石英 暗茶褐色 住 16

探 鉢 42 － － － 内外面条痕の後、内面はナデ、外面 は口縁部付近のみナデ 含長石石英 茶褐色 住 16

浅 鉢 4 3 － － － 緩やかに外反する口縁部の端部を上方に拡張 し、突起貼付す る。 含長石石英 淡茶褐色 住 16

探 鉢 4 4 － － － 口縁端部上面 は面取りし、内外面条痕後内面はナデ 含長石石英 淡茶褐色 住 16

深 鉢 45 － － － 外面条痕 含長石石英 淡橙灰色 住 16

深 鉢 4 6 － － － 口縁端部は丸 くおさめ、突起を貼付する。外面ケズリ内面 はナデ 含長石石英 橙褐色 住 16

探 鉢 4 7 － － － 口縁端部上面を面取 りし、内外面 は条痕 含長石石英 淡赤褐色 住 16

深 鉢 4 8 － － － 外面ケズリ、内面はナデ 含長石石英 淡茶橿灰色 住 1 6

探 鉢 4 9 － 7．0 － やや上げ底気味で、内面 はへラナデ 含長石石英 淡橙茶灰色 住 1 6

深 鉢 50 － 6．0 － やや上げ気味で、外面は条痕、内面 は不明 ． 含長石石英 淡橙褐色 住 1 6

浅 鉢 51 25．0 － － 口縁端部はやや尖 り気味におさめる。外面 はケズリの後 ミガキ、内面は ミガキ 含長石石英 橙褐色 住 1 6

浅 鉢 52 － 7．0 － 内外面 ミガキ。底部中央 はやや窪む。 含長石石英 淡茶灰色 住 1 6

浅 鉢 53 33．0 － － 口縁端部を上方に拡張 し、外面には沈線がめ ぐる。内外面ナデ ？ 含長石石英 淡橙灰色 住 1 6

浅 鉢 54 16．0 － － 短 く外反する口縁端で端部内面 に沈線がめ ぐり、内外面 ミガキ 含長石石英 淡茶灰色 住 1 6

浅 鉢 55 14．0 － － 口縁部は短 く外反 し、端部は斜め上方に拡張 し、外面に沈線。内外面 ミガキ 含長石石英 淡茶灰色 住 1 6

浅 鉢 56 20．0 － － 口縁端部を上方に拡張 し、外面には沈線をめ ぐらす。・ 含長石石英 淡茶灰色 住 1 6

浅 鉢 57 22．0 － － 口縁端部を上方に拡張 し、外面に沈線をめぐらす。 含長石石英 淡茶褐色 住 1 6

浅 鉢 58 28．0 － － 口縁端部を上方へ拡張する外面 はミガキ 含長石石英 淡橙灰色 住 1 6

浅 鉢 59 － － － 口縁端部は肥厚 して丸 くおさめ、突起が貼付されている。外面 ミガキ 含長石石英 淡茶灰色 住 1 6

深 鉢 60 － － － 口縁端部は面取りしている外面条痕、内面 は条痕の後ナデ 含長石石英 茶褐色 P 4 82

深 鉢 61 － － － 口縁端部にはキザミをめ ぐらし、外面 は条痕、内面はナデ 含長石石英 淡茶灰色 P 4 82

探 鉢 62 － － － 口縁端部にはキザミをめ ぐらし、外面 はケズ リ、内面 は条痕か？ 含長石石英 淡茶褐色 P 4 82

浅 鉢 63 － － － 口縁端部はやや尖 り気味におさめ、内面は ミガキ、口縁部付近 はナデ 含長石石英 淡灰褐色 P 4 82

深 鉢 64 － 5．0 － やや上げ気味で、内面はナデ 含長石石英 淡樫灰色 P 4 82

浅 鉢 65 － － － 口縁端部は上方へ若干拡張 し沈線をめ ぐらす。内外面は ミガキ、黒色磨研 含長石石英 暗赤灰褐色 P 4 82

浅 鉢 6 6 － － － 内湾気味に開 く口綾部で、端部はやや尖 り気味である内外ナデで穿孔がある 含長石石英 淡橙灰褐色 P 4 8早

浅 鉢 6 7 34．0 － － 緩やかに外反する口縁部で端部 は丸 くおさめる。外面は条痕、内面はナデ 含長石石英 淡灰 白色 P 5 07

浅 鉢 6 8 33．0 － － やや開きに外反す る口縁部で、端部は平坦に面取り外面条痕後ナデ、内面ナデ 含長石石英金雲母 淡橙灰褐色 P 5 07

浅 鉢 6 9 26．0 － － 口縁端部にはキザ ミをめ ぐらし、外面は条痕、内面はナデ 含長石石英角閃石 淡茶灰色 P 5 07

探 鉢 70 20．0 － － 短 く外反する口縁部で、内外面は条痕の後口縁部付近はナデ 含長石石英 淡灰褐色 P 5 07

深 鉢 71 － － － 口縁端部はやや尖 り気味におさめ、外面は条痕、内面はナデ 含長石石英 暗茶褐色 P 5 07

深 鉢 72 － － － 口縁端部は面取 りをし、外面は条痕、内面はナデ 含長石石英 淡灰色 P 5 07

深 鉢 73 － － － 口縁端部は面取 りをし、外面は条痕、内面はナデ 含長石石英 淡茶褐色 P 50 7
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探 鉢 74 － － － 口縁端部 は面取 りを し、外面 はナデ、内面はケズ リの後ナデ 含長石 石英 暗茶褐色 P 50 7

探 鉢 7 5 － － － 外面上方 はヨコ条痕、下方はナナメ条痕、内面は条痕後ナデ 含長石石英角閃石 淡橙 灰白色 ・P 50 7

深 鉢 76 － 5．4 － 上げ気味で」外面は条痕、内面 は条痕の後ナデ 含長石石英金雲母 淡灰 白色 P 50 7

探 鉢 ケ7
－ ・7．0 － 上げ気味で、外面は条痕、内面 はナデ 含長石石英角閃石 橙褐 色 P 50 7

浅 鉢 78 30．0 － － 口縁端部 は上方に若干拡張 し丸 くおさめる。内外面 はミガキ。 含長石石英角閃石 灰褐 色 P 50 7

浅 鉢 79 － － － 内外面 ミ・ガキ 含長石石英角閃石 暗灰 褐色 P 50 7

浅 鉢 80 － － － 口縁端部 は方形に拡張 し、内外面 はミガキ。黒色磨研 含長石 石英 淡橙灰 褐色 P 50 7 ．

浅 鉢 8 1 － － － 鋭角的に屈曲する胴部をもち、外面は ミガキ、内面はナデ。 含長石石英角閃石 暗茶褐 色 ・P’50 7

浅 鉢 82 － － － 短 く外反する口綾部と推定 され、内外面はミガキ 含長石石英角閃石 暗灰褐 色 P 50 7

浅 鉢 由 17．0 － － やや内湾気味に開 く口縁部で、端部は尖り気味におさめ、外面はナデ内面 は不明 含長石石英角閃石 淡橙灰 褐色 P 50 7

探 鉢 84 － － － 口縁端部に面取りを し、内外面条痕 含長石石英 橙褐色 P 52 2

浅 鉢 85 － － － 口縁端部 は丸 くおさめ、内外面 ミガキ 含長石石英 淡茶灰 色 P 52 2

浅 ・鉢 86 22．0 － － 口縁端部の内面は断面蒲鉾形に肥厚 し、内外面は ミガキ。黒色磨研 含長石石英 茶褐色 P 52 2

浅 鉢 87 2 5．0 － － 口縁端部 は断面方形で、内面 はミガキ、外面は条痕の後 ナデ 含長石石英 茶灰色 P 52 2

浅 鉢 88 － － － 口縁端部 は断面方形で、内外面 ミガキ。黒色磨研 含長石石英 淡橙灰 色 P 52 2

浅 鉢 89 － － － 口縁端部 は断面蒲鉾形におさめる。外面には沈線がめぐり、内外面 ミガキ 含長石石英 暗茶褐 色 P 52 2

深 鉢 90 22．0 － － 口縁端部に円筒状の突起を付け上端にキザ ミをめぐらし、外面条痕後ケズリ 含長石石英砂粒 淡赤灰 褐色 P 52 3

探 鉢 9 1 26．0 － － 口縁端部を内折 し外面に且圧痕をめぐらす。外面は条痕、内面はナデか。 含長石石英 淡茶灰 色 P 52 3

探 鉢 92 ・′24．0 － － 緩やかに外反する口綾部で端部にはキザミをめぐらし外面上半条痕下半ケズリ 含長石石英 灰褐色 P 52 3

探 鉢 93 20．0 － － 口縁端部に指圧痕をめぐらし、外面は条痕の後タテナデ、内面はヨコケズ リ 含長石石英砂粒 檀赤褐色 P 52 3

探 鉢 94 28．0 － － 口縁部上端 は平坦で、外面条痕、内面はナデ 含長石石英 淡橙灰 白色 P 52 3

探 鉢 95 20．0 － － 内湾する口綾部で、端部は丸 くおさめる。外部 はケズリの後ナデ、内面 はナデ 含長石石英 淡橙灰色 P 52 3

探 鉢 96 － － － 口縁端部にキザ ミを施 した突起が貼付 され、外面 は条痕、内面はナデ。 含長石石英 暗茶灰色 P 52 3

探 鉢 97 － － － 口縁端部に リボン状の突起が貼付され、内外面はナデ 含長石石英 淡橙灰 白色 P 52 3

深 鉢 98 － － － 口縁端部上端にキザ ミをめぐらし、外面 はケズリ、内面 はナデ 含長石石英 淡灰 白色 P 52 3

深 鉢 99 － － － 口縁端部上端にキザ ミをめぐらし、外面 ケズ リ、内面はナデ 含長石石英 暗茶褐色 P 52 3

深 鉢 10 0・ － － － 口縁端部にキザ ミをめぐらし、外面は条痕、内面は条痕の後ナデ 含長石石英 淡茶褐色 P 52 3

探 鉢 10 1 － － － 口縁端部にキザ ミをめぐらし、外面は条痕の後ナデ、内面は不明 含長石石英 淡茶灰色 P 52 3

探 鉢 10 2 － － － 口縁端部にキザ ミをめぐらし、外面条痕、内面 はナデ 含長石石英 暗茶褐色 P 52 3

深 鉢 10 3 － － － 口縁端部にキザ ミをめぐらし、外面条痕 の後ナデ、内面 ナデ 含長石石英 淡赤灰褐色 P 52 3

深 鉢 10 4 － 4．0 － 上げ気味で、外面ケズ リ、内面ナデ 含長石石英 淡赤灰褐色 P 52 3

浅 鉢 10 5 － － － 口縁端部内面は断面蒲鉾形に肥厚 し、内外面 ミガキ。黒色磨研 含長石石英 暗茶黒褐色 P 52 3

浅 鉢 10 6 － － － 口縁端部を上方へ拡張 し、外面に沈線をめ ぐらす。内外面 ミガキ 含長石石英 暗轟黒褐色 P 52 3

浅 鉢 10 7 － － － 口縁端部は外傾気味に開き、端部は丸 くおさめる。内外面 ミガキ。黒色磨研 含長石石英 淡橙灰 白色 P 52 3

浅 鉢 10 8 － － － 口縁部 はやや内湾気味に開 き端部はやや丸 く肥厚する内外面 はナデ 含長石石英 橙灰色 P 52 3

浅 鉢 10 9 － － － 短 く外反する口綾部で端部は丸 くおさめる。内外面 ミガキ。黒色磨研 含長石石英 灰褐色 P 52 3

浅 鉢 1 10 － － － やや外傾気味に開 く口縁部で、端部 は尖 り気味におさめ、内外 ミガキ。黒色磨研 含長石石英 灰褐色 P 52 3

深 鉢 1 11 － － － 口縁端部にキザ ミをめ ぐらす。 含長石石英 赤褐色 炉状遺構 1

深鉢（浅鉢） 1 12 － － － 口縁端部は断面方形で、外面はヨコ方向のケズリ、内面 はヨコ方向の ミガキ 含長石石英 淡橙灰色 炉状遺構1

深 鉢 1 13 － － － 口縁端部は尖 り気味におさめ、内外面は条痕。 含長石右英 橙褐色 炉状遺構1

探 鉢 1 14 － 5．8 － 上 げ気味である。 含長石石英 橙灰色 炉状遺構 1

探 鉢 1 15 － － － 口縁部上端 にキザ ミをめぐらし、外面タテケズリ、内面ナデ 含長石石英 暗茶褐色 炉状遺構 1

探 鉢 1 16 22．0 － － 口縁端部はやや尖 り気味におさめ、内外面はへラナデ 含長石石英 淡茶灰色 溝 16

探 鉢 1 17 － － － いわゆる凸帯紋土器で、 D 字形 のキザ ミと線刻が認められる。 含長石石英 淡橙灰色 溝 16

探 鉢 1 18 － － － 凸帯紋土器で、尖 り気味におさめる口縁端部 とキザ ミが認め られる。 含長石石英 淡橙灰 白色 溝 16

深 鉢 1 19 － 7．0 － 上 げ気味で、外面 は条痕内面はナデ 含長石石英 橙褐色 溝 16

浅 鉢 12 0 － － － 口縁端部を上方 に拡張 し外面 に沈線をめ ぐらす。内外面 ミガキ。黒色磨研 含長石石英 暗茶褐色 溝 16

浅 鉢 12 1 － － － 口縁端部を断面方形 に拡張 し、内外面 ミガキ 含長石石英 暗赤茶褐色 溝 16

深 鉢 12 2 18．0 － － 口縁端部は面取 りし、外面 は条痕、内面はケズリ。 含 長石石英 暗茶褐色 包含層

深 鉢 12 3 － － － 口縁端部は面取 りし、外面 は条痕、内面はナデ 含長石石英 淡橙灰色 包含層

探 鉢 12 4 － － － 口縁端部にキザ ミ、頸部には垂下する爪形紋が認め られる。 含長石石英 橙茶褐色 包含層

探 鉢 12 5 － － － 口縁端部にキザ ミをめ ぐらし、外面条痕、内面ナデ 含長石石英 橙茶褐色 包含層

深 鉢 12 6 － － － 口縁端部にキザ ミをめ ぐらし、外面条痕、内面ナデ 含長石石英 暗茶灰色 包含層

浅 鉢 12 7 － － － 口縁端部を若干肥厚 し、内外面 はミガキ。黒色磨研 含長石石英 黒灰色 包含層

浅 鉢 12 8 － － － 口縁部内面 に沈線状の凹みがめ ぐる。内外面 ミガキ 含長石石英 橙灰色 包含層

浅 鉢 12 9 － － － 短 く外反する口綾部で、端部は丸 くおさめ、内外面 ミガキ。黒色磨研 含長石石英 黒灰色 包含層

浅 鉢 13 0 － － － 口縁端部内側が蒲鉾形に肥厚 し、内外面 ミガキ 含長石石英 淡橙灰 白色 包含層
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Ⅱ　弥生時代（図43）

遺構と遺物

中期と後期の2時期に大別される。特に、中期の土器については当調査区から出土した土器の中では

中世についで量が多く、調査区西側の近世溝により掘削されている部分や、近、現代の掘削を受けた部

分を除くと調査区全体に遺構が認められ、比較的大規模な集落であったことが推定される。一方、後期

の遺構は竪穴住居2軒と土壌が若干で、遺物もコンテナ5箱ほどであった。特殊な文様を施した器台片

が出土しているものの、集落の規模はそれほど大きいものではなかったようである。

中期の遺構面は、竪穴住居、掘立柱建物、土壌、墓などが混在しており、旭川下流域の同時期の集落

遺跡である南方遺跡が、居住空間と墓地空間とが分離されて占地されているのとは異なった様相である。

遺物については圧倒的に土器が多いものの、他に石斧や石鉱などの石製品や、石斧と同じ石材の剥片も

出土している。この剥片の数はそれほど多くなく、集落内で石斧の自給的な生産が行われていたことを

示しているといえそうである。中期後半になると遺構数や遺物の量は極端に減り、先に想定した微高地

の他の地点か、もしくは別の遺跡へ集落が移動したと推定される。したがって、調査区で検出した中期

の集落と後期の集落とは、時間的な断絶が存在しているといえる。

竪穴住居1、P21（図44）

配管部分西側の調査区で検出した。竪穴住居1は、全体の規

模などはほとんどが調査区外へ出るため不明であるが、円形の

平面形で幅約0．15mの壁体溝がめぐっている。遺物は、聾の胴

部片が埋土中から出土した。

P21は、竪穴住居1の西側を削平している。遺構のほとんど

が調査区外へ出るため全形はわからないが、径約0．9m以上の

円形に近い平面形が推定され、断面形はU字形である。遺物は、

埋土中から嚢と壷の胴部片が出土した。

両遺構の時期については遺物も少なく、また遺構の一部しか

調査できていないため明確ではないが、埋土やわずかな遺物か

ら一応中期と推定される。

A－し二‾B L＝2．4m

C一＼一D o lm

Lr日日　」

図44　竪穴住居1，P21実測図

竪穴住居4（図45、46、47）

調査区北東部分で検出された後期の遺構である。北半分は調査区外へ出るものの、径約3．6mの円形

の平面形を呈し、検出面から床面までの深さは約0．5mである。壁体溝は壁にそって1条認められるが、

東側ではとぎれている。柱穴は1つ検出され、径約0．15mで、床面からの深さは約0．5mである。中央

付近の床面には炭が面的に広がっており、付近に火所の存在が推定される。埋土は2層あり、住居廃絶

直後の流入土が第2層で、第1層はやや間をおいての堆積であるが、両層に含まれる遺物には明確な時

期差は認められない。部分的ではあるが、淡黄灰色土を用いた貼り床が認められる。床面の標高は約2．

6mである。

遺物は、床面直上と埋土中より出土した。床面直上からは嚢（4）、（11）、高塀（1）、鉢（10）、壷

（6）、脚部（3）で、その他は埋土中から出土した。器台（13）と（14）は第2層の上半から出土した
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第Ⅱ章　遺構と遺物

もので、これらは現状では接合できない

ものの、弧状の線刻などから13の口縁部

の一部であると患われる。この器台の外

面は、長方形の透かし穴の周囲に直線を

基本とした特殊器台の紋様を彷彿とさせ

るような線刻を鋭利な道具で施し、口縁

部の内面には外面とは異なって弧状の線

刻を施している。胎土は他の土器とほと

んど変わらない。竪穴住居4から出土し

た土器から、この器台は特殊器台のうち、

最も古い立坂型の時期と並行すると考え

られる。紋様の特徴からも、特殊器台と

何らかの関係が存在したことも推測され

る。しかし、この器台の表面の紋様には

間帯が認められず、特殊器台の基本的な

紋様構成との差異も指摘できる。

竪穴住居7（図48、49）

＿目玉．転

妄言諒

孝孝　焼土

L＝2．7m

①茶褐色土

②茶褐灰色土

③明黄灰色土（含炭）
④淡黄灰色土

⑤暗茶褐色土

0　　　　1m

L三川！　＿！

図45　竪穴住居4実測図

－　く

10cm

l：！こIi！－：：！！

図46　竪穴住居4　出土遺物（1）
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遺構と遺物

図47　竪穴住居4出土遺物（2）

③　　　①

0　　　5cm

と七十l＿＿－と」

諒
2．7m

（お茶灰色土　　　　　　⑥灰色土　　　　　　　⑪黄色土

②黄茶灰色土　　　　　⑦暗灰色土　　　　　　⑫茶黄色土

③灰色土（含黄灰色土）　⑧暗黄灰色土（含灰色土）⑬暗灰色粘質微砂

④暗黄灰色土　　　　　⑨灰褐色土（含炭）

⑤黄色灰色土　　　　　⑲黄灰色土

O lm

hH。　j

図48　竪穴住居7実測図
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第Ⅲ章　遺構と遺物

0　　　　　　　　　　10cm
ll！：！．！！！！－！！

図49　竪穴住居7出土遺物

調査区中央やや西寄りで検出された後期の遺構である。遺構の中央部分幅約0．4mは水道の配管が通っ

ているため明確ではないが、ほぼ全形は把握できた。径約4．5mの円形の平面形を呈し、検出面から床

面までの深さは約0．5mである。床面はほぼ水平である。貼り床は、住居の中央以外の大半の床面で認

められ、厚いところでは3～5cmほどもある。中央付近は床面から5cmほど部分的に盛り上げており、

さらに中央部は長さ約2m、幅約1．2m、深さ約0．16mの長方形の平面形をした窪みをっくっている。

この窪みには炭が集中しており、火所であったと思われる。壁体溝は幅約0．1mで住居の外周をめぐっ

ているが、南西部ではやや枝別れして内側にカーブしている部分もある。柱穴は床面で4っ確認され、

4本柱をなす。柱間距離は約2mを測り、柱穴は径0．2～0．4m、深さ0．3～0．4mである。床面の標高は

約2．6mで、竪穴住居4の床面とほぼ同じレベルを呈し、両住居とも安定した微高地上に位置していた

ことが推定される。埋土は数層がレンズ状に堆積しており、住居廃絶後序々に埋没していったことを示し

ている。　遺物は床面と埋土中より出土した。埋土から出土したものは細片ばかりで図化できなかった。

図化できた遺物のうち、壷（15）、（21）、鉢（17）、蛮（19）、高杯（20）、脚部（22）は中央の長方形を

した窪みから出土したが、壷だけは北側にまとまる傾向が看取された。
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竪穴住居3（図50、51、52、53）

①　　旦2．9m

⑧

①暗褐色土

②明黄褐色土

③黒褐色土

④暗灰褐色土
⑤黄褐色土

⑥暗黄褐色土

⑦暗褐色土　　　　　　　⑬暗灰色土

⑧暗黄褐色土　　　　　　⑭暗灰褐色土

⑨淡暗黄色褐色土　　　　⑮暗灰褐色土（含炭）

⑲暗褐色土（含黄褐色土）

⑪暗赤褐色土

⑫暗赤灰色土

0　　　　1m

h昔！！

図50　竪穴住居3実測図

調査区中央北側で検出された中期の遺構である。北側1／4程は調査区外へ出るため明確ではないが、

最終的な平面形は径約7．6mの円形と推定される。柱穴の配置や壁体溝の数から、少なくとも5回の拡

張が認められる。

1次住居は、P4、P8、P30、P31の4本柱で構成される。柱間距離は約2．4印を測る。中央ピッ

トは1つしかないため、拡張した後も同じピットを用いたものと思われる。壁体溝は最も内側で検出さ

れたものがこの住居に伴う可能性が高く、そうすると、平面形は径約4．8mの円形と推定される。

2次住居は、P6、P23、P32と調査区外に想定されるピットの4本柱で構成される。柱間距離は約

3．2mを測る。1次住居の外周にある壁体溝がこの住居に伴う可能性が高く、平面形は径約5．2mの円形

と推定される。

3次住居は、P5、P7、PlO、P18と調査区外に想定される複数のピットで構成される。この住居
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（9茶褐色土

②淡茶褐色土

③暗黄灰色土（含炭）

④暗黄褐色土

⑤黄灰色土

⑥灰色土

⑦灰褐色土

⑧淡黄茶灰色土

⑨淡茶色土　　　⑰黒灰褐色土

⑲暗灰褐色土　　⑬暗黄灰褐色土

⑪暗赤灰褐色土　⑲黄灰褐色土

⑫暗褐色土　　　⑳暗褐灰色土

⑬暗黒褐色土　　㊧灰褐色土

⑭暗褐黄色土　　⑳暗赤褐色土

⑮黄褐色土　　　⑬暗黄色土

⑯暗黄赤褐色土

図51竪穴住居3ピット断面図

0　　　　1m

L」一山　＿j

に伴うと推定される壁体溝から、径約6mの円形の平面形が推定される。

4次住居は、P3、Pll、P15と調査区外に想定される複数のピットで構成される。柱の構成が六角

形であったとすると、調査区外にあと3つ存在すると思われる。この住居に伴うと推定される壁体溝か

ら、径約6．3mの円形と推定される。

最終住居は、P16、P17、P21、P25、P26と調査区外に想定される複数のピットで構成される。5

回にもわたる拡張でも中央ピットの位置は変わっておらず、中央ピットを中心に同心円状に拡張されて

いったことがうかがわれる。中央ピットは大小の土壌を連結したような平面形であるが、埋土の断面観

察からは2つの遺構が切り合っているような状況は観察されなかった。床面の標高は約2．8mで、ほぼ

水平である。部分的に貼り床が施されている。中央ピットの周辺には焼土面が6つ認められ、これらは

同一貼り床面上にあることから、全て最終住居に伴うものと考えられる。

遺物は、最終住居の床面と埋土中より出土した。床面からは蛮（33）と鉢（34）で、外周南西部付近

で並んで検出された。鉢（34）は伏せた状態で、襲（33）は倒置した状態であった。埋土中より出土し

た土器の量は大変多く、コンテナ4箱もあったが、そのほとんどが嚢や壷の胴部片で図化できたものは

それほど多くはない。また、ミニチュア形のものが5個体もあり、分銅形土製品も1点認められる。他
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図52　竪穴住居3出土遺物（1）
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図53　竪穴住居3出土遺物（2）
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遺構と遺物

に（37）、（38）、（39）のような全形の不明な土製品もあり、特に（39）は、銅鐸形土製品の鰭部分の可

能性がありそうである。また、土器片を再利用した有孔円板が3点と、その未成品が1点出土している。

石器は大半がサヌカイトの剥片であるが、床面付近から小型方柱状片刃石斧が1点出土している。一部

欠損しているが、この石斧の長さは6．3皿、幅1．8cm、厚さ1．2cmで、断面形は長方形を呈し、石材の種類

についてははっきりしないが、比較的軟質な石材を用いている。この他、中央北側の埋土中には多量の

貝殻が堆積している。おそらく、住居の埋没過程にできた窪みへ貝殻を投棄したものであろう。貝殻は

北半寄りで調査区外へも広がっていると思われるが、調査区内の貝殻は全て採集し分類した。その結果

については第四章でまとめる。他に、猪の下顎骨や馬の足骨（附章Ⅲ参照）が床面から出土している。

竪穴住居12（図54、55、56、57）

調査区中央南側で検出された中期の焼失家

屋である。この住居は、竪穴住居13の一部を

削平している。径約5．6mの円形の平面形を

呈し、壁際には幅約0．15mの壁体溝をめぐら

す。検出面からの深さは約0．5mで、床面の

標高は約2．65mを測り、ほぼ水平である。主

柱は4本あり、それぞれ壁体から1～1．2m

ほど離れた位置にある。ほぼ正方形のプラン

で並ぶ4本柱で構成されているが、内側の対

角線上にピットが2つ認められ、主柱の補助

的なものか、あるいは棟持柱であると推定さ

れる。主柱穴は径0．25～0．4mで、深さは0．4

～0．7mを測る。一方、Il2つのピットの深さ

は主柱穴とほとんど変わらないが、径が約0．

15mとやや小さい。中央ピットは大小のピッ

トを連結させた形状であり、壁体溝が複数認

められないことなどから、掘り直しなどでは

なく当初からの形状であったと思われる。他　∂＼

の中期の竪穴住居の中央ピットも、似た平面

形を呈している。南側の床面や、中央ピット

の北側で焼土が認められる。

埋土は炭化材の上面に数層が認められ、焼

失後序々に埋没したものと考えられる。炭化

材は径約0．15mの丸木で、一部角材と恩われ

るようなものもある。材は完全に炭化してい

る。炭化材は中央に向かって放射状に倒れて

おり、部分的には茅のような植物質の炭化し

たものも認められる。中央付近には大きな焼

炭化材・焼土　検出状況
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①茶灰色土　　　⑦茶灰色土（含焼土）
②茶色土（含炭）　⑧灰褐色土（含炭）

③灰色土　　　　⑨灰褐色土（含焼土）

④黄灰色土　　　⑲黄灰褐色土

⑤黄茶褐色土　　⑪灰茶色土

⑥茶褐色土

0　　　　1m

巨廿日」」

図55　竪穴住居12実測図（2）

土塊があり、高さは0．2mにもおよぶところがある。焼土塊の下には基本的には炭化材は残存していな

いが、炭化材を被覆している部分も認められる。焼土塊にはスサなどの挟雑物は認められないが、焼失

時に粘土を住居中央に入れることは難しいと思われ、むしろ竪穴住居の屋根の一部を粘土で覆っていた

可能性を考えた方がよいのかもしれない。

遺物は、床面付近と埋土中より出土した。床面からは、賓底部（46）、嚢（47）、壷（48）、分銅形土

製品が出土した。蛮（44）、（45）は炭化材の上面から、脚部（49）は埋土上半から出土した。他に、サ

ヌカイト製の長さ2．4cm、幅1．5皿の凹基式の石銀が1点、石錐と石庖丁の破片がそれぞれ1点ずっ埋土

から出土した。
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図56　竪穴住居12出土遺物（1）

0　　　　　　　5cm

L！∵二］

盛
S8

0　　　　　　　　10cm
！lil！！！…：！！！

㍉

図57　竪穴住居12出土遺物（2）
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竪穴住居13（図58、59、60、61）

調査区の中央南側に位置する中期の焼失家屋で、南東部を竪穴住居12によって削平されており、北側

の一部は建物1が切っている。炭化材の残り具合は竪穴住居12と比べてあまり良好とはいえず、北半に

（丑暗黄茶灰色土

②暗灰色土（含炭）

③焼土

炭化材・焼土検出状況

図58　竪穴住居13実測図
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∴、麺 10cm
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喩

1
54

＼

岳　原

≡≡≡三二l‾‾l

55

図59　竪穴住居13出土遺物（1）

小さな炭化材の破片と焼土塊が主柱穴の周辺に認められるだけである。床面の標高は約2．75mで、竪穴

住居12よりも約0．1m高い。しかし、竪穴住居12との時期差は、出土した土器をみる限りほとんどない。

一方、竪穴住居3の床面の標高は両住居よりも高く、中期の遺構でも古相を示すP27、P331、P376、

P405などが調査区の北半に偏って分布することから、当時の微高地基盤は北にいくほど高く安定して

いたことが推定される。

残存部から推定すると、平面形は径約6．8mの円形で、壁際には幅約0．1mの壁体溝がめぐっている

が、とぎれている部分もある。主柱穴は4本で、柱間距離は2～3．1mを測る。主柱穴の径は0．25～0．4

mで、深さは約0．5mである。中央には長軸が約0．5mのハート形の平面形をした中央ピットがある。

中央ピットの南約0．5mの位置に、円形の焼土塊とそれから南へのびる焼土面が認められ、この部分に

火所が考えられる。埋土は3層認められ、焼失後序々に埋没していったことが推定される。

遺物は、床面上と埋土中より出土した。ただ埋土の厚さは約0．2mで、床面出土の遺物と埋土出土の

遺物とのレベル差はそれ程顕著ではない。床面上からは壷（56）と緑泥片岩製の偏平片刃石斧（Sll）

が出土した。埋土からはヒン岩製と思われる刃部の欠損した太型蛤刃石斧（S13）と、同種の石材の剥

片（S14）、（S15）が出土しており、特に剥片の存在は、付近で石斧の製作が行われていたことを示唆

している。石嫉はサヌカイト製で5点あり、（S16）は凹基式で長さ2．1皿、幅1．5cm、（S17）は平基式
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⊂二王　　　　60

⊂二＿＿二二」：：

64

0　　　　　10cm
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⊂二二二二＼

個

S12

S14　　⊂＝ゝ

d＝＝⊂＝〇　　　S23

図60　竪穴住居13出土遺物（2）
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⊂コq

66

⊂二ココ

70

⊂＝⊃三二コ

71

てこ二二＝＝二つ

68

⊂⊃正二＝⊃

72

⊂二三三二コ

69

0　　　　　　5cm

l一　一：！！！

〔二二二二：：⊃

73

図61竪穴住居13出土遺物（3）

で長さ5．1cm、幅1．6cm、（S18）は平基式で長さ2．4cm、幅1．5cm、（S19）は平基式で長さ2．1cm、幅2．1cm、

（S20）は平基式で長さ1．5cm、幅1．5皿である。（S12）は緑泥片岩製の偏平片刃石斧の破片である。土

製の紡錘車が未成品を含めると14点も出土しており、他の住居に比べてかなり多い。出土遺物は、直接

的には廃棄時の様相を示しているが、住居使用時の状況も反映している部分もあるとすると、紡錘車の

偏った出土状況は、当時の紡錘車を用いた生業活動が、集落内で竪穴住居を単位としてある程度分業的

に行われていたことを示している可能性も推測される。他に、サヌカイト製のスクレイパーや剥片も出

土している。

建物1（図62、63）

竪穴住居13の北側を

切っており、同住居の

廃絶後に建てられたも

のである。柱穴は径0．

25～0．4mの規模で、

深さは0．25～0．4m、

1問×2間規模の中期

の掘立柱建物である。

柱間距離は東西が約2．

1m、南北が約1．2mで

ある。百聞川今谷遺跡

で集中的に検出された、

中期の掘立柱建物群の

建物よりは規模的には

小さい。また、調査区

内では他に掘立柱建物

L＝3．6m

0　　　　1m
し一H H！　！

図62　建物1実測図
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は検出しておらず、百聞川今谷遺跡のように、掘立柱建物だけが集中するといったような様相ではなかっ

たようである。

遺物は、柱穴の埋土中より出土している。襲（74）、壷（75）、（76）は、P－Eの埋土上半で検出さ

れ、壷（75）はほぼ完形であるが、2次的な火を受けたため全体が歪んでいる。蛮（77）と鉢（78）は、

P－Cの埋土から、壷（79）はP－Aの埋土から出土した。

0　　　　　　　　　10cm

LIl：日日＝＝日日

図63　建物1柱穴出土遺物
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P283（図64、65）

①暗褐色粘土質

②暗黄褐色粘土質
0　　　　50cm

！：i！ト！

図65　P283出土遺物

図64　P283実測図　　　　　　調査区南西付近で検出された後期の土壌である。長軸約

1．4m、短軸約0．6mのやや不整形な長楕円形の平面形を呈し、断面形は逆台形である。検出面からの深

さは約0．2mを測る。埋土は2層確認でき、遣物は全て第1層から出土した。遺物の検出状況は、南か

ら北にいくにしたがい序々にレベルが下がる傾向が看取され、南から土器を投棄したことも推測される。

遺物は土器の破片ばかりで、図化できたのは聾と脚部の2点のみである。これらの土器から当遺構は、

竪穴住居4、7とほぼ同じ時期と推定される。

P191（図66、67、68）

＼

『も
ー2．8m

しノ
0　　　　50cm
ヒ→　＝　－！

図66　P191実測図

′／＼

つ－、

10cm
！：！：：！l！！！！！

図67　P191出土遺物（1）

一盛一怨

①＞

0　　　　　　5cm

J LL」

図68　P191出土遺物（2）
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P283の南西付近で検出された中期の土壌で、平面形は径約0．7mの円形を呈し、断面形はU字形であ

る。検出面からの深さは約0．4mを測る。遺物は土器の小片ばかりが埋土中から出土した。これらの土

器は、当調査区内で検出された中期の土器のうちでは最も新相であり、この時期に属する遺構は当遺構

の他には碓認されておらず、また包含層でもほとんどみあたらない。

土墳墓1（図69）

配管部分の調査区で検出された土墳墓

で、南側は調査区外へ、北側は中世の遺

構により削平されているため、全形を明

らかにすることはできなかった。遺構の

幅は約0．9mで、東側の断面形が西側と

比べ傾斜が緩くなっている。人骨が土壌

の床付近で検出されているが、木棺など

の痕跡は認められない。頭部は欠損して

いるものの残存している部分から北頑位

で、両手両足を折りたたんだ横臥屈位で

埋葬されていたと推定される。

遺物は、中期の嚢の胴部片が1点出土

したのみである。埋土の様子や周囲で検

出した遺構との諸関係から、当遺構の時

期は一応中期と考えられる。

P17（図70、71、72）

0　　　　20cm
l　　　！　　［

図69　土墳墓1実測図

しノ‾2・8m
0　　　　50cm

し一日目＝■

図70　P17実測図

配管部分の調査区で検出された中期の土壌で、竪穴住居1

の東側を一部削平している。当遺構の北側は、中世の遺構に

より削平されているが、長軸0．8m、短軸0．5m以上の不整形

な長楕円形の平面形が推定される。底部は東から西へ向かっ

て傾斜している。遺物は東側の底部付近から角礫と鉢の小片

が1点、南側の底部より約3皿上の部分から石鉱が1点出土

－54－
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図71P17出土遺物（1）
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図72　P17出土遺物（2）
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遺構と遺物

した。石鉱は凹基式のサヌカイト製で、長さ2．1cm、幅1．5cmである。

P25（図73、74）

配管部分の調査区で検出された中期の土壌で、北半は調査

区外へ出るため全形は不明であるが、長軸約1m、短軸0．5

m以上の長楕円形かもしくは隅丸方形の平面形が推定される。

断面形は比較的緩やかな傾斜の逆台形で、遺物は遺構内全体

に分布していた。

遺物は土器ばかりであったが、遺構の中央部付近には拳大

の焼土塊が2個検出された。蛮（86）と高杯（88）は完形で

あるが、壷（85）や賓（87）は調査区内ぎりぎりで検出され

ており、調査区外に残りの部分が存在している可能性がある。

㌧　＿2．7m
「＼上宝二二三二二／／「

0　　　　50cm

』一㌧⊥」

図73　P25実測図

10cm

lll：ll：．：：：！

図74　P25出土遺物
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図75　P27出土遺物（1）
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図76　P27出土遺物（2）
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＼＼凋摘7

10cm

」…！＋＿←＋ヰ」

120

図77　P27出土遺物（3）

P27（図75、76、77、78）

配管部分の調査区で検出された中期の袋状土壌で、遺構東西の端部分は調査区外へ出るため確認でき

なかった。検出面での平面形は長軸が1．2m、短軸が0．6m以上の長楕円形で、深さは検出面から約1．3m

を測る。やや東側をえぐるような断面形で、底部も平坦ではなくU字形になっている。東西方向の断面

で最大幅となるところは、底部から約0．6m上方の位置で、約1．2mを測る。遺物の大半は埋土の上半か

らかたまって出土し、底部付近からの出土は皆無であった。おそらく土壌廃棄後の窪みに、まとめて投

棄したものと推定される。ただ、脚部（117）だけは検出面付近で出土しており、当遺構に伴うかどう

か微妙な位置であった。調査区の幅が非常に限られていることから明確にはできなかったが、（117）は

少なくとも他の土器とは異なった埋没時期も推定される。

遺物は賓が大半で、（105）、（106）、（107）はほぼ完形である。蜜のうち、（109）と（111）は色調が
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他の聾とは異なる。嚢の外面調整は、タテパケの後に下半に

タテミガキを行っているものが大半であるが、内面の調整は

ミガキの粗密にやや違いが認められる。また、口縁部付近の

調整についても内面にミガキを残すものと、内外にヨコナデ

を行うものとがある。壷は口縁部付近の破片が2点だけで、

高塀についてもこの土器群に伴うかどうか明確でない（117）

を除くと2点だけである。

P299（図79）

調査区北東付近で検出された土壌である。平面形は、長軸

が約0．8m、短軸が約0．7mの円形で、断面形はU字形を呈す

る。検出面からの深さは約0．15mである。埋土は5層が確認

され、ややブロック状に堆積していることから人為的な埋没

が想定される。遺物は、土器の細片が第4層から若干出土し

ている。細片であるため明確ではないが、一応中期の賓の胴

部片と考えられることから、遺構の時期も中期に属する可能

性が高いように思われる。

謡－2・7m
①茶褐色土

②黄褐色土

③茶灰色土（含黄褐色土）

④茶灰色土

⑤茶灰褐色土

0　　　　　50cm

l一　一　日■

図79　P299実測図

P331（図80、81）

調査区北西付近で検出された中期の土壌である。長軸約1．6

m、短軸約1．1mの隅丸方形気味の平面形を呈し、断面形はU

字形である。底部付近はやや凹凸が認められ、東側のコーナー

には長さ約0．4mの段も形成されている。埋土は5層が確認さ

れ、やや複雑な堆積にみえるが、基本的にはレンズ状堆積であ

る。遺物は第2層と第4層に含まれており、大半は第2層から

出土した。遺物のレベルは南から北にいくにしたがい低くなっ

ている。　遺物は鉢2点と底部片1点で、鉢（121）は第4層

から出土し、出土した土器のうち最もレベルが高かった。
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図78　P27実測図
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図80　P331実測図
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図81P331出土遺物

P356（図82、83）

（D灰色土

②灰色土（含炭）

1m

「＝：HHhH　－！！

図82　P356実測図
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0　　　　　5cm
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図83　P356出土遺物

P331の北側で検出された中期の土壌である。遺構の一部は古墳時代の竪穴住居により削平されてい

るが、長軸約1．4m、短軸約1．2mの不整形な円形の平面形が推定される。断面形は逆台形で、検出面か

らの深さは約0．25mを測る。埋土は2層が確認された。遺物は第2層から出土した。

遺物は鉢と底部で、両方とも破片であるが、接合関係にはない。

P362、P363、P364、P375（図84）

P362、P363、P364は調査区中央、ちょうど竪穴住居3と竪穴住居12・13の中間付近に位置する。

P362は、P364、P363に切られており全形は不明だが、平面形は径約1mの不整形な円形と推定され、

検出面からの深さは約0．4mである。P364は、P363に南半を切られており、全形は不明である。検出

面からの深さは約0．2mを測る。P363は、長軸約1m、短軸約0．6mの長楕円形の平面形で、検出面か

らの深さは約0．3mを測る。遺構東側の幅約0．5mのところは、約0．1mの段がっいて低くなっており、こ
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図84　P362、P363、P364、P375実測図

の部分は断面でも異なる土層が認められることから、2つの別の遺構としてとらえられる可能性もある。

P362、P363、P364とも遺物はほとんど検出されなかったが、わずかに出土した土器の破片からそれ

ぞれ中期の遺構と推定される。

P375はP364の北側で検出された土壌で、南半はP374によって切られている。長軸1m以上、短軸

約0．7mの楕円形の平面形が推定され、断面形は逆台形である。検出面からの深さは約0．3mで、底部北

端には、径約0．15mで底部からの深さ約0．1mの小さなピットが検出された。遺物は、中期の壷の小片

とサヌカイトの剥片が出土したのみである。

P357（図85、86）

㌢
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図85　P357実測図
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図86　P357出土遺物

調査区北西付近で検出された中期の土壌で、長軸約0．7m、短軸約0．6mの不整形な円形の平面形を呈

する。断面形はU字形で、埋土は2層が確認された。遺物は、壷の口縁部片が底部付近で出土した。

P376（図87、88、89）

調査区中央北よりで検出された中期の土壌で、北半上面を竪穴住居3により削平されている。径約1．

8mの円形の平面形を呈し、南側に幅約0．3mの段が形成され、そこより約0．2m下がって底部にいたる。

埋土をみる限り、2つの遺構の切り合いということはなさそうである。埋土は数層が認められるが、基

本的にレンズ状堆積の状況であり、序々に埋没していったことが推定される。遺物は第3層から出土し

ており、南から北へ落ち込んでいくような状態で検出された。
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図87　P376出土遺物（1）
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図88　P376出土遺物（2）
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餐（127）はほとんど完形である。出土した

賓の外面調整は上半がタテパケ、下半がタテミ

ガキで、内面はミガキである。蛮（131）のよ

うに、内面のミガキが粗なためパケが観察され

るものもある。口縁部は外面がヨコナデで、内

面はミガキのものとヨコナデのものとがある。

壷は、口縁部と底部の破片が1点ずっ出土した。

他にサヌカイト製の石庖丁の破片が出土し、磨

滅した部分も観察される。

P374、P393、P399、P403（図90、91、92）

P374はP375を一部削平している。径約0．4

mの円形の平面形で、断面は逆台形を呈する。

埋土は1層で、検出面からの深さは約0．2mで

ある。遺物は、埋土上半からヒン岩製と推定さ

れる刃部を欠損した蛤刃石斧が1点出土した。

P393は調査区中央付近で検出した中期の土

芋転・‥．優

0　　　　　5cm

‖：：■

図90　P393′　P399出土遺物
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図89　P376実測図
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図91P374出土遺物
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図92　P374，P393′　P399，P403実測図

境で、長軸約1．8m、短軸約1．3mの倒卵形の平面形を呈し、断面形は緩やかな傾斜の逆台形である。検

出面からの深さは約0．3mで、埋土は4層が認められるが、基本的にはレンズ状堆積である。遺物は、

底部よりやや上の位置から蛮（135）が出土した。

P399は竪穴住居3の南で検出された中期の土壌で、長軸約1．1m、短軸約0．9mの隅丸方形の平面形

を呈する。断面形はU字形で、埋土は4層が確認されるが、基本的にはレンズ状堆積である。遺物は、

埋土中から嚢（136）が出土した。

P403はP399の東で検出された中期の土壌で、長軸約1．4m、短軸約0．7mの長楕円形の平面形を呈す

る。断面形はU字形で、検出面からの深さは約0．2mである。遺物は、埋土中から高塀（136）が出土し

た。

P405（図93、94）
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岨　①黄褐色土
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図93　P405実測図

図94　P405出土遺物

調査区中央北半に位置する中期の土壌で、長軸0．9m以上、短軸約0．6mの長楕円形の平面形が予想さ

れる。断面形は逆台形で、検出面からの深さは約0．4mである。埋土は2層で、遺物は第2層から出土

し、東半にかたまる傾向が看取された。出土した蛮（138）は外面がタテパケの後下半をタテへラミガ

キしており、内面はミガキで口縁部にはヨコナデを施している。
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P419（図95、96）

調査区中央やや東よりで検出され、平面形

は径約0．2mの円形を呈し、断面形は逆台形

である。深さは検出面から約0．2mを測る。

遺物は埋土中からは出土せず、埋土上面から

壷（139）が出土した。

P424（図97、98）
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図95　P419実測図
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図97　P424実測図

調査区北西で検出された中期の土壌である。径約1．2

mの円形の平面形を呈し、断面形はU字形である。検出

面からの深さは約0．1mを測る。遺物は、埋土中から完

形である賓（140）が出土しただけである。

P436（図99、100）
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図99　P436出土遺物
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図96　P419出土遺物
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図98　P424出土遺物
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図100　P436出土遺物
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調査区中央付近、建物1の北側で検出された中期の土壌で、長軸約0．4m、短軸約0．3mの楕円形の平

面形を呈し、断面形はU字形である。検出面からの深さは約0．2mで、遺物は底部から約0．1m浮いた状

態で検出された。出土した遺物は、壷の破片が2個体である。

P440（図101、102）
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寺＝フ‾2・5m

①茶褐色土
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h日日　　！

図101　P440実測図

調査区北半、竪穴住居3の西側

で検出された中期の土壌で、長軸

約1．6m、短軸約0．8mの長楕円形

の平面形が推定される。断面形は

U字形で、埋土は1層である。検

出面からの深さは約0．2mを測り、

遺物は、遺構の西側埋土上面付近

から聾の胴部下半の破片が出土し

た。

0　　　　　5cm

！：1：：‥！

図102　P440出土遺物

図103　包含層出土遺物（1）
包含層（図103、104）

弥生時代の包含層は調査区全面で認められ、南にいくにしたが

いやや厚さが増す傾向がある。土器やサヌカイトの剥片が多量に

含まれており、中でも中期に属する土器の量は最も多い。おそら

く、当調査区の弥生時代の集落の性格を反映させていると推定さ

れる。一方、それらの土器に混じって前期に遡るものも数点認め

られた。それらの土器の器表面の残り具合は比較的良好で、それ

ほど離れた地点からのものとは思われない。付近に前期の集落が

存在するものと思われる。図化できた前期の土器は4点で、蛮

（144）は削り出し突帯を持ち、嚢（145）、（146）は沈線をめぐら

す。壷（147）は頚部に沈線をめぐらしている。

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一66－

⊂＝⊃
0　　　　　　5cm

巨■　＝」

図104　包含層出土遺物（2）



出土土器観察表

遺構と遺物

器　 形
土 器

番号

法　　 皇 （皿）
形　 態　 ・　 調　 整　 手　 法　 の　 特　 徴 胎　 土 色　 調 遺構

口径 底径 器高

・高 杯 1 2 0．0 － － 端部外面に浅い沈線が 1 条めぐる。外面はやや粗いヨコミガキ、内面は不明。 撤密 橿灰色 住 4 床面

高 杯 2 － － － 杯部外面はやや粗いヨコミガキ、内面 は放射状の・タテミガキ。 撤密 橙灰色 住 4 哩土

脚 部 3 － 4．4 － 碗状の杯部をもっ高杯の脚部 と思われ、外面は ミガキ内面はタテパケである。 緻密 橙灰色 住 4 床面

襲 4 17．2 － － 口縁部外面に浅い凹線が 2 条め ぐり、外面頚部以下タテパケ、内面ケズ リ。 含長石石英 橙褐色 住 4 床面

聾 5 16．0 － － 外面頸部以下タテパケ後ナデ、内面 ヨコナデ後頚部以下ヨコケズ リ。 含長石石英 淡橙灰色 住 4 埋土

・＝ヒ宝E 6 10．0 － － 外面口綾部に 2 条、頸部 1 条の沈線がめぐり、内外面は緻密なヨコミガキ。 含長石石英 淡栓灰色 住 4 床面

士宝E 7 － 6．2 － 外面やや粗いヨコミガキ、内面下半 はタテ方向のへラナデ後上半一部ヨコパケ 含長石石英 淡橙灰色 住 4 埴土

嚢 8 15．0 － － 口縁部外面に凹線が 3 条め ぐり、外面頸部以下タテパケ後 ミガキ、内面ケズ リ。 含長石石英角閃石 淡茶灰色 住 4 埋土

鉢 9 16．0 5．0 5．9 口縁部外面に凹線状に窪み外面ケズ リの後 タテミガキ内面放射状のタテ ミガキ。 緻密 淡橙灰色 住 4 埋土

鉢 1 0 14．8 3．5 5．9 外面ナデ、口綾部付近 ヨコナデ、内面 ヨコパケ後口綾部付近 ヨコナデ。＿ 含長石石英 淡橙灰色 住 4 床面

嚢 1 1 15．0 － － 口縁部外面に凹線が 5 条めぐり、内外面 ヨコナデ 含長石石英角閃石 淡橙灰色 住 4 床面

聾 1 2 － － － 外面タテパケ後一部 ヨコミガキ後 タテミガキ後頚部付近 ヨコナデ、内面ケズリ。 含長石石英 淡橙褐色 住 4 哩土

器 台 1 3 － － － 長方形の透 し穴がめぐり、外面 と口縁部内面に線刻で描かれ、内面 はへラナデ。 含長石石英 換橙灰色 住 4 埋土

器 台 14 － － － 器台の口綾部付近の破片 と思われ、内面には円弧状の線刻が認められる。 含長石石英角閃石 淡檀灰色 住 4 埋土

・＝ヒ宝E 1 5 2 7．6 － － 胴部上半はヨコ ミガキ、下半はタテミガキ、胴部と頸部内面はケズ リ他はパケ。 含長石石英 橙褐色 住 7 床面

鉢 1 6 1 5．6 4．3 4．5 外面下半タテ ミガキ、内面放射状のタテミガキの後下半に一部 ヨコパケ。 緻密 橙灰色 住 7 床面

・鉢 1 7 11．1 3．2 7．6 外面指頭圧痕後平行 タタキ内面 ナデ。 含長石石英 淡茶灰色 住 7 床面

聾 18 1 4．1 － － 外面ナナメパケ後頸部以上はヨコナデ、内面頚部以下ナナメケズ リ。 含長石石英 淡橙褐色 住 7 床面

嚢 19 1 3．0 － － 口縁部外面に凹線が 3 条めぐる。 含長石石英 橙灰色 住 7 床面

高 杯 20 1 6．0 － － 脚部 に面取 り状の稜線が認められる。 撤密 栓褐色 住 7 床面

＝土ご宝E 2 1 8．4 － － 口縁端部 はやや丸 くおさめる。 撤密 橙褐色 住 7 床面

脚 部 22 － 1 0．6 － 四方向に円孔が認 められ、外面は緻密なヨコミガキ、内面 は不明。 緻密 樫褐色 住 7 床面

＝量ご宝E 23 2 4．0 － － 外面 ナデの後粘土紐を貼付し、刻 目を入れ、棒状付紋を施 し、端部に凹線後刻 目 含長石石英 淡橙褐色 住 3 埴土

＝量ご宝E 24 1 2．0 － － 口縁部外面に 3 条の凹線がめぐり、外面には断面三角形の粘土紐を貼付す る。 含長石石英 淡橙灰色 住 3 哩土

＝ヒ宝E 2 5 8．0 － － ミニチュアで、外面 タテパケの後 口縁部付近はヨコナデ。 含長石石英 淡茶灰色 住 3 埋土

＝量ご宝E 26 7．4 － － ミニチュアで、外面 タテパケの後一部 にヨコミガキ、口縁部付近はナデ。 含長石石英 橙褐色 住 3 埋土

士雪ぎ 27 4．7 － － 口縁端部 を丸 くおさめ、外面タテパケ後口縁部はヨコナデ、内面は一部パケ。 含長石石英金雲母 淡橙灰色 住 3 哩土

＝量ご宝E 28 4．0 － － ミニチュアで、外面 ナナメパケの後口縁部付近はヨコナデ。 含長石石英金雲母 淡橙褐色 住 3 埋土

・＝土ご宝E 29 8．0 8．8 4．0 ミニチュアで、外面タテ ミガキ、内面 タテミガキ。底部 は上げ気味である。 含長石石英 淡橙灰色 住 3 埋土

脚 部 30 － 10．0 － 内面はヨコナデ。 含長石石英角閃石 淡橙灰色 住 3 埋土

蓋 3 1 － － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡橙灰色 住 3 埋土

嚢 3 2 2 0．2 － － 外面タテパケ後口綾部付近ヨコナデ、内面頸部以下ヨコパケ後部分的な ミガキ。 含長石石英 淡橙灰色 住 3 哩土

嚢 3 3 14．5 6．0 2 7．2 外面タテパケ後下半 はタテ ミガキ、口縁部ヨコナデ。内面パケ後 ナデ後 ミガキ。 含長石石英金雲母 淡栓灰色 住 3 埋土

鉢 34 3 4．1 11．2 13．8 外面ヨコミガキの後 4 条の凹線、さらに刻目をめぐらす。内面パケの後 ミガキ。 含長石石英金雲母 淡橙灰色 住 3 埋土

底 部 3 5 － 16．0 － 外面はタテパケ後、上半タテ ミガキで下半はナナメ ミガキ。内面パケ後へラナデ 含長石石英 淡橙灰色 住 3 埋土

爛 形土製品 3 6 － － － 表面はミガキの後クシにより施紋、裏面 と側面はパケ施紋は刺突紋と直線紋。 含長石石英金雲母 淡灰褐色 住 3 床面

土 製 品 3 7 － － － 外面端部に斜格子紋を施 し以下はタテミガキ、内面はタテミガキ。 含長石石英 淡橙灰色 住 3 埋土

土 製 品 38 － － － 外面ナデの後刺突紋が認められ、内面は部分的なパケ 含長石石英金雲母 淡橙灰色 住 3 埋土

土 製 品 3 9 － － － 断面三角形で表に鋸歯紋 と直線紋が施され る。銅鐸形土製品の一部か。 含長石石英 淡橙灰色 住 3 埋土

有孔円板 4 0 － － － 聾胴部の破片でつ くっている。両面穿孔。 含長石石英 淡茶灰色 住 3 埋土

有孔円板 4 1 － － 聾胴部の破片でつ くっている。両面穿孔。 含長石石英 橙褐色 住 3 埋土

有孔円板 42 － － － 聾の胴部 の破片でつ くっている。両面穿孔。 含長石石英 橙褐色 住 3 埋土

有孔円板 43 － － － 聾胴部の破片でつくっている。両面穿孔。 含長石石英 橙褐色 住 3 埋土

賓 44 2 6．0 － － 外面上半 タテパケ後下半はタテ ミガキ、さらに上半 はナデ。内面パケ後 ミガキ。 含長石石英角閃石 淡橿褐色 住 12埋土

底 部 4 5 － 9．2 － 44と同一個体か。外面 タテ ミガキ。内面ナナメパケ後タテ ミガキ。 含長石石英角閃石 淡橙灰色 ・ 住 12埋土

底 部 46 － 7．0 － 外面 タテ ミガキ後底部付近部分的なナデ9 底部外面 タテ ミガキ。内面タテ ミガキ 含長石石英鯛石金雲母 淡橙褐色 住 12床面

嚢 47 1 2．0 － － 外面 タテパケ後下半はタテ ミガキ。内面下半はへラナデ後口縁部付近 ヨコナデ。 含長石石英硝石金雲母 淡橙褐色 住 12床面

＝量ご宝E 48 1 2．4 － － 外面 タテパケ後 ヨコナ≠、 2 条の凹線の後刻目をめぐらす。内面櫛措紋後浮紋 含長石石英金雲母 淡橙灰色 住 12床面

脚 部 49 － 1 0．0 － 外面 タテ ミガキ後下半および内面はヨコナデ。 含長 石石英 淡橙灰色 住 12埋土

分銅形土製 50 － － － 外面 ナデの後刺突紋と櫛措紋による施紋。内面 ミガキ側面は刺実が認められる。 含長 石石英 淡橙灰色 住 12床面 ＿

嚢 5 1 34．0 － － 外面 ヨコナデ、内面下半 ヨコ ミガ キ。口縁部外面 に 2 条の凹線がめぐる。 含長石石英金雲母 淡橙灰色 住 13埋土

嚢 ・52 2 0．2 － － 外面 タテパケ、内面ナナメパケ後 ヨコ ミガキ。口縁部内外 ヨコナデ。 含長石石英角閃石 淡橙褐色 住 13埋土

・＝土ご宝互 53 － － － 外面上半 タテ ミガキ後下半 はヨコミガキ。内面下半 はタテパケ。 含長石石英角閃石 茶灰色 住 13埋土

高 杯 54 2 0．1 － － 外面 ナナメパケ後 口縁部 ヨコナデ、端部に刻目をめぐらす。上端には斜格子紋。 含長 石石英 淡橙灰色 住 13埋土

高 杯 55 － － － 円板充填である。外面 ミガキの後脚部か らタテパケ。 含長石石英金雲母 淡檀 灰色 住 13埋土

＝土ご宝E 56 9．0 － － 外面 タテパケ後粘土紐を 3 条貼付 し刻目をめぐらす。内面ナデ。 含長 石石英 淡橙灰色 住1坤央ピット

士宝E 57 1 6．0 － － 外面下半 タテパケ後上半ヨコナデ。口縁部外面には 3 条の凹線がめぐる。 含長石石英角閃石 淡橙 灰色 住 1 3埋土

＝量ご宝E 58 24．0 － － 外面 ヨコナデ後口綾部 は 3 条の凹線がめぐり頚部には粘土紐を貼付 し刻目を施す 含長 石石英 茶灰 色 住 1 3埋土

＝量ご宝E 59 1 0．2 － － 外面パケ後 7 条の凹線後斜格子紋後直線紋後円形浮紋、波状紋。内面一部パケ 含長石石英金雲母 淡橙灰 色 住 1 3埋土
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有孔円板 6 0 － － － 寮の胴部片でつ くっている両面穿孔 含長石石英金雲母 橙褐色 住 13埋土

有孔円板 6 1 － － － 聾の胴部片でつ くっている両面穿孔 含長石石英 淡茶灰色 住 13哩土

土製円板 6 2 － － － 有孔円板の未成品。聾の破片でつ くっている。 含長石石英金雲母 淡橙灰色 住 13埋土

有孔円板 6 3 － － － 聾の胴部片でつ くっている両面穿孔 含長石石英 淡茶灰色 住 13埋土

有孔円板 6 4 － － － 聾の胴部片でつ くっている両面穿孔 含長石石英 淡茶灰色 住 13埋土

有孔円板 6 5 － － － 両面穿孔 含長石石英金雲母 樫褐色 住 13哩土

有 孔円板 6 6 － － － 両面穿孔 含長石石英 橙褐色 住 13哩土

有孔円板 6 7 － － － 聾の胴部片でつ くっている両面穿孔 含長石石英金雲母 淡橙灰色 住 13哩土

有孔円板 6 8 － － － 聾の胴部片でつ くっている両面穿孔 含長石石英金雲母 淡樫灰色 住 13埋土

土製円板 6 9 － － － 嚢の胴部片でつ くっている 含長石石英金雲母 淡栓灰色 住 13埋土

土製円板 7 0 － － － 壷の胴部片でつ くっている 含長石石英角閃石 淡橙灰色 住 13埋土

有孔円板 7 1 － － － 要の胴部片でつ くっている両面穿孔 含長石石英金雲母 淡橙灰色 住 13埋土

土製円板 7 2 － － － 聾の胴部片でつ くっている 含長石石英角閃石 淡橙灰色 住 13埋土

土製円板 7 3 － － － 有孔円板の未成品。嚢の胴部片でつ くっている。 含長石石英金雲母 淡橙灰色 住 13埋土

嚢 7 4 14．0 － － 外面 タテパケの後下半 タテ ミガキ。内面 ヨコミガキ。後口縁部内外 ヨコナデ。 含長石石英 淡橙灰色 建物 1 P －E

＝量ご宝E 7 5 13．2 7．9 － 外面 タテパケ後胴部中位 ヨコミガキ後下半タテ ミガキ内面 ヨコ、タテパケ。 含長石石英 淡橙褐色 建物 1 P －E

＝士ご宝E 7 6 2 2．0 － － 外面 タテパケ後粘土紐貼付口縁部に 2 条の凹線。内面 ヨコミガキ。 含長石石英 淡桂灰色 建物1 P －C

嚢 7 7 3 0．0 － － 外面 タテパケ、内面 ヨコパケ後口縁部付近に ヨコナデ。 含長石石英 淡栓灰色 建物1 P －C

鉢 7 8 2 8．0 － － 外面下半 はヨコミガキ上半 はヨコナデ、凹線が 3 条め ぐる。内面パケ後 ミガキ。 含長 石石英 橙灰色 建物1 1P－C

＝量ゴ宝E 7 9 14．0 － － 外面 タテパケ後 ヨコナデ。口縁部 2条の凹線後刻目。内面櫛措文の後円形浮紋。 含長 石石英 樫灰色 建物1 P －A

聾 80 14．8 － － 外面 タテパケ、内面頚部以下 ヨコケズリ。口縁部に浅い凹線が 3 条めぐる。 含長 石石英 橙灰色 P 2 83

脚 部 8 1 － 1 6．8 － ．外面 タテパケ。 含長 石石英 橙褐色 P 2 83

嚢 82 2 6．0 － － 調整 は磨滅のため不明。口縁部外面には浅い凹線が 3 条め ぐる。 含長石石英金雲母 淡桂 灰色 P 19 1

高 杯 83 － － － 調整 は磨滅のため不明。 含長 石石英 橙灰 色 P 19 1

鉢 84 2 9．0 － － 外面 タテパケ後粘土紐を貼付 しヨコナデして刻目をめぐらす。内面パケ後 ミガキ 含長石 石英 淡橙灰 色 P 1 7

嚢 8 5 － 5．0 － 外面 タテパケの後下半 はタテ ミガキ。内面ナナメパケ後下半 タテミガキ。 含長石石英角閃石 淡橙茶 灰色 P 2 5

聾 86 1 3．0 5．6 2 3．5 外面 タテパケの後 タテ ミガキ、内面ナナメパケの後下半 タテミガキ。 含長石石英金雲母 淡橙灰 色 P 2 5

・＝土ご宝E 87 2 8．0 － － 外面 タテパケ後粘土紐貼付 4 条の凹線の後円形浮紋貼付。内面パケ後ナデ、施紋 含長石石英金雲母 淡橙灰 色 P 2 5

高 杯 88 2 1．2 1 0．5 1 3．5 外面 ヨコ ミガキ後 タテ ミガキ、内面ヨコミガキ後端部はヨコナデ。 含長石石英 淡橙灰 色 P 2 5

聾 8 9 2 2．0 － － 外面 タテパケ後下半タテ ミガキ後刺突紋をめぐらす。内面ヨコミガキ。 含長石石英 淡橙灰 白色 P 2 7

嚢 9 0 1 7．0 － － 外面 タテパケ後口縁部付近 ヨコナデ。内面 ヨコミガキ胴部外面 に刺突紋。
含長石右英 淡橙灰 白色 P 2 7

嚢 9 1 1 6．0 － － 外面 タテパケ後口縁部付近 ヨコナデ。内面 ヨコミガキ後口縁部付近 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰褐色 P 2 7

．賓 92 2 2．0 － － 外面 タテパケ後口綾部付近 ヨコナデ。内面 ヨコミガキ 含長石 石英 淡樫灰 白色 P 2 7

蛮 93 1 6．0 － － 外面 タテパケ後口縁部付近 ヨココナデ。内面タテパケ後 ヨコミガキ。 含長石石英 淡橙灰 白色 P 2 7

嚢 94 2 6．0 － － 外面 タテパケ後口縁部付近 ヨコナデ。内面 ヨコパケの後 ヨコナデ。 含長石石英 淡橙灰 白色 P 2 7

底 部 95 － 5．0 － 外面ナナメパケ後 タテミガキ、内面タテ ミガキ。 含長石石英 淡橙灰色 P 2 7

底 部 96 － 9．0 － 外面 タテミガキ、内面ヨコおよびタテミガキ。 含長石石英角閃石 淡橙灰褐色 P 2 7

底 部 97 － 5．4 － 外面 タテミガキ、内面ヨコミガキ。 含長石石英角閃石 淡橙褐色 P 2 7

底 部 98 － 9．0 － 外面 タテミガキ後底付近ヨコナデ。内面不整方向のパケ。 含長石石英 淡栓褐色 P 2 7

底 部 99 － 9．0 － 外面 タテミガキ後 ヨコミガキ。内面へ ラナデ。 含長石石英角閃石金雲母 淡桂灰 白色 P 2 7

底 部 1 00 － 7．0 － 外面 タテミガキ。内面 タテパケ。 含長石石英 橙褐色 P 2 7

底 部 1 01 － 9．0 － 外面 タテミガキ。内面 タテパケ。 含長石石英角閃石 淡黄褐色 P 2 7

底 部 10 2 － 6．0 － 外面 タテミガキ。内面 タテ ミガキ。 含長石石英 淡黄褐色 P 27

底 部 10 3 － 5．2 － 外面 タテミガキ。内面 は不明。 含長石石英金雲母 淡橙褐色 P 27

蛮 10 4 22．0 4．9 34．4 外面 タテパケ後下半 タテ ミガキ後刺突紋。内面上半 ヨコミガキ、下半 タテ ミガキ 含長石石英金雲母 淡灰褐色 P 27

嚢 10 5 17．0 4．4 2 6．2 外面 タテパケ後下半 タテ ミガキ後刺突紋。内面ナナメパケ後 ヨコミガキ。 含長石石英 淡黄褐色 P 27

嚢 10 6 17．0 4．4 26．2 外面 タテパケ後タテ ミガキ後刺突紋。内面ナナメパケ後 ヨコミガキ。 含長石石英 淡黄褐色 P 27

嚢 10 7 24．0 － － 外面 タテパケ後下半 タテ ミガキ後刺突紋。内面ナナメパケ後 ヨコミガキ。 含長石石英金雲母 淡橙褐色 P 27

嚢 10 8 24．0 － － 外面 タテパケ後下半 タテ ミガキ。内面ナナメパケ後 ヨコミガキ。口縁部ヨコナデ 含長石石英角閃石 淡黄褐色 P 27

嚢 10 9 24．0 － － 外面 タテパケ後口縁部 ヨコナデ。内面ナナメ．パケ後 ヨコミガキ。 含長石石英 栓灰褐色 P 27

嚢 1 10 26．0 － － 外面タテパケ、内面 ヨコミガキ後口縁部 ヨコナデ。 含長石石英 淡橙灰 白色 P 27

襲 1 11 18．1 － － 内外面 ヨコナデ後凹線後刻目をめぐらす。 含長石石英 橙灰色 P 27

士宝E 1 12 28．0 － － 外面タテパケ後粘土紐貼付 し口綾部 ヨコナデ後刻目。内面 ヨコパケ。 含長石石英 淡橙灰 白色 P 27

＝量ご宝E 1 13 16．0 － － 内外面 ヨコナデ後粘土紐貼付 し刻 目をめ ぐらす。 含長石石英 橙褐色 P 27

高 杯 1 14 20．4 － － 外面 ミガキ、口綾部 ヨコナデ。内面ナナメパケ後 ヨコミガキ。 含長石石英 淡橙灰 白色 P 27

高 杯 1 15 － － － 外面タテ ミガキか。内面 ミガキ後口綾部付近 ヨコナデ 含長石石英 淡灰褐色 P 27

高 杯 1 16 － 11．0 － 外面タテ ミガキ後端部内外はヨコナデ。 含長石石英 淡橙褐 白色 P 27

底 部 1 17 － 1 1．2 － 外面タテ ミガキ後一部パケ内面タテパケの後ヨコミガキ後タテ ミガキ。 含長石石英角閃石金雲母 淡褐灰色 P 27

底 部 1 18 － 10．1 － 外面タテ ミガキ、内面 ヨコパケ。 含長石石英角閃石 淡褐灰色 P 27

底 部 1 19 － 11．0 － 外面タテノ、ケ、内面タテパケ後 ヨコ ミガキ。 含長石石英角閃石 淡黄褐色 ‘ P 2 7

鉢 12 0 38．0 － － 外面 ヨコミガキ後口縁部下刺突紋の後 4 条の凹線、端部同じく後に棒状浮紋貼付 含長石石英 淡橙灰色 P 2 7

鉢 12 1 26．0 － － 外面 ヨコミガキ、内面 タテパケ後口縁部 ヨコナデ 後刻目をめぐらす。 含長石石英 淡栓灰 白色 P 33 1

脚 部 12 2 － 10．0 － 外面 ミガキの後ナデか。円板充填。 含長石石英 淡橙灰色 P 33 1
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鉢 12 3 15 ．0 － － 外面 タテパケ後下半 タテ ミガキ、口綾部一部刻 目、休部刺突紋。内面パケ。 ご含長石石英 こ・淡轟灰色 P 軍 1

＝士ご宝E 124 17 ．0 － － 口縁部外端 3条 の凹線の後刻 目をめぐらす。外面パケ後内外面 ヨコナデ。 含長石石英金雲母 淡茶灰色 P 35 6

底 部 12 5 － 8．8 － 外面 タテミガキ後下半 ヨコナデ。内面タテ ミガキ。 含長石石英 淡橙灰色 P 35 6

壷 ． 12 6 ．17．2 － － 外面 タテパケ、内面ナデ。 含長石石英 淡橙色 P 35 7

聾 12 7 27 ．5 5．4 23 ．9 外 面 タテパケ後 ヨコ ミガキ後下半 タデミガキ後刺突紋内面 ヨコミガキ。 含長石石英 淡橙灰色 P 37 6

蛮 12 8 18 ．5 5．4 26 ．2 外 面 タテパケ、下草タテミガキ。内面 ミガキ。口縁部 ヨコミガキ。 含長石石英 淡灰 白色 P 37 6

・壷 12 9 16 ．3 － － 外面 タテパケ後刻目、粘土紐貼付。内面ナナメパケ後 ヨコ ミガキ。 含長石石英 淡橙灰色 P 37 6

底 部 13 0 － 6．6・ － 外面 ヨコミガキ、内面放射状のタテパケ。 含長石石英 檀灰色 P 37 6

蛮 13 1 20 ．0 － － 外面 タテパケ、内面ナナメパケ後ヨコミガキ、口縁部ヨコナデ。 含長石石英 淡栓灰色 P 37 6

嚢 13 2 18 ．0 － － 外面 タテパケ、内面 ヨコミガキ、口縁部内外ヨコミガキ。 含長石石英 淡栓灰色 P 37 6

襲 13 3 26 ．0 － － 外面 タテパケ後下半 タテ ミガキ後刺突紋をめ ぐらす。内面 ヨコミガキ。 含長石石英 淡橙灰色 P 37 6

底 部 134 － 5．0 － 外面 タテミガキ、内面 ミガキ。 含長石石英 淡橙褐色 P 37 6

襲 13 5 18 ．0 － － 外面 タテパケ後 タテ ミガキ内面ナナメパケ後口綾部内外 ヨコナデ。 含長石石英角閃石 淡橙灰色 P 39 3

賓 13 6 24 ．8 － － 外面 タテパケ、内面ナナメパケ後 ヨコミガキ 含長石石英 橙灰色 P 39 9

高 杯 13 7 22 ．0 － － 外面 タテパケ後 タテ ミガキ後 口縁部ヨコナデ。内面ヨコミガキ。 含長石石英 淡橙灰色 P 40 3

嚢 13 8 26 ．0 － － 外面ナナメパケ後下半タテ ミガキ後刺突紋。内面パケ後ヨコミガキ。 含長石石英 淡茶灰色 P 40 5

＝量ご宝E 13 9 6 ．4 － － 外面タテミガキ後 ヨコナデロ縁部外面 3 条 の凹線。内面口縁部付近 ヨコナデ。 含長石石英角閃石 淡橙灰色 P 4 19

嚢 14 0 17 ．2 5．1 25 ．4 外 面タテパケ後 ヨコ ミガキ下半タテ ミガキ。内面 ヨコミガキ。 含長石石英 淡灰 白色 P 32 4

・＝土ご宝E 14 1 16 ．3 － － 外面頸部付近 ヨコパケ、胴部タテ ミガキ。内面 ヨコパケ、口綾部 ヨコナデ。 含長石石英角閃石 淡橙灰色 P 43 6

－＝士ご宝E 142 12 ．0 － － 外面タテパケ、 ヨコパケ、口縁部付近 2 条 の凹線。内面ヨコナデ、口縁パケメ。 含長石石英角閃石 淡橙灰 白色 P 43 6

蛮 143 － － － 外面タテミガキ、内面ナナメパケ後 ヨコ ミガキ。 含長石石英 橙褐色 P 44 0

襲 144 24 ．0 － － 外面削 り出し凸帯が 1条 、口縁部刻 目をめ ぐる。 含長石石英 淡橙褐色 包含層

聾 14 5 2 8 ．4 － － 外面 4 条 のへラ沈線 と口綾部 に刻 目がめ ぐる。 含長石石英 淡橙褐色 包含廟

嚢 146 － － － 外面にへラ沈輝 と口縁部に刻 目がめ ぐる。 含長石石英 淡檀褐色 包含層

＝士ご宝E 147 14 ．0 － － 外面へラ沈線、一部へラミガキ。内面 ミガキ。 含長石石英 橙褐色 包含層

分銅形土製品 148 － － － 細かい刺突紋の間に 3 条 の直線紋が施 される。 含長石石英角閃石 淡褐色 包含層
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第Ⅱ章　遺構と遺物

Ⅲ　古墳時代（図107）

基本的には、6世紀中頃から後半にかけての遺構面である。上面の遺構によりかなり削平を受けては

いるものの、カマドをもっ住居跡も含めて7棟が検出された。住居跡は調査区全体に比較的ランダムに

分布し、そのうちカマドの検出されたものが2例あり、その方向は2例とも大体北向きである。

調査区の南東コーナー付近には鉄棒と焼土が多量に出土した土壌が検出され、その周囲には焼土塊が

認められた。これらは製鉄に関する遺構と考えられ、調査区の東側からは鉄棒が比較的多く出土してお

り、調査区外に製鉄をおこなっていたエリアが広がっていく可能性がある。また検出された竪穴住居の

埋土からも鉄棒が出土しており、製鉄関連の遺構と竪穴住居が並存していたことは確実である。

この他、断片的ではあるが製塩土器も出土している。製鉄関連の遺構に製塩土器が共伴する例は大阪

府大県遺跡（1）や岡山県総社市窪木薬師遺跡（2）などにある。

なお各遺構の時期については、出土した須恵器を指標とし、基本的には田辺編年（。）を用いることとする。

竪穴住居2（図106、107）

A二1「B

1

0　　　　　5cm

！－！－！！

図106　竪穴住居2出土遺物

C二等笹D
①暗黄灰褐色土

②黄褐色土

③暗灰褐色土

④暗黄灰褐色土

⑤暗灰褐色土

0　　　　1m
h＝山＋！

図105　竪穴住居2実測図

調査区中央の西側で検出された竪穴住居

である。西半は近世の溝により削平されて

いるため全形は不明であるが、南北2．9m

以上、東西2．4m以上の方形の平面プラン

が考えられる。東西方向については、カマ

ドが北壁の中央に付設されたと仮定すると、

約3．2mの規模が推定される。柱穴は北東

コーナー部で1つ検出され、径約0．28mの円形の掘り方に径約0．12

mの柱痕が認められた。壁帯溝は北東コーナー部分と西側で壁部に

沿って検出されており、幅0．08～0．15mで、深さは床面から約0．03

mである。床面は東側が長径約1m、短径約0．6mの楕円形の範囲

で、深さ約0．08mの断面U字形に窪んでいる。床面のレベル高は2．

5m付近である。

北壁にはカマドが付設されている。上部は削平されており、下半

部のみが残存していた。煙道部は、カマドの背後が近世の遺構によ

り削平されていることもあり検出されなかった。袖部は現状で、幅

約0．3m、高さ約0．17mの規模で、黄褐色の砂質土で構築されてい

る。燃焼部は径約0．3mの円形で、焚口にむかって若干床面が高く

なっており、燃焼部周囲の袖部は被熱のため赤褐色に硬化変色して

いる。焚口は幅約0．16mで、床面よりも約0．1m高くなっている。

遺物は、全て埋土中から出土した。須恵器の杯蓋は完形で、他に須恵器の賓胴部片と土師器の小片が

検出された。土器の他に親指大の鉄棒が1点と、径0．03～0．05mの焼土片が2点出土している。この竪

穴住居の時期は杯蓋（1）から、TKlOもしくはMT85に比定され、6世紀中葉から後半の時期が考え

られる。
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第Ⅱ章　遺構と遺物

竪穴住居5（図108）

竪穴住居2の東側で検出された。中、近世

の遺構によりかなり削平されているが、東西

約2．8m、南北約4．4mの長方形の平面プラン

と考えられる。柱穴は2つ検出されており、

東西方向に中央付近で並ぶことから、この竪

穴住居は2本柱であったと推定される。北側

の柱穴は径約0．34m、床面からの深さは約0．

6mで柱痕跡は検出さ、れなかった。南側の柱

穴は径約0．32m、床面からの深さは約0．48m

で、径約0．08mの柱痕跡が認められた。部分

的にとぎれるものの壁部周囲には幅0．08～0．

14m、床面からの深さ約0．08mの壁帯溝が認

められた。床面はほぼ平坦で、レベル高は2．

5m付近である。埋土は基本的に3～4層で、

レンズ状に堆積している。

遺物は土師器の小片が埋土中から若干検出

されただけで、須恵器は認められなかった。

時期を明確に示す遺物が検出されなかったた

め詳細な時期はよくわからないが、他の竪穴

』／了　庭≡＝三二二

L＝3．0m

1暗褐色土（含暗灰褐色土）　　　5　黄灰色土

2　暗黄褐色土（含暗灰褐色土）　　6　暗黄赤褐色土

3　暗黄灰褐色土（含暗灰褐色土）　7　黄灰色土（含暗灰色土）

4　黄灰褐色土（含灰褐色土）　　　8　暗褐灰色土（含炭）

0　　　　1m

とⅡ⊥＿」

図108　竪穴住居5実測図

住居よりも時期的に潮る可能性もある。しかし、調査区からは古墳時代前期の遺物はほとんど出土して

おらず、この竪穴住居は前期までは潮らない可能性が高いと患われる。

竪穴住居6（図109、110）
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図109　竪穴住居6実測図
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図110　竪穴住居6出土遺物

①茶灰色土（含焼土）
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④黄茶褐色
⑤暗褐灰色土
⑥淡灰色土（含炭）
⑦灰褐色土
⑧黄褐色土



遺構と遺物

調査区中央付近で検出された竪穴住居で、東西3．2～3．6m、南北3．2～3．6mの方形の平面プランであ

る。柱穴は3つ検出されており、1っは中、近世の遺構により削平を受けたため残存していなかったが、

本来は4本柱であったと推定される。北西部の柱穴は径約0．24m、床面からの深さは約0．48mで、径約

0．16mの柱痕跡が認められた。北東部の柱穴は径約0．22m、床面からの深さは約0．43mで、径約0．16m

の柱痕跡が認められた。南東部の柱穴は径約0．24m、床面からの深さは約0．40mで、径約0．10mの柱痕

跡が認められた。北西部と北東部の柱穴間の芯々間距離は約1．9m、北東部と南東部の柱穴間の芯々間

距離は約1．8mである。この他中央付近で長径約0．56m、短径約0．3mの楕円形のピットが検出されたが、

この住居に確実に伴うかどうかはよくわからない。壁帯溝は検出されなかった。床面のレベル高は2．5

m付近である。

北壁にはカマドが付設されており、上部は削平され、下半部のみが残存していた。煙道部は残存して

いなかったため不明である。袖部は現状で、幅約0．2m、高さ約0．16mの規模で、黄茶褐色の砂質土で

構築されている。燃焼部周囲の袖部は被熱のため赤褐色に硬化変色している。燃焼部は径約0．3mの円

形で、床面は平坦になっており、燃焼部の埋土には焼土塊が多量に認められ、天井壁が陥没したものと

考えられる。焚口は幅が約0．24mで、床面よりも若干高くなっている。

遺物は床面付近の埋土中から須恵器の杯蓋片2点と、土師器の小片が若干出土した。図化できたのは

須恵器の杯蓋2点だけであった。杯蓋（2）は天井部と体部の境界に沈線が認められるものの、境界の

稜は明確でなく、端部にも明確な稜がない。杯蓋（3）は天井部付近の破片で、天井部と体部の境界は

明確ではなくなっている。土器の他に径約6cmの鉄棒が1点出土している。この竪穴住居の時期は2点

の杯蓋から、TK43に比定され、6世紀後半の時期が考えられる。

竪穴住居8（図111、112）

調査区北西部コーナー付近で検出された竪穴住居で、西側は近世の遺構により削平されているが、東

三＝＝＝三笠二二了B

F一　　　一E

U

0　　　　1m
』上り　！

図111竪穴住居8実測図
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図112　竪穴住居8出土遺物

西約4．4m、南北約5．7mの長方形の平面プランである。柱穴は3つ検出されており、1つは調査区外に

存在すると推定されるため、柱構成は4本柱であったと考えられる。北東部の柱穴は径約0．56m、床面

からの深さは約0．56mで、径約0．16mの柱痕跡が認められた。南西部の柱穴は径約0．36m、床面からの

深さは約0．43mで、柱痕跡は検出されなかった。南東部の柱穴は径約0．48m、床面からの深さは約0．56

mで、径約0．24mの柱痕跡が認められた。北東部と南東部の柱穴間の芯々間距離は約2．6m、南西部と

南東部の柱穴間の芯々間距離は約2．6mで、ほぼ正方形の柱構成となる。床面はほぼ平坦で、レベル高

は2．5m付近である。カマドは調査範囲の中では検出されなかったが、北壁もしくは西壁に存在してい

る可能性が高い。

遺物は、床面付近の埋土中から須恵器や土師器が比較的まとまって出土した。土師器には丸底の壷と

口縁部片、平面形が隅丸方形になる鉢がある。須恵器は杯蓋と杯身の破片が出土している。このうち杯

身（5）は口径が小さく、立ちあがりも低く内傾する傾向にあり、他の須恵器と比べ若干後出すると恩

われる。須恵器の杯蓋には（8）のように端部に稜が明確に認められるものもあるが、これは小片で、

（4）のように端部を丸くおさめ天井部と体部の境界が明確でないものが主体である。この竪穴住居の

時期は須恵器の杯蓋（4）と杯身（6）がTK43、杯身（5）がTK209に比定され、6世紀後半から

末の時期が考えられる。

竪穴住居9（図113、114）

竪穴住居8に上面を削平されており、竪穴住居8の床面を精査していて検出された。北半は調査区外

へ出るため、ほぼ1／2を調査したことになる。南壁の長さは約4．2mで、′方形もしくは長方形の平面プ

ランが推定される。柱穴は2つ検出されているが、基本的には4本柱で構成されているものと思われる。

西部の柱穴は径約0．24m、床面からの深さは約0．4mで、東部の柱穴は径約0．32m、床面からの深さは約

0．18mで、双方とも柱痕跡は検出されなかった。東部と西部の柱穴間の芯々間距離は約2．3mである。

壁帯溝は南壁中央付近でとぎれているものの、調査できた部分をほぼ全周し、東側で若干広がる。幅0．

16～0．25mで、床面からの深さは約0．07mである。床面はほぼ平坦で、レベル高は2．45m付近である。
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カマドは検出されなかったが、東

西壁もしくは北壁に付属している

可能性が高い。　遺物は、床面付

近の埋土中から須恵器の破片と土

師器の小片が若干出土した。図化

できたのは須恵器杯身1点と製塩

土器1点だけである。須恵器杯身

は、立ちあがりが低いもののそれ

程内傾しないといった特徴が看取

される。製塩土器は口縁部付近の

小片ではあるが、外面にタタキが

明瞭に認められる。この竪穴住居

の時期は須恵器杯身からTK43に

比定され、6世紀後半の時期が考

えられる。
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i日日！＋！

こ竺予、＝　～－
．′

1－1「て1‾

、掠，叫J＿r〆ヰて

＿⊥ふt㌣：；ごズ．l

l一一一一ノ

＼

15

0　　　　5cm

Ull一一⊥」

図114竪穴住居9出土遺物
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図113　竪穴住居9実測図

竪穴住居10（図115－116）

調査区中央南端付近で検出された竪穴住居で、中央部は古代の遺構により削平されており、南半は調

′L誠も踪「
28

0　　　　　5cm
L一一1：：！！

図115　竪穴住居10出土遺物
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査区外へ出てしまうため全形は不明である。北壁

の長さは約4．6mで、方形もしくは長方形の平面

プランが推定される。柱穴は2つ検出されている

が、基本的には4本柱で構成されているものと考

えられる。西部の柱穴は径約0．24m、床面からの

深さは約0．32m、東部の柱穴は径約0．24m、床面

からの深さは0．32mで、双方とも柱痕跡は検出さ

れなかった。東部と西部の柱穴問の芯々問距離は

約3．2mである。西壁には長さ約1．2m、幅約0．08

mと、北壁から東壁にかけては床面からの深さが

約0．08mの壁帯溝が検出された。床面はほぼ平坦

で、レベル高は2．6m付近である。北東コーナー

‾l‖1子一’√

0　　　　1m

中山　」

図116　竪穴住居10実測図

付近に、円形に若干窪む部分も認められる。カマドは検出されなかったが、どの壁面も完全に把握する

程は検出できていないため、その有無は不明である。

遺物は床面上で全て出土した。須恵器は杯身、杯蓋と提瓶の破片、土師器は蜜の口縁部付近の破片が

6点出土した。土器以外に径0．03～0．1mの大きさの焼土塊が10点出土した。須恵器の杯蓋は端部に稜

が認められるものの、天井部と休部の境界は明確ではない。杯身は、端部を丸くおさめるものの、立ち

あがりは比較的しっかりしている。この竪穴住居の時期は須恵器杯身、杯蓋からおおむねTK43に比定

され、6世紀後半の時期が考えられる。

竪穴住居11（図117、118）

調査区東側で検出された竪穴住居で、中、近世の遺構によりかなり削平を受けているが、かろうじて

全形が把握できた。南北の長さ約6．4m、東西の長さ6．2～6．4mの方形の平面プランである。柱穴は4つ

検出されている。北西部の柱穴は径約0．48m、床面からの深さは約0．32mで、柱痕跡は認められなかっ

た。北東部の柱穴は径約0．3m、床面からの深さは約0．24mで、径約0．1mの柱痕跡が認められた。南東

部の柱穴は径約0．16m、床面からの深さは約0．24mで、柱痕跡は認められなかった。南西部の柱穴は径

約0．48m、床面からの深さは約0．32mで、同じく柱痕跡は認められなかった。南西部と北西部の柱穴問

の芯々間距離は約2．6m、北東部と南東部の柱穴間の芯々問距離は約2．9m、北東部と北西部の柱穴問の

芯々間距離は約2．6m、南東部と南西部の柱穴間の芯々問距離は約2．24mである。南壁と西壁には幅約0．

17m、床面からの深さ約0．05mの壁帯溝が認められた。床面は比較的平坦で、レベル高は2．6m付近で

ある。周囲の壁面や内部はかなり削平を受けていることから、カマドは検出することができなかった。

遺物は埋土中から、須恵器と土師器が若干出土した。全て小片で、全形の推定できるのは須恵器の杯

蓋2点と杯身1点だけであった。杯蓋（30）は端部に明瞭な稜線が認められるが、杯蓋（29）は端部の

稜線は退化気味である。杯蓋（29）の天井部と休部の境界は段状の沈線が認められるものの、その境界

は不明瞭になりつつある。杯身（31）はかなり小片であるため、復原された口径については多少明確さ

を欠くものであるが、たちあがりがやや低くなりつつある。土器の他に径3～4のcm鉄棒が2点出土し

ている。この竪穴住居の時期は、須恵器の杯蓋（30）がTKlOに、杯蓋（29）がTKlOからMT85に、

杯身（31）がTK43に比定され、6世紀後半前後の時期が考えられる。
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第Ⅱ章　遺構と遺物

P306（図119、120）
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「こ＝＝焉フ「
（》淡黄茶灰色土
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図119　P306実測図

溝10（図121、122）

竪穴住居11の北側で検出された土壌で、西半に

っいては古代の遺構により削平されている。1辺

0．8m程の隅丸方形の平面プランが推定される。

断面形は逆台形で、北側の方がやや傾斜角度が緩

い傾向にある。埋土は1層だけであった。遺構の

32　枚出面は2．7m付近であるが、遺物はそれよりも

0　　　　　5cm

LL一一日リ」

図120　P306出土遺物

上で検出されており、本来の遺構面は検出面より

も上であったと考えられる。

遺物は須恵器の平瓶の完形品が1点と、同じく

須恵器の嚢の胴部片が1点出土した。この遺構の

時期は平瓶からTK209に比定され、6世紀末の

時期が考えられる。
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図121清一10実測図
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遺構と遺物

調査区北東部付近で検出された溝状の遺構であるが、南端でとぎれることから長楕円形の土壌である

可能性もある。幅約0．8mで、長さは3．4mませ検出できた。検出面は2．6m付近で、検出面からの深さは

約0．3mである。断面形はU字形であるが、部分的にⅤ字形になる。埋土は基本的には1層で、それ程

時間を経ずに埋没したものと推定される。

遺物は全て埋土中から出土しており、ほぼ完形のはそうや短頸壷がある。この遺構の時期は、出土し

た須恵器の一部にやや古い様相が認められるものの、基本的にはTK43に比定され、6世紀後半の時期

が考えられる。

鉄津溜まり（図123、124）

調査区南東部のコーナー付近で検出さ

れた土壌で、東側は調査区外へ出るため

不明である。調査区内では長さ約3mで、

外周のプランは緩やかな弧を描いており、

円形もしくは楕円形の平面プランが推定

される。遺構検出面は2．8m付近である

が、遺構のプランよりも鉄棒の方が先に

検出された。深さは検出面から約0．04m

で、底部はほぼ平坦である。遺構の中央

から南端にかけて鉄棒と焼土が多量に認

められ、それらは遺構の南半で約0．3m

とぎれることから、土壌の中でもいくつ

かの単位に分かれるのかもしれない。鉄

棒と焼土に混じって角礫もいくつか認め

られる。鉄棒は3．2kg出土した。この鉄

棒は分析の結果、鉱石系の鍛冶樺と製鉄

て二二「二二：：：：宕〕
l

I

44

／　‾‾　一　一　一　一　一　一　＿・．
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図123　鉄津溜り実測図

図124　鉄津溜り出土遺物
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第Ⅲ章遺構と通物

炉片であるとされ、付近で製錬と鍛冶がおこなわれていたことが推定されている（附章Ⅳ参照）。この

遺構の周囲で検出された焼土塊などは、これらの鉄棒と関係する鍛冶炉である可能性も推定される。

鉄棒の他にフイゴ羽口が5点出土しており、それらは外面が被熱のために青灰色に変色していたり鉄

棒が付着していたりする。全形のわかるものはないが、筒状のものであったと思われる。

土器は、須恵器と土師器の破片が埋土中で若干出土している。須恵器は広口壷の口縁部片と杯身の破

片で、小片のため明確ではないものの杯身の立ちあがりがそれ程内傾しておらず、退化傾向にもないこ

とからTK43に比定される。したがってこの遺構は、6世紀後半の可能性が推定される。

焼土1、2、3（図125）

＿／∴　　l‾‾‾‾

一一感忽転四四／‾‾‾‾

焼土1

＿t、遜　＿
＼

ヽ

ヽ

焼土2

O lm
！li！！！　　　　！

図125　焼土1・2・3実測図

鉄棒溜まりの西側で検出されたもので、いず

れも古代や中、近世の遺構により削平を受けて

おり、全形を検出できたものはない。焼土1は

長径0．28m以上、短径約0．4mの楕円形の平面

プランをした窪み状の土壌の中央付近に、長さ

約0．36mの焼土塊が認められる。断面形は緩や

かなカーブを措く。

焼土2は長径約0．32m、短径約0．28mの楕円

形の平面プランが推定される窪み状の土壌の中

央付近に、長さ約0．28m、幅約0．2mの方形の

焼土塊が認められる。焼土塊の底部は平坦であ

る。

焼土3は、竪穴住居11の埋土上面を削平して

形成されている。幅約0．64mの窪み状の土壌に、長さ約0．5m、幅約0．36mの焼土塊が認められ、底部は

緩やかな弧状を呈する。

これらの焼土は中央付近が橙灰色に硬化しており、かなりの高温が加わったことを示している。いず

れの焼土にも遺物は伴っていなかったが、焼土1、2は奈良時代の遺構により削平されており、焼土3

は6世紀後半の竪穴住居を削平していることから、これらの焼土は6世紀後半から8世紀の問にその時

期が求められる。しかし、近接する鉄棒溜まりには鍛冶樺も確認されており、この焼土の周辺に鉄棒が

比較的多く出土したことからも、これらの焼土が鍛冶炉であった可能性が推定される。したがってこれ

らの焼土は、鉄棒溜まりの時期と同じ6世紀後半と一応推定しておく。

包含層（図126）

当調査区内では、近世から縄文時代晩期までの包含層が重層的に存在してお

り、それらを時期ごとに分離して遺物を取り上げることはできなかった。しか

し、竪穴住居10の北側では鉄棒が比較的まとまって出土（2．2kg）しており、

その周辺から出土した土器は極めて少量で、しかも小片であったが古墳時代後
0　　5cm

期に属する須恵器、土師器と考えられるものばかりであった。その中に製塩土　　　」」］－J

器が1点（49）含まれており、口縁部外面に平行タタキが認められ、口縁部が　図126　包含層出土遺物
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通構と遺物

内傾することから備讃瀬戸に一般的に分布する師楽式土器（4）に比定され、当遺構面の時期とも矛盾し

ない。

注

（1）北野重「柏原市所在の製鉄関連遺跡」『河内・大県遺跡周辺の鉄・鉄器生産の検討』古代を考える合

1991年

（2）島崎東「窪木薬師遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』861993年

（3）田辺昭三『陶邑古窯址群』平安学園考古学クラブ1966年

田辺昭三『須恵器大成』角川書店1981年

（4）近藤義郎『土器製塩の研究』青木書店1984年
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第Ⅱ章　遺構と遺物

出土土器観察表

器　　 形 土器
番号

法　　 皇 （皿）．
形　 態　 ・　 調　 整　 手　 法　 の　 特　 徴 胎　 土 色　 調 遺 構

口径 底径 器高

須恵器杯蓋 1 14．4 － 4°．2 外面天井部ケズ リ、内外面口縁部付近 ヨコナデ 含長石石英 淡灰色 住 2 哩土

須恵器杯蓋 2 － － － 外面天井部ケズ リ、外面 口縁部付近、内面ナデ
含長石石英 淡灰褐色 住 6 哩土

須恵器杯蓋 3 1 6．0 － － 外面天井部ケズ リ、外面 口縁部付近ナデ、内面ヨコナデ
含長石石英 灰褐色 住 6 哩土

須恵器杯蓋 4 ． 1 4．由 － － 内外面 ヨコナデ
含長石石英 暗灰色 住 8 埋 土

須恵器杯身 5 1 1．9 － － 内外面 ヨコナデ
含長石石英 暗青灰色 住 8 哩土

須恵器杯身 6 － － － 外面底部 ケズ リ、外面受部付近、内面ヨコナデ、受部に重ね焼の痕跡有
含長石石英 暗灰色 住 8 埋土

須恵器杯蓋 7 － － － 内外面 ヨコナデ 含長石石英 暗灰色 住 8 埋土

須恵器杯蓋 8 － － － 内外面 ヨコナデ 含長石石英 灰色 住 8 哩土

須恵器高杯 9 － － － 内外面 ヨコナデ、内面に自然軸付着 含長石石英 暗灰色 住 8 哩土

土 師 器 皿 10 7．2 － 2．9 外面 ヨコナデ後底部付近不定方向の ミガキ、内面 ヨコナデ及びナデ 含長石石英角閃石 淡樫褐色 住 8 埋土

土師器把手 11 － － － 外面押圧痕後上部ナデ、内面ケズ リ 含長石石英 淡橙褐色 住 8 埋土

土 師 器 襲 12 15．6 － － 外面 タテパケ後頸部以上 ヨコナデ、内面ナデ後 ヨコパケ一部 タテパケ
含長石石英角閃石 淡橙褐色 住 8 哩土

土 師 器 嚢 13 － － － 外面不定方向のパケ後底部ナデ、内面ケズリ？ 含長石石英角閃石 暗褐色 住 8 哩土

土 師 器 襲 14 － － － 内外面板状工具によるナデ、外面底部ユ ビナデ、内面底部付近 に押圧痕 含長石石英角閃石 淡橙褐色 住 8 哩土

須恵器杯身 15 － － － 内外面 ヨコナデ 含長石石英 淡灰色 住 9 埋土

須恵器杯身 16 － － － 内外面 ヨコナデ 含長石石英 淡灰色 住 9 埋土

須恵器杯蓋 17 1 5．4 － 4．5 外面天井部ケズリ、内外面口縁部付近 ヨコナデ、内面天井部ナデ 含長石石英 淡青灰色 住 10埋土

須恵器杯蓋 18 1 4．9 － － 外面天井部ケズ リ、口縁部付近ナデ、内面天井部 タタキ後ナデ 含長石石英 淡灰色 住10埋土

須恵器杯蓋 19 1 4．4 － － 外面天井部ケズ リ、．外面 口縁部ナデ 含長石石英 淡灰 白色 住10哩土

須恵器杯身 20 1 4．1 － 4．7 外面底部 ケズ リ後ナデ、内面ナデ 含長石石英 淡灰色 住10埋土

須恵器杯身 21 12．4 － － 外面底部ケズ リ、外面受部以上 ヨコナデ、内面 ヨコナデ 含長石石英 淡灰褐色 住 10埋土

須恵器提瓶 22 － － － 外面 カキ目 含長石石英 淡灰褐色 住10埋土

土 師 器 楽 23 14．2 － － 外面 タテパケ後口縁部付近 ヨコナデ、内面 ヨコパケ後頸部より下ユ ビナデ 含長石石英 橙灰色 住10埋土

土 師 器 嚢 24 14．0 － － 外面 タテパケ後頸部以上ナデ、内面頸部より下 ケズ リ頚部以上ナデ 含長石石英 淡茶橙褐色 住10哩土

土 師 器 聾 25 2 0．0 － － 外面 タテパケ後口縁部付近ナデ、内面 ヨコ、ナナメパケ 含長石石英 鈍橙色 住10埋土

土 師 器 嚢 26 2 5．0 － － 内面 ヨコナデ 含長石石英 淡褐灰色 住10埋土

土 師 器 寮 27 19．4 － － 外面 タテパケ、内面 口綾部付近 ヨコパケ後内外面 ヨコナデ、内面胴部ケズリ 含長石石英角閃石 鈍橙色 住10埋土

土 師 器 聾 28 2 3．0 － － 外面頸部以下 タテパケ後内外面頸部以上 ヨコナデ、内面胴部 タテへラナデ 含長石石英 橙褐色 住10埋土

須恵器杯蓋 29 15．1 － － 外面天井部ケズリ後内外面ヨコナデ 含長石石英 青灰色 住11埋土

須恵．器杯身 30 11．0 － － 外面底部ケズ リ後内外面 ヨコナデ 含長石石英 灰 白色 住11埋土

須恵器杯蓋 31 － － － 内外面 ヨコナデ
含長石石英 淡灰褐色 住11埋土

須恵 器平瓶 32 5．7 4．8 10．3 底部ケズ リ後内外面 ヨコナデ 含長石石英 灰褐色 P 3 06 埋

須恵 器杯蓋 33 15．3 － － 外面天井部ケズリ後内外面ヨコナデ外面天井部ケズリ後内外面ヨコナデ
含長石石英 青灰褐色 溝10埋土

須恵器杯蓋 34 14．0 － － 内外面 ヨコナデ 含長石石英 青灰褐色 溝10哩土

須恵 器杯蓋 35 － － － 外面底部ケズ リ後内外面 ヨコナデ
含長石石英 青灰色 溝10埋土

須恵 器杯身 36 ．12．2 － － 外面底部ケズ リ後内外面 ヨコナデ 含長石石英 淡青灰色 溝10埋土

須恵 器杯身 37 12．2 － － 内外面 ヨコナデ、底部外面に自然粕付着 含長石石英 淡青灰色 溝10埋土

須恵 器杯身 38 － － － 内外面 ヨコナデ 含長石石英 青灰色 溝10埋土

須恵器短頸 39 8．2 － － 外面底部ケズ リ、内外面ヨコナデ 含長石石英 淡青灰色 溝10哩土

須恵器短頸壷 40 8．2 － － 外面下半ケズ リ後 ヨコナデ 含長石石英 灰褐色 溝10埋土

須 恵 器 施 41 － 2．0 － 自然和付着、内面 ヨコナデ 含長石石英 淡灰褐色 溝10埋土

須 恵 器 施 42 － 2．1 － 外面下半ナデ、内外面 ヨコナデ 含長石石英 淡青灰色 溝10埋土

須恵器高杯 43 － － － 脚部内面ケズ リ、指圧痕後 ヨコナデ、杯部内面ナデ、外面 ヨコナデ 含長石石英 灰 白色 溝10埋土

土師器長頸 44 1 5．0 － － 内外面 ヨコナデ 含長石石英 淡黄 橙白色 鉄棒だまり

土 師 器 襲 45 2 1．8 － － 内外面頸部ナデ後頸部以上ヨコヂデ 含長石石英角閃石 黄 栓灰色 鉄棒だまり

土 師 器 聾 46 2 1．6 － － 内面頚部ケズリ後ナデ、内外面口縁部付近タテパケ後 ヨコナデ 含長石石英角閃石 橙灰 色 鉄樺だまり

須恵器杯身 47 － － － 内外面ヨコナデ 含長 石石英 灰褐 色 鉄棒だまり

土師器把手 48 － － － 外面 ヨコパケ後ユ ビナデ、内面ケズリ 含長石石英角閃石 淡橙灰色 鉄津だまり
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Ⅳ　奈良・平安時代前半（図128）

中心は奈良時代である。調査区を斜方向に横切る2本の溝の両脇に建物が2群検出された。建物は2

度の建替えが認められる。建替えられた建物は若干軸方向をずらしており、それが溝を挟んだ両群の建

物で同様に認められることから、建物の建替えは個別的に行われたというのではなく、当該期の吉野口

遺跡全体の様相とも推定される。建物のうち、建て替えられた北側のものは柱穴に焼土が多く認められ

ることから、火災を被った可能性があり、溝中より出土した土器にも被熱の認められるものがある。こ

の他非常に小さい竪穴住居状遺構があり、その方向性から最初の建物に伴うものと思われる。溝と建物

の関係については、建物に伴う遺物は僅かであるが、それらと溝の遺物とには時期差は殆ど認められず、

建物は比較的短期間に建替えられ、溝は建物と平行して存在していたと考えられる。また、溝について

も、出土した土器や検出状況から2本が同時に存在していたと考えられる。そして、溝中から瓦は一片

も出土しておらず、溝問は築地塀などではなく、通路あるいは道路として用いられていた可能性が高い。

平安時代前半の遺構は調査区中央の土壌が1つだけで、他にはない。奈良時代の溝の埋土上方から同

期に属する土器が数点出土しているが、これは溝廃絶後に窪み状となった部分に堆積したものと考えら

れる。

建物2（図127、129）

調査区北西で検出された掘立柱

建物で、西側については近世の溝

により削平されているため、建物

全体の規模は明らかではない。柱

穴の掘り方は平面形が方形で、一

辺0．7～0．9mの規模、柱痕跡は径

約0．2m程で、建物3と比べると

やや小さい。現状で、桁行2問以

上、梁間2問の柱構成で、棟方向

はN－640－Eを示す。平面形は

L ーj

告｝C∴
図127　建物柱穴出土遺物

整った長方形を呈している。遺構の検出面は高いところで2．85m付近で、底レベルは2．2m前後である。

柱穴の埋土には若干炭や焼土の認められる部分もあるが、建物3と比べると非常に少ない。

遣物は各柱穴から出土しているが、細片ばかりで、図化できたものはP－Aから出土した壷（2）だ

けであった。

建物3（図128、130）

建物2を建替えたと考えられる掘立柱建物で、西側については近世の溝により削平されているため、

建物全体の規模は明らかではない。柱穴の掘り方は平面形が方形で、一辺0．7～1mの規模、柱痕跡は

径約0．25mである。一部の柱穴には柱を抜き取った痕跡の認められるものがある。現状で、桁行2問以

上、梁間2間の柱構成で、棟方向はN－740－Eを示す。平面形は整った長方形を呈している。遺構の

検出面は2．9m付近で、その底レベルは2．1m前後である。埋土で特筆すべきは、多量の焼土が含まれて
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図129　建物2実測図

いることで、柱穴部分についてはむしろ焼土の方が多い。これは、この建物が火災を受けたことを示し

ており、建物の北側に隣接する浅い土壌の中に、焼土や炭が多量に含まれていることもこれと関連があ

るものと恩われる。

遺物は各柱穴から出土しているが、細片ばかりで、図化できたものはP－Aから出土した壷（1）の

底部だけであった。

建物4（図131）

調査区南東部で検出された掘立柱建物で、南側については調査区外へ出るため建物全体の規模は明ら

かではない。柱穴の掘り方は建物5により削平されているためはっきりしない部分もあるが、平面形は

方形と推定され、一辺約0．5mの規模、柱痕跡は径0．15m程と思われる。現状で、桁行2間以上、梁間
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図130　建物3実測図
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図131建物4実測図　　　　　　　　　　　　　　　　　～

2間以上の柱構成で、棟方向はN－500－Eを示す。平面形は長方形と推定される。遺構の検出面は2．4

～2．6m付近で、深さは検出面から0．3～0．4mである。他の建物と比べると、柱穴の大きさはやや小さい

ものの、溝の方向と棟方向がほぼ一致するようである。

遺物は柱穴の掘り方から土器の細片が若干出土している。

建物5（図128、132）

調査区南東部で検出された掘立柱建物で、建物4とほぼ重なる位置にある。柱穴の掘り方の平面形は

方形で、一辺0．7～0．8mの規模、柱痕跡は径約0．25mである。現状で、桁行、梁問ともに2間の総柱の

建物である。建物の長軸方向はN－720－Eを示す。遺構の検出面は2．6m付近で、その底レベルは2．3

m付近である。建物5は建物4と比べて柱穴も大きいことや、ほぼ同じ位置に重複して存在することか

ら、建物2と建物3との関係とよく似ている。つまり、溝をはさんだ南北両群の建物は、当初溝方向と
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ほぼ同じ軸方向であったが、建替えた建

物は若干軸をずらしている。そして、両

群の建物ともやや規模の大きなものにし

ており、両群の建物は個別に建替えられ

たのではなく、同時であった、あるいは

同じプランのもとに建替えられたと考え

ることができる。そして、このことは、

調査区外に広がっていく吉野口遺跡の建

物全体に通じる様相である可能性も推定

される。

遺物は各柱穴から出土しているが、細

片ばかりで、図化できたものはP－Aか

ら出土した壷もしくは平瓶の破片（3）

と、杯の破片（4）だけである。　　　　A－

建物6（図133）

調査区南側で、柱穴が2個検出された。

建物の大半は調査区南側へ出てしまうた　C‾

め、平面形や軸方向については明確では

ない。ただ、建物5と柱穴の大きさが似

ていることや、位置的な関係から建物5

と似た建物であった可能性が推定される。

検出面のレベル高は2．6m付近で、その

底レベルは2．3m付近である。

遣物は細片ばかりで、図化できたもの

はない。

「B

⊂フ
＼
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＼＼了
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図132　建物5実測図
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竪穴住居状遺構（図134、135）

建物2の南側で検出された非常に小さな竪穴住居状の遺構

で、遺構の検出面は2．45m付近で、床のレベル高は2．0m付

近である。南西コーナー付近は配管により削平されてはいる

ものの、一辺約2．6mの方形の平面形と推定され、床面には

柱穴が4本認められる。柱間は0．85mで方形を呈する。柱穴

は径約0．25mの円形の掘り方で、柱痕は径約0．1m、深さは

0　　　　　　　　　　10cm
L土十一＿←ト」＿＿＿＿←十十」

7

図135　竪穴住居状遺構出土遺物

床面から約0．42mを測る。床面はほぼ平らであるが、中央部

付近が径0．6m程微妙に高くなっている。しかし、カマドや

炉を推定させるような焼土は認められない。断面形は逆台形

で、埋土は3層が確認され、2層と3層の間に炭がやや多く

認められる。南側に段差のある平坦面が付属する可能性もあ

るが、配管によりその部分が不明瞭となっているため確認で

きなかった。ただ、その部分と当遺構の平面形はずれており

別の遺構である可能性もある。当遺構の軸方向と建物2の棟

方向がほぼ一致しており、両遺構は同じプランの中に存在す

る可能性が考えられる。

遺物は、床面から高杯の杯部（7）が1点出土し、埋土か

らは聾（5）と皿（6）が出土した。

P189（図136、137）

調査区中央部に位置する。長さ2．8m以上、幅約1．2mで、

三日月形の平面形をしている。遺構の検出面は3．0m付近で、

深さは検出面から約0．16mである。遺構の検出レベルは最も

高い。断面形はU字形で、埋土は1層である。
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図134　竪穴住居状遺構実測図
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図136　P189実測図
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図137　P189出土遺物

遺物は土器と比較的大きな角礫が2つ遺構の南半から出土した。土器は遺構の中央付近から南側にむ

かって堆積している。全て埋土から出土しており、しかも上面に近い位置で検出された。出土した土器

は土師器と須恵器で、須恵器は2点、土師器は16点と圧倒的に土師器の方が多い。土師器は杯、皿、腕、

高杯、聾で、杯や皿の大半は丹塗りではないが、本来は全て丹塗りであったと思われる。杯、皿とも内

外面ヨコナデで調整され、底部外面には指頭圧痕が多数認められる。須恵器も基本的には同じで、内外

面ヨコナデで調整され、底部外面には指頭圧痕が多数認められる。これらの土器の特徴から、P189は

当遺構面中では最も新しいものといえる。

P332（図138、140、141）

建物3の北東コーナー部分の柱穴と同時に検出され、当初は両遺構に切り合い関係を想定していたが、

柱穴埋土に含まれている焼土や炭がP332へ流入している状況であることから、建物3の火災後、建物

3が廃絶するのと同時に埋没したと考えられる。平面形は不整形で、深さは検出面から約0．1mで、断

面形が緩やかな逆台形となり、土壌というより窪み状の遺構である。

遺物は、遺構全体から散在的に検出されたが、図化できたものは須恵器の皿（30）のみである。土器

以外では遺構の中央部付近から鉄製の刀子が1点出土している。
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P333（図139、141）

建物3の北側で検出された浅い不整形な平面形をした土壌で、埋土や検出された状況はP332と似て

いる。遺構の北側は調査区外へ出ており、西側は近世の遺構により削平を受けているため全形はわから

ない。しかし、P332と同じ様に窪み状の形態であったことが推定される。深さは検出面から約0．08m

と非常に浅い。

遺物は遺構南半で、建物3寄りから大半は出土した。僅かな差ではあるが、南側の方が遺物のレベル

高が高く、建物3側からの遺物の流入を示しているといえる。図化できたものは土師器の皿（26）、（27）

と須恵器の杯（28）、（29）だけである。土師器の皿はほぼ完形で、それらは畿内からの搬入品と考えら

れ、平城宮ⅢからⅣの時期に比定される。したがって、吉野口遺跡の奈良期の遺構は、実年代的には8

世紀中葉頃と考えられる。
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溝2（図142、143、144、145、146、147、

148、149）

調査区東側で検出された溝である。溝3とは

約2．4mの間隔をあけてほぼ平行にならんでい

る。両溝は検出面や埋土の状況もよく似ており、

同時に存在していたと恩われる。溝2の検出面

－D　での幅は約1．6mで、底部の幅は約1mである。

断面形は逆台形をしている。溝底部は建物5の

北側付近で、底部から約0．3m上がって約1．3m

の問で浅くなっており、それからまた同じよう

‾F　　に約0．3m下がっている。つまり深い部分と深

い部分が、浅い部分により連結されている、あ

るいは溝中に深い部分を設定しているというよ

うな形態である。このようなことは溝3でも認

められる。埋土は基本的に単層で、流水のあっ

たことを示しているようではなかった。

遺物は、溝全体の埋土中より出土した。ただ、

（39）の杯や、（61）、（62）の皿は遺構上面から

出土した。土師器については、内面底部にラセン暗文、休部に一段斜放射暗文をもっている畿内からの

搬入品と推定される皿（49）、（50）があり、他は内外面に丹塗りを施した土師器や、製塩土器が比較的

多く出土している。1点ではあるが「本」の文字を線刻したもの（74）もある。杯や皿の底部外面の調

整については、へラケズリのままのものと、ミガキを施したものがあり、両者の比率は大体半々ぐらい

である。また、杯や皿は法量の違いにより幾っかに分けられる。杯や皿の底部外面にへラ記号を線刻し

たものも幾っか認められる。製塩土器は、尖底薄手で口縁部にむかって窄まる形態のものが大半である

が、厚手で受口状の口縁部をなすものが1点出土している。この時期の製塩土器は、生産地以外では美

作国府などにその例があるだけで、出土する場所は限られており、吉野口遺跡の性格を考える上で示唆

的である。食器類の他に嚢や甑、カマドも出土している。深い溝部分の連結部北側の底部付近から出土

したカマドは非常に大きく、横幅は0．6m、高さは0．45mもある。

須恵器については、杯、皿、壷、高杯、鉢、賓があり、杯については法量の差により幾っか分けられ

る。杯蓋（109）に墨書が認められるものがあるが、破片であるため、文字なのか記号なのかははっき

りしない。この他休部外面と底部外面にへラ記号の認められるものがある。

これらの土器のうち2次的に火を受けたものがあるが、それらと受けていないものとの時期的な差は

あまり認められないようである。また、須恵器と土師器の比率であるが、小破片全てをカウントしたわ

けではないが、やや土師器の方が多いようである。

溝3（図142、150）

溝2の北側に平行して検出された溝で、検出面と埋土の有り様が似ていることからも、溝2と同時期

に存在していたと推定される。検出面での幅は0．8～1mで、底幅は0．5～0．7mで、溝2よりも小規模で
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図146　溝2出土遺物（4）

ある。断面形は逆台形で、調査区中央付近で部分的に二股に分かれており、さらに北側へ約0．15mの段

も認められる。調査区北半と南端で溝は区切れるものの、北側へはさらに同様に溝が続いている。これ

は、溝2のように溝底に高低差があるためと考えられ、浅い掘り方の部分については後世に削平されて

残存していないと思われる。残存している溝の底由についても段差が認められ、南端が最も深く検出面

から0．56m、他は0．14～0．2mである。溝2と溝3の中央部を起点とした幅は3．7～4．0m、溝に挟まれた

部分の幅は2．5～2．6mとなる。溝2、3の埋土中からは瓦は一片も出土しておらず。溝間に築地塀など

が存在したとは恩われない。両溝問を道路あるいは通路とし、両溝はその側溝であったと考えるのが妥

当と思われる。

遣物は溝の埋土中から出土した。量はそれ程多くなく、土師器、須恵器と鉄釘が1点ある。土師器の

鉢（146）はほぼ完形で、内外面は丹塗りを施しており、底部外面はへラケズリを行う。鉢（147）はや

や口径が大きく、底部外面はへラケズリの後ヨコ方向のミガキを行う。杯（148）は高台付で、内外面

を丹塗りし、内面底部にラセン暗文、休部に一段斜放射暗文を施す。須恵器の盤（163）はほぼ完形で

ある。完形や比較的大きい破片の土器は、溝の南端の最も深い部分から出土した。須恵器と土師器の比

率であるが、図化できたものは須恵器の方が多いものの、破片数についてはほぼ同じである。この他鉄

釘は溝中央部付近の埋土中から出土した。

包含層（図152、153、154）

まず、緑粕陶器であるが、3点出土している。皿（167）は調査区南端の中央部で出土したもので、

底部については完存し、輪高台である。口縁部の引出しはするどく、残存しているカーブから耳皿と考

えられる。素地はやや硬質で、灰緑色の粕が厚く施粕されている。皿（169）は硬質の素地で、濃緑色

の緑粕が施粕されている。長頸壷もしくは瓶（168）は、白灰色の軟質の素地に濃緑色の緑粕が施粕さ

れている。緑粕陶器で長頸壷、すなわち貯蔵器の形態をなす例は、平城京や三重県斎宮跡などにあるが、
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出土例は非常に少ない。　墨書土器は3点ある（1）。（170）は須恵器の杯の底部に書かれており、「左大」

と読める。時期は奈良時代である。（171）は土師器の杯の底部に書かれており、文字部分をふくんだ半

分が欠損しているため明確ではないが、「新盆ヵ」と読めそうである。底部外面に指頭圧痕が認められ、

時期は（170）よりも若干下る可能性がある。（174）は土師器の杯の底部付近の破片で、「中男」もしく

は「中田」と読める。時期は（170）と同じ奈良時代である。

須恵器の長頸壷（172）の内面には漆の被膜が認められる。この壷は胴部1／5程の破片であり、この

種の壷の出土状況と似ている。この種の壷は漆を生産地から運ぶための容器として用いられ、消費地に

おいて容器を割って中の漆を取りだし使用したと考えられている。つまり吉野口遺跡は、漆の消費地で

あったと考えられる。

土師器の皿（173）は、内外面を丹塗りしており、外面底部付近はへラケズリの後ヨコ方向にへラミ

ガキを行う。外面底部にへラ記号が認められる。

配管部分の調査区で、溝3の上面から全て破片ではあるが土器がやや纏まって出土した。一応包含層

出土の土器として取り上げたが、それらはP189よりもやや古い時期に属するもので、溝3埋没後のた

わみ状の窪みに廃棄された可能性が推定される。須恵器の杯（175）は底部外面の調整も簡略化してお

り、該期の土師器の杯とほぼ同じ器形と調整である。須恵器の杯（176）は器高が増しており、高台の

断面形も方形となる。土師器（177）、（178）、（179）は丹塗りが認められる。嚢（180）、（181）は口縁

部の中程が肥厚する。

注

（1）墨書土器の判読については狩野久氏のご教示とご指導を得た
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出土土器観察表

器　　 形 土器
番号

法　　 皇 （cm）
形　 態　 ・　 調　 整　 手　 法　　 の　　 特　 徴 胎　 主 色　 調 遺構

口径 底径 器高

須 恵器 壷 1 － 10．0 － 内外面 ヨコナデで、底部にへラケズリをおこなう。 含長石石英 淡灰色 建物3P －A

須 恵器 壷 2 － － － 外面下半 にへラケズリ、他内外面はヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 建物2P －A

須 恵器 壷 3 － 15．0 － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 暗灰色 建物4P －A

須 恵 器 杯 4 － － － 底部へ ラケズ リ、他内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 建物4P －A

須 恵 器 蛮 5 3 2．0 － － 内面胴部 にタタキ、他内外面ヨコナデ。 含長石石英 暗灰褐色 竪穴住居状遺構埋土

土 師 器皿 6 2 7．0 － － ‘底部へラケズ リ、他内外面 ヨコナデ。内外面丹塗り 含長石石英 橙灰色 竪穴住居状遺構埋土

土師器高杯 7 － － － 脚部に面取 りをおこなったもので、外面はヨコナデ、脚部内面はへラナデ。 含長石石英金雲母 橙褐色 竪穴住居状遺槻土

土 師 器 杯 8 11．8 8．2 2．7 内外面 ヨコナデ、底部外面 は指頭圧痕が多数認められ る。 含長石石英金雲母 淡褐色 P 18 9

土 師 器 杯 9 11．4 8．6 3．2 内外面 ヨコナデ、後内面底部付近はナデ。底部外面は指頭圧痕が多数。 含長石石英金雲母 淡樫褐色 P 18 9

土 師 器 杯 10 11．8 9．4 3．15 内外面 ヨコナデ、底部外面 は指頭圧痕が多数認められ る。 含長石石英 淡橙褐色 P 18 9

土 師 器 杯 11 11．8 9．0 3．45 内外面 ヨコナデ、底部外面 は指頭圧痕が多数認められ る。 含長石石英赤色拉 淡橙褐色 P 18 9

土 師 器 杯 12 12．3 5 9．9 3．65 内外面 ヨコナデ、底部外面 は指頭圧痕が多数認められ る。 含長石石英金雲母 淡橙褐色 P 18 9

土 師 器 杯 13 12．3 9．1 5 3．5 内外面 ヨコナデ、底部外面 は指頭圧痕が多数認められ る。 含長石石英 淡黄褐色 P 18 9

土 師 器 杯 14 12．8 5 10．25 3．05 内外面 ヨコナデ、底部外面は指頭圧痕が多数認められ る。 含長石石英 淡檀褐色 P 18 9

土 師 器 杯 15 14．3 11．5 2．95 内外面 ヨコナデ、底部外面は指頭圧痕が多数認められ る。 含長石石英金雲母 淡橙褐色 P 18 9

土 師 器 杯 16 15．0 11．1 3．3 内外面ヨコナデ、底部外面は指頭圧痕が多数認められ縁辺にヨコナデをおこなう 含長石石英金雲母 淡橙褐色 P 18 9

土 師 器 皿 17 16．8 15．3 1．4 内外面 ヨコナデ、底部外面は指頭圧痕が多数認め られ る。 含長石石英金雲母 淡褐色 P 18 9

土 師 器 皿 18 16．0 13．9 2．1 内外面 ヨコナデ、底部外面は指頭圧痕が多数認め られ る。 含長石石英金雲母 淡橙褐色 P 18 9

土 師 器 皿 19 16．7 14．3 2．4 内外面 ヨコナデ、底部外面は指頭圧痕が多数認め られる。内外面丹塗 り。 含長石石英角閃石 淡黄褐色 P 18 9

土 師 器皿 20 16．2 14．8 2．25 内外面 ヨコナデ、，底部外面は指頭圧痕が多数認められ縁辺にヨコナデをおこなう 含長石石英 淡黄褐色 P 18 9

土 師 器 碗 21 10．8 5．2 4．5 外面ユ ビナデ後口綾部付近 ヨコナデ、内面 ナデ後口縁部付近 ヨコパケ。 含長石石英 淡橙褐色 P 18 9

土師器高杯 22 － － － 師部外面 はへラミガキ、内面ヨコナデ。脚部内面へ ラナデ。 含長石石英 淡橙褐色　 － P 18 9

須 恵 器 杯 23 12．25 9．85 3．65 内外面 ヨコナデ、底部外面 は指頭圧痕が多数認め られ る。 含長石石英 灰 白色 P 18 9

須 恵 器 杯 24 12．45 9．8 3．9 内外面 ヨコナデ、底部外面 は指頭圧痕が多数認め られ る。 含長石石英 淡黄灰 白色 P 18 9

土 師 器 蛮 2占 17．4 － － 胴部内外面ナデ、後口縁部内外面ヨコ’ナデ。 含長石石英 淡橙褐色 P 18 9

土 師 器 皿 26 21．9 14．0 2°．8 底部外面ユビナデ後、口綾部外面および内面をヨコナデ。搬入品 含長石石英 淡檀灰褐色 P 33 3

土 師 器 皿 27 18．8 12．0 3．2 底部外面ユビナデ後、口縁部外面および内面をヨコナデ。搬入品 含長石 石英 淡橙灰褐色 P 33 3

須 恵 器 杯 28 13．0 － － 内外面 ヨコナデ、底部にはへラ切り痕が残 る。 含長石石英 淡灰色 P 33 3

須 恵 器 杯 29 14．0 － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 P 33 3

須 恵 器 皿 30 － 13．0 － 内外面 ヨコナデ、内面一部ナデ。2 次的に火を受けた痕跡がある。 含長石石英 淡灰色 P 33 2

土 師 器 杯 31 9．8 9．0 2．4 内外面 ヨコナデ後、底部外面へラケズ リ。丹塗 り。 含長石石英角閃石 橙褐色 溝 2

土 師 器 杯 32 12．0 10．0 2．8 内外面 ヨコナデ後、底部外面へラケズ リ。丹塗 り。底部外面に線刻がある。 含長石石英角閃石 橙色 溝 2

土 師 器 杯 33 14．0 13．1 （3．0） 内外面 ヨコナデ後、底部外面へラケズ リ。丹塗 り。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 杯 34 13．4 12．0 2．8 内外面 ヨコナデ後、底部外面へラケズ リ。丹塗 り。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 杯 35 12．0 10．5 － 内外面 ヨコナデ後、底部外面へラケズ リ。丹塗 り。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 杯 36 13．4 11．6 2．3 内外面 ヨコナデ後、底部外面へラケズ リ。丹塗 り。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 杯 37 13．0 11．3 3．2 内外面 ヨコナデ後、底部外面へラケズ リ。丹塗 り。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 杯 38 15．0 11．0 2．6 内外面 ヨコナデ後、底部外面へラケズ リ。丹塗 り。底部外面に線刻がある。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 杯 39 14．0 10．8 3．15 内外面 ヨコナデ後、底部外面ナデ。丹塗 り。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 杯 40 16．0 8．6（14．0）5．3（2．5）内外面 ヨコナデ後、底部外面へラケズ リ。丹塗 り。脚部内外面 ヨコナデ。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 杯 41 18．0 16．0 （4．2） 内外面 ヨコナデ後、底部外面へラケズ リ後、一部ヨコミガキ。丹塗 り。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 杯 42 17．8 9．4（16．8）4．3（2．6） 内外面 ヨコナデ後、底部外面ヨコミガキ。脚部内外面ヨコナデ。丹塗り。 含長石 石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 杯 43 18．0 9．4（16．8）4．3（2．6） 内外面 ヨコナデ後、底部外面ヨコケズ リ後ヨコミガキ丹塗 り。脚部ヨコナデ。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 脚 44 － 10．4 － 丹塗り。底部外面に線刻がある。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 脚 45 － 11．0 － 内外面 ヨコナデ。丹塗 り。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 脚 46 － 11．2 － 底部付近へラケズ リ脚部内外面ヨコナデ。丹塗り 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 皿 47 19．6 8．0（16．2）4．2（2．0） 内外面 ヨコナデ後、底部外面ヨコケズ リ後ヨコミガキ丹塗 り。脚部 ヨコナデ 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 脚 48 － 8．6 － 外面底部へラケズリ後脚部接合部 ヨコナデ、内面 ヨコナデ。脚部 ヨコナデ。丹塗 含長石石英 橙色 溝 2

土 師 器 皿 49 － － － 内面に暗紋が認め られる。．搬入品 含長石石英 橙灰串 溝 2

土 師 器 皿 50 19．6 － － 底部付近へラケズ リ、他はヨコナデ。内面 は暗紋が認められる。搬入品 含長石石英 橙灰色 溝 ‘2

土 師 器 皿 51 16．0 13．4 （1．8） 内外面 ヨコナデの後底部ケズリ。丹塗 り 含長石石英 橙灰色 溝 2

土 師 器 皿 52 17．0 14．0 2．4 内外面 ヨコナデ、底部 はへラ切 り後ナデ。丹塗 り 含長石石英 淡橙灰色 溝 2

土 師 器 皿 53 20．0 17．0 1．9 内外面 ヨコナデ、底部外面へラケズリ．。丹塗 り 含長石石英角閃石 淡橙灰色 溝 2

土 師 器 皿 54 20．6 19．2 2．9 内外面 ヨコナデ、底部へラケズ リ後、境部分をヨコ ミガキ。丹塗 り 含長石石英 淡橙灰色 溝 2

土 師 器 皿 55 23．0 2 1．0 （2．9） 内外面 ヨコナデ、底部外面へラケズリ。丹塗 り 含長石石英 淡橙灰色 溝 2

土師 器 皿 56 19．3 18．0 3．3 5 内外面 ヨコナデ、底部へ ラケズ リ後 ヨコ ミガキ。丹塗 り。 含長石石英 淡橙灰色 溝 2

土 師 器 皿 57 － － － 外面ケズリ、内面ナデ。暗紋が認め られる。丹塗 り 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 蓋 58 23．0 － － 内外面 ヨコナデ。丹塗 り 含長石石英 淡橙灰 白色 溝 2

土 師 器 皿 59 17．0 15．0 2．0 内外面 ヨコナデ、底部へ ラケズ リ。丹塗 り。 含長石石英 淡橙灰色 溝 2
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土 師 器 皿 60 1 7．0 16 ．0 － 内外面ヨコナデ、底部へラミガキ。丹塗 り。 含長 石石英 淡橙 灰色 溝 2

土 師 器 皿 6 1 18 ．0 12 ．0 ° 2．3 底部外面へラ切 り後、内外面 ヨコナデ。丹塗 り 含長石石莱 淡橙 灰色 溝 2

土 師 器 皿 62 1 7．8 － － 内外面ヨコナデ。 含長石石英 淡 橙灰色 溝 2

土 師 器 皿 63 2 9．0 － － 内外面 ヨコナデ、底部へラケズリ。丹塗 り。 含長石石英 橿褐 色 溝 2

土 師 器 椀 64 10 ．8 － － 内外面ヲコナデ、底部へラケズリ。丹塗 り。 含長石石英 桂褐色 溝 2

土 師 器 椀 65 12 ．8 12 ．2 4．0 内外面 ヨコナデ、底部へラケズリ。丹塗 り。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 鉢 66 1 5．4 1 3．6 5．4 内外面 ヨコナデ、底部へラケズリ。丹塗 り。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師 器 鉢 ・67 1 6．0 － － 内外面 ヨコナデ、底部ナデ丹塗 り 含長石石英 栓褐色 溝 2

土 師 器 鉢 68 1 8．1 － － 内外面 ヨコナデ、底部へラケズリ。丹塗 り。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師詔鉢 ？ 69 － 1 3．7 － 外面ナデ、内面 ヨコナデ。丹塗 り。 含長石石英 檀褐色 溝 2

二田 喘 鉢 ？ ・70 － 1 0．2 －
外面 ヨコケズ リ、内面．ヨコナデ。 含長石石英 橙褐色 溝 2

土 師器高杯 7 1 2 6．0 － － 外面 ヨコ ミガキ。内面暗紋が認められる。 含長石石英 橙灰色 溝 2

土 師器高杯 72 － － － 外面面取 りが認められる。丹塗 り。 含長石石英 橙灰色 溝 2

土 師器高杯 73 － － － 外面面取 りが認められ、裾部付近 ヨコナデ。丹塗 り。 ’含長石石英 橙灰色 溝 2

二田蘭 狙 ？ 74 － － － 外面 に線刻が認められ、「大口」と読 める。 含長石石英 橙灰色 溝 2

製 塩 土 器 75 8．0 － － 内外面ナデ。 含長石石英 橙灰色 溝 2

製 塩 土 器 76 1 3．0 － － 内外面ナデ。 含長石石英 橙灰色 溝 2

製 塩 土 器 77 1 2．0 － － 内外面ナデ。 含長石石英 橙褐色 溝 2

製 塩 土 器 ・ 78 1 3．0 － － 内外面ナデ。 含長石石英 橙褐色 溝 2

製 塩 土器 ？ 79 1 1．0 － － 内外面ナデ。 含長石石英 橙褐色 溝 2

製 塩 土 器 80 9．0 － － 内外面ナデ。 含長石石英 橙褐色 溝 2

製 塩 土 器 81 9．0 － － 内外面ナデ。 含長石石英 橙褐色 溝 2

製 塩 土 器 82 － － － 内外面ナデ。 含長石石英 栓褐色 溝 2

製 塩 土 器 83 9．0 － － 内外面ナデ。 含長石石英 橙褐色 溝 2

製 塩 土 器 84 1 1．4 － － 内外面ナデ。 含長石石英 橙褐色 溝 2

製 塩 土 器 85 1 1．2 － － 内外面ナデ。 含長石石英 橿褐色 溝 2

製 塩 土 器 86 13 ．0 － － 内外面ナデ。 含長石石英 橙褐色 溝 2

須 恵 器 杯 87 10 ．9 7．3 4．15 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 灰褐色 溝 2

須 恵 器 杯 88 12 ．8 9．9 3．7 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰白色 溝 2

須 恵 器 杯 89 1 2．8 9．6 3．6 内外面 ヨコナデ、底部外面へラケズリ。 含長石石英 暗灰白色 溝 2

須 恵 器 杯 90 13 ．0 9．6 3．6 内外面 ヨコナデ、自然軸が付着する。 含長石石英 暗灰白色 溝 2

須 恵 器 杯 91 － 9．6 － 内外面 ヨコナデ、底部外面へラケズリ。 含長石石英 淡灰白色 溝 2

須 恵 器 杯 92 1 3．4 1 0．0 4．2 内外面 ヨコナデ、底部外面へラケズリ。 含長石石英 淡灰白色 溝 2

須 恵 器 杯 93 1 3．8 1 0．2 4．4 内外面 ヨコナデ、底部外面へラケズリ。 含長石石英 灰褐色 溝 2

須 恵 器 杯 94 14 ．4 1 0．4 3．8 内外面 ヨフ ナデ、底部外面へラケズリ。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須 恵 器 杯 95 ．14．4 1 0．5 4．2 ° 内外面 ヨコナデ、底部外面へラケズリ。 含長石石英 淡灰 白色 溝 2

須 恵 器 杯 96 － 1 0．0 － 内外面 ヨコナデ、底部外面へラケズリ。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須 恵 器 杯 97 ‾ 14．0 1 0．0 4．1 内外面 ヨコナデ、底部外面へラケズリ後、不定方向のナデを中央部に行う。 含長石石英 淡灰 白色 溝 2

須 恵 器 杯 98 － 1 1．0 － 内外面 ヨコナデ。
含長石石英 淡灰色 溝 2

須 恵 器 杯 99 14 ．6 1 0．5 4．3 内外面 ヨコナ≠、底部外面へラケズリ後、不定方向のナデを中央部に行う。 含長石石英 黒灰色 溝 2

須 恵 器 杯 1 00 1 7．0 1 2．5 4．8 内外面 ヨコナデ、底部外面へラケズリ後、不定方向のナデを中央部に行う。 含長石石英 灰 白色 溝 2

須 恵 器 蓋 1 01 1 3．8 － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 灰 白色 溝 2

須 恵 器 蓋 1 02 14 ．0 － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 灰 白色 溝 2

須 恵 器 蓋 1 03 14 ．5 － 2．8 天井部へラケズリ、他は内外面へラケズリ。． 含長石石英 灰 白色 溝 2

須 恵 器 蓋 1 04 1 5．0 － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 灰白色 溝 2

須 恵 器 蓋 1 05 14 ．8 － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 ‘灰白色 溝 2

須 恵 器 蓋 10 6 1 5．0 － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 灰白色 溝 2

須 恵 器 蓋 10 7 1 5．0 － － 外面ケズリ後、内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰白色 溝 2

須 恵 器 蓋 1 08 1 7．0 － － 内外面 ヨコナデ後、内外面一部 ヨコミガキ。 含長石石英 淡灰色 ・溝 2．

須 恵 器 蓋 1 09 19 ．0 － 2．8 内外面 ヨコナデ。墨書が一部 に認め られる。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須 恵 器 蓋 1 10 18 ．8 － 2．4 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須 恵 器 蓋 1 11 － － － 外面ケズリ後、内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡青灰色 溝 2

須 恵 器 蓋 1 12 － － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須 恵 器 蓋 1 13 2 0．0 － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須 恵 器 蓋 1 14 2 3．0 － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須 恵 器 杯 1 15 10 ．0 6．0 3．9 内外面 ヨコナデ、底部はケズ リ。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須 恵 器 杯 1 16 1 3．3 9．1 3．3 内外面 ヨコナデ、底部はへ ラ切 り痕が認め‘られる。 含長石石英 淡橙灰色 溝 2

須 恵 器 杯 1 17 1 3．0 － － 内外面 ヨコナデ、底部はケズ リ。 含長石石英 ．淡灰色 ‘溝 2

須 恵 器 杯 1 18 1 3．0 8．2 4．1 内外面 ヨコナデ、底部はケズ リ。 含長石石英 淡 灰色 溝 2

須 恵 器 杯 1 19 1 3．8 8．6 3．5 内外面 ヨコナデ、底部はケ東 リ。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須 恵 器 杯 1 20 － 9．7 － 内外面 ヨコナデ、底部はケズ リ。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須 恵 器 杯 1 21 1 5．5 9．5 4．5 内外面ヨコナデ、底部はへラ切 り痕が認められる。外面と底部 にへラ記号あり。 含長石石英 灰 白色 溝 2

須 恵 器 鉢 1 22 14 ．0 1 1．8 4．2 内外面ヨコナデ、底部はへラケズ リ。 含長石石英 淡灰色 溝 2
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須 恵 器 皿 12 3 14．0 11．0 2．3 内外面 ヨコナデ、底部はケズ リ．。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須 恵 器 壷 12 4 9．1 － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 灰褐色 溝 2

須 恵 器 壷 12 5 － － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須 恵 器 壷 12 6 － 13．2 － 外面タテパケ、底部付近および内面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 － 溝 2，

須 恵 器 壷 12 7 28．0 － － 外面タタキ後タテパケ後カキメ、内面胴部 タタキ後、内外面 ヨコナデ。へラ記号 含長石石英 淡灰色 溝 2

須 恵 器 壷 12 8 22．6 － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須 恵 器 鉢 1＿2 9 14．1 － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須恵器脚台 13 0 － 9．9 － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須恵器高杯 13 1 － － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 溝 2

須恵器高杯 13 2 24．0 15．0 12．0 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 灰 白色 溝 2

土 師 器 蛮 13 3 30．0 － － 外面タテパケ後、底部付近ナナメパケ。内面ケズ リの後口縁部ヨコパケ後ナデ。 含長石石英金雲母 淡赤褐色 溝 2

土 師 器 聾 13 4 33．0 － － 外面タテパケ、内面ヨコパケ後、口縁部内外面 ヨコナデ。 含長石石英 茶褐色 溝 2

土 師 器 聾 13 5 30．0 － － 外面タテパ ケ後 口縁部 ヨコナデ。内面胴部へラナデ、口縁部 ヨコパケ。 含長石石英 茶褐色 溝 2

土 師 器 嚢 13 6 30．0 － － 外面タテパケ後 口綾部 ヨコナデ。内面胴部へラナデ、口縁部 ヨコパケ。 含長石石英 茶褐色 溝 2

土 師 器 嚢 13 7 4 1．0 － － 外面タテパ ケ後、内外面 ヨコナデ。 含長石石英 茶褐色 溝 2

土 師 器 蛮 1 38 2 3．0 － － 内外面ナデ。 含長石石英 淡茶褐色 溝 2

土 師 器 聾 ． 1 39 2 3．6 － － 外面タテパケ、内面ナデ後口縁部と胴部下半 ヨコナデ 含長石石英角閃石 淡茶褐色 溝 2

土 師 器 嚢 14 0 1 9．0 － － 外面ナナメ．パケ後、口綾部内外面ヨコナデ。 含長石石英金雲母 淡橙灰色 溝 2

土 師 器 聾 14 1 1 9．4 － － 外面タテパケ、内面ヨコパケ後、口綾部付近内外面 ヨコナデ。 含長石石英角閃石 淡橙灰色 溝 2

土 師 器 甑 14 2 － 8．0 － 外面タテパケ、内面ナデ。 含長石石英角閃石 淡橙灰色 溝 2

土 師 器 甑 14 3 27．4 17．9 29．2 外面タテパケ、内面ケズ リの後へラナデ、口縁部および底部付近 ヨコナデ。 含長石石英角閃石 淡橙灰色 溝 2

土師器カマド 14 4 2 6．8～28．0 － － 外面タテパケ、内面ナナメおよびヨコパケ。 含長石石英 淡橙灰色 溝 2

土師器カマド 14 5 30．6～34．8 60．0～45．6 45．6 外面タテパケ、内面口縁部付近ケズリ、他 はナデ。 含長石石英 淡橙灰色 溝 2

土 師 器 鉢 14 6 1 6．0 14．0 4．5 内外面 ヨコナデ後、底部へラケズ リ。 含長石石英 橙褐色 溝 3

土 師 器 鉢 1 47 1 8．0 － － 外面底部ケズリ後、 ヨコミミガキ、内面および口縁部付近 ヨコナデ。 含長石石英 檀褐色 溝 3

土 師 器 杯 1 48 － 9．0 － 内外面 ヨコナデ。丹塗 り。 含長石石英 橙褐色 溝 3

土師器高杯 1 49 － 1 1．0 － 内外面ヨコナデ。 含長石石英 橙褐色 溝 3

土 師 器 聾 150 12．6 － － 口縁部内外面 ヨコナデ、内面 タテナデ。 含長石石英 淡赤褐色 溝 3

須 恵 器 壷 15 1 1 6．0 － － 外面 ヨコナデ、内面胴部にタタキ。 含長石石英 灰 白色 ・ 溝 3

須 恵 器 蓋 152 － － － 外面ケズリ、内面 ヨコナデ 含長石石英 淡灰茶色 溝 3

須 恵 器 蓋 153 1 6．0 － － 内外面ヨコナデ。 含長石石英 淡灰褐色 溝 3

須 恵 器 蓋 154 1 6．0 － － 外面ケズリ後、 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰褐色 溝 3

須 恵 器 蓋 155 2 0．0 － － 内外面ヨコナデ。 含長石石英 淡灰褐色 溝 3

須 恵 器 壷 156 － 1 1．0 － 内外面ヨコナデ。 含長石石英 暗灰褐色 溝 3

須 恵 器 壷 157 － 1 2．0． － 内外面ヨコナデ。 含長石石英 灰褐色 溝 3

須 恵 器 杯 158 1 4．0 － － 内外面ヨコナデ。 含長石石英 淡灰 白色 溝 3

須 恵 器 杯 159 1 4．0 － － 内外面ヨコナデ。 含長石石英 淡灰褐色 溝 3

須 恵 器 杯 160 － 10．0 － 内外面ヨコナデ。 含長石石英 淡灰橙 溝 3

須 恵 器 杯 16 1 19．0 － － 内外面ヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 溝 3

須 恵 器 杯 162 19．3 14．0 6．4 内外面ヨコナデ、底部へ ラケズ リ。 含長石石英 淡灰色 溝 3

須 恵 器 盤 163 2 2．0 2 1．0 9．0 内外面ヨコナデ。 含長石石英 灰 白色 溝 3

須 恵 器 鉢 164 2 3．4 － － 内外面ヨコナデ。 含長石石英 灰 白色 溝 3

土 師 器 襲 165 2 4．6 － － 外面 タテパケ、内面一部 ヨコパ ケ、へラナデ、口縁部内外面 ヨコナデ。 含長石石英 橙褐色 溝 3

土 師 器 蛮 166 2 9．6 － － 外面 タテパケ後 口綾部ナデ。内面口縁部 ヨコパケ。 含長石石英 茶褐色 溝 3

緑粕陶器耳皿 167 － － － 須恵質で、灰緑色の軸が厚 く全体にかかる。良質 含長石石英 淡黄緑色 包含層

糾 個器長頸壷 168 18．0 － － 淡灰色のやや軟質で、濃緑色の粕が全体 にかかる。 含長石石英 濃緑色 包含層

緑粕陶器皿 169 14．0 － － セピア色の須恵質で、濃緑色の軸が全体 にかかる。近江産か。 含長石石英 濃緑色 包含層

須 恵 器 杯 170 － 10．0 － 内外面 ヨコナデ、底部外面 ケズ リ。底部外面に 「左大」の墨書がある。 含長石石英 淡灰 白色 包含層

土 師 器 杯 17 1 － 11．8 － 内外面 ヨコナデ。底部外面指頭圧痕が認め られる。底部外面 に墨書 「新盆」あり 含長石石英 淡橙灰色 包含層

須 恵 器 壷 172 － － － 内外面 ヨコナデ、外面 に自然粕がかかる。内面 に漆の付着が認められる。 含長石石英 淡灰色 包含層

土 師 器 皿 173 16．6 14．0 1．8 底部外面へラケズリ後、 ヨコミガキ、口縁部と内面 はヨコナデ。底外面へ ラ記号 含長石石英 橙褐色 包含層

土 師 器 杯 174 － － － 底部外面へラケズリ。内面 ヨコナデ。外面 に 「中男」か 「中田」の墨書あり 含長石石英 橙褐色 包含層

須 恵 器 杯 175 14．0 10．0 3．6 底部外面ナデの後縁辺部 のみへラケズ リもしくはへラ切 り。内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 包含層

須 恵 器 杯 176 16．0 10．0 5．2 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰色 包含層

土 師 器 杯 177 14．4 12．0 2．4 底部縁辺部へラケズ リもしくはへラ切 り。内外面 ヨコ才 デ。丹塗 り。 含長石石英 橙褐色 包含層

土 師 器 鉢 178 － 1 0．8 － 内外面ナデ。丹塗り。 含長石石英 橙褐色 包含層

土師器高杯 179 － － － 内外面ナデ、面取りする。丹塗 り。 含長石石英 橙褐色 包含層

土 師 器 嚢 180 2 2．0 － － 内外面ナデ。 含長石石英 茶褐色 包含層

土 師 器 嚢 18 1 3 0．0 － － 外面 タテパケ後口綾部付近 ヨコナデ。内面口縁部ヨコパケ。 含長石石英 茶褐色 包含層
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遺構と遺物

Ⅴ　平安時代後半・鎌倉時代（図155）

平安時代末から鎌倉時代前半の時期の遺構が主体である。平安時代後半の遺構で明確なものとしては、

2問×4間の掘立柱建物が1棟だけで、柱穴から黒色土器の椀と土師質土器の椀が出土している。包含

層から出土する土器もこの期のものは少ない。

平安時代末から鎌倉時代前半の様相は、調査区北西部には遺構の認められない空白部分があり、周囲

に柱穴や土壌が並んでいる。遺構の切り合い関係から前後の2時期に分けられる。前期の遺構としては、

土壌が調査区中央のやや南よりの位置に東西方向に並んでいる。そして、それぞれの配置に規則性が認

められ、切り合い関係もないことから、かなり近接した時期に掘られたものと恩われる。また、それら

の土壌からは土師質土器が多量に出土しているが、完形、もしくは完形に近い状態で出土するものと、

比較的小さな破片で出土するものの二者に大きく分かれるようである。配管部分の調査区でもこれと似

て土器が多量に入る似た土壌の一部が確認されており、このような土壌は調査区中央部だけに集中する

のではなく、ある程度の広がりをもって分布しているようである。同種の土壌のうち配管部分で検出さ

れたPlOから出土した中国製陶器片と、本体部分の調査区で検出されたPllOから出土した中国製陶器

片とが接合しており、これらの土壌群は極めて近接した時期に埋没したと思われる。柱穴については、

調査区の範囲が限定されているため明確な復原は難しいが、建物になるものはなく、調査区中央部の土

壌群を囲むような柵列になりそうである。

後期の遺構としては、掘立柱建物が2棟検出されている。後期の遺構に伴う遺物は非常に少ないため

明確な時期はよくわからないが、一応前期が12世紀末、後期が12世紀末から13世紀初頭と考えられる。

中世に属する遺構、遺物の量はこの時期以降急速に減少し、明確な遺構が形成されるのは17世紀に入っ

てからである。

建物7（図156、157）

調査区南半で検出された掘立柱建物で、南側については近世の溝に

より削平されているため明確ではないが、柱穴の底部付近の残存部分

を1つ検出できた。一応それを手掛かりに桁行4間、梁問2間の柱構

成が推定され、棟方向はN－700－Wを示す。北側の柱穴はPllOによ

り削平されている部分もある。柱穴の平面形は円形を呈し、径0．3～0．

4mの掘り方で、柱痕跡から柱の径は0．14～0．16mが推定される。遺

構の検出面は3．0～3．1m付近である。

遺物は各柱穴の埋土から出土しているが、細片が主である。柱穴A

からは、PllOにより半裁された椀が2個体出土した。出土状況から、

元来は完形の椀を柱に添えて埋めていたと考えられる。腕は内外面を

0　　　　　5cm

「HHH！

図156　建物7出土遺物（PA）

ヨコ方向にへラミガキし、内面を黒色処理した黒色土器と、内外面を丁寧にへラミガキした土師質土器

である。これらから建物7は、11世紀中葉の時期と考えられる。

建物8（図158、159）

調査区東側で検出された掘立柱建物で、桁行3間、梁間2間に南側へ庇が付属する柱構成である。棟
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図157　建物7実測図

0　　　　1m

と早「」

図158　建物8実測図

方向はN－750－Wを示す。柱穴の平面形は円形を呈し、径0．1～0．4mの掘り方で、柱痕跡から柱の径

は0．1mほどと推定される。遺構の検出面は3．0m付近である。
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遺物は、柱穴Aから図化できるはどの小皿片が出土しているが、他の

柱穴からは土師器の小片が若干出土しているだけである。ただこの建物

は、円形の平面形をした土壌であるP84と重なっており、両者の遺構に

時期差があることが推定される。建物8の柱穴内から出土した土器の中

に、小片ではあるものの、やや高台の突出度が低い土師質土器椀の破片

が認められることから、P84→建物8の順序が推定される。

建物9（図160）

調査区西南部で検出された掘立柱建物で、桁行2

問、梁間2間以上の柱構成である。南半については、

近世の溝により上面が削平されていることから、柱

穴の底部付近をどうにか検出することができたのみ

である。北半部分での遺構の検出面は3．0m付近で

ある。

遺物は、柱穴掘り方から土師質土器の小片が若干

出土したのみである。北側の柱穴が、柱穴列4を切っ

ており、12世紀後半の時期と推定される柱穴列4よ

りも時期が下がると考えられる。ただ、出土した土

器については、柱穴列4の時期のものとそれ程時期

差はないようで、建物8に近い時期と推定される。

柱穴列1（図161）

調査区西側で検出された南北方向の柱穴列で、4

つの柱穴が並ぶ。柱穴の平面形は円形を呈し、径0．

15～0．2mの掘り方である。柱の間隔は、1．3～1．6m

で、遺構の検出面は2．2m付近である。この柱穴列

の南側は、東西方向の柱穴列である柱穴列4の延長

部分でとぎれており、調査区中央付近の土壌群を

「コ」字形に囲む柵列の西側部分にあたると考えら

れる。しかし、土壌群の一部であるP50が柱穴列1

の西側にも存在することや、比較的小規模な柱穴列

であることから、この柱穴列は東西方向に並ぶ土壌

群を南北方向に区切るいくつかある柱穴列の1つと

考えるのが妥当であると思われる。

遺物は、土師質土器の小片が出土している。
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柱穴列2

（図162、163）

調査区東側で検出さ

れた南北方向の柱穴列

で、7つの柱穴が並ぶ。

柱穴の平面形は円形を

ミ≡≡≡≡ヲ
4

0　　　　5cm

L士ニー1日＿」

図163　柱穴列2出土遺物（PA）

呈し、径0．3～0．4mの掘り方である。柱の間隔は、1．6～1．7

mで、柱痕跡から柱の径は0．12～0．16mと推定される。遺構

の検出面は2．4m付近である。この柱穴列は調査区外へも続

いている可能性もあるが、西側の南北方向の柱穴列と同様に

南側は調査区内で検出した部分でとぎれる可能性も考えられ

る。一応ここでは、調査区中央付近の土壌群を南北方向に区

切る柵列の東側部分にあたると考えておきたい。

遺物は、柱穴の掘り方から土師質土器の小片が若干出土し

ているが、図化できたものは、柱穴Aから出土した小皿のみ

である。

柱穴列3（図164）

調査区中央部のやや南側で検出された東西方向の柱穴列で、

5つの柱穴が並ぶ。柱穴の平面形は円形を呈し、径0．25～0．

3mの掘り方である。柱の間隔は、1．9～2．0mで、柱痕跡か

ら柱の径は0．16mほどと推定される。遺構の検出面は2．4～2．

6m付近である。この柱穴列は南側の柱穴列4と平行してお

り、北にあるPllOの長軸とほぼ同じ長さである。この柱穴

列は、柱穴列4やPllOと一連のものと推定される。

遺物は、土師質土器の小片が柱穴埋土から若干出土した。
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図162　柱穴列2実測図

②　　　　　　　②

図164　柱穴列3実測図
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柱穴列4（図165、166）

調査区中央部南端で検出され

た東西方向の柱穴列で、9つの

柱穴が並ぶ。柱穴の平面形は円

形を呈し、径0．2～0．4mの掘り

方である。柱の間隔は1．6～2．0

mであるが、東側については近

世の遺構によりかなり削平を受

け、残存してはいないが、西側

からの柱間隔のながれからもう

1つ存在していたと恩われる。

当調査区内で検出された柱穴列

のうち最も長い。調査区中央付

10cm

！：！：：！［！！：！

図166　柱穴列4出土遺物

近の土壌群を「コ」字形に囲む柵列の南側部分にあたる。この柵

列で囲まれる部分は東西20m、南北は東側で12m、西側で5mで

ある。

遺物は、柱穴Bから椀が2個体まとまって出土した。1つは当

地域では一般的な土師質土器で、もう1つは畿内産の瓦器で和泉

型といわれるものである。瓦器は備中においてはあまり出土例が

なく、当例は極めて珍しいものである。また、瓦器椀と土師質土

器椀が実年代を記した適宜（1183年）とともに出土している例が

邑久町助三畑遺跡にあり（1）、柱穴Bから出土した腕の特徴や法

量はそれらとよく似ている。したがってこの柵列の時期は、12世

紀末頃と推定される。

柱穴列5（図167）

調査区東側で検出された南北方向の柱穴列で、6つの柱穴が並

ぶ。柱穴の平面形は円形を呈し、径0．2～0．4mの掘り方である。

柱の間隔は、0．3～0．8mで、柱痕跡は認められない。遺構の検出

lCr毛トー廿一一一0－－イ㌻」3‾

／／了了r

O l m

k⊥L⊥＿二∃

図167　柱穴列5実測図
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図165　柱穴列4実測図
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面は3．0m付近である。この柱穴列は、西側の南北方向の柱穴列と同様に短くとぎれている。柱穴列2

と平行することから、南北方向を柱穴列2と共に二重に区切る柵列であると考えておきたい。

遺物は、柱穴の掘り方から土師質土器の小片が若干出土している。

P4（図168、169）

図168　P4実測図

9　』』cm

図169　P4出土遺物

ミ＝∃≡三戸

13

配管部分で検出した遺構で、大半が調査区外へ出ることから、土壌であるのか溝であるのかは不明で

ある。しかし、西側に隣接するPlOと方向や形態が似ており、溝状の長方形をした土壌が並んでいるこ

とも推定される。遺構の検出面は3．0m付近で、断面形は逆台形に近い形といえそうである。埋土は1

層で、土器が多量に含まれている。

遺物は全て土師質土器で、椀と杯と小皿がある。

PlO（図170、171）

0　　　50cm B－

一　一　一　一　＿！

L＝3．1m

－A

①暗茶褐色土

図170　PlO実測図

配管部分で検出した遺構で、調査区の幅や近代の

三三二二
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三三二＝三1
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18

19

『≡∃＝＝∠ク

20

『：≡「＝；二幸三二二二＝ク

21
5cm

L！！：！！

図171PlO出土遺物

ゴミ穴による削平のため全形ははっきりしないが、溝あるいは溝状の形態をした土壌であると推定され

る。遺構の検出面は3．0m付近で、断面形は逆台形もしくはU字形である。埋土は1層で、土器が多量

に含まれているが、土器に混じって角礫も散見される。

遺物は全て土師質土器で、杯と小皿がある。完形の土器と小片の土器が混在していた。中国製の黄粕

陶器片が1点出土したが、これはPllO出土のものと接合した。
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P37（図172、173）

ミヨ＝詔
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図173　P37出土遺物

調査区中央東寄りで検出された土壌で、部分的に配管

で削平されているものの、はば全形が検出された。長径

1．7m、短径1．5mの長楕円形の平面形で、遺構の検出面

は3．1m付近である。断面形は逆台形で、底部は平坦で

なくやや凹凸が認められる。埋土は1層で、土器が若干

含まれている。

ク
二二二一　‾
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l

t

l

l

l

＼

ー3．3m

①暗茶褐色土

0　　　　50cm
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図172　P37実測図

遺物は、土師質土器の杯や小皿と白磁の椀や同安窯系の青磁の皿がある。土師質土器は破片に混じっ

て完形の土器も認められるが、磁器は全て小片ばかりであった。

P58（図174、175、176、177、178）

調査区南半の西側で検出された土壌で、東西方向に規則

的に並ぶ土壌群のうちの1つである。長辺2．4m、短辺1．7

m、幅1．9mの台形をした平面形で、遺構の検出面は2．9m

付近である。断面形は方形であるが、底部付近はやや傾斜

が緩くなっている。底部は若干凹凸が認められ、南半は北

側より2cm程窪んでいる。底部付近で基盤層と同じ土層が

ブロック状に認められる以外は基本的に1層で、土器が多

量に含まれている。土器は破片も多いが、完形もしくは完

形に近いものも多く、埋土中には魚の骨や鱗も検出されて

いることから（附章Ⅴ参照）、P58は食事をした残樺とそ

れに用いた食器を投棄した土壌であることが推定される。

したがって、土器を多量に含む土壌が群をなしていること

は、この周辺で大きな宴会の催されたことを示していると

考えられる。

遺物は、多量の土師質土器と陶器、陶磁器がある。土師

質土器は、椀、杯、皿、高台付大皿と鍋である。皿は浅い

皿と深い皿の2形態がある。浅い皿には灯明皿に用いられ

た痕跡の認められるものもあるが、大半にはそういった痕

－113－

①暗茶褐色土（含炭）

②黄褐色土

図174　P58実測図
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図175　P58出土遺物（1）

－114－

『≡；∃＝±プ
73

『二＝∃≡＝三三ク

74

〒三三⊆≡ア
75

ミ≡∃三三ク

76

『≡：∃≡⊇フ

77

ミ＝＝≡＝ヨク

78

モー「＝主ク
79

『：＝∃≡≡ア
80

ミ「了＝＝ア

81

＼　　』＝ここク

82

『：＝：邑≡プ
83

∈＝∃＝二二三プ

84

『≡二∃≡⊇7

85

ミ＝∃⊆⊇グ

86

ミ≡∃二二三ク

87

ミ≡≡⊆三ク
88

㌧＝1二ク
89

く＝∃⊆妄ク
90

ミ＝ユ＝⊇グ
91

ミニ＿＿＿＿‾二主≡＝≡ク

92

93

『＝∃≡≡ア
94

0　　　　5cm

「＝1日！



遺構と遺物

95

96

∈：二∃二二二≡≡7

97

ミ＝∃⊆⊇ア
98

∈ミニ二＝∃＝＝ク

99

ミ＝二∃＝＝ク

100

101

ミ≡二∃≡三ク

102

ミニ＿∃二三多フ

103

∈二王三⊇フ
104

『＝＝≡＝⊇ク

105

ミ＝≡⊆⊇≡ヲフ

106

ミ＝「∃三三ヨフ

107

て二‡≡⊆⊇≡：フ

108

℃「コ三⊇ク

109

∈≡≡≡⊇フ

110

∈＝≡⊆≡ク
111

ミニ＿土三ク

112

し＿＿　」二二＝＝＝＝ク

113

ミ：二二≡≡≡≡ヲ

114

115

『二＝＝⊆≧7

116

＼＝＝』ご：タフ

117

ミ：二二［二二二二ク

118

て二三コ三三プ
119

てこ＝＝≡≡≡ク

120

『二三∃三三．プ
121

∈＝∃≡；ク

122

ミニ＿＝』⊇プ
123

『＝二∃≡≡タフ

124

てこ＝∃三三：′フ

125

ミ：≡巨三㌢
126

㌔＝＿＝±二二グ

127

℃‾「ノー＝プ

128

129

∈≡】≡三才
130

ミ≡＝∃＝：≡ク

131

ミ≡∃三三≡7

132

ミニ二二』⊇フ

133

ミ＝∃≡二三ク
134

『≡∃⊆≡ク
135

ミミ＝∃≡≡ヲフ

136

137

F‾「一一二≡≡ア

138

て＝＝∈≡⊇ク

139

ミ＝二王≡ラフ
140

141

∈＝≡∈≡ヨフ

142

くく二：土⊆＝タフ

143

ミ≡∃∈≡プ

144

＼＿　1；＝ここ≡ク

145

『‾l‾T－・／

146

ミ≡∃≡ヨフ

147

くミ＝∃≡≡ク

148

し「≡≡プ
149

⊂＝＝：E≡≡フ

150

⊂二二土＝≡ク

151

くく－「二二≡プ

152

∈∃＝；プ
153

〒＝‾‾＝＝〒二三⊇ク

154

『；∃≡；ク

155

「－‾十一一一「⊇ク

156

157

∈：＝』三プ

158

二二　＿＿＝＝ク

159

160

∈≡「］二二二ク

161

162

u
163

164

ミ＝∃⊆≡プ

165

柑6

『＝二∈三三才フ

167

甘フ
168

ミヨ⊆ク
169

『≡≡∈≡P
170

て二＝⊆⊇アてこ＝コ⊆三雲
209

210

F‾「二二二二＝⊇フ

188

『＝＝∃≡ラグミ≡＝巨⊇クrIl／ヽ
189

ミ＝∃≡≡プ　　　　211

ミ≡至芸ミ＝≡≡ヲ
．八．　　　　　　212

∈ここ＝≡∈≡ヲ＝⊃

213

192　〒≡∃三才フ

『＝≡≡ヲフ『こ＝巨戸上エ『14
171　　193

ミ≡重富『≡フ　　2隻
‾‾一、崩4『二二主＝タフ

『二王二戸　　　　216
195モー＿1＝≡ア

ミこ＝王≡＝タフ　　　　217

196『≡≡≡ヲフ

『こ二王＝二子⊃　　　　　218

197等≡≡∈三戸
『＝∃＝＝±デフ　　　　219

198『＝＝ヒ＝プ
220

ミヨ莞琶フ
221

ミヨ≒㌃ミヨ≡≡ヲ⊃

ミ：≡＝≡≡≡≡≡フ

173

く、＝l＝二‾‾三つ

174

『＝∃⊆三戸
175

〒：二＝≡≡ラグ
176

177

くく＝三土二二：プ
178

く、＼‾七三二ププ

ミ＝∃≡芸∈∃≒歪≡亘芸
222

1　∩／ヽ

180

181

∈し＿＿‾1＝±ラグ

182

‥二‾‾‾てフ

183

＼二王＝タフ
184

185

『二二≡≡ラフ
186

223

〒＝＝≒三＝三幸
224

〒≡∃≒冨≒＝芸
『＝≡≡雲二二フ　　　225

204『＝∃三±ラフ
226

ミ：≡≡孟≒±：≡∈多
く、こ二＝亘≡≡ク　　　　　227

206『≡≡≡子フ宰『よフ　　228

図176　P58出土遺物（2）
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図177　P58出土遺物（3）
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跡は認められない。こ

のことは近世の灯明皿

のように、皿を幾枚も

重ねて使用したのか、

もしくは灯明皿以外に

なんらかの食器として

用いたのかもしれない。

深い皿には灯明皿に用

いた痕跡のあるものは

ないが、底部中心付近

を穿孔したものや、底

部を薄くするためへラ

切りをぎりぎりでおこ

なった結果、穴のあい

たままのものがある。

深い皿には必ずしも液

体をいれていたという

ことではないようであ

り、口径的にみて浅い

皿の台として用いたと

考えるのが妥当なよう

である。また深い皿は

浅い皿よりも出土する

・　　ノ

／

10cm
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図178　P58出土遺物（4）

量が少なく、複数の皿と深い皿が組み合わさるのかもしれない。出

土した土師質土器のうち最も多いのは皿で、次に杯の順であり、中

部瀬戸内地域において該期に多く出土する椀などは破片も含めても

4個体しかなかった。他に魚住焼の担ね鉢が1点出土している。陶

磁器は白磁の椀や皿と、同安窯系の青磁の椀や皿があるが、いずれ

も破片である。他に滑石製の石鍋の底部付近の破片が1点出土して

おり、外面には煤が付着している。

P80（図179、180、181）

調査区南半の西側で検出された土壌で、P50の東側に隣接する。

長軸をP50に合わせているが、規模は小さい。長径1．8m、短径1．1

mの長楕円形の平面形をしており、遺構の検出面は2．8m付近であ

る。断面形はU字形で、中心部付近がやや深くなっている。埋土は

1層で、土器が多量に含まれる。土器は破片も多いが、完形もしく

は完形に近いものも多く、埋土中にランダムに含まれており、埋土

－117－

①暗茶黒褐色土

0　　　　50cm

』⊥⊥＿⊆∃

図179　P80実測図
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図180　P80出土遺物（1）
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遺構と遺物

と土器は同時に埋没したと考えられる。

遣物は、多量の土師質土器がある。腕、

杯、皿、高台付大皿、鍋などがあるが、P

58と同様に椀は3～4個体ほどで非常に少

ない。杯は底部の調整をみると、へラ切り

のままのものと、へラ切りの後に板状工具

による圧痕が認められるものとがある。ま

た、口縁部や体部のヨコナデにもいくつか

‾‾＝≡≡≡覇撃つ享「

0　　　　5cm

L　一　日■

図181P80出土遺物（2）

のパターンがある。胎土も白色系のものと橙色系のものとがあり、白色系のものは中部瀬戸内地域では

椀に用いられる場合が多い。しかし当遺跡出土の中世土師質土器は、椀の比率が極端に少ないことに比

例してか、橙色系のものが大半である。椀の中には（273）のように休部中央付近に接合痕の観察され

るものがある。杯についても（280）のように断面に接合痕が認められるものがあり、杯が円板あるい

は円柱状の粘土の上に粘土紐を巻き上げて成形したことが推定される。椀の成形については、杯の底部

を押し出しておこなうことが指摘されており、椀に残る接合痕は杯成形の際の痕跡と考えられる。皿に

は、煤の付着したものが2点（305）、（306）あり、灯明皿として用いられたものと考えられる。皿も口

縁部の短いものや長いもの、底部の厚さの厚いものと薄いものなどいくつかの形態差がある。底部外面

についても、へラ切りのままのものと、板状工具による押圧が認められるものと、パケ状工具によりへ

ラ切り痕を消したものとがある。1点だけではあるが、脚を付属させた皿（312）も出土している。

P84（図182、183）

315
1

∈≡∃＿＿［二プ

316

、t二二F訂
317

0　　　　　5cm

「！－：「！

図183　P84出土遺物

調査区中央東側で検出された土壌で、調査区中央に

列状に並ぶ土壌群の東端にあたる。径1．5mの円形の

平面形を呈しており、検出面は3．1m付近である。断

面形は逆台形で、底部は比較的平坦である。埋土は1

層で、土器の小片が多く含まれる。しかし、完形ある

いは完形に近いものはほとんどなかった。

遺物は、図化できたものはわずかだが、大半は杯か

皿である。

－119－

0　　　　　　50cm

し→＿ト＿＿　－

図182　P84実測図
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P94（図184、185）

（》暗茶褐色土

0　　　　50cm

日　日」

図184　P94実測図

∈
320

庭≡奉ヨ熱
324

、、『≡圭荒

ミミ≡＝⊇ク

321

322

図185　P94出土遺物

調査区中央付近で検出された土壌で、東西方向に規則的に

並ぶ土壌群の1つである。径1．9mの円形の平面形を呈してお

り、検出面は3．0m付近である。断面形は逆台形で、底部はや

や中央付近が高くなっている。埋土は1層で、土器の小片が

多く含まれる。しかし、完形あるいは完形に近いものはほと

んどなかった。P84と遺物の構成や埋土の状況がよく似てい

る。ただ、2点だけではあるが白磁が認められた。また、土器に混じって角礫も数点認められた。

遺物は、図化できたものは、杯、皿、鍋、白磁の合子の蓋と腕の破片だけで、土師質土器の椀につい

ては破片も認められなかった。最も多いのは皿で次に杯の順である。

P109（図186、187）

調査区中央東寄りで検出された土壌で、東西方向

に規則的に並ぶ土壌群の1つである。北側が削平を

うけているため全形は不明だが、隣接する土壌と同

様に円形、もしくは長楕円形の平面形が推定される。

南側には長さ1．4m、幅1．4mほどの平坦面が付属す

る。この部分から土壌中央部にかけて土器がまとまっ

ている。遺構の検出面は3．1m付近で、断面形は逆

台形である。埋土は1層で、土器が多量に含まれる。

土器は破片の量も多いが、完形もしくは完形に近い

ものも多く、埋土中にランダムに含まれており、埋

土と土器は同時に埋没したと考えられる。

遺物は土師質土器が大半で、瓦の破片が1点ある。

土師質土器は椀、杯、皿、鍋で、椀は2～4個体出

土している。大半は杯と皿である。皿は、（353）や

（369）のようにへラ切りの際にへラがずれた痕跡が

－120－

①暗茶黒褐色土

図186　P109実測図
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図187　P109出土遺物
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側面に残るものがある。杯や皿については底部外面に板目痕の認められるものがあるが、それらの底部

内面中央付近にはナデた痕跡が認められる。おそらく底部をへラ切り後中央付近の切り残した部分を板

で押さえ、その際に内面が盛りあがるため、それをナデて平坦にしたのであろう。また、多くの皿が出

土したにもかかわらず、深い形態のものは全くなく、浅い形態のものばかりであった。高台付大皿もみ

られなかった。当遺跡で、土器が多量に含まれる土壌の器種組成は、杯と浅い形態の皿が数的に卓越し

ており、これについては共通しているものの、その他の器種については微妙に異なっている。

P119（図188、189）
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図188　P119実測図
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調査区中央東寄りで検出された土壌で、Pl09により

北半を削平されているが、長径1m、短径0．6mの楕円

形をした平面形が推定される。遺構検出面は3．1m付近

で、断面形は浅い皿状を呈する。埋土は1層であるが、

他の土壌よりも基盤層が含まれているためか、やや黄色

気味である。遺物は埋土中にランダムに含まれており、

埋土と土器は同時に埋没したと考えられる。完形の杯と

皿と椀の小片が検出された。

P134（図190、191）

調査区中央東寄りで検出された土壌で、東西方向に規

則的に並ぶ土墳群の1つである。長径2．6m、短径1．8m

の楕円形を呈しており、遺構検出面は3．1m付近である。

断面形は逆台形で、底部は平坦ではなくやや凹凸が認め

られる。埋土は1層で、土器が多量に含まれる。土器は

破片も多いが、完形もしくは完形に近いものも多く、埋

土中にランダムに含まれている。埋土と土器は同時に埋

没したと考えられるが、完形の土器は西側にかたまる傾

向がある。
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図189　P119出土遺物
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図190　P134実測図
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図191P134出土遺物

遺物は土師質土器が主体で、平瓦の破片も1点出土した。椀は底部付近の破片が1点のみで、他は杯

と皿である。杯は底部の調整や口縁端部および休部の形態にいくつか種類がありそうである。皿にして

も（431）、（432）のように底部が厚くやや口径の大きいものも認められる。また、（433）には煤が付着

しており、灯明皿に用いられたと推定される。多数の皿が出土しているが、煤が付着しているのはこれ

1点だけであった。
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P135（図192、193）

調査区南西部付近で検出された土壌である。長径1．6m、短

径1．1mの楕円形の平面形をしているが、さらに径0．8mの円形

部分が窪んでいる。遺構検出面は3．0m付近で、断面形はやや

中央部が深くなるものの皿状を呈している。埋土は1層で、土

器が多量に含まれるが、遺構上層に偏る傾向が看取された。

遺物は土師質土器が主体で、白磁や担ね鉢も認められた。土

師質土器のうち最も多いのは皿で、次は杯であった。椀は図化

できた1点（444）が出土しただけである。担鉢（456）は口縁

を内側に折り返し、口縁部と口縁部下で二本の凸帯をっくりだ

しており、これは中国製のもので、北九州の博多周辺に分布が

集中している（2）。
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図192　P135実測図

＝子‾‾‾‾‾＝＿
図193　P135出土遺物

P138（図194、195）

調査区南西部付近で検出された土壌である。長さ1．4m、幅0．9mの長方形の平面形をしているが、南

辺にやや凹凸が認められる。遺構検出面は2．9m付近で、埋土は1層である。断面形はU字形をしてお

り、底部には若干凹凸がある。埋土から土器が多く出土したが、遺構の南半に偏る傾向が看取された。

遺物は土師質土器が主体で、白磁や同安窯系の青磁の破片も若干出土した。このうち土師質土器は皿

や杯も多いが、他の遺構よりも椀の出土量が多い。また、皿も深い形態のものの個体数が多い。

ー124－



464

圏二三三：l

こ　　　　　　　　　‾

「－づ＿：‾　－′

＋＿＿　Ⅰ－．一一・・一　　　　　一′

l
l

‾‾　　　　　　’　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　＼・．＿＿

469

0　　　　　5cm

LH－ト一一＋」

11　「一ト‾→－一一イ柑骨‾

＼

489

470

471

472

473

∈：二：∃⊆⊇ヲ

474

ミ≡≡≡⊆⊇ク
475

二二∃＝三‾’

476

477

く二三三±二二二二二：フ

478

、、＼」と7’／
486

、＼ヒ土プ′
488

ロー7T1
490

図195　P138出土遺物

P139（図196、197）

調査区中央付近で検出

された土壌で、長径1．0

m、短径0．7mの長楕円

形の平面形をしている。

遺構検出面は2．9m付近

で、埋土は1層である。

遺構中央付近に土器がま

－3・1m　とまる傾向が看取された。

①暗茶褐色土

0　　　　50cm

』二一→」

図194　P138実測図

遺物は土師質土器だけ

で、杯、皿と椀の底部付

近の破片が1点出土した。
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図196　P139実測図
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図197　P139出土遺物

P110（図198、199、200、201、202、203、204、205、

206、207）

調査区中央南半で検出された長大な土壌である。検出

した時点では長さ7．4m、西側の幅2．0m、東側の幅9．6m

の台形の範囲に暗茶黒褐色土が分布し、そこに土器が多

量に含まれている状況であった。

L＝3．0m

①暗茶黒褐色土（含炭）

A－

0　　　　1m

h＋トトト－］

図198　PllO遺物出土状況および堀リ上がり実測図
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図199　P110人骨出土状況
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図200　PllO出土遺物（1）
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図202　P110出土遺物（3）
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図203　P110出土遺物（4）
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図204　PllO出土遺物（5）
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図205　P110出土遺物（6）
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図207　P110出土遺物（8）

平面形の南辺はほぼ直線的であるが、北辺は凹凸が何箇所か認められ、複数の遺構が重なって同一遺構

のように見えている可能性が予測された。そのため、遺物の出土範囲を平面的に土層を確認しながら遺

構を掘り下げていった。しかし、埋土中に含まれる土器は若干のレベル差はあるものの、基本的には検

出した範囲にランダムに広がっており、南北方向の土層観察でも遺構の切り合い関係は認められなかっ

た。ただ、遺構の底部はかなりの段差があり、複数の遺構が連なっているような様相を呈しているが、

土層観察の所見や遺物の分布状況などから、それらは全て同一遺構内の段差と考えられる。遺構の検出

面は3．0m付近で、最も深い部分は検出面から0．6m、浅いところは0．2mである。PllOは、長方形に浅

く掘り下げた後部分的に深く掘り下げたと考えられ、最も浅い部分は最初に掘り下げられた底部のレベ

ルをしめしていると推定される。埋土は1層で、土器が多量に含まれる。土器は破片も多いが、完形も

しくは完形に近いものも多く、埋土中にランダムに含まれており、埋土と土器は同時に埋没したと考え

られる。埋土中には魚の骨や鱗も検出されており（附章Ⅴ参照）、食事をした残津とそれに用いた食器

を投棄した土壌であることが推定される。したがって、土器を多量に含む土壌が群をなしていることは、

この周辺で大きな宴会が催されたことを示していると考えられる。

土器の他に遺構の中央やや東寄りの部分で、頭骨が1個体検出された。長さ0．8m、幅0．3mの段状の

部分に横向きで置かれている（図198、199）。PllOにより下半を削平された土墳墓の可能性も考えたが、

土層や周辺から検出される土器はPllOの埋土と異なることはなく、切断された頚骨と段のとぎれる部

分が一致していないことから、PllOの底部付近に置かれたものと判断した。この頭骨に関する所見に

よると（附章Ⅲ参照）、全体に刀傷と恩われるものや、人為的な損傷も認められることから、戦場で首

をとられたか、もしくは打ち首などの特殊な措置の結果PllOへ置かれたものと考えられる。

遺物は、多量の土師質土器と陶器、中国製陶磁器である。土師質土器は、椀、杯、皿、高台付大皿、
1

鍋、竃である。土師質土器の胎土には白色系と橙色系の2種類があるが、橙色系のものが圧倒的に多い。

ただ、橙色と白色が混じったような中間的な発色を呈するものもある。杯と皿は調整が似ているものが

－134－



遺構と遺物

多い。例えば、底部へラ切りの後板目の圧痕が認められるものは、内面の中央付近をナデており、逆に

底部をへラ切りのままのものは内面中央付近にナデは認められないといった特徴は、杯、皿ともにあて

はまる。このことは、土師質土器の調整にいくつかのパターンが認められることから、複数の生産者か

らの供給も想定しうるが、それらは器種により異なるといった傾向はなく器種をこえて共通する。この

ことは器種の違いが生産単位の違いを示しているというのではなく、それぞれの生産者が複数の器種を

製作していたということが推定される。陶器は魚住焼の担ね鉢と産地不明の壷がある。中国製陶磁器に

は白磁と同安窯系の青磁と龍泉窯系の青磁が各1点と、黄粕陶器の四耳壷がある。四耳壷はPlOから出

土した破片と接合した。このことはPllOとPlOの埋没が極めて近い時期であったたことを示している

と思われる。土器以外には鉄製の刀子が2点と、釘と恩われるものが6点出土している。いずれも土器

と混在して検出された。

注

（1）馬場昌一「岡山県邑久町助三畑遺跡井戸出土資料」『第11回研究集会報告資料』中世土器研究会1992年

（2）山村信条氏よりご教示を得た。

出土土器観察表

器 形 土器
番号

法　　 量 （cm）
形　　 態　 ・　 調　　 整　　 手　　 法　　 の　 ‾特　　 徴 胎　 土 色　 調 遺構

口径 底径 器高

椀 1 14．0 6．0 4．8 外面ヨコ方向のへラ ミガキ、内面口縁部付近 にへラミガキが認め られる。 含長石石英 淡 白灰色 建物 1

椀 2 16．0 6．0 5．6 内外面に ヨコへラミガキをおこない、内面は炭素を吸着させて黒色処理を施す 含長石石英 淡橙灰色 建物 1

皿 3 9．0 7．0 1．2 内外面 ヨコナデ、底部 はへラ切 りのみである。 含長石石英 淡橙灰色 建物 2

皿 4 8．6 6．7 1．4 内外面 ヨコナデ、底部 はへラ切 りのみである。 含長石石英 淡橙灰色 柱穴列 2

椀 ＿ 5 14．0 6．6 4．8 口縁部 ヨコナデ後、内面コテナデ。高台部分 ヨコナデ内面底部付近重ね痕あり。 含 長石石英 淡橙灰色 柱穴列4

椀 6 14．4 4．3 4．5 瓦器の椀である。外面口線分付近にやや粗いヨコ ミガキ、内面やや密な ミガキ。 含長石石英 黒灰色 柱穴列4

椀 7 14．4 6．7 4．9 口縁部 ヨコナデ後、内面コテナデ。高台部分 ヨコナデ 含長石石英 灰 白色 P 4

椀 8 14．3 5．6 4．6 口縁部 ヨコナデ後、内面コテナデ。高台部分 ヨコナデ内面底部付近重ね痕あり。 含長石石英 灰 白色 P 4

椀 9 13．5 6．3 4．5 口縁部 ヨコナデ後、内面コテナデ。高台部分 ヨコナデ 含長石石英 灰 白色 P 4

杯 1 0 13．5 8．6 2．9 内外面 ヨコナデ、底部外面へラ切 り後板 目痕、．内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙灰色 P 4

杯 1 1 14．5 9．8 3．45 内外面 ヨコナデ、底部外面へラ切 り後ナデ後板目痕、内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙灰色 P 4

杯 1 2 13．0 9．0 3．0 内外面 ヨコナデ、底部外面へラ切 り後板 目痕、内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙灰色 P 4

皿 1 3 7．8 5．6 1．4 内外面 ヨコナデ、底部へラ切 りのみである。 含長石石英 橙灰色 P 4

杯 1 4 14．0 8．6 3．1 内外面 ヨコナデ、底部へラ切 りのみである。 含長石石英 橙灰色 ‘ P lO

杯 1 5 14．4 9．6 3．4 内外面 ヨコナデ、底部へラ切りのみである。 含長石石英 橙灰色 P lO

杯 1 6 14．0 9．2 3．3 内外面 ヨコナデ、底部へラ切りのみである。 含長石石英 橙灰色 P lO

皿 1 7 8．2 6．6 1．5 内外面 ヨコナデ、底部へラ切 りのみである。 含長石石英 橙灰色 P lO

皿 1 8 8．6 6．8 1．2 内外面 ヨコナデ、底部へラ切 り後パケ調整。 含長石石英 橙灰色 P lO

皿 1 9 8．6 5．1 1．3 内外面 ヨコナデ、底部へラ切 り後ナデ調整。 含長石石英 橙灰色 P lO

皿 2 0 9．2 6．8 1．4 内外面 ヨコナデ、底部へラ切 りのみである。 含長石石英 橙灰色 P lO

皿 2 1 9．9 8．2 1．2 内外面 ヨコナデ、底部外面へラ切 り後板 目痕、内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙灰色 P lO

杯 2 2 14．0 8．0 3．5 5 内外面 ヨコナデ、底部外面へラ切 り後板 目痕、内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙灰色 P 3 7

皿 2 3 8．2 6．6 1．5 内外面 ヨコナデ、底部外面へラ切 り後板 目痕、内面不整方向のナデ。 含長石石英 1橙灰色 P 3 7

皿 2 4 8．4 6．6 1．4 内外面 ヨコナデ、底部外面へラ切 り後板 目痕、内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙灰色 P 3 7

白磁 碗 25 17．0 － － 白磁で、口縁部を玉縁にす る。粕 は灰色を帯びた白色を呈 し、若干厚目に施粕。 撤密 灰 白色 P 3 7

白磁 皿 26 12．0 － － 白磁で、内面に稚拙な施紋が認められ、粕 は黄色を帯びた白色を呈す る。 緻密 灰 白色 P 3 7

椀 2 7 15．4 4．8 5．2 口縁部 ヨコナデ後、内面コテナデ。高台部分ヨコナデ 含長石石英 灰 白色 P 5 8

椀 2 8 14．2 6．3 4．6 口縁部 ヨコナデ後、内面コテナデ。高台部分ヨコナデ 含長石石英 灰 白色 P 5 8
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第Ⅲ章　遺構と遺物

椀 2 9 13．1 5．0 4．7 口綾部 ヨコナデ後、内面コテナデ。高台部分 ヨコナデ 含長石石莱 淡橙 ．P 58

椀 30 － 6．4 － 内面コテナデ。高台部分 ヨコナデ 含長石石英 淡橙 P 58

杯 31 14．7 10．9 2．8 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 リ 含長石石英 灰白色 P 58

杯 32 13．2 8．8 3．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り後ナデか 含長石石英 淡橙 P 58

杯 33 13．4 9．4 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り後ナデか 含長石石英 灰白色 P 58

杯 34 14．7 10．3 3．1 5 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り （ナデか） 含長石石英 淡橙 P 58

杯 35 13．7 10．4 3．1 5 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り （ナデか） 含長石石英 淡橙 P 58

杯 36 14．8 10．2 3．8 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 灰白色 P 58

杯 37 13．3 9．0 3．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P 58

杯 38 ‾ 12．8 7．7 2．6 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙色 P 58

杯 39＿ 1 5．2 1 1．4 3．0 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙色 P 58

杯 40 14．4 10．6 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙 P 58

杯 4 1 14．6 10．5 5 3．1 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 58

杯 42 1 3．6 9．7 3．0 5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 58

杯 43 1 3．7 8．2 3．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P 58

杯 44 1 3．7 9．8 3．1 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙色 P 58

杯 45 14．5 10．1 3．0 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 58

杯 46 1 3．7 9．6 3．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P 58

杯 47 1 3．4 9．5 2．9 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙色 P 58

杯 48 14．2 10．9 3．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰 P 58

杯 49 14．5 1 1．2 3．2 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡黄 橙灰 色 P 58

杯 50 1 3．8 10．3 台．7 5 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡橙 色 P 58

杯 5 1 14．4 9．8 3．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡黄 灰 P 58

杯 52 14．2 10．2 3．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄 灰 P 58

杯 53 1 3．8 10．1 3．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡橙 灰 P 58

杯 54 1 5．3 9．7 3．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡樫 灰 P 58

杯 5 5 14．2 1 0．7 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P 58

杯 5 6 1 4．2 9．4 3．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄 橙色 P 58

杯 5 7 13．1 8．0 3．2 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 58

杯 5 8 13．3 9．5 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 58

杯 5 9 14．2 9．5 2．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 58

杯 6 0 14．4 9．6 2．8 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 58

杯 6 1 14．0 9．6 2．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P 58

杯 6 2 1 4．7 9．5 3．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙灰色 P 58

杯 6 3 1 4．3 10．8 5 2．8 内外面ヨコナデ。‘底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡檀灰色 P 58

杯 64 1 3．8 1 0．1 3．15 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡赤橙色 P 58

杯 6 5 1 4．8 10．3 5 2．8 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙白色 P 58

杯 6 6 1 4．4 1 0．6 3．05 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P 58

杯 6 7 14．6 1 0．0 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙色 P 58

杯 6 8 1 4．5 9．6 2．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙色 P 58

杯 6 9 15．0 1 0 T4 3．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙灰色 P 58

杯 7 0 14．4 9．2 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P 58

杯 7 1 1 4．4 9．9 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。外面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P 58

杯 7 2 13．9 5 9．8 3．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P 58

皿 7 3 7．8 6．1 1．3 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 58

皿 74 ・7．4 6．4 1．3 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 58

皿 7 5 7．4 5．7 1．95～1．05 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 7 6 8．1 5．7 1．9～1．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 7 7 8．3 6．1 6．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 樫褐色 P 58

皿 7 8 8．3 6．8 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 7 9 8．25 6．2 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P 58

皿 8 0 9．3 6．9 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橿褐色 P 58

皿 8 1 7．7 5．9 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕か。内面不整方向のナデか。 含長石石英 乳黄色 P 58

皿 8 2 7．8 6．1 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 檀褐色 P 58

皿 8 3 8．2 5 6．5 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橿褐色 P 58

皿 8 4 ・7．9 5 6．5 5 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデか。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 8 5 7．6 5．6 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 8 6 7．75 6．0 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕か。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙褐色 P 58

皿 ‘ 8 7 8．0 6．0 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデか。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 8 8 8．3 6．0 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕か。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橿褐色 P 58

皿 8 9 8．0 6．3 1．65 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙色 P 58

皿 9 0 7．85 6．4 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄色 P 58

皿 9 1 8．2 6．6 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

ー136－



遺構と遺物

皿 9 2 8．7 6．2 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡黄橙色 P 58

皿 9 3 8．4 7．0 1．15 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後パケ目。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 58

皿 94 10．00 7．2 1．3～1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 9 5 8．3 5．7 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡黄色 P 58

皿 9 6 7．8 6．1 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 乳黄灰色 P 58

皿 9 7 7．6 6．6 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄色 P 58

皿 9 8 7．15 5．7 ． 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデか。 含長石石英 乳黄色 P 58

皿 9 9 8．65 6．6 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡黄色 P 5 8

皿 1 00 8．75 6．2 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 乳黄色 P 5 8

皿 101 8．45 5．8 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 乳黄色 P 5 8

皿 1 02 7．8 5．9 1．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 乳黄色 P 5 8

皿 1 03 8．7 6．7 1．35 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡黄色 P 5 8

皿 1 04 ’ 8．9 7．05 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡黄色 P 5 8

皿 1 05 8．3 6．6 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板 目痕。 含長石石英 乳黄色 P 58

皿 1 06 7．8 6．1 1．15 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕か。内面不整方向のナデ。 含長石石英 乳黄色 P 58

皿 1 07 7．6 6．3 1．05 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄色 P 58

皿 1 08 7．9 6．0 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡黄色 P 58

皿 1 09 7．6 6．0 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデか。 含長石石英 乳黄色 P 58

皿 1 10 7．3 6．4 1．15～1．45 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 乳黄色 P 58

皿 1 11 8．3 7．0 1．0～1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 樫褐色 P 58

皿 1 12 7．6 5．9 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 1 1－3 8．8 7．1 1．2 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 1 14 8．5 7．1 1．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 1 15 8．4 ・ 6．1 1－．3 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 1 16 8．9 7．0 1．3 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 石橙色 P 58

皿 1 17 8．4 6．4 1．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P 58

皿 1 18 8．2 6．3 1．5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 58

皿 1 19 8．8 6．8 1．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 黄橙灰色 P 5 8

皿 12 0 8．0 6．0 1∴15 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ目。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P 5 8

皿 12 1 8．0 5．8 1．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄檀色 P 5 8

皿 12 2 7．6 6．0 1．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ目後 ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 5 8

皿 12 3 8．4 6．7 1．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P 5 8

皿 12 4 8．6 6．2 1．5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ目。 含長石石英 淡黄橙 P 5 8

皿 12 5 8．0 6．2 1．3 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ日。 含長石石英 淡橙色 P 58

皿 12 6 8．2 6．0 1．5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。 含長石石英 淡橙色 P 58

皿 12 7 8．6 7．6 1．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ目。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P 58

皿 12 8 7．8 6．4 1．2 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙 色 P 58

皿 12 9 8．0 5．8 1．1 5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙 P 58

皿 13 0 7．8 6．7 1．3 5 内外面 ヨコナデ。底部内面へラ切 り後板目痕。 含 長石石英 淡 橙褐 色 P 58

皿 13 1 8．1 6．6 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ目後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙 P 58

皿 13 2 8．3 6．3 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 13 3 7．8 6．2 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 58

皿 134 8．5 6．6 1．65～1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 檀褐色 P 58

皿 13 5 8．0 5．9 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。 含長石石英 淡橙褐色 P 5 8

皿 13 6 7．8 5 5．4 1．1 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ 含長石石英 橙茶褐色 P 5 8

皿 13 7 8．3 6．6 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙褐色 P 5 8

皿 138 8．4 7．0 1．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。 含長石石英 淡橙褐色 P 5 8

皿 139 7．7 6．0 5 0．8～1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 5 8

皿 140 7．3 5．4 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 5 8

皿 14 1 8．4 7．0 1．1 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ日後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 5 8

皿 142 8．5 7．0 1．15 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P 5 8

皿 143 9．0 6．0 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 5 8

皿 144 7．8 6．2 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P 5 8

皿 145 8．2 5．7 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P 5 8

皿 146 8．0 5．6 1．5 内外面 ヨコナデd 底部外面へラ切 り後パケ目。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 5 8

皿 147 7．6 6．3 1．2 内外面 ヨ・コナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 5 8

皿 148 8．0 6．3 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡黄橙 P 5 8

皿 149 7．8 6．2 1．・0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡黄橙色 P 5 8

皿 1 50 7．2 5．8 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P 58

皿 1 51 8．8 7．6 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙灰白色 P 58

皿 1 52 9．1 6．5 1．15 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙褐色 P 58

皿 1 53 8．35 6．7 1．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 栓褐色 P 58

皿 1 54 8．5 6．7 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58
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第Ⅱ章　遺構と遺物

皿 15 5 7．7 5．3 1．7～2．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 乳黄色 P 5 8

皿 15 6 8．2 7．3 1．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のナデか。 含長石石英 橙褐色 P 5 8

皿 15 7 8．2 6．0 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P 5 8

皿 15 8 8．4 6．8 1．3 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P 5 8

皿 15 9 8．5 7．0 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデか。 含長石石英 乳黄色 P ＿5 8

皿 16 0 8．2 6．0 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 乳黄色 P 5 8

皿 16 1 7．6 5 6．5 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙褐色 P 5 8

叩 16 2 8．3 6．3 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P 5 8

皿 16 3 7．9 5．8 1．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄色 P 5 8

皿 16 4 8．3 6．6 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 乳黄色 P 5 8

皿 16 5 8．6 7．15 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橿色 P 5 8

皿 16 6 9．5 7．3 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデか。 含長石石英 橙褐灰色 P 5 8

皿 16 7 9．0 5 6．7 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙褐色 P 58

皿 16 8 9．5 2．0 6．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 16 9 9．9 5 6．7 2．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 17 0 8．8 6．7 1．7 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡桂褐色 P 58

皿 17 1 10．0 6．6 1．8 内外面 ヨ．コナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 17 2 10．1 7．9 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 17 3 9．6 7．3 1．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方 向のナデb 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 17 4 8．8 6．2 1．4 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 5 8

皿 17 5 9．7 6．4 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙灰色 P 5 8

皿 17 6 10．0 6．7 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙灰色 P 5 8

皿 17 7 9．7 6．6 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。 含長石石英 淡樫褐色 P 58

皿 17 8 9．8 7．2 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡赤橙色 ・ P 58

皿 17 9 9．6 6．4 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙色 P 58

皿 18 0 10．3 7．0 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙色 P 58

皿 18 1 10．2 6．8 1．8 内外面 ヨコナ．デ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙 白色 P 58

皿 1 82 9．2 6．4 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ目。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P 58

皿 1 83 9．2 6．6 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄樫色 P 58

皿 184 1 0．8 7．0 1．9 内外面ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。 含長石石英 淡黄樫色 P 58

皿 185 10．0 7．3 2．0 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ目。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 58

皿 186 9．4 7．0 1．7 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石 英 淡黄橙 色 P 58

皿 187 10．4 7．4 2．0 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ目。 含長石石英 橙色 P 58

皿 188 9．2 6．4 1．9 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石 石英 淡黄橙 色 P 58

皿 1 89 1 0．0 6．6 1．0 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡桂色 P 58

皿 1 90 8．6 6．9 1．4 内外面ヨコナデ。底部外面へ ラ切 りq 内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄檀 灰色 P 58

皿 19 1 9．3 6．7 1．5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 58

皿 192 9．5 7．4 2．0 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石 石英 橙褐色 P 58

皿 193 9．15 6．0 1．7 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ目。 含長石 石英 淡橙灰 色 P 58

皿 194 9．1 6．9 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 19 5 9．4 6．3 1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄色 P 58

皿 196 9．4 5 6．1 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石 石英 橙褐色 P 58

皿 197 8．8 6．3 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長 石石 英 淡橙褐色 P 58

皿 198 9．4 6．6 1．65 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙褐色 P 58

皿 199 9．7 7．0 5 1．75 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ目。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橿灰白色 P 58

皿 2 00 8．9 5 6．1 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 2 0 1 10．45 7．8 1．8 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 20 2 9．2 6．2 1．4 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 20 3 10．1 1．6 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 204 9．0 6．7 1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡樫色 P 58

皿 20 5 9．6 7．1 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙灰色 P 58

皿 20 6 9．6 5．8 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄檀色 P 58

皿 20 7 9．5 7．1 1．5 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙色 P 58

皿 20 8 10．1 7．7 1．7～2．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデか。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 20 9 8．3 6．7 叩～1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕か。内面不整方向のナデ。 含長石石英 乳黄色 P 58

皿 2 10 8．7 6．7 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 2 11 8．4 6．9 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 21 2 9．7 7．6 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ目。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 58

皿 21 3 9．0 6．2 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面不整方向のナデ。 含長石石英 淡桂灰色 ＿ P 58

皿 21 4 7．9 5．7 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ目。 含長石石英 淡橙色 P 58

皿 21 5 9．2 6．0 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 21 6 9．1 6．7 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 21 7 9．6 7．0 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。外面不整方向のナデ。 含長右石英 淡黄灰 白色 P 58

－138－



遺構と遺物

皿 2 18 10．0 6．8 1．75 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 2 19 8．8 6．3 1．7 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 2 20 9．4 6．4 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P 58

皿 2 2 1 9．0 7．0 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 5 8

皿 2 22 9．1 6．1 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデか。 含長石石英 橙褐色 P 5 8

皿 2 23 8．7 6．5 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙褐色 P 5 8

皿 2 24 9．5 6．3 1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 栓褐色 P 5 8

皿 22 5 8．9 5 7．0 5 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 5 8

皿 22 6 8．4 6．3 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 5 8

皿 ・22 7 9．7 6．5 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ目。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 5 8

皿 22 8 8．9 6．5 1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パ ケ目。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P 5 8

皿 22 9 9．3 6．2 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデか。 含長石石英 淡橙灰色 P 5 8

皿 23 0 9．6 7．0 1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 5 8

皿 23 1 10．6 7．4 1．5 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ目。 含長石石英 淡黄橙色 P 5 8

皿 23 2 9．6 5 7．4 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 5 8

皿 23 3 10．2 6．6 1．8 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄栓色 ≠5 8

皿 23 4 10．1 7．2 1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡赤橙色 P 5 8

皿 23 5 10．0 7．4 1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙 灰 白 P 5 8

皿 23 6 10．4 7．5 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P 5 8

皿 23 7 8．3 5．2 5 3．0 内外面 ヨrコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 乳黄色 P 5 8

皿 23 8 8．0 5．1 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 りム内面不整方向のナデ。 含長石石英 乳黄色 P 5 8

皿 23 9 12．4 8．2 2．1 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P 5 8

皿 24 0 14．7 8．4 2．7 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P 5 8

皿 24 1 13．2 8．3 3．3 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 淡黄痙色 P 5 8

皿 24 2 12．4 6．8 2．4 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 栓褐色 P 5 8

皿 24 3 14．2 8．2 2．1 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡樫色 P 5 8

高台付大皿 24 4 18．8 11．7 4．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄檀灰色 P 5 8

高台付大皿 24 5 20．0 12．2 4．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。 含長石石英 淡黄橙灰色 P 5 8

高台付大皿 24 6 19．4 12．0 5．3～5．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 5 8

高台付大皿 24 7 20．7 12．4 5．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。 含長石石英 淡黄橙灰色 P 5 8

鍋 24 8 3 1．6 － － 外面 タテパケ ・押圧痕。内面 ヨコ ・ナナメパケ。口縁部ナデ。 含長石石英 淡黄灰 白色 P 5 8

鍋 24 9 32．2 － － 外面 タテパケ ・押圧痕。内面 ヨコ ・ナナメパケ。口縁部ヨコナデ。 含長石石英 淡黄橙灰色 P 5 8

鍋 25 0 29．8 － － 外面タテパケ ・押圧痕。部分的にナデ。内面ヨコ ・ナナメパケ。口縁部ヨコナデ。 含長石石英 淡黄檀色 P 58

鍋 25 1 34．1 － － 外面タテパケ ・押圧痕。部分的にナデ。内面ヨコ ・ナナメパケ。口縁部 ヨコナデ。 含長 石石英 淡橙 白色 P 58

鍋 25 2 32．8 － － 外面タテパケ ・押圧痕。部分的にナデ。内面ヨコ ・ナナメパケ。口縁部 ヨコナデ。． 含長 石石英 淡 黄橙色 P 58

鍋 2 53 3 5．8 － － 外面 タテ ・ナナメパケ †押圧痕。内面 ヨコ ・ナナメパケ。口縁部 ヨコナデ。 含長石石英 淡黄橙灰色 P 58

鍋 2 54 4 5．0 － － 外面タテパケ ・押圧痕。部分的にナデ。内面 ヨコ・ナナメパケ。口綾部 ヨコナデ。 含長石石英 淡黄灰白色 P 58

魚 住 担 鉢 2 55 28．0 － － 内外面ヨコナデ 撤密 暗灰白色 P 58

青 磁 皿 2 56 10．5 － － 龍泉窯系の青磁皿である。 緻密 淡灰褐色 P 58

青 磁 皿 2 57 10．1 3．15 ‾3．1 岡安窯系の青磁皿である。 撤密 淡緑灰色 P 58

青 磁 椀 2 58 13．4 － － 同安窯系の青磁椀である。 撤密 淡緑灰白色 P 58

青 磁 椀 2 59 13．5 － － 同安窯系の青磁腕である。 撤密 淡緑灰色 P 58

青 磁 椀 一 26 0 － 3．9 － 同安窯系の青磁椀である。 緻密 淡緑灰白色 P 58

青 磁 椀 26 1 － 5．2 － 岡安窯系の青磁椀である。 撤 密 淡緑灰白色 P 58

白 磁 碗 26 2 1 1．6 － － 白磁の椀である。　　　　　　　　　　　　 ／ 撤密 淡緑灰白色 P 58

白 磁 椀 26 3 12．7 － － 白磁の椀である。 撤密 淡緑灰白色 P 58

白 磁 椀 26 4 13．8 － － 白磁の腕である。 撤密 淡緑灰白色 P 58

青 磁椀 26 5 － － － 龍泉窯系の青磁椀である。 撤密 淡灰色 P 58

白 磁 碗 26 6 － － － 白磁の碗である。 撤密 白乳色 ・ P 58

青 磁 椀 26 7 － － － 龍泉窯系の青磁椀である。 撤密 淡緑灰白色 P 58

白磁 椀 26 8 － － － 白磁の椀である。 撤密 白乳色 P 58

青 磁 皿 26 9 － － － 龍泉窯系の青磁皿である。 撤密 淡緑白色 P 58

青 磁 椀 2 70 － － － 岡安窯系の青磁椀である。 撤 密 緑灰色 P 58

陶 器 鉢 2 71 1 7．7 － － 内外面 ヨコナデ。 撤密 淡灰黄褐色 P 58

椀 2 72 1 5．1 6．9 4．8 口綾部 ヨコナデ後内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。内面底部付近重ね痕あ り。 含長 石石英 淡栓灰白色 P 80

椀 2 73 1 5．15 6．3 5．4 口縁部 ヨコナデ後内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。 含長 石石英 淡灰白色 P 8 0

椀 2 74 14．0 6．1 4．8 口縁部 ヨコナデ後内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。 含長石石英 淡橙灰白色 P 8 0

杯 2 75 1 5．0 1 0．0 3．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡灰白色 P 8 0

杯 2 76 1 4．6 5 1 0．2 2．8 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡灰白色 P 8 0

杯 2 77 14．8 1 0．2 3．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡灰 白色 P 8 0

杯 2 78 1 2．8 7．2 3．4 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

杯 2 79 1 3．6 9．8 3．2 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

杯 2 80 13．2 5 8．2 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0
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杯 28 1 1 3．9 5 8．5 3．15 内外面ヨコナデ。底部外面 へラ切 り後板 目痕。 含長石石英 淡橙灰色 P 80

杯 28寧 1 3．2年 9．2 3．2 内外面ヨコナデ。底部外面 へラ切 り後ナデ後板目。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 80

杯 28 3 1 3．7 5＿ 10．1 ・3．2 内外面ヨコナデ。底部外面 ？ラ切 り後板目痕。 含長石石英 淡橙灰色 P 80

杯 28 4 14．8 10．0 3．6 内外面ヨコナデ。底部外面 へラ切 り後ナデ後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

高台付大皿 28 5 19．5 1 2．0 5 5．3 5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ後板目痕か。内面不整方向のナデ。 含長石石英 檀褐色 P 8 0

高台付大皿 28 6 18．7 13．0 4．5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。高台部分ヨコナデ。 含長石石英 橙褐色 P 8 0

高台付大皿 28 7 ° － 10．0 － 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。高台部分ヨコナデ。 含長石石英 淡灰 白色 P 8 0

皿 28 8 7．4 5 5．8 1．1 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 28 9 7．6 6．4 1．8 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡栓灰色 P 8 0

皿 29 0 8．0 6．6 1．5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 29 1 ‘8．2 5．8 1．4 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡灰 白色 P 8 0

皿 2 92 8．0 6．8 1．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 2 93 8．7 6．0 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ後タタキ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡灰 白色 P 8 0

皿 2 94 7．85 6．0 1．2～1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 2 95 8．0 5．8 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 2 96 9．3 5．7 ．1．45 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ後タタキ。 含長石石英 淡樫灰色 ’p 8 0

皿 2 97 9．2 6．4 1．8 内外面 ヨコナデ。底部外面へら黄 きり後パ ケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 2 98 9．8 6．6 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ後タタキ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 2 99 9．5 6．8 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡樫灰色 P 8 0

皿 3 00 ．9．8 6．8 1．65 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 3 01 10．3 5 7．5 2．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡檀灰色 P 8 0

皿 3 02 1 0．2 6．8 2．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ後タタキ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 3 03 1 0．2 8．2 1．75 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデか。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 3 04 1 0．5 6．6 1．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 3 05 8．35 5．8 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 3 06 10．25 7．0 1．65 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 3 07 8．15 6．2 1．4 内外面 ヨ．コナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 3 08 7．55 5．0 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 8 09 10．0 6．9 1．8 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ後タタキ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡栓灰色 P 8 0

皿 3 1 0 7．9 5 5．7 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

皿 3 1 1 9．2 5．9 1．2～1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

脚 付 皿 31 2 － － － 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

鍋 31 3 36．0 － －
外面ナデ。内面ヨコパケ云口縁部 ヨコナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 0

杯 314 13．8 9．9 2．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板 目痕。‘内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 4

杯 3 1 5 14．2 9．9 2．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙灰色 P 8 4

杯 31 6 － 10．0 － 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙灰色 P 84

椀 3 1 7 － 6，7 － 内面コテナデ。 含長石石英 淡灰 白色 P 84

皿 31 8 8．2 5 7．7 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙灰色　 － P 84

皿 31 9 9．0 6．9 1．8 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙灰色 P 84

杯 32 0 13．4 8．9 3．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 94

皿 32 1 7．7 4．9 1．2～1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡灰 白色 P 94

皿 32 2 8．1 6．5 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡檀灰色 P 94

皿 32 3 － － － 内外面 ヨコナデ。大部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のナデ。・ 含長石石英 淡橙灰色 P 94

白磁 蓋 ．3 24 ．． 7．9 5 6．2 1．4 白磁の合子の蓋である。 緻密 白色 P 94

白磁 椀 3 2 5 － 5．2 － 白磁の椀である。 緻密 白色 P 94

鍋 3 2 6 38．2 － － 外面ナデ。内面ヨコパケ。口縁部 ヨコナデ。 含長石石英 茶灰色 P 9 4

碗 3 2 7 14．25 6．2 ．4．9 外面ユビナデ。内面ナデ。口縁部 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ヨコナデ。 含長石石英 淡橙灰 白色 P lO 9

碗 3 28 14．2 6．2 5．2 内外面ナデ。外面下半ユ ビナデ。底部外面へラ切り後 ヨコナデ。 含長石石英 淡橙灰 白色 P lO 9

杯 3 29 13．9 9．3 3．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙褐色 P lO 9

杯 3 3 0 13．9 9．8 2．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

杯 3 3 1 14．5 10．0 3．0 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

杯 3 3字 14．5 10．1 2．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙褐色 P lO 9

杯 3 3 3 14．25 10．1 3．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 l P lO 9

杯 3 34 14．3 9．7 2．8 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

杯 3 3 5 14．2 10．1 2．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橿褐色 P lO 9

杯 3 36 14．1 10．2 2．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後 ナデか。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

杯 3 3 7 14．9 9．4 3．8 内外面 ヨコナデ。底部外面 ヨコナデ。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

杯 3 38 14．1 9．5 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

杯 3 39 12．7 8．6 2．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

杯 3 40 15．4 9．6 － 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

杯 3 4 1 14．3 1 0．3 2．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。 含長石石英 淡橙褐色 P lO 9

杯 3 42 14．85 1 1．4 3．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

杯 3 43 14．1 1 0．0 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P lO 9
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杯 34 4 、．15．1・ 11．O L′　2．6 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向．のナデ。． 含長 石石英 橙褐色 P lO 9

杯 34 5 14 ．4 9．2 31 内外面ヨコナデ。底部外面ベラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 栓褐 色 P lO 9

杯 34 6 14 ．6 8．9 3．6 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長 石石英 栓褐 色 P lO？

杯 ・ 34 7 1午2 10 ニ5 － 2．9 内外面ヨコナデ。・底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡橙 褐色 P lO 9

杯 ・ 34 8 13 ．5 9．8 3．3 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

皿 34 9 7．6 6．2 1．3 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

皿 35 0 7．3 5．6 1．0 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙茶 P lO 9

皿 35 1 ．7．8－・ 5．7 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P l O9

皿 35 2 ． 8．1 6．7 1．．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙茶褐色 P l O9

皿 3 53 8．2 7．4 1．0 内外面 ヨコナチ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P l O9

皿 3 54 8 ．6 6．4 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P l O9

皿 3 55 7 ．・9 6．3 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P l O9

皿 1 3 56 8 ．1 6．3 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P l O9

皿 3 57 ．8．5‾ 6．7 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P lO9

皿 3 58 8 ．4 6．9 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデか。・ 含長石石英 橙褐色 P l O9

皿 3 59 8 ．5 7．1 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P lO9

皿 3 60 8 ．0 6．15 1 ．2 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P l O9

皿 3 61 8 ．－6 7．6 1．45 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P l O9

皿 3 62 8 ．4 7．4 1．1 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P l O9

皿 ‘ 3 63 8 ．4 7．4 1．1 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P lO9

皿 3 64 9 ．2 8．5 0．9 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P l O9

皿 3 65 8 ．9 ． 7．0 0．9～1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 檀褐色 P lO9

皿 36 6 7 ．6 6．1 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P lO9

皿 36 7 8 ．1 ． 6．0 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P lO9

皿 36 8 8 ．2 7．0 1．4 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙褐色 P l O9

皿 3 69 8 ．3 7．5 1．2 内 外面 ヨコナデ。、底部外面へラ切り。 含長石石英 橿褐色 P l O9

皿 3 70 8 ．6 8．0 1．25 内 外面 ヨコナデ。底部外面 ヨコナデ。 含長石石英 橙褐色 P l O9

皿 3 71 9 ．0 7．1 1．3 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 溌橙茶 P l O9

皿 3 72 9 ．1 8．2 1．2 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P l O9

皿 3 73 9 ．2 7．2 1．1 内 外面 ヨヲナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P lO9

皿 3 74 8 ．5 ．7．4 1．2 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P lO9

皿 3 75 ． 9．1 7．6 1．6 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P lO9

皿 3 76 8 ．4 6．9 1．6 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

皿 3 77 8 ．2 7．3 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

皿 3 78 8 ．15 6 ．0 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰 P lO 9

皿 3 79 9 ．0 ‘7．5 1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

皿 3 80 8 ．45 7 ．5 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐 色 P lO 9

皿 3 8 1 9 ．1 7．5 1．8 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

皿 3 82 8 ．7 7．8 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

皿 3 83 7 ．7 6．5 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

皿 3 84 7 ．8 6．35 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

皿 3 85 8 ．5 7．5 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P lO 9

平 瓦 3 86 － － － 外面縄めタタキ在 り。内面布目痕あり。 含長石石英 橿褐色 P lO 9

鍋 3 87 3 8 ．1 － － 外面上半タテパケ。下半ナナメパケ。内面 ヨコパケ。口綾部 ヨコナデ。 含長石石英 淡橙茶灰 色 P lO 9

杯 3 88 13 ．8 9．0 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 19

杯 3 89 14 ．5 10 ．3 3．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 19

椀 3 90 ‾ － 7．0 － 含長石石英 橙灰 白色 P 1 19

皿 3 91 8 ．15 7 ．0 1．1 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 19

皿 3 92 8 ．4 6．2 1．4 5 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 19

皿 3 93 8 ．25 7 ．1 1．4 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 19

碗 3 94 － 6．7 － 内外面 ヨコナデ。内面 コテナデ。 含長石石英 淡灰 白色 P 13 4

杯 3 95 14 ．3 1 0 ．6 3．1 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡檀灰色 P 13 4

杯 3 96 1 4 ．7 10 ．0 3・苧 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡檀灰色 P 13 4

杯 3 97 14 ．35 9 ．6 3．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

杯 3 98 1 3 ．9 9．6 3．4 内外面 ヨコナデ。・底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

杯 ． 3 99 1 4 ・亭 1 0．0 3．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡樫灰色 P 13 4

杯 4 00 1 4 ．8 1 0 ．0 3．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕か。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

杯 4 01 13 ．95 9 ・q　r 3．45 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ後板目痕か。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡栓灰色 P 13 4

杯 4 02 1 3 ．7 9．2 3．3 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

杯 4 03 1 3 ．9 9．6 3．05 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

杯 4 04 14 ．0 9．25 3 ．25 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

杯 ・ 4 05 13 ．8 5 9 ．25 3 ．6 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

杯 4 06 1 4．7 1 0．0 2．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板 目痕。内面不整方向のパケ。 含長石石英 淡橙灰色 P 134

ー141－



第Ⅲ章　遺構と遺物

杯 4 07 14．7 1 1．0 3．35 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 34

杯 4 08 14．55 9．9 4．35 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 34

杯 4 09 14．1 10．4 3．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 34

杯 4 10 14．3 10．5 3．15 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 34

杯 4 1 1 14．2 10．0 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のパケ。 含長石石英 淡橙灰色 P 134

杯 4 1 2 13．25 8．4 2．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のパケ。 含長石石英 淡橙灰色 P 134

皿 4 1 3 8．0 6．7 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕か。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡桂灰色 P 134

皿 4 14 8．4 7．1 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙灰色 P ．134

皿 4 1 5 8．9 7．0 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙灰色 P 134

皿 4 1 6 8．5 7．2 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡檀灰色 P 134

皿 4 1 7 7．8 6．6 1．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙灰色 P 134

皿 41 8 8．2 6．5 1．0 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡桂灰色 P 134

皿 41 9 7．7 6．4 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橿灰色 P 134

皿 42 0 7．8 6．1 1．4 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

皿 42 1 8．2 7．4 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

皿 42 2 8．1 6．5 0．9～1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

皿 42 3 8．1 7．6 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

皿 42 4 8．7 5 7．1 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡檀灰色 P 13 4

皿 42 5 8．0 6．3 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

皿 42 6 8．0 6．7 1．0～1．65 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

皿 42 7 8．4 6．7 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕か。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡檀灰色 P 13 4

皿 42 8 8．8 7．4 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4 ．

皿 午2 9 9．2 5 6．3 1．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橿灰色 P 13 4

皿 43 0 10．4 8．1 1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

皿 43 1 9．8 7．5 1．6 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

皿 43 2 10．1 7．2 2．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 4

皿 4 33 8．4 6．0 1．7 5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡栓灰色 P 13 4

皿 4 34 8．5 6．2 1．4 5 内外面ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 淡橙 灰色 P 13 4

皿 4 35 8．2 6．7 1．55 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡樫灰色 P 13 4

皿 4 36 8．35 6．55 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナ デ。 含長 石石英 淡橙灰色 P 13 4

皿 4 37 8．2 6．4 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り＿。 含長石石英 淡檀灰色 P 13 4

皿 4 38 8．1 6．9 1．05 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 34

皿 4 39 8．45 6．2 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 34

皿 4 40 7．8 6．4 1．35 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 34

皿 4 41 7．8 7．2 1．5 内外面ヨコナデ。底部外‘面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 34

皿 4 42 7．9 6．3 1．25 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡檀灰色 P 1 34

皿 4 43 8．2 6．8 1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 34

椀 4 44 13．1 5．7 3．6 内面 コテナデ。外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 35

杯 4 45 13．4 5．7 3．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 35

杯 4 46 13．7 9．6 2．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡榎灰色 P 1 35

皿 4 47 8．05 6．5 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 35

m 4 48 8．0 6．5 1．25 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 35

皿 4 49 7．7 5 5．9 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡啄白色 P 1 35

皿 4 50 7．6 5．8 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡灰白色 P 1 35

皿 4 5 1 7．5 5．8 5 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡灰白色 P 1 35

皿 4 5 2 9．1 5．3 2．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 35

皿 4 53 － 5．2 5 － 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 35

皿 4 54 7．3 5．7 1．1 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 35

白磁 椀 45 5 15．0 － － 白磁の腕である。 撤密 灰 白色 P 1 35

担鉢 45 6 29．8 － － 中国製陶器である。内外面 ヨコナデ。 含長石石英 茶灰色 P 1 35

鍋 45 7 30．0 － － 内面 ヨコパケ。外面上半 タテパケ。下半 ナナメパケ。 含長石石英 淡栓灰 P 135

碗 45 8 14．2 6．1 5．0 外面ユビナデ。内面コテナデ。底部外面 ヨコナデ。口縁部 ヨコナ≠。 含長石石英 淡灰 白色 P 138

椀 45 9 14．1 6．4 4．5 外面ユビナデ。内面コテナデ。底部外面 ヨコナデ。口縁部 ヨコナデ。 含長石石英 淡灰 白色 P 138

椀 46 0 13．3 6．0 4．5 外面ナデ。内面 ヨコナデ。底部外面ヨコナデ。口縁部 ヨコナデ。 含長石石英 灰褐色 P 138

椀 46 1 13．1 5．7 4．0 外面 ヨコナデ。内面コテナデ。 含長石石英 淡檀灰 白色 P 138

椀 46 2 1 5．2 5．8 5．2 外面ユビナデ。内面コテナデ。高台 ヨコナデ。口綾部 ヨコナデ。 含長石石英 灰 白色 P 138

碗 46 3 13．2 6．35 3．3 5 内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。 含長石石英 淡橿灰 白色 P 138

杯 46 4 13．9 9．2 3．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。 含長石石英 淡灰 白色 P 138

杯 46 5 14．1 9．5 3．7 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 138

杯 46 6 14．2 9．2 2．8 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 138

皿 46 7 14．0 10．0 3．0 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 138

皿 46 8 14．8 9．2 3．8 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ後板目痕。 含長石石英 淡栓灰色 P 138

皿 46 9 － 1 1．8 5 － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 138
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皿 4 70 7 ．7 6．6 1．1 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石 石英 淡灰 白色． P 13 8

皿 4 7「 7．3 5．5 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡灰 白色 P 13 8

皿 4 72 8 ．0 5 7 ．2 1．2 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英
も

淡橙灰 色 P 13 8

皿 4 73 7 ．9 6．6 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不方向のナデ。 含長 石石英 淡橙灰 色 P 13 8

皿 4 74 7 ．6 5 6 ．0 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡灰 白色 P 13 8

‘皿 4 7 5 7 ．8 6．2 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡灰白色 P 13 8

皿 4 76 8 ．0 6．2 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡灰白色 P 13 8

皿 4 7 7 7 ．6 5．7 1．1 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡灰白色 P 13 8

皿 4 78 9 ．8 6．1 1．6 5 内外面 ヨコケズ リ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡灰白色 P 1 38

皿 4 7 9 11 ．4 7．4 2．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 38

皿 4 8 0 － 7．4 － 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙灰白色 P 1 38

皿 4 8 1 － 7．2 － 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 38

皿 4 8 2 8 ．8 5．6 3．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P 1 38

皿 4 8 3 9 ．1 5．1 2．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。底部焼成後穿孔。 含長石石英 橙灰色 P 1 38

皿 4 84 9 ．6 4．9 2．9 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。 含長石石英 橙灰色 P 1 38

皿 4 8 5 9 ．6 5．2 2．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。 含長石石英 橙灰色 P 1 38

皿 4 8 6 － 51 － 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 1 38

皿 4 8 7 － 5．2 － 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。 含長石石英 淡灰白色 P 1 38

皿 4 8 8 － 5．4 － 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 8

鍋 4 8 9 22 ．7 － － 外面タテパケ。内面 ヨコパケ。口綾部ナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 8

青 磁 碗 4 9 0 － － － 青磁の腕か。 含長石石英 淡青色 P 13 8

白 磁 椀 4 9 1 － 5．6 － 白磁の椀である。 含長石石英 灰白色 P 13 8

杯 4 9 2 14 ．6 9．0 2．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り後板 目痕か。内面不整方向のパケ。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 9

椀 4 9 3 － 6．5 － 内面コテナデ。高台部分 ヨコナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 9

皿 4 94 8 ．9 5 6 ．8 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡栓灰色 P 13 9

皿 4 9 5 9 ．3 7．0 1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P 13 9

椀 4 9 6 13 ．6 5．8 4．2 外 面指圧痕後 ヨコナデ。内コテナデ。高台部分ヨコナデ。口縁部 ヨコナデ。 含長石石英 淡黄白色 P l lO

碗 4 9 7 14 ．0 6．3 3．9 5 外 面指圧痕後 ヨコナデ。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 含長 石石英 淡橙色 P l lO

椀 4 9 8 14 ．6 7．0 4．5 外 面指圧痕後 ヨコナデ。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 含長 石石英 淡黄 橙 P l lO

椀 4 9 9 14 ．6 7．0 4．4 外 面指圧痕後 ヨコナデ。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 含長 石石英 淡黄 橙 P l lO

椀 50 0 15 ．3 6．9 4．3 外 面 ヨコナデ後指圧痕。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 含長 石石英 淡黄 橙 P 1 10

椀 50 1 14 ．6 6．9 4．2 5 外面指圧痕後 ヨコナデ。内面 コテナデ。底部外面板目痕。口縁部分ヨコナデ。 含長 石石英 淡橙白色 P l lO ・

椀 50 2 14 ．5 5．7 4．9 外面 ヨコナデ後指圧痕。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 含長 石石英 淡橙白色 P l lO

椀 50 3 14 ．1 5 6．0 4．8 外面 ヨコナデ後指圧痕。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 含長石石英 淡橙白色 P l lO

椀 50 4 13 ．8 5．6 4．4 外面 ヨコナデ後指圧痕。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。 含長石石英 淡橙白色 P l lO

椀 50 5 14 ．6 6．8 4．3 外面 ヨコナデ後指圧痕。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 含長石石英 淡黄橙 P l lO

椀 50 6 14 ．8 5．5 4．7 外面 ヨコナデ後指圧痕。内面 コテナデ。重ね焼痕あ り。高台 ・口縁部 ヨコナデ。 含長石石英 淡黄 白色 P llO

椀 50 7 14 ．5 6．2 5．0 外面指圧痕後 ヨコナデ。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 含長石石英 淡黄橙 P llO

碗 50 8 14 ．2 6．2 4．3 5 外面 ヨコナデ後指圧痕。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 含長石石英 淡黄樫 P 110

椀 50 9 14 ．1 6．3 4．4 外面 ヨコナデ後指圧痕。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 含長石石英 淡橙 白色 P llO

椀 51 0 13 ．5 5．2 4．6 外面 ヨコナデ後指圧痕。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 含長石石英 淡橙 白色 P llO

椀 51 1 13 ．4 6．0 4．6 外面指圧痕後 ヨコナデ。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 含長石石英 淡黄 白色 P llO

椀 51 2 13 ．7 6．3 5．1 外 面 ヨコナデ後指圧痕。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 含長 石石英 淡橙 白色 P llO

椀 51 3 12 ．7 5．2 3．9 外 面 ヨコナデ後指圧痕。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 ． 含長 石石英 淡橙色 P llO

椀 514 13 ．2° 6．0 5 4 ．5 外 面 ヨコナデ後指圧痕。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部分 ヨコナデ。 含長 石石英 淡橙白色 P l lO

椀 51 5 1 3．2 5 5．8 4．2 外 面指圧痕後 ヨコナデ。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 含長 石石英 淡橙白色 P l lO

椀 51 6 13 ．2 6．8 3．9 5 外 面指圧痕後 ヨコナデ。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部 ヨコナデ。 含長 石石英 淡橙白色 P llO

椀 51 7 13 ．2 5．5 5 4 ．3 外 面 ヨコナデ後指圧痕。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部 ヨコナデ。 含長石 石英 淡黄橙白色 P llO

椀 51 8 13 ．5 5．5 4．25～4．7 外 面指圧痕後 ヨコナデ。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部 ヨコナデ。 含長 石石英 淡黄橙白色 P llO

椀 51 9 13 ．3 5．9 4．3 外 面指圧痕後ナデ。内面 コテナデ。口綾部ヨコナデ。休部接合痕あり。 含長 石石英 淡橙灰褐色 P llO

椀 52 0 12 ．8 5．2 4．2 外 面指圧痕後 ヨコナデ。内面 コテナデ。高台部分 ヨコナデ。口縁部ヨコナデ。 含長 石石英 淡橙白色 P llO

杯 52 1 13 ．6 8．9 3．3 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石 石英 明橙褐色 P llO

杯 52 2 13 ．2 5 8．6 5 3 ．2 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り 含長石 石英 明橙褐色 P 110

杯 52 3 14 ．2 9．5 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。 含長石 石英 淡橙褐色 P llO

杯 524 14 ．1 5 8 ．7 2．9 内外面 ヨコナデ占底部外面 へラ切 り。 含長 石石英 淡橙褐色 P llO

杯 52 5 13 ．6 8．6 2．9 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 明橙褐色 P llO

杯 52 6 13 ．7 9．5 5 2 ．8 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長 石石英 明橙褐色 P llO

杯 52 7 13 ．6 5 9．2 5 3 ．0 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長 石石英 淡橙褐色 P llO

杯 528 13 ．8 8．0 5 2．8 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。 含長 石石英 明橙褐色 P llO

杯 52 9 14 ．2 9．7 3．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。 含長石石英 淡橙褐色 P llO

杯 5 30 14 ．6 9．6 2．8 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 明橙褐色 P l lO

杯 5 3 1 12 ．9 9．2 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P l lO

杯 532 14 ．2 9．5 3．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ。 含長石石英 淡橙褐色 P l lO
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杯 5 33 1 4．0 9．7 3．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のパ ケ。 含長 石石英 明橙 褐色 P l lO

杯 5 34 12．9 9．2 2．85 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石 石英 明橙褐色 P l lO

杯 5 35 12．7 8．3 2．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石 石英 淡橙 色 P l lO

杯 5 36 14．35 9．7 2．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のパケ。 含長石 石英 明橙 褐色 P l lO

杯 5 37 13．0 9．2 3．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のパケ。 含長 石石英 淡橙褐色 P l lO

杯 ‾ 5 38 14．15 9．9 2．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のパ ケ。 含長石 石英 明橙褐色 P l lO

杯 5 39 14．2 9．3 3．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のパケ。 含長 石石英 淡橙褐色 P l lO

杯 540 13．9 8．8 3．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ。 含長石 石英 明橙褐 色 P l lO

杯 54 1 13．3 9．6 3．05 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板 目痕。内面不整方向のパケ。 含長 石石英 淡橙褐色 P 1 10

杯 54 2 13．75 9．4 3．15 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石 石英 淡褐色 P l lO

杯 54 3 14．45 9．5 5 2．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長 石石英 明橙褐色 P l lO

杯 544 13．45 8．3 2．4 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長 石石英 明橙褐色 P 1 10

杯 54 5 13．7 8．9 3．1 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長 石石英 明橙褐色 P l lO

杯 54 6 14．45 9．9 3．4 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長 石石英 明橙褐色 P l lO

杯 54 7 12．8 8．5 3．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長 石石英 淡橙褐色 P l lO

杯 54 8 12．75 8．6 2．6 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長 石石英 淡橙色 P l lO

杯 54‾9 13．7 9．8 3．0 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石 石英 淡橙褐色 P l lO

杯 55 0 14．1 8．2 2．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙褐 色 P l lO

杯 55 1 14．5 9．7 3．1 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙褐 色 P ll O

杯 552 13．5 8．3 3．1 内外面 ヨコナ．デ。底部外面へラ切り。 含長石石英 明橙褐 色 P ll O

杯 55 3 14．0 10．3 2．95 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄 白色 P ll O

杯 554 13．9 8．4 3．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のパケ。 含長石石英 明橙褐色 P ll O

杯 55 5 13．7 9．5 3．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ後板 目痕。内面不整方向のパケ。 含長石石英 淡橙褐色 P ll O

杯 556 12．65 8．6 2．85 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデか。 含長石石英 淡橙褐色 P ll O

杯 55 7 14．3 9．5° 3．45 内外面 ヨコナデ。底部外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡橙褐色 P 11 0

杯 558 13．45 8．5 3．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ。外面不整方向のパケ。 含長石石英 淡橙褐色 P ll O

杯 55 9 12．95 7．8 3．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のパケ。 含長石石英 明橙褐色 P ll O

杯 56 0 14．1 5 9．4 5 3．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ後板目痕。内面不整方向のパケ。 含長石石英 淡橙褐色 P ll O

杯 56 1 13．6 5 9．2 5 2．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 明橙褐色 P ll O

杯 56 2 13．9 9．5 2．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のパケ。 含長石石英 明橙褐色 P ll O

杯 56 3 13．1 8．9 2．6 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のパケ。 含長石石英 淡橿 白色 P ll O

杯 56 4 14．1 9．2 3．0～3．65 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙褐 色 P 1 10

杯 56 5 13．5 10．4 2．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石 石英 淡橙 白色 P l lO

杯 56 6 13．4 9．4 3．4 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石 石英 淡橙褐 色 P．1 10

杯 56 7 13．9 5 9．4 3．3 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石 石英 淡橙褐色 P l lO

杯 56 8 1 2．4 5 8．9 3．1 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石 石英 淡橙 褐色 P l lO

杯 56 9 ．15．2 10．55 3．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長 石石英 淡橙 褐色 P 1 10

杯 57 0 14．21 8．6 5 2．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板 目痕。内面不整方向のパケ。 含長 石石英 明橙 褐色 P l lO

杯 57 1 1 3．4 5 8．2 2．7 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板 目痕。内面不整方向の．パケ。 含長石 石英 淡橙 褐色 P l lO

杯 57 2 13．4 9．2 3．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石 石英 淡橙 色 P 1 10

杯 57 3 13．0 7．9 2．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板 目痕。内面不整方向のパケ。 含長石 石英 淡橙 白色 P l lO

杯 57 4 1 3．2 5 8．2 5 3．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のパケ。 含長 石石英 淡橙 褐色 P 1 10

杯 57 5 14．0 8．5 3．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のパケ。 含長 石石英 明橙褐色 P 1 10

杯 57 6 1 3．2 5 8．8 3．3 内外面 ヨコナデ。底部外面 ヨコナデ。 含長石 石英 明橙褐色 P l lO

杯 57 7 ‘13．9 7．1 3．7 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡樫褐 P l lO

杯 57 8 13．7 9．5 5 3．2 5 内外目ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長 石石英 淡橙褐色 P l lO

杯 57 9 13．8 8．6 3．3 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切り後板 目痕。内面不整方向のパケ。 含長 石石英 明栓褐色 P l lO

杯 58 0 14．7 9．4 3．3 5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のパ ケ。 含長 石石英 淡橙褐色 P l lO

皿 58 1 8．15 5．8 1．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡灰白色 P l lO

皿 58 2 7．2 5 5．6 0．9 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 灰白色 P l lO

皿 58 3 8．5 6．3 1．5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 灰白色 P 1 10

皿 58 4 8．7 6．6 5 1．3～1．5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長 石石英 淡橙色 P 1 10

皿 58 5 8．0 6．5 1．15～1．55 内外面ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。 含長石石英 淡橙褐色 P 1 10

皿 58 6 7．4 5 6．15 1．3 5 内外面ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P l lO

皿 58 7 9．15 6．5 5 1．6 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 ‘灰白色 P l lO

皿 58 8 9．1 6．1 1．6 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 灰白色 P l lO

皿 58 9 9．0 6．3 5 1．5～1．8 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 灰白色 P l lO

皿 59 0 9．0 6．5 5 1．5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 灰白色 P l lO

皿 59 1 7．9 5 5．9 1．2 5 内外面ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 59 2 7．6 6．7 5 1．05～1．5 内外面ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P l lO

皿 59 3 7．6 5 5．5 1．3 5 内外面ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 橙色 P l lO

皿 59 4 7．15 5．8 1．15 内外面ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 59 5 7．8 5．8 1ニ3 5 内外面ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P l lO
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皿 5 96 6 ．9 5．55 1 ．25 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙白色 P l lO

皿 5 97 7 ．55 5 ．65 1 ．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ 。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄樫 P l lO

皿 5 98 7 ．15 5 ．4 1．05 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 、含長石石英 淡橙 白色 P l lO

皿 5 99 7 ．85 5 ．4 5 1 ．4 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 6 00 7 ．6 5．75 1 ．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 ・ 6 01 7 ．25 5 ．2 0．95 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰 白色 P llO

皿 6 02 8 ．3 6．1 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙色 P llO

皿 6 03 7 ．55 5 ．7 1．1 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄灰 白色 P llO

皿 6 04 8 ．05 6 ．4 1．7 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P llO

皿 6 05 8 ．0 5．7 1．2 5 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 黄橙色 P llO

皿 6 06 7 ．7 6．2 0．9 5 内 外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P llO

皿 6 07 7 ．7 6．2 1．2 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ。 含長石石英 橙色 P ll O

皿 6 08 7 ．45 5 ．9 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P ll O

皿 6 09 8 ．1 5 6 ．7 1．3 内外面 ヨ．コナデ。底部外面へラ切り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P ll O

皿 6 10 7 ．4 5 5 ．8 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕後ナデ。内面不整方向のパケ後ナデ。 含長 石石英 淡橙色 P ll O

皿 6 1 1 7 ．5 5．8 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石 石英 淡橙 白色 P 11 0

皿 6 12 7 ．9 6．0 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡黄桂 P ll O

皿 6 13 7 ．5 5．3 1．0 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長 石石英 淡黄橙色 P ll O

皿 6 14 7 ．5 5．2 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石 石英 橙褐色 P ll O

皿 6 1 5 7 ．9 5．8 5 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石 石英 淡橙 白色 P ll O

皿 6 16 7 ．8 6．2 1．3 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡橙 白色 P 11 0

皿 6 17 8 ．0 5 5 ．7 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石 石英 淡黄橿色 P llO

皿 6 18 7 ．8 5．6 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長 石石英 黄橙色 P ll O

皿 6 19 8 ．55 6 ．6 1．2 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石 石英 黄橙色 P ll O

皿 6 20 7 ．2 5 6 ．0 1．2 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡橙色 P llO

皿 6 2 1 6 ．9 5．3 5 1．0 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長 石石英 淡橙色 P ll O

皿 6 22 7 ．1 5．2 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石 石英 淡橙色 P ll O

皿 6 23 7 ．6 5 5 ．8 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り後ナデか。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P ll O

皿 6 24 7．4 5 5 ．8 0．8～1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り後パケ後板目痕。内面不整方向ナデ。 含長石石英 淡橙 白色 P ll O

皿 6 2 5 7 ．4 5．4 5 1．05～1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙 白色 P 11 0

皿 6 2 6 7 ．5 5．5 1．1 5 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄 橙 P ll O

皿 62 7 8．1 5 6 ．1 1．1 5 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石 石英 淡橙 灰色 P ll O

皿 62 8 7 ．5 5．7 1．05～1．45 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石 石英 淡檀 色 P l lO

皿 62 9 8 ．2 6．2 5 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 黄橙色 P 1 10

皿 63 0 7．7 6．7 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄灰白色 P l lO

皿 63 1 7．8 6．2 1．15 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 63 2 7．0 5．6 1．15 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P 1 10

皿 63 3 7 ．7 5 6．1 1．4 5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 黄栓色 P l lO

皿 63 4 7．7 6．7 1．15 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 63 5 7．6 6．4 1．0 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙色 P 110

皿 63 6 7．6 6．5 1．0 内外面ヨコナデ。底部内面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙色 P 110

皿 63 7 7 ．8 5 6．7 1．15 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P l lO

皿 63 8 7 ．6 5 6．8 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P l lO

皿 63 9 6 ．6 5 4 ．9 0．95～1．3 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙色 P l lO

皿 64 0 8．2 7．0 1．3～1．65 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄橙色 P llO

皿 64 1 7 ．8 5 6．4 1．2 5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙褐色 P llO

皿 64 2 7 ．4 5 5．7 1．0～1．3 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙 白色 P llO

皿 64 3 8 ．7 5 6．4 1．5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 灰 白色 P l lO

皿 64 4 8．4 6．3 1．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P llO

皿 64 5 7．6 5．8 1．2 5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡檀 白色 P llO

皿 64 6 7 ．7 5 5 ．6 1．5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙 白色 P 110

皿 64 7 7．4 5．9 1．2 5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙 白色 P llO

皿 64 8 7．6 5．7 1．2 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙 白色 P llO

皿 64 9 7 ．3 5 5 ．5 1．15 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向めナデ。 含長石石英 淡橙 白色 P llO

皿 65 0 7 ．5 5 5 ．8 1．2 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙 白色 P llO

皿 ． 65 1 7．7 5．9 1．6 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P 110

皿 65 2 8．4 5．8 1．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英＿黄橙色 P llO

皿 65 3 7．9 6．4 5 0 ．95 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙 白色 P 11 0

皿 65 4 7 ．55 5 ．7 1．25 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のパケ。 含長石石英 淡橙 白色 P 110

皿 6 55 7 ．6 5．55 1 ．1 ．内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙色 P 110

皿 65 6 7 ．2 5 5 ．6 1．25 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡灰 白色 P ll O

皿 6 57 7 ．3 5．5 1二4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 黄橙色 P ll O

皿 6 58 7 ．3 5 5 ．25 1 ．3 内外面ヨヲナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 黄橙色 P 11 0
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皿 65 9 8．4 6．8 1．2～1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P ll o

皿 66 0 8．4 6．0 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 灰 白色 P llO

皿 66 1 8．0 6．5 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P llO

皿 66 2 7．3 5 5．0 5 1．2 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡橙色 P llO

皿 66 3 8．5 5 ． 6．0 5 1．3 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り 含長石石英 淡黄橙色 P llO

皿 664 7．0 5．6 1J2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P llO

皿 66 5 8．2 5．7 5 0．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰 P llO

皿 66 6 7．1 5 5．2 1．2 5 内外面 ヨコナデ。底部外面 ヨコナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P llO‘’

皿 6 6 7 7．5 5 6．2 1．2 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 橙色 P llO

皿 6 68 8．05 5．8 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡褐色 P llO

皿 66 9 8．4 6．4 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 暗檀色 P llO

皿 6 7 0 7．5 5 6．0 5 1．2 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙色 P llO

皿 67 1 7．8 5 6．3 5 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙色 P llO

皿 6 72 7．4 5 5．6 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 暗橙色 P llO

皿 6 73 8．1 5．5 1．5 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 淡黄橙色 P 110

皿 6 74 8．8 6．3 5 1．3 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P llO

皿 6 7 5 8．3 5．5 5 1．5 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後板目痕。 含長石石英 橙色 P llO

皿 6 76 8．2 5 6．7 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後 ナデ。 含長石石英 橙色 P llO

皿 6 77 7．35 5．4 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 暗黄橙色 P 110

皿 6 78 6．95 5．1 1．0 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄橙色 P l lO

皿 6 79 8．3 6．5 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 暗黄橙色 P l lO

皿 6 80 7．95 5．8 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄橙色 P l lO

皿 6 8 1 8．1 5．5 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄橙色 P l lO

皿 6 82 7．95 6．5 0．9～1．15 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙色 P l lO

皿 6 83 7．8 6．15 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 暗黄橙色 P 1 10

皿 6 84 7．7 6．35 1．35 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。 含長石石莱 暗橙色 P l lO

皿 6 85 7．7 5．2 1．45 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙色 P l lO

皿 6 86 7．8 5．8 1．35 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。 含長石石英 橙色 P 1 10

皿 6 87 8．1 6．1 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。重ね焼 き痕 ？ 含長石石英 黄灰白色 P l lO

皿 6 88 7．7 6．3 5 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。 含長石石英 黄橙色 P l lO

皿 6 89 8．15 6．9 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 黄橙色 P l lO

皿 6 90 8．05 7．2 5 1．25 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P l lO

皿 69 1 7．8 6．4 1．05 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。 含長石石英 黄橙色 P l lO

皿 69 2 8．0 6．35 1．55 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙色 P l lO

皿 ． 69 3 7．65 7．35 1．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄樫色 P l lO

皿 6 94 8．05 6．9 1．15 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄橙色 P l lO

皿 6 9 5 8．05 6．25 1．45 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙色 P l lO

皿 6 96 8．15 6．95 1．55～1．85 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄灰白色 P l lO

皿 6 9 7 8．65 6．5 1．55 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不方向のナデ。 含長石石英 灰白色 P l lO

皿 6 98 7．6 6．0 1．15 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不方向のナデ。 含長石石英 淡橙白色 P l lO

皿 6 99 7．3 5．4 1．25 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙白色 P l lO

皿 7 00 7．55 5．9 1．25 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 7 0 1 8．6 6．9 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケか。 含長石石英 黄褐色 P 1 10

皿 7 02 8．45 6．5 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P l lO

皿 7 03 8．由 7．3 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面 ヨコナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄橙色 P l lO

皿 7 04 8．4 5．9 1．5 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 樫色 P l lO

皿 7 05 8．7 6．4 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡檀白色 P l lO

皿 7 06 9．5 6．8 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 7 07 9．9 7．1 1．7 内外面 ヨコナデ。底部内面へラ切 り。 含長石石英 黄橙色 P l lO

皿 7 08 8．95 6．4 2．1 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のパケ。 含長石石英 灰白色 P l lO

皿 7 09 9．1 6．4 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 灰白色 P l lO

皿 7 10 8．15 6．6 1．5 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰 色 P l lO

皿 7 1 1 8．0 6．7 1．25～1．65 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P l lO

皿 7 12 7．7 6．2 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙白色 P l lO

皿 7 13 8．5 6．4 ‘1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 7 14 7．8 5．9 1．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 樫 褐色 P l lO

皿 7 15 7．75 6．3 1’．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 7 16 9．35 5．6 1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。 含長石 石英 黄 灰色 P l lO

皿 7 17 8．9 1．4 6．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石 石英 赤橙色 P l lO

皿 7 18 9．3 6．7 1．8 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石 石英 淡黄橙 P ll O

皿 7 19 9．4 7．05 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P ll O

皿 7 20 9．6 6．4 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P ll O

皿 7 2 1 9．8 7．5 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P ll O
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皿 7 22 9．9 6．9 1．6 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切り。 含長石石英 淡橙色 P llO

皿 7 23 10．0 7．4 1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後パケ。 含長石石英 樫褐色 ・ P llO

皿 7 24 9．95 6．9 1．4 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P llO

皿 7 25 10．0 7．3 1．4 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙色 P llO

皿 7 26 9．3 6．6 1．8 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P llO

皿 7 2 7 9．6 7．0 5 1．8 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙色 P ll O

皿 7 28 9．3 5 6．9 1．5 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。 含長石石英 淡橙色 P ll O

皿 72 9 9．4 5 6．4 1．7 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。‾内面不整方向のナデ。 含長 石石英 黄橙色 P ll O

皿 73 0 9．5 5 7．0 5 1．4 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙色 P l lO

皿 73 1 9．4 6．5 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 黄橙色 P l lO

皿 73 2 9．1 6．4 1．6 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄橙褐色 P l lO

皿 73 3 9．8 6．3 1．4 5 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り後ナデ。 含長石石英 黄橙色 P l lO

皿 73 4 9．4 6．8 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 黄栓褐色 P 1 10

皿 73 5 9．3 5 6．4 1．65～1．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄檀色 P l lO

皿 73 6 9．5 7．5 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面 へラ切 り。 含長石石英 暗橙色 P l lO

皿 73 7 10．3 7．4 7．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 73 8 10．0 ．7．4 1．3 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 73 9 9．3 6．3 1．55 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 74 0 10．1 7．3 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 74 1 9．1 5 7．4 7．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 74 2 9．9 5 7．2 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 74 3 9．5 6．9 5 1．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄橙色 P l lO

皿 74 4 10．1 5 7．1 1．9 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄灰色 P l lO

皿 74 5 10．3 7．1 1．9 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄灰色 P l lO

皿 74 6 10．4 6．4 1．8 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 ・含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 74 7 9．4 7．0 1．8 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙色 P l lO

皿 74 8 9．5 5 6．9 1．6～2．15 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 74 9 9．3 6．5 7．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙灰色 P l lO

皿 75 0 9．5 6．5 5 1．4 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P l lO

皿 75 1 9．5 6．4 1．6 5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄檀灰色 P l lO

皿 75 2 9．9 7．3 1．6 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケb 含長石石英 淡橙色 P l lO

皿 75 3 9．4 5 6．6 1．6～1．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙褐色 P 1 10

皿 75 4 9．5 6．8 1．65 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P l lO

皿 7 55 9．7 7．5 1．8 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P l lO

皿 7 56 9．15 6．8 5 2．2 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄灰色 P llO

皿 7 57 7．3 6．3 2．35 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後ナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙色 P llO

皿 7 58 9．2 5 6．7 1．75 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 赤橙色 P 11 0

皿 7 59 9．7 7．95 1．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P 11 0

皿 76 0 1 0．1 7．1 1．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄橙色 P ll O

皿 76 1 9．7 6．8 1．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙色 P ll O

皿 76 2 1 0．2 6．9 1．65～1．9 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄橙灰色 P －11 0

皿 76 3 9．5 6．5 1．55～1．85 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕か。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙灰色 P ll O

皿 76 4 9．55 7．05 1．4 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙色 P ll O

皿 76 5 9．5 6．5 1．8 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 1 淡橙色 P ll O

皿 76 6 9．8 5 7．9 1．3 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄栓色 P llO

皿 76 7 12．6 8．4 1．75 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄橙色 P llO

皿 76 8 9．8 7．1 1．4 5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 黄橙色 P llO

皿 76 9 10．0 7．0 1．55 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ 含長石石英 黄橙色 P llO

皿 77 0 9．2 6．8 1．55 内外面ヨコナデ。底部へラ切 り後パケ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙褐灰色 P llO

皿 77 1 9．7 6．8 1．65 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後パケ後板 目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙褐灰色 P llO

皿 77 2 13．0 7．6 3．35 内外面ヨコナデ。底部外面ヨコナデ。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P llO

皿 77 3 13．4 8．0 3．4 5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 ・ 含長石石英 橙褐色 P llO

皿 77 4 13．0 7．6 2．8 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P llO

皿 77 5 9．0 5．15 2．75 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄檀灰色 P llO

皿 77 6 8．15 4．7 2．35 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。　　　　　　　　　　 ・′ 含長石石英 橙褐色 P llO

皿 77 7 8．4 5．0 白．15 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡橙 白色 P llO

皿 77 8 7．6 5．2 4．0 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙 白色 P llO

皿 77 9 8．2 5 5．2 2．95 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙 白色 P ll O

皿 78 0 8．15 5．7 3．1 内外面ヨフナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄栓 白色 P ll O

皿 78 1 8．3 5 5．6 3．0 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙 白色 P ll O

皿 78 2 8．0 5．5 3．15 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 －淡黄橙 白色 P ll O

皿 78 3 8．2 5．3 3．2 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 淡黄橙 白色 P ll O

皿 78 4 8．6 5 5．3 5 3．4 5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橿褐色 P ll O
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高台付大皿 78 5 1 3．1 8．9 2．0 5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り後板目痕。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡黄色 白 P llO

高 台付大皿 78 6 14．4 9．6 2．7 5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。 含長石石英 橙褐色 P llO

高 台付大皿 78 7 19．0 ．10．8 5．5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙褐色 P llO

高 台付大皿 78 8 19．0 12．0 4．8 5 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 橙褐色 P llO

高 台付大皿 78 9 2 0．8 5 12二8 5．0 内外面 ヨココナデ。底部外面へラ切り後ナデ。 含長石石英 淡栓褐色 P llO

高 台付大皿 79 0 19．2 12．1 6．0 内外面ヨコナデ。底部外面へラ切 り。内面不整方向のナデ。 含長石石英 淡橙褐色 P llO

高 台付大皿 79 1 20．4 12．2 5．5 内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り後指圧痕。 含長石石英 淡黄橙灰色 P llO

鍋 79 2 30．4 － － 外面上半 ヨコパケ後ナデ。下半ナナメパケ後ナデ。口緑部ナデ。内面 ヨコパケ。 含長石石英 淡黄橙色 － P llO

鍋 79 3 30．6 － － 外面 ヨコパケ。 くびれ部指圧痕。内面ヨコパケ。 含長石石英 淡黄橙灰色 P l lO

鍋 79 4 37．3 － － 外面 タテパケ後ナデ。口縁部 ヨコナデ。内面 ヨコパケ 含長石石英 淡鈍橙色 P llO

鍋 79 5 32．9 － － 外面ナナメパケ後ナデ。口縁部ヨコナデ。内面ヨコパケ。 含長石石英 淡茶褐色 P l lO

鍋 79 6 40．0 － － 外面 タテパケ後ナデ。全体に指圧痕。口縁部内外面ヨコナデ。内面タテパケ。 含長石石英 淡橙灰色 P l lO

鍋 79 7 3 1．5 － － 外面 タテパケ後ナデ。口縁部内外面ヨコナデ。内面ヨコパケ。 含長石石英 鈍橙色 P l lO

鍋 79 8 2 7．0 － － 外面不整方向のナナメパケロ縁部ヨコナデ。 くびれ部指圧痕。内面 ヨコパケ。 含長石石英 鈍橙色 P l lO ．

鍋 79 9 22．8 － － 外面上半 タテパケ ・ナナメパケ。口縁部ヨコナデ内面へラ磨 き。内面 ヨコパケ。 含長石石英 淡黄橙色 P l lO

鍋 80 0 2 5．8 － － 外面上半 タテパケ ・ナナメパケ。口縁部ヨコナデ内面へラ磨 き。内面 ヨコパケ。 含長石石英 淡茶褐色 P l lO

鍋 80 1 2 5．0 － － 外面タテ ・ヨコパケ。口縁部 ヨコナデ内面へら磨き。内面ナナメパケ。 含長石石英 鈍橙色 P l lO

鍋 80 2 2 7．0 － － 外面ナナメパケ後ナデ。くびれ部指圧痕。内面 ナナメパケ。 含長石石英 淡黄橙色 P l lO

魚 住 担 鉢 80 3 30．0 － － 内外面 ヨコナデ。 含長石石英 灰褐色 P l lO

魚 住 担 鉢 80 4 32．7 12．4 9．7 内外面 ヨコナデ。底部外面へ ラ切 り。 含長石石英 淡灰黄色 P l lO

カ マ ド 80 5 － － － 外面タテパケ。内面 ヨコ ・ナナメパケ。 撤密 茶褐色 P l lO

カ マ ド 80 6 － － － 外面タテパケ。内面ナナメパケ後上半 ヨコパケ。 撤密 淡茶灰 色 P l lO

カ マ ド 80 7 － － － 外面ナデ、一部タテパケ。 撤 密 橙 茶灰 色 P l lO

白 磁 椀 80 8 16．0 － － 白磁の腕である。 緻密 白灰色 P l lO

白 磁 椀 80 9 － － － 白磁の観である。内外面 ヨコナデ。 撤 密 白灰色 P 1 10

白 磁 椀 8 10 － － － 白磁の椀である。外面下半へラケズリ。内面 ヨコナデ 撤 密 白灰色 P l lO

白 磁 碗 8 11 － － － 白磁の観である。内外面 ヨコナデ。 緻密 白灰色 P l lO

白 磁 碗 8 12 － 5．4 － 白磁の腕である。底部内面沈圏線が巡る。 緻密 白灰色 P l lO

白 磁 椀 8 13 － 5．2 － 白磁の腕である。底部内面沈圏線が巡る。 緻密 白灰色 P l lO

青 磁 椀 8 14 17．2 － － 同安窯系青磁腕である。外面 ヨコナデ。 撤 密 青緑色 P l lO

青 磁 椀 8 15 16．9 － － 龍泉窯系青磁観である。内外面 ヨコナデ。 撤密 青灰色 P l lO

青 磁 椀 8 16 1 5．7 5 6．4 5 4．4 龍泉窯系青磁椀である。 撤密 青灰色 P l lO

青 磁 杯 81 7 － － － 龍泉窯系の青磁の椀である内外面 ヨコナデ。 撤密 青灰色 P l lO

青 磁 杯 81 8 － － － 同安窯系の青磁の椀である。外面上半から内面 ヨコナデ。下半へラケズリ。 撤 密 青緑色 P l lO

青 磁 皿 81 9 12．6 3．9 2．9 龍泉窯系の青磁の皿である 緻密 青 灰色 P l lO

青 磁 皿 82 0 － 3．9 － 龍泉窯系の青磁の皿である 撤 密 青灰色 P l lO

青 磁 杯 82 1 ’13．5 4．7 3．5 龍泉窯系の青磁の杯である 緻 密 青灰色 P l lO

青 磁 皿 82 2 10．8 － － 同安窯系の青磁皿である。口縁部内外面 ヨコナデ。外面下半へラケズ リか。 撤 密 青緑色 P l lO

青 磁 皿 82 3 － 3．1 － 同安窯系の青磁皿である。 撤 密 青緑色 P l lO

青 磁 皿 82 4 － 3．0 － 岡安窯系の青磁の皿である 緻 密 青緑色 P l lO

黄 粕四耳壷 82 5 20．0 － － 黄軸陶器で薄胎 になる。粕下鉄彩が施され、化粧土が見 られる。 緻密 黄灰色 P l lO

白磁四耳壷 82 6 － － － 白磁の四耳壷である。 撤 密 白灰色 P 1 10

須 恵 質 硯 82 7 － － － 須恵質の硯である。同一個体と思われるが接合はしない。内外面ナデ。 含長石石英 淡灰 白色 P l lO

軒 平 瓦 82 8 － － － 包み込み技法で整形 されている。偏行唐草紋が認め られる。 含長石石英 橙灰色 P l lO
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Ⅵ近　世（図208、228）

当地が鯉山小学校の敷地となったのは明治8年のことで、それ以前は道勝寺という寺であった。道勝

寺は備中吉備津宮の社僧の1つである普賢院の末寺である。したがって検出された近世の遺構は、この

道勝寺に関わるものと考えられる。

遺構面は上下2層あり、下層の遺構を埋めて寺域を拡張している様子がとらえられた。以下、下層と

上層で検出された各遺構を説明する。

下層（図208、209、210）

C一

＿＿／

ーF A－

0　　　　1m

し早目　」

、、＼＿／

／一ノーB

図208　近世下層断面図

0　　　　　　　　　10cm

」＋→＿ト＿＿＿＋」＋ト→→」

図209　下層出土鬼瓦
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調査区西部と南東部は、0．4～0．5m程低くなっており調査区中央部は上面が平坦な段を形成している。

段の平面形は、南側に幅約9mの張り出し部をもっ凸形をしている（図210）。段上面では現代のゴミ穴

が多数掘られていることもあり、溝が検出されたのみであったが、寺関係の建物などの構造物が存在し

ていたものと推定される。調査区南東部の段斜面には部分的に角礫が並んでおり、捨石が施されていた

か、もしくは簡単な石垣が存在していた可能性がある（図210）。調査区南東部の段下部分は平坦で、深

さが約0．1mの浅い溝がいくつか検出されている。調査区のコーナー部分であるため全形は不明である

が、「コ」字形にめぐるものもある。調査区西側の一段低い平坦部には、寺域の西限を画する堀と推定

される溝14と、それに沿った小溝が検出された。また一部ではあるが、道勝寺に付属する墓も3基検出

されている。これらの墓は規則的に並んでおり、追善供養のおこなわれたことを示す木簡が付近の溝か

ら出土していることから、この墓と寺との継続的な関係が存在していたことがうかがわれる。このこと

はこの墓の埋葬者が道勝寺の檀家か、もしくは住職であった可能性を示唆している。

下層に属する遺物は、溝などから出土したもの以外は断片的で量も少ない。ただ、「慶長十四年」銘

の認められる鬼瓦の破片があり（図209）、これは溝14下層出土遺物の年代とも矛盾しない。したがって

下層の上限は、17世紀初頭と推定される。
／／十一イニラ

P140（図211）

調査区南東コーナー付近で検出された土壌で、長さ約3

m、幅約1．1mの長方形の平面形を呈する。底部南半は約0．

1m下がっており、段状になっている。断面形は箱形で、

埋土は1層である。この遺構の西側にある「コ」字形の溝

からこの遺構へのびる溝も一部検出しており、集水桝状の

遺構であった可能性がある。

遺物はほとんど検出されなかった。

土墳墓2（図212、213）

1　1‾－　「　　l二　　「

1

0　　　　1m

』土田－」一二⊇

図211　P140実測図

調査区北西部付近で検出された土墳墓で、1辺約1．4mの方形の掘り方に、長さ約1．3m、幅約1mの

木棺をすえている。掘り方の深さは検出面から約0．4mで、底部は平坦である。木棺は木質の一部が遺

存しているだけで、構造はよくわからないが、鉄釘などは出土しておらず、組み合わせ式であったこと

が推定される。木棺の内部には横臥屈葬で埋葬された人骨があり、頭部に漆の被膜が付着していること

から漆製品が副葬されていたと考えられる。この時期に副葬される漆製品は椀が多いが、これは頭部に

あることから櫛か髪飾りの可能性も推定される。他に、銅銭4枚を紐を通してつないだいわゆる六道銭

が出土した。錆で覆われているため全ては判読できないが、判読できるものは「洪武通宝」ばかりであ

る（図213）。おそらく渡来銭のみで構成されていると思われる。

墓境の上部は角礫で覆われており、その配置は比較的小さな角礫を墓境の輪郭に並べ、中央付近に上

面が平坦な長さ約0．5mの大きな角礫を置くというものである。現況では明確でないが、埋葬直後は若

干盛り上がる墳墓状をなしていたと思われる。この土墳墓の西側にある溝14の底部付近から豊島石製の

一石五輪塔や木製卒塔婆が出土しており、これらの墓標のいずれかが上に立てられていたのかもしれな

い。
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L＝3．0m
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図212　土墳墓2実測図

図214　土墳墓3実測図
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図213　土墳墓2出土遺物
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図215　土墳墓3副葬品
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図216　土墳墓3出土遺物
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土墳墓3（図214、215、216）

土墳墓2の南側に位置し、段に沿って並ぶ土墳墓群の1つである。1辺約0．7mの隅丸方形の平面形

を呈する掘り方に、1辺約0．5mの方形の木棺をすえている。掘り方の深さは検出面から約0．3mで、底

部は平坦である。木棺は木質の一部が遺存しているだけで構造はよくわからないが、鉄釘などは出土し

ておらず、組み合わせ式であったことが推定される。木棺の内部には横臥屈葬で埋葬された人骨があり、

紐え多数の銅銭を通してつないだいわゆる六道銭が出土した。これは全体が錆で覆われているため実数

はわからないが、103枚まではカウントでき、110枚前後になると推定される。中央部分で分離したため

少なくとも「洪武通宝」が含まれていることが確認された（図215）。おそらく渡来銭のみで構成されて

いると思われる。

墓境の上部は角礫で覆われており、その配置は土墳墓2ほど規則的ではなく、中央付近に比較的大き

な角礫を積み上げたようであった。角礫は墓場を検出できた面よりも0．2mも高く、当初は墳墓の頂部

に角礫を葺いていたような状態であったと考えられよう。角礫の間から鉄製品が1点出土している。こ

の土墳墓の西側にある溝14の底部付近から豊島石製の一石五輪塔や木製卒塔婆が出土しており、これら

の墓標のいずれかの上に立てられていたのかもしれない。

土墳墓4（図217、218、219）
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図217　土墳墓4実測図
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図218　土墳墓4出土遺物（1）

0　　　　5cm

』「十一」「⊇

図219　土墳墓4出土遺物（2）

土墳墓3の南側に位置し、土墳墓2と土墳墓3の間隔よりもやや

離れている。掘り方の平面形は径約0．7mの円形を呈し、深さは検

出面から約0．4m、底部は平坦である。木棺の痕跡等は検出されず、

鉄釘なども出土しなかった。また、上部には積み石などの施設は認

められなかった。内部には座葬で埋葬された人骨が認められ、足元

付近には漆の被膜が検出された。漆製品が副葬されていたと考えら

れ、元の形状はよくわからないが、おそらく碗のようなものと推定

される。他に銅銭が1枚頭骨の下付近から出土している。この銅銭

は非常に薄く、文字も認められないことから、模鋳銭と考えられる。副葬品ではないが、埋土から梵字

を文様とした軒丸瓦が出土している。この瓦は溝14の下層からも出土していることから、「慶長十四年」

銘の鬼瓦とともに道勝寺の瓦に用いられたものと考えられる。ただ、この瓦が土墳墓の埋土に入るとい

うことは、当初の建物がある程度老朽化してきた時点、つまり慶長十四年よりも比較的時間を隔てた頃
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に掘られたことを示しているとも考えられる。調査区で検出された3基の土墳墓のうち、副葬された銅

銭の数が最も少なく、掘り方の平面形も円形である土墳墓4が、土墳墓2、3よりも後につくられたと

考えられる。

溝6（図220、221）

0　　　　　5cm

Lj－i H■

図221溝6出土遺物

O l m

L」Ⅱト」

図220　溝6実測図

段状遺構の上面で唯一検出された遺構で、南北方向に流れる

小溝である。幅約0．3m、深さ約0．2mで、段の方向とほぼ一致す

る。

遺物はあまり含まれておらず、土師質土器の皿が2点出土し

たのみである。2点とも底部は糸切りで、薄手である。

L＝2．7m

A一＼＿′一一一一B

C一＼＿／一D

0　　　　1m

♭…！＿＿」

図222　溝9実測図

溝9（図222）

調査区西側で検出された遺構で、南北方向に流れる小溝である。幅約0．4m、深さ約0．2mで、北端部

は径約0．5mの不整円形の窪みとなっている。またこの窪みの東側には小規模な段が認められ、段差は0．

1m未満である。

遺物は、土師質土器の小片が3点出土したのみである。

溝14下層（図208、210、223、224、225、226、227）

調査区西端を南北方向に流れる溝で、道勝寺の西側を画する堀と推定される遺構である。西岸につい

ては調査区外へ出るため不明で、南側についても上層の溝と重複するためよくわからないが、南側の配

管部分の調査区では東西方向の近世の溝は検出されておらず、上層で検出した南限の堀と同じ位置にあっ

た可能性が高いと恩われる。そうすると、当調査区は道勝寺の南西部コーナー付近に相当していること
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図223　溝14下層出土遺物（1）

が推定される。溝幅は1．2m以上、深さは約1mである。埋土は7層確認されたが（図6）、基本的には

序々に埋没したことを示す下層と、この溝を整地するため一気に埋めた上層に分けられる。

下層から出土した遺物は、それ程多くない。備前焼の摺鉢片が2点、備前焼の壷片が2点と、唐津焼

系の椀（3）1点、小壷（7）1点、天目茶椀（4）1点、瓦質の火鉢（10）1点がある。碗（3）は元

和元年（1615）以前のもので、小壷（7）は俗に朝鮮唐津といわれているもので、藁灰粕と鉄和とを用

いているものである（1）。これらは、下層から出土した備前焼の年代ともそれ程矛盾しないようである。

瓦は出土量が比較的多い（図224、225）。軒丸瓦類は文様部分が摩滅しているためやや不鮮明となっ

ているが、平安時代末頃のものと推定され、岡山市福谷の木蔵神社で出土したものとよく似ている。木

蔵神社から出土した軒丸瓦に伴う軒平瓦は、主茎の先端が蕨手状に3本分岐する唐草文で、平安宮民部

省からも同じものが出土している。11世紀末から12世紀前半頃に備中国から平安京へ搬入された瓦の1

種とされている。この軒平瓦は倉敷市亀山窯で認められ、備中西部で焼かれていたことは確実である。

また、同じモチーフの軒平瓦が吉備中山山頂部に位置する八徳寺や岡山市一宮の小丸山遺跡からも出土

しており、この種の瓦は吉備中山周辺で比較的多くみられる傾向がある。しかし、同種の軒平瓦は吉井

川西岸部にも分布しており、備中地域に限定して流通していたものではないようである。瓦そのものが

移動していたのか、瓦工人が瓦花と共に移動したのかはよくわからないが、それぞれの文様のモチーフ

が分布する地点により若干異なっており、後者の可能性が高いように恩われる。

軒丸瓦類は梵字のキリーク（阿弥陀如来）を文様としたもので、巴文の軒丸瓦よりもやや小ぶりであ

る。同じく梵字のキリークを文様とした軒丸瓦が倉敷市の日差山廃寺で出土しているが、これには界線

があり珠文も大きいことから、当瓦よりも古相を示していると考えることができるがこ両者は同じ文様

系譜上にあると恩われる。

軒丸瓦類は巴文で、巴の頭部が分離していないため中世的な感じを受けるが、内面の小引きはいわゆ

る「小引きB」であり、この種の軒丸瓦は慶長十七年（1612）に再建された吉備津宮御釜殿の軒丸瓦に

同じものが認められ（2）、同溝下層から出土している唐津焼や備前焼の年代とほぼ同じと考えてよいよ
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図224　溝14下層出土遺物（2）

うである。瓦頭部の直径は13．0cm、全長は28．4cmである。文様区の径は9．8cm、同深さ0．65cm、文様は左

巻三巴の周囲に径0．6cmの珠文を16個配す。巴文の径は7．2cmで、文様区のうち巴文の占める割合は54％、

瓦頑厚は1．5cmである。

軒平瓦は2種類ある。中央に宝珠があり両脇に唐草文が延びるものと、「南無…」を文様としたもの

である。後者はやや小ぶりで、梵字を文様とした軒丸瓦とセットになるものと恩われ、軒丸瓦の種芋と

の関係から「南無阿弥陀仏」となっていたと推定される。上層から出土している軒平瓦は、同じものが

吉備津宮御釜殿で認められ、出土層位は異なるものの、確実に軒丸瓦類とセット関係になる。瓦のなか

には火を受けた痕跡の認められるものもあり、道勝寺は部分的に火災を受けたことがあったのかもしれ

ない。
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図226　溝14下層出土遺物（4）

木製品は3点あり、漆塗りの重箱の一部と、卒塔婆、木簡がある。漆塗りの重箱は黒漆の下地に朱漆

で草花文を描いている。一部のみ端部が生きており、その部分の内側0．3皿のところに幅0．6皿で溝状に

漆が認められない部分がある。おそらくこの部分に他の部材が接合されていたと思われる。

卒塔婆は幅3．6cm、長さ24．3皿以上で、厚さは片側の方が0．6cm、もう一方が0．27cmである。穿孔は認

められない。頭部から約3cm下がった位置に、金剛界五仏の最初にあたる梵字のバン（大日如来）の墨

書が認められる。邑久町の助三畑遺跡で出土している応永三十日年（1423～1427）銘のある卒塔婆と比

較すると、当例の方が頭部五輪塔形が不明瞭で、ただ刻みを施すことによって五輪塔の輪郭を表現しよ
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うとしている様子がうかがわれる。岡山市百聞川米田遺跡で出土

した永正五年（1508）銘の大般若転読札と伴出した卒塔婆は、頭

部の先端が三角形で刻みも浅くなっており当例と形態的には似て

いる。これらの特徴は、木製卒塔婆の型式変化の一端を示してい

るのかもしれない。木製卒塔婆の一般的な使用形態としては『餓

鬼草子』にみえるように、墳墓の上部に立てられていたもので、

年忌供養の際に造立したとされている。また一方、室町時代以降

盛んにおこなわれるようになった、卒塔婆を川や溝に流して死者

の供養をおこなう流し塔婆や「流水港頂」にも用いられていたと

される。今回出土した卒塔婆がどちらに用いられたのかははっき

りしないが、付近に墓が存在することや、その墓に立てられてい

たと考えられる石製五輪塔が同じ溝から出土していることから、

この卒塔婆もそれらの墓の上に立てられていたと考えることがで

きるのかもしれない。しかし、埋墓の付近で流し塔婆や「流水濯

頂」がおこなわれたと考えることもできるように恩われる。

木簡は長さ25．2皿、幅3．2皿で、厚さは0．15cmと非常に薄いもの

0　　　　10cm

』±⊇

／

図227　溝14下層出土遺物（5）

である○表には「修福院右志者為正泉禅定門忌也　敬白」と書かれており、裏には「有力（地蔵菩

薩）　　中十六」と書かれている。明確な日付が書かれていないものの、内容は板碑などの刻まれて

いる銘文と類似しており、追善供養をしたことを記しているようである。この供養の具体的な内容につ

いては、溝14から出土したような五輪塔を造立したのか、あるいは何らかの法要を営んだのかは不明で

ある。ただ、墓群にすぐ近接した位置で出土していることから、これらの墓のいずれかに対しておこな

われたということが推定される。このことから、これらの墓と道勝寺との関係が継続的なものであった

ことを示しており、この墓の埋葬者が道勝寺の檀家か、もしくは住職であったことが推定される。

石製品は1点ある。豊島石製の一石五輪塔で、長さは0．5m、基底部の幅は0．13mで断面形は方形で

ある。宝珠部と受花部と笠石部は一部欠損している。銘などは認められない。溝14下層の埋土をみるか

ぎり、それ程水が流れていたとは恩われず、この五輪塔が自然に近い形で埋没したとすると、当初は出

土地点に最も近い位置にある土墳墓2もしくは3の上部に立っていたと患われる。

上層（図228、229、230、231、232、233）

下層の遺構を埋めて上層の遺構が形成されている。道勝寺の西限を画する堀と推定される溝14が埋め

立てられていることから、ある程度寺域が拡張されたことが推定される。南限を画する溝については、

おそらくこの時期に石垣が施されたと考えられる。しかしこの石垣は、明治8年に創立された鯉山小学

校の敷地として造成された際にほとんどの石は抜かれており（図229）、わずかに基底部の石が14個と、

裏込めの小礫が残っているだけである。捨石の出土レベルや検出面から考えて、残存している石垣の石

材と大体同じ大きさで石垣が構成されていたとすると、少なくとも2段は存在していたと思われる。調

査区南東コーナー付近には段状遺構があり、上層遺構に伴う段状遺構を埋める過程で、新たにより小規

模な段を形成したようにみえる。段下部西側については、小礫を捨石状に施し、北側には列石状の角礫

が検出されていることから小規模な石垣が存在していたのかもしれない。ただ、南側と東側が調査区外
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10cm

L＿　＝　！　！　！‥二」

へ出るため全体の形はよくわからないが、捨石が「コ」字状になるこ

とから、段状遺構ではなく長さ6m以上、幅約3mの長方形をした水

溜まり状の遺構であることも推定される。

上層に属する遺物は、溝14の上層からとP307からある程度まとまっ

て出土している。17世紀後半の遺物は、伊万里焼染付の皿（11）であ

る。18世紀後半に属する遺物は、伊万里焼染付（15）、椀蓋（12）と

唐津焼の徳利（14）がある。19世紀の遺物は、伊万里焼染付の椀（13）、

図233　近世上層遺構面　（16）、（17）、徳利（18）と灰和の台付灯明受皿（21）と備前焼摺鉢

（19）、灯明皿（20）がある。17世紀後半の遺物は1点だけで、18世紀に属する遺物から量的に増えてく

る傾向があり、上層の形成された時期が18世紀後半頃であることが推定される。道勝寺の境内に存在し

た「妹尾太郎兼康の墓所」には周囲に石の玉垣をめぐらせ、正面の石段の脇に「当寺けい内にせ乃太郎

か禰や寸のは可志よあり」の石標があり、安永八年（1779）銘がある。この石標は観光案内的なもので

あり、石の玉垣との関係はよくわからないが、両者はそれ程隔たった時期のものではないと思われる。

18世紀後半に寺域を拡張したことに伴うか、もしくはその直後に「妹尾太郎兼康の墓所」といわれてい

る宝筐印塔の周囲も整備されたものと考えられる。陶磁器の他に土師質土器の小皿（22）も出土してい

る。この小皿は焼成後に2カ所穿孔されており、底部内面には「トリノ年」の墨書が認められる。近世

の寺における信仰形態の一端を具体的に示す遺物である。

上層から出土した瓦の大半は平瓦であるが、軒丸瓦、軒平瓦も若干出土した（図232）。軒丸瓦は、瓦

頭部の直径12．6cm、文様区の径9．6cm、同深さ0．5皿で、文様は右巻三巴の周囲に径1．2cmの珠文を12個配

す。巴文の径は5．2cmで、文様区のうち巴文の占める割合は34％、瓦頑厚は2．2cmである。内面にはタテ

方向のタタキ痕が認められる。焼成は比較的堅緻で燻化されており、色調は灰色から黒色を呈する。巴

文がやや大きいものの、その他の特徴は岡山城二の丸出土の19世紀の軒丸瓦とよく似ており、この軒丸

瓦の時期も同期のものと恩われる。軒平瓦は、下層で若干

触れたが、慶長十七年（1612）に再建された吉備津宮御釜

殿に用いられた軒平瓦と同じであり、下層に用いられた瓦

を転用した可能性が推定される。この軒平瓦と同じ文様モ

チーフをもっものが、岡山市高松の浄土寺や同市高松の高

松城、笠岡市の神護寺などにある（。）。

この他に寛永通宝が2枚出土しており、径2．3cm、穿の

1辺0．4cmで字体は同じである。背銘はない。

P307（図234、235）

調査区南西付近で検出された。西側は調査区外へ出るた

め全形はわからないが、幅約2．8m、長さ3．9m以上の長方

形をした平面形が推定される。検出面からの深さは約0．5

mである。この遺構は溝14を埋めた造成層を切っており、

寺域拡張の後に掘られていると考えられ、下層造成時期の

下限の時期を示すものである。
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遺構と遺物

＿i至宝昌∵l

三二二葦

図235　P307出土遺物

埋土中には陶磁器、土師質土器、瓦が多数出土した。砥石も2点出土している。それらは全て破片で

あり、この遺構がゴミ穴であったことを推定させる。瓦の大半は平瓦であるが、軒丸瓦も2点出土して

いる。巴文については溝14上層のものと同一で、菊花文のものについては燻化されており、胎土などに

ついても巴文のものと似ている。

この遺構の時期は、出土した陶磁器類から19世紀と考えられる。

注1大橋康二氏よりご教示を得た。

2　乗岡実氏よりご教示を得た。

3　注2
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出土土器観察表

器　　 形 土器
法　　 量 （皿）

形　 態　 ・　 調　 整　 手 1 法　 の　 特　 徴 胎　 土 色　 調 遺構
番号 口径 底径 器高

皿 1 9．25 5．75 1．5～1．9 内外面 ヲコナデ。底部外面糸切 り。 含長 石石英 淡橙灰色 溝 9

皿 2 9．25 5．85 1．65 内外面 ヨコナデ。底部外面糸切 り。 含長石石英 淡橙灰色 溝 9

椀 3 1 2．45 4．4 7．0 唐津の灰軸碗である。高台部分無粕。胎土 は暗赤色である。 暗緑色 溝14下層

椀 4 － 4．0 －
内外面 に鉄粕を施す天目茶碗である。高台は蛇の目高台で無粕。16C 前半。 淡茶褐 色 溝14下層

摺 鉢 5 22．8 － － 備前焼の摺鉢である。 溝14下層

摺 鉢 6 － 11．6 － 備前焼の摺鉢である。 溝14下層

小 壷 7 － 4．6 － 胴部底部に藁灰粕肩部に鉄軸を施す朝鮮唐津である。ひも作 り。胎土淡赤色。 暗褐色‡灰白色 溝14下層

・＝ヒ重富 8 － 16．4 － 備前焼め壷である。外面左回 りのへら削 り。内面 ヨコナデ。 含長石 石英 淡灰褐色 溝14下層

＝量ご雲E 9 － 9．2 － 備前焼の壷である。内外面 ヨコナデ。底部外面の↑ラ記号。 含長石石英 赤褐灰 色 溝14下層

火 鉢 10 14．2 1 1．3 5．0 瓦質の奈良火鉢である。内外面 ヨコナデ。外面 に梅花の連続 したスタンプ紋。 黒灰色 溝14下層

皿 11 － 6．5 － 染付の小皿である。見込は牡丹唐草紋。高台内一重方形内に寿か。 溝14下層

蓋 12 8．9 5．2 2．5 染付の碗蓋である。外面は銀杏 と松紋。見込みにも施紋。高台内銀杏紋。 溝14上層

・椀 13 12．8 6．9 7．0 染付の広東椀である。外面 は山水紋。 溝14上層

徳 利 14 － 7．8 － 唐津系徳利である。外面は回転刷毛 目。底部外面内面は鉄粕。内面 は無軸。 溝14上層

皿 15 12．．0 7．7 2．7 染付の小皿である。内面は松竹梅紋外面唐草紋。高台は蛇の目凹凸高台。 溝14上層

碗 16 10．9 6．8 6．5 染付の椀である。外面 は草花紋 （蘭か）。広東椀である。 1 9 C 伊万里。 溝14上層

椀 17 9．5 3．5 5．5 染付の腕である。外面 は網 目状に区切り中に草花紋。見込にも草花紋。 溝14上層

徳 利 18 2．5 － － 白磁の徳利である。内面は口縁部を除いて露胎。器形 はいわゆる 「白鳥」である 淡灰 白色 溝14上層

摺 鉢 19 － － － 備前焼の摺鉢である。19C 明茶褐色 溝14上層

灯 明 受 皿 20 6．9 1．7 0．95 備前焼の灯明受皿である。口縁部内外面から内面はナデ。外面はケズ リ 18C 後半 明茶褐色 溝14上層

台付灯明受皿 21 6．9 5．0 4．5 灰軸の台付灯明受皿である。京 ・信楽系である。底部 ・内面 は無粕。 灰黄 白色 溝14上層

皿 22 8．0 5．2 1．6 土師質の灯明皿。内外面 ヨコナデ。底部外面へラ切 り内面とりの年の墨書あ り。 溝14上層

台付灯明受皿 23 9．0 4：4 1．25 備前焼 の灯明受皿である。外面へラ削り。内面 ヨコナデ。底部外面糸切 り。 暗赤褐色 P 307

台付灯明受皿 24 8．8 3．3 1．1 備前焼の灯明受皿である。外面へラ削り。内面 ヨコナデ。 赤褐色 P 307

香 炉 25 1 0．0 － － 青磁の香炉である。内面は口縁部を除き露胎。脚部下半 も露胎。 淡黄青色 P 307

椀 26 5．9 5．4 6．0 染付の広東椀である。外面 は花紋。見込にも施紋。 P 307

椀 27 1 0．2 4．5 5．4 染付の端反り椀である。外面は樹木と筍の紋様。見込も樹木紋。口縁内部に波紋。 P 307

仏 花 瓶 28 － 8．0 － 備前焼の仏花瓶である。内外面 ロクロナデ。胴部二箇所 に獅子面の耳を貼 る。 暗赤褐色 P 307

椀 29 － 5．1 － 染付の広東腕である。外面 は山水紋。1見込 には波紋 と思われる施紋。19C P 3 07

摺 鉢 30 － － － 備前焼 の摺鉢である。 橙赤色 P 307

（草原）
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第Ⅳ章　　　貝　類　の　分　析

はじめに

今回報告するものは、住居址－3と呼ばれる弥生時代中期中葉の住居址内に投棄されていたものである。

出土した貝類の種名表

軟体動物部門　Phylum Mollusca

腹足綱　Class Gastropoda

中腹足目　Order Mesogastropoda

タニシ科　Family VivIParidae

オオタニシ　Cipangopaludina］aPOnica

カワニナ科　Family Pleuroceridae

カワニナ　Semisulcosplra bensoni

ウミニナ科　Family Potamididae

へナクリ　Certhideopsilla clngulate

フトへナタリ　Cerithidea rhizophorarum

新腹足目　Order Neogastropoda

アクキガイ科　Family Muricidae

アカニシ　Rapana venosa

柄眼目　Order Stylommatophora

オカチョウジガイ科　Family Subulinidae

オカチョウジガイ　Allopeas Kyotoense

二枚貝綱　Class Bivalvia

フネガイ科　Family Arcida

ハイガイ　Tegillarca granoza

シジミ科　Family Corbiculidae

ヤマトシジミ　Corbicula japonica

イタボガキ科　Family Ostreidae

マガキ　Crassostrea glga

1．分析方法

ここで扱う貝類は、周囲の住居址埋土とともに取り上げた資料を、3mmと1mmのふるいを使って水洗

選別し、更に残ったものをガーゼにて水洗選別を行ない、ルーペを使用してピンセットにより採集した

ものである。
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名　称
ヤマトシジミ

ハイガイ

へナタリ
カワニナ

オオタニシ

フトへナタリ

マガヰ

アカニシ

個　数
937

1

3

5

2

1

2

名　称

ハイガイ

へナタリ

カワニナ
マガキ

オオタニシ
アカニシ

フトへナタリ

1

3

5

2

2

2

1

70

63

56

49

42

35

28

21

14

4

0 ．・．Y．・：．・′：・．・．ヽ’．’．．l
t．°°°td一・：′・ヽ
．－．－．‘′．、．′．．lt．tltt ．・．・：・

11111　2　2　2　2　2

5　6　7　8　9　012　3　4

2　2　2　2　2　3　3

5　6　7　8　9　01

3　3　3　3

2　3　4　5

総数2∞個体分（全体の2．93％）　　　　　　　　　　（cm）　　亘一白48

∝）

封

48

42

36

：氾

24

18

12

6

0 ′′ノ．．°、▼°一4．1 ltt°eht．°l
111112　2　2　2　2

5　6　7　8　9　012　3　4

2　2　2　2　2　3　3　3　3　3　3

5　6　7　8　9　012　3　4　5

総数150個体分（全体の7．50％）　　　　　　　　　（cm）　　p－1487

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

．°、、．°°．°．．．°°：・：・：く′．．tl、．‘′Jh’ノー．．．°‘°°．1．°etlptJtt°°tt、．°－
°Jtt．．′－．．．．．．．．ノ
°1°°°°°ン：・：・：°°°h一′°°
．41°°°°°　t．．．′．一°．1°．e
°一p、e′．．．．．pe°°．t°‥　芸琵t．．．te．．11111111112

01　2　3　4　5　6　7　8　9　0

2　2　2　2　2　2　2　2　2　3

12　3　4　5　6　7　8　9　0

総数28・5個体分（全体の3・04％）　　　　　　　　　（cm）　　謹一台

（表－3）
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2．吉野口（鯉山中）遺跡出土の

貝類の特徴

吉野口（鯉山）出土貝類はヤマトシジミ

が98．32％を占める（表－1）。従って当遺跡

の員採取のテリトリーは砂泥底の河口潟湖

が大半を占めていたと恩われる。ヤマトシ

ジミ以外の貝類に関しては、内湾汽水域に

棲むウミニナ類及び、内湾海水域に棲むマ

ガキ等も、ここではわずかに2個体あるい

は断片しかみられないため、採取テリトリー

内に潮間帯の部分は殆ど含まれていない事

を推測させる。オオタニシ、カワニナといっ

た淡水性の貝類も個体数は合計して7個体

に過ぎず、採取テリトリー内に淡水域もあ

まり含まれていなかったことが考えられる。

（表－2）

表－3は当遺跡および吉備東山遺跡出土

のヤマトシジミの殻長度数分布表である。

これを見ると吉野口遺跡は、1．3cmから2．1皿

にかけてに集中する傾向が見られる。住－

3出土のヤマトシジミは吉備東山遺跡の2

地点のものに比べて破損の度合が大きく、

サンプル数が少ないものの見た限りにおい

て度数分布表と同様の印象を持った。

このグラフから、以下のような吉野口遺

跡におけるヤマトシジミ採取状況の特徴が

読み取れる。

第一に吉備東山遺跡の2地点に比べてグ

ラフのピークがかなり左に偏ってみえ、ま

た最小サイズが1．3cmであり、かなり小さな

個体まで採取していた事がよみとれる。

第二に、このグラフには、吉備東山遺跡

の2地点のものに比べて明確などークが認

められない。ピークには1．5cmと1．7皿、1．8cm

があるが、2．0cmの所にも小さなピークが認

められ、このことから、住－3の員採取状

況は上記の2地点のものに比べて大きさに

とらわれず、採取したことがよみとれる。



貝類の分析

第三にこのグラフの形状は、吉備東山遺跡のものほど明確などラミッド型を呈さず、むしろ右下がり

の形状を呈する。この形は自然状態での年齢個体数を表わす、右下がりのグラフに似ていることから、

住－3のヤマトシジミの採取方法は何らかの形で自然状態のままのヤマトシジミの群集を捕獲しそのま

ま持ち帰ったことがよみとれる。

以上の事から、吉野口遺跡のヤマトシジミの採取方法は、サイズに選択性がみられず、その度数分布

が自然状態での個体数にやや近いと恩われることから、ヤマトシジミの群棲する部分を泥と一緒にすく

いあげるといった採取方法がとられたと考えられる。

3．各地点の員採取場の環境

今度は、周辺に存在する遺跡から出土した員と比較し、そのデータから周辺の古環境を復元してみた

いと思う。

吉 野 口 P 9 4 8 P 1 4 8 7 加 茂　 B 吉 備 東 山 ＊（1）

ハ　 イ　 ガ　 イ 6 ． 2　5 5 6 ． 9 6 5 8 ． 5 6 2 2 ． 7 6 5 9 ． 6 2

マ　　　 ガ　　 キ 1 2 ’． 5 1 ． 2 7 2 7 ． 0 3 6 4 ． 3 0 6 ． 9 2

ウ　 ミ　 ニ　 ナ　 科 2 5 ． 0 3 6 ． 0 7 1 4 ． 4 1 1 0 ． 2 1 2 8 ． 0 8

’ア　 カ　　　　 シ 1 2 ． 5 0 0 0 ． 2　9 0

オ　 オ　 タ　 ニ　 シ 1 2 ． 5 5 ． 7 0 1 ． 1 9 3 ． 4 6

カ　 ワ　 ニ　 ナ 3 1 ． 2　5 0 0 1 ． 2 5 1 ． 9 2

吉 野 口 P 9 4 8 P 1 4 8 7 加 茂 B 吉 備 東 山

淡　　　　　 水 4 3 ．7 5 5 ．7 0 2 ．4 4 5 ．3 8

汽 水 ～　 海 水 5 6 ．2 5 9 4 ．3 1 0 0 9 7 ．5 6 9 4 ．6 2

ヤ　 マ　 ト　 シ　 ジ　 ミ そ　　　 の　　　 他

吉　　 野　　 口 9 3 7　　 （9 8 ．3 2 ） 1 6 ‘　 （ 1 ．6 ・8 ）

P　　 9　　 4　　 8 6 8 1 7　　　 （9 7 ．7 3 ） 1 5 8　　　 （ 2 ．2 7 ）

P　 1　 4　 8　 7 1 9 9 8　　　 （9 5 ．2 7 ） 9 7　　　 （ 4 ．7 3 ）

加　　 茂　　 B 2 1 5 4 8　　　 （8 6 ．9 0 ） 3 7 2 4　　　 （1 3 ．1 0 ）

吉　 備　 東　 山 8 8 1 5　　　 （9 7 ．1 3 ） 2 5 5　　　 （ 2 ．8 7 ）

吉　　　 野　　　 口 P　　 9　　 4　　 8

ヤ マ ト　シ　ジ　 ミ 9 3 7　　 （9 8 ．3 2 ） 6 8 1 7　　 （9 7 ．7 3 ）

ハ　 イ　 ガ　 イ 1　　 （　 0 ．1 ） 9 0　　　 （ 1 ．2 5 ）

マ　　　 ガ　　 キ 2　　　 （ 0 ．2 1 ） 2　　 （ 0 ．0 3 ）

ウ　 ミ　 ニ　 ナ　 科 4　　 （ 0 ．4 2 ） 5 7　　　 （0 ．8 2 ）

ア　 カ　　　　　 シ 2　　　 （ 0 ．2 1 ） 0　　 （ 0 ．0 0 ）

オ　 オ　 タ　 ニ　 シ 2　　　 （ 0 ．2 1 ） 9　　　 （　 0 ．1 3 ）

カ　 ワ　 ニ　 ナ 5　　 （ 0 ．5 2 ） 0　　　 （　 0 ．0 0 ）

そ　　 の　　 他 0　　 （‘ 0 ．0 0 ） 0　　　 （　 0 ．0 0 ）

P　 1　 4　　 8　　 7 加　　　 茂　　　 B

ヤ マ ト　シ　ジ　 ミ 勺　 1 9 9 8　　　 （9 5 ．2 7 ） 2 1 5 4 8　 （8 6 ．9 0 ）

ハ　 イ　 ガ　 イ 6 5　　　 （　 3 ． 1 0 ） 7 0 9　 （ 2 ．8 6 ） －

マ　　　 ガ　　 キ 1 6　　　 （　 0 ． 7 6 ） 2 0 0 3　 （ 8 ．0 8 ）

ウ　 ミ　 ニ　 ナ　 科 1 6　　　 （　 0 ．7 6 ） 3 0 8　 （ 1 ．．2 8 ）

ア　 カ　　　　　 シ 0　　　 （　 0　　 ） 9　 （ 0 ．0 4 ）

オ　 オ　 タ　 ニ　 シ 0　　 （ 0　　 ） 3 7　 （ 0 ．1 5 ）

カ　 ワ　 ニ　 ナ 0　　　 （　 0　　 ） 3 9　 （ 0 ．1 6 ）＊（2）

そ　　 の　　 他 0　　 （ 0　　 ） 1 3 2　 （ 0 ．5 3 ）＊（。）

（）内は％
ー167－



第Ⅳ章　貝類の分析

吉 備 東 山　 ＊（5）

ヤ マ ト　シ ジ　 ミ 8 8 1 5　 （9 7 ．1 3 ）

ハ　 イ　 ガ　 イ 1 5 5　 （ 1 ．7 1 ）

マ　　　 ガ　　　 キ 1 8　 （ 0 ．2 0 ）

ウ　 ミ　 ニ　 ナ　 科 7 3　 （ 0 ．8 0 ）

ア　 カ　　　　 シ 0　 （　 0　　 ）

オ　 オ　 タ　 ニ　 シ 9　 （ 0 ．1 0 ）

カ　 ワ　 ニ　 ナ 5　 （　 0 ．0 6 ）

そ　　 の　　 他 0　 （ 0　　 ）

（）内は％

津寺遺跡西川調査区

袋状土壌－8

種　　　　 類 個　 数 ％

ヤ マ ト　シ　ジ　ミ 3 3 9 7 0 ．6 3

ハ　 イ　 ガ　 イ 1 4 1 2 9 ．3 7

袋状土壌－81

種　　　　 類 個　 数 ％

ヤ マ ト　シ ジ　ミ 1 7 2　0 9 0 ．5 7

ハ　 イ　 ガ　 イ 8 8 4 ．6 3

カ　　　　　　 キ 9 1 4 ．8 0

袋状土壌一107

種　　　　 類 個　 数 ％

ヤ マ ト　シ　ジ　ミ 1 0 7 1 0 0 ．0 0

津寺遺跡西川調査区（統合）

種　　　　 類 個　 数 ％

ヤ マ ト　シ　ジ　ミ 2 1 6 6 8 7 ．1 3

ハ　 イ　 ガ　 イ 2　2 9 9 ．2 1

カ　　　　　　　 キ －9 1 3 ．6 6
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≡山陵部

図236　遺跡位置図

表－4のデータから足守川を中心

とする平野の東側では員採取するテ

リトリー内の潮間帯の占める重要性

がほとんどなく、西側ではある程度

の重要性を持っという現象が認めら

れる。この現象が起こった理由とし

て2つの要素が挙げられる。

一つ目の要素として地形の影響が

挙げられる。すなわち、員を採取す

る場所がすくなければ、それだけ潮

間帯の貝類のパーセンテージが増え

るという考え方である。

津寺遺跡西川調査区から吉野口遺

跡にかけての足守川周辺の平野部に、

現在の標高を書き入れてみると、標

高3m以下の地点は平野部の東側に

多く、特に標高2．5m以下の点は、

山陽新幹線から北側では吉備団地と

小西の集落の問を抜け宮内の集落に

向けて、平野の東端の山際に沿って

谷状にのびている事がわかる。現在、

小西の集落の南東と新幹線を越えた

南側に用人といった地名が残ってお

り、ここを河口として先述の谷状

にのびる地形の部分を流れる河道

があったのであろう。（図237）

日下雅義民は「…沖積世になっ

て、海は山陽新幹線の北まで侵入

したが、津寺付近にまで達するこ

とはなかった。せいぜい図1に

「吉備津」と記した付近まてであろ

う。当時の足守川の河口は、この

あたりにあり、深い入江をっくっ

ていたらしい。…」と指摘してい

る。＊（6）縄紋中期の矢部貝塚（矢

部奥田遺跡）は、上記の弥生貝塚

が形成された時期とは若干のずれ

があり、弥生中・後期の海岸線は



貝類の分析

河川の沖積作用によって若干移動していたであろうが、大きな変化は無かったと思われる。

吉備津から、川人にかけての弥生時代の遺跡の分布をみてみると（図236）、平野東端の山麓にある吉

備東山遺跡の存在する散布地は、山麓にしがみつくように存在し、その南西にある現在の小西の集落を

含む川入遺跡から西側には、平野の中に西端の山際までいくつかの遺跡が点々と続いている。そして現

在標高の最も低い、吉備東山遺跡と川入遺跡の問にはなにも存在しない。．このことからすくなくとも

弥生時代にいたってもこの谷状の部分には人が住まない環境＝水があったと考えられる。吉備東山遺跡

と川入遺跡との問に谷状の部分にかつて足守川の流れのひとつが入り込んでいたことは間違いなく、こ

の谷状の地形の部分は細長い湾になっていたと推定できる。

当時の海岸線が山陽新幹線のやや北側まで入り込んでいたと仮定しそれをコンターで表現すると（図

1km

専　遺跡の範囲

海岸線（推定）

冊　山陵部

図237　吉備東山遺跡周辺の微地形

237）大体1．5から1．6mのあたりになると考えられる。図237の南の影をっけた部分は標高1．6m以下の部

分であるが、これが当時の海岸線の可能性を示すと恩われるものである。図237では一部分しか表われ

ていないが、この周囲で当時の海岸線と仮定した標高1．6mのコンターがこの部分程北側へ入りこんで

いる部分はない。この内湾を旧足守川の河口域とするならば何本もの支流をもっていたと考えられる足
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守川のなかで最も大きな河口域でありそこにヤマトシジミの群棲地があったことが想像される。

吉備東山遺跡および吉野口遺跡がヤマトシジミに対する依存度が高いのは、テリトリー内に大きな河

口域を抱えていたためであり、すなわち各遺跡の相違は、集落における員を採取する場所のヤマトシジ

ミの群棲地たる河口域の広さの差と考えられるのである。

二つ目の要素として挙げられるのは、員を採取するテリトリーに対する影響力の差という点である。

ここに挙げた4地点の貝塚には、さまざまなものがあり特に加茂遺跡の規模は際立ったものがある。

吉備東山遺跡や吉野口遺跡等の貝塚は、土層断面図でみるかぎり投棄したあとにはすぐ土をいれてお

り、恒常的に貝殻を捨てていたわけではなくむしろ短期間あるいは日常的に消費したものを投棄したも

のと考えられる。加茂B遺跡の貝塚を同じ性格のものと仮定するならば、他の貝塚程度の重量の貝殻を

数100回程度捨てれば物理的に形成は可能である。しかし加茂B遺跡には、大型の貝塚とは別に小型の

貝塚も存在する。これらの貝塚のうち、出土遺物から推測して同時期と考えられるものは3カ所であり、

3カ所とも大型の貝塚から10m前後しか離れていない。この内土壌－14、土壌－20の土層断面図を見て

みると、貝殻のブロックはいずれも土壌の最下層に存在し、あきらかに貝殻を投棄した後にすぐ埋めて

おり、吉野口遺跡等の員塚と同じ性格のものといえる。＊（堅）

もしも加茂B遺跡の大型の員塚（ここでは貝塚1）が小型の貝塚程度の量の貝殻を順次投棄した結果

形成されたと仮定するならば、小規模な員捨て場は無意味なものとなってしまうため、加茂B遺跡の大

型の員塚は、日常的に消費するもの以上の貝類を何らかの理由で捕獲し消費した結果形成されたもので

あると推測され、他の員塚とは性格が異なると考えられる。

そこで加茂B遺跡を除いて員組成のデータを比較してみると、津寺西川調査区の潮間帯の貝類に対す

る依存度が若干高い傾向は依然として認められる。またこの地点の3カ所の員類を出土したピットの内

容を個別に見てみるとヤマトシジミと潮間帯の貝類の全体に占める割合はかなり異なっていることがわ

かる。特にヤマトシジミの比率は、70％から100％まで約30％の差が認められ、ある時は、ヤマトシジ

ミだけ採取でき、別の日には3割程度のものを潮間帯の種類でまかなわなければならないという不安定

な状況にある事を示す。

当時の海岸線を山陽新幹線付近に置くならば＊（9）津寺遺跡は他に比べてそこから最も北に位置するた

め、この津寺西川調査区にみられるヤマトシジミに対する不安定さば、その群棲地を隔てる距離すなわ

ちそれへの影響力に起因するものと息われる。（図236）っまり津寺西川調査区の集落は吉野口遺跡ある

いは吉備東山遺跡よりもヤマトシジミの棲息地から距離が遠かったため、ヤマトシジミを捕獲する場合

他の2遺跡よりも立場が弱く、あるときはヤマトシジミばかりを捕獲することができたが、あるときは

ヤマトシジミの他にマガキ・ハイガイといった潮間帯の種類で需要をまかなわなければならない立場に

たたされていたのである。つまり小型の貝塚に投棄された貝殻が、より日常的に消費したものを投棄し

たものと仮定するならば、普通の員採取行動においては、吉野口や吉備東山の集落のほうが、ヤマトシ

ジミの棲息域に対して津寺西川調査区の集落よりも、優先権＝影響力をもっていたのである。

一方貝塚1は、ヤマトシジミの棲息域に対する影響力は吉備東山や吉野口と同様であったにもかかわ

らず、一度に採取する分量が多かったために8割程度まではヤマトシジミで賄えたものの足りなかった

分はマガキ・ハイガイといった潮間帯の貝類で賄ったと推定できる。

以上この二つの要素をもとに、大まかな当時の地形環境および貝採取のテリトリーの様子を述べてみ

たい。
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弥生中後期の吉備津周辺は旧足守川の河口付近に位置し、足守川は砂泥あるいは泥の海底を持っ内湾

に注いでいた。海岸はかなり干満の差をもっものであり、また多くの種類の員が見られることから、か

なりの環境的変化をもっものであった。近代までたびたび氾濫をおこした足守川が弥生中・後期の当時、

現在のように一本の流れであったとは考えられず、下流域においては八っ手状の流れを形成し、最もそ

の中心となる流れは、現在の用人の集落の付近に河口を形成していた。

その河口域にはヤマトシジミが群棲していたが特に用人付近の個体数は膨大なものであり、足守川の

形成する沖積平野に営まれた弥生中後期の集落にすむ人々にとって重要な食料資源であった。そのヤマ

トシジミは河口域に近接している集落の人々の貝類の需要の殆どを賄うに足る量であり群棲しているこ

とから捕獲が容易であったため、潮間帯にも食料資源として利用可能な員類がかなり棲息していたにも

かかわらず、日常的にはあまり利用されなかった。河口域のヤマトシジミの群棲地に対する影響力は距

離的に近い集落のほうが強いと考えられ、吉備津周辺で最大の河口域に近い吉備東山遺跡あるいは吉野

口遺跡がそれにあたる。河口域からやや距離をもっ集落の人々はヤマトシジミの群棲地の中心から少し

ずれた場所で貝類を採取し、そのためあるときは必要とされる量の全てをヤマトシジミで賄うことがで

きたが、またあるときはあまり日常的では利用されない潮間帯の貝類でヤマトシジミだけでは足らない

部分を賄っていた。

河口域にに近接している集落の人々の日常的な需要の殆どを賄うことができたヤマトシジミの群集も

日常的な消費量をこえた需要があった場合にはやや小さく、そのときになってはじめて、河口域に近接

して集落を営む人々は、積極的に潮間帯という新たな員の群棲地に進出していったのである。

現在までに足守川周辺では多くの遺跡が調査されており、そしてその中の弥生中期・後期の遺構の占

める割合もかなりのものがある。その多くは集落遺跡であり、多くの大小の貝塚が形成されていたこと

は想像に難くない。今回は現在までに員の種類・数量が明確に計測されている4遺跡、7地点のデータ

をもとに現在の吉備津周辺の過去の地形環境および員採取テリトリーの様子を推測してみた。将来さら

に多くの調査が行なわれ、貝塚のデータが蓄積されることによってさらに詳細な過去の情景を推測した

いと考えている。

員類の分類にあたり、早稲田大学の金子浩昌先生、岡山大学資源生物科学研究所の榎本敬先生より多

大なるご教示をいただきました。文末ではありますがここに厚く御礼申しあげます。

（河田）
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出土　した異類

吉野口遺跡註

註1　吉備東山P－948とP－1487のデータを統合したもの

註2　加茂遺跡のカワニナにはチリメンカワニナを含む。

註3　加茂遁跡のその他の項目には、スガイ・レイシ・イボニシ・ツメタガイ・ヒロクチカノコガイ・

ゴマフタガイ・へソアキクボガイ・オキシジミ・ウネナシトマヤガイ・マツカサガイ・ハマグリ・

フジナミガイ・マテガイ・サルボウを含む。

註4　微細な員類はここでは個体数に含まない。

註5　註1と同様

註6　「山陽自動車道建設に伴う発掘調査6」（岡山県教育委員会1993）による。

註7　「岡山市埋蔵文化財分布図」（岡山市教育委員会1983）による。

註8　「足守川河川改修工事に伴う発掘調査」（岡山県教育委員会1995）による。

註9　註6前掲書による。

参考文献（本文）

愛媛大学法文学部考古学研究室　愛媛大学考古学研究室報告第2冊

江口貝塚1－縄文中期編一愛媛大学考古学研究室1993

加藤晋平他　於下貝塚発掘調査報告書　麻生町教育委員会1992

岡山県古代吉備文化財センター　岡山県埋蔵文化財発掘調査報告　94

足守川河川改修工事に伴う発掘調査　岡山県教育委員会1995

岡山県古代吉備文化財センター　岡山県埋蔵文化財発掘調査報告　82

山陽自動車道建設に伴う発掘調査6　岡山県教育委員会1993
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岡山県古代吉備文化財センター　岡山県埋蔵文化財発掘調査報告　90

山陽自動車道建設に伴う発掘調査9　岡山県教育委員会1994

岡山県古代吉備文化財センター　岡山県埋蔵文化財発掘調査報告　98

山陽自動車道建設に伴う発掘調査10　岡山県教育委員会1995

披部忠重他　標準原色図鑑全集第3巻　貝　保育社1967

吉良哲明　　原色日本員類図鑑　保育社　昭和24年

波部忠重　　続原色日本貝類図鑑　保育社　昭和36年

江坂輝禰　　化石の知識　員塚の員　東京美術1983

鈴木公雄　　古代史復元2　縄文人の生活と文化　講談社1988

鈴木公雄　　貝塚の考古学　東京大学出版会1989

金子浩昌他　狩猟・漁携対象動物の地域性「考古学ジャーナル創刊号」　雄山閣1982

松島義章　　漁携対象動物（貝類）の地域性「考古学ジャーナル創刊号」　雄山閣1982

児玉幸多他　縄文時代の日本　雄山閣出版1981

石井則孝他　シンポジウム縄文貝塚の謎　新人物往来社1978

岡山県史編纂委員会　岡山県史18　考古資料　山陽新聞社1981

戸沢克則　　縄文人の時代　新泉社1995
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第Ⅴ章　　　結 喜五
日口

吉野口遺跡は今回の調査の結果、縄文時代晩期中葉から近世まで連綿と遺跡が形成され、しかも遺構

が密集する集落遺跡であることが確認できた。遺構の形成が稀薄な時期もあるが、水田もしくは畠地と

して利用された痕跡はなく、基本的に集落の一角であったと恩われる。このことについては、遺跡の形

成された微高地が広く安定していたということも1つの要因であったと思われるが、むしろその立地し

ている場所が「吉備津」であった点にあると考えられる。「吉備津」に関する古代の文献はないが、弥

生時代以降の遺跡が密集する吉備地域の中枢地を南北に貫流する足守川が当時の海岸線と接する地点で

あり、しかも古代山陽道も付近を通っていることから、古代の吉備地域において最も重要な津、すなわ

ち港であったことがうかがわれる。また、この地には備中の一宮である吉備津神社が存在しており、単

に吉備中枢地への門戸というだけでない歴史的な特質を内包していたことが推定され、「吉備津」には

畿内に匹敵する大型古墳を造営し得た吉備地域の構造を理解するための重要な手掛かりが存在すると恩

われる。また古代以降も遺構や遺物の量が多いことについては、吉備津神社の門前町との関係が推定さ

れるが、この地が「源平の争乱」に関わっていることから、在地で形成された政治的な拠点の1つであっ

たことも考えられる。

今回の調査は8007がと、予想される遺跡の広がりに対して面積的にはわずかであったが、「吉備津」の

遺跡の性格の一端を示す貴重な調査例になるものと恩われる。第Ⅲ章では、検出した遺構と遺物を大ま

かな時期ごとに分けて説明したが、ここではそれぞれの遺構面のうち、さらに細かく遺構の変遷をとら

えられたり、出土した遺物について検討できた点を簡単にまとめてみたい。

I　縄紋時代晩期遺構面

1縄紋時代晩期の土器について

当調査区から出土した晩期の土器は、コンテナ5箱程である。溝16の最上層から突帯紋土器が2点出

土した以外は、突帯紋期の土器は包含層からも出土していない。溝16の最上層については、当調査区内

の晩期遺構面が埋没して残った最後の窪みともいうべきところに堆積した土層であり、ここより出土し

た2点の土器は他の晩期土器と区別できるものである。

晩期土器は各遺構や包含層からそれぞれ出土しているが、土器全体の時間的な幅は殆どなさそうで、

当該地の編年の黒土Bl式（1）、あるいは明確な型式設定はなされていないが、いわゆる舟津原式（2）に

併行していると考えられる。以下、出土した土器を分類し、その内容を整理してみる。ただし、器種に

ついては深鉢と浅鉢に大別して取り扱う。また、この土器群とよく似た様相をもっ南方釜田遺跡の土器

群（。）についても、同じ様に分類し、吉野口遺跡の土器群と比較してみたいと思う。

（1）吉野口遺跡の土器

小片が多いため明確な数値ではないが、口縁部の破片数からみた深鉢と浅鉢の割合は大体8：2であ

る。全形のわかるものが全くないため、分類の基準は口縁部付近の形態が中心ということになる。また、

深鉢については形態の他に器表面における最終調整や、口唇部の刻目の有無の量的な傾向も数値化し、
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結　語

他の遺跡出土の土器と比較する指標をっくってみる。

深　鉢（図238、239、243）

Cl　比較的長く外反する頚部をもち、口唇部は丸くおさめたり、上端を平坦にしていたりする。

C2　やや短く外反する頸部をもち、口唇部は丸くおさめたり、上端を平坦にしていたりする。

D　　僅かに外反する頚部をもっ。

E　　緩やかに外反する頸部をもち、口唇部を上方へ若干拡張する。

F　　波状の口縁部をもち、頸部が緩やかにくびれ、口唇部には刻目が施され台形の突起がっく。

頸部あるいは胴部の境には半載竹管紋による刺突紋がめぐる。

G　　直口する口縁部をもち、口唇部が尖り気味のものと、上端に平坦面をもっものとがある。

小片のものが多く明確ではないが、大体の傾向として深鉢Cが全体の70％を占め、深鉢Gは小片を含

めても2点だけで、深鉢中庭も少ない。

次に、これらの深鉢を図238で示した分類基準でみてみると、口唇部に刻目をもたず外面調整がケズ

リであるものが最も多く、次いで口唇部に刻目をもたず外面調整が二枚貝条痕のもの、そして口唇部に

刻目をもたず外面調整がナデのものという順になる（図239）。これらの組み合わせのものが全体の70％

を占める。さらに胴部片についても外面調整の多寡を算定してみると、ケズリのものが最も多く、次に

二枚員条痕、そしてナデということになる。これは口縁部片の傾向と一致することから、一応吉野口遺

跡の深鉢全体の傾向と考えてよさそうである。

・深鉢口縁部分類基準

A　口縁部刻目の有無……………aある　bなし

B　突起の有無……………………aある　bなし

C　外面調整

D　内面調整

・探鉢胴部分類基準

E　外面調整

F　内面調整

a二枚貝条痕　bケズリ　Cナデ　　dミガキ

a二枚貝条痕　bケズリ　Cナデ　　dミガキ

a二枚貝条痕　bケズリ　Cナデ　dミガキ

a二枚貝条痕　bケズリ　Cナデ　d．ミガキ

図238　深鉢分類基準
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［吉野口遺跡］

口縁部刻目　　　ある：なし＝3：7　　　　深鉢：浅鉢＝8：2

図239　吉野口遺跡土器分類

浅　鉢（図244）

基本的には器表面を丁寧に磨いた精製のものが主体であるが、中には粗製のものも若干認められる。

土器の表面は黒色になる黒色磨研技法のものもあるが、黒色化していないものもかなり認められる。

A　　浅い休部とやや長く外反する頚部をもち、口唇部は上方にやや拡張させる。端部外面に沈線を

1条めぐらすものもある。

B　　全体の形態はAと似ているが、口唇部は拡張させずやや尖り気味になる。

C　　逆「ハ」の字形に開く口縁部で、比較的器高の高いものと、低いものがある。口唇部について

も尖り気味のものと丸くおさめるものとがある。内外面の調整は丁寧にへラミガキした精製の

ものと、外面に二枚貝条痕やケズリの調整痕を残した粗製のものがある。

D　　逆「ハ」字形に開く休部の端部に外湾する短い口縁部をもっものである。

F　　算盤玉形の休部で、頚部は外反し、口唇部はつまみ上げ気味におさめる。口唇部外面には沈線

をめぐらすものが多い。突起をもっものもある。

H　　体部は浅く、「く」字形に屈曲し、頚部は外反する。口唇部はやや尖り気味に丸くおさめるも

ー176－



結語

のと、内端部を断面蒲鉾形に肥厚させるものがある。また、内外面を丁寧にへラミガキした精

製のものと、休部外面をケズリ、内面に二枚貝条痕の調整痕が認められる粗製のものもある。

小片のものが多いため明確ではないが、口縁部数や形態の推定できそうな胴部片からそれぞれの比率

を算定すると、浅鉢Aが31％、浅鉢Cが29％、浅鉢Dが16％、浅鉢Fが14％、浅鉢Gが9％の割合であ

る。浅鉢A、Cが最も多い傾向がうかがえる。

（2）南方釜田遺跡出土の土器（図240、241、242）

南方釜田遺跡は、県下の三大河川の1つである旭川の西岸の沖積平野に位置する集落遺跡である。縄

紋時代晩期の土器群は、弥生時代中期の土器や木器が多量に出土した溝下部の斜面堆積層から出土した

もので、当土器群を包含する層や、土器の分布範囲は径10m未満であった。土器の量はコンテナ3箱で

［南方釜田遺跡］

口縁部刻目なし 探鉢：浅鉢＝8：2

A　　 B　　　 C　　 D 比率 （％）

b　　　 b　　　 a　　　 c 35

b　　　 b　　　 c　　　 c 24

b　　　 b　　　 b　　　 c 16

b　　　 b　　　 a　　　 b 8

図240　南方釜田遺跡深鉢分類

それ程多くない。この土器群中には突帯紋土器は含まれておらず、斜面堆積中の出土ではあるが、比較

的単一の時期幅の土器群と推定される（4）。

深鉢と浅鉢の割合は8：2で、吉野口遺跡の比率と一致する。以下、吉野口遺跡の土器群中には存在

していない器形や、やや特徴的な部分の看取されるものについて説明する。
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丁＝‾　：　‾∵二毒≡享「－l‾「l　「

一一喜一‾

・＼＼、＿二土＝プノ／、、＼⊆土プ 10cm
！！：！！！！l：！！

図241南方釜田遺跡出土深鉢（注3より引用）

深　鉢（図240、241、243）

A　　外反する口縁部をもち、口縁部を強くヨコナデしているため胴部との境が段状を呈する。

B　　口縁部は若干外反しているが、胴部との境を強くヨコナデしているため、ややくびれたように

なっている。

探鉢E、Fは認められない。深鉢Fについては、胴部破片中にも爪形紋を有するものはない。また、

探鉢の口縁部は76～80点を数えるが、口唇部に刻目を施したものは全く認められず、突起についても同

様である。図240をみてみると、外面調整が二枚貝条痕、ナデ、ケズリのものが全体の70～80％を占め

ていることは吉野口遺跡と同じだが、吉野口遺跡がケズリが最も多いのと比べ、南方釜田遺跡は二枚貝

条痕の方が多いといった相違点が看取される。また、この傾向は胴部片でも同じである。つまり、口唇

部に刻目をもっものがないこと、外面調整で二枚貝条痕の場合が最も多いということが、吉野口遺跡の

土器群の探鉢との明確な差としてとらえることができそうである。また、吉野口遺跡では探鉢A、Bは

含まれていない。この点も吉野口遺跡の土器群と異なる点である。器形については深鉢Cが最も多く80

％以上を占め、他はそれぞれ4％未満である。
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図242　南方釜田遺跡出土浅鉢（注3より引用）
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浅　鉢（図242、244）

器表面を丁寧に磨いた精製のものばかりで、大半の土器に表面が黒色となる黒色磨研技法が認められ

る。

Al　胴部との境には鋭い稜をもち、口唇部の立上がりは大きく、外端に段状の沈線がめぐる。

A2　胴部との境はそれ程強調されておらず、口唇部の立上がりはAlと比べると低い。口唇部に1

条の沈線をめぐらす。大きさに大（a）、小（b）がある。

A。　胴部との境は若干強調されており、内傾気味に立ち上がってから口縁部は外反する。口唇部は

断面方形に立ち上がっているが、Alと比べその高さは低い。外端に沈線は認められない。

B l点だけ認められる。吉野口遺跡のものとほとんど変わらない。

C l点だけ認められる。浅い皿形を呈し、内外面は丁寧にミガキがおこなわれている。

D　　吉野口遺跡のものと比べ内湾する胴部である。

E　　比較的深い休部の外端に、内湾する短い口縁部をもち、その内面に1条の沈線がめぐるもので

ある。この形態の浅鉢は、吉野口遺跡の土器群中には認められない。この浅鉢と似たものが鹿

児島県黒川洞穴出土土器中（5）や、それよりやや遡る時期が推定されている福岡県貰川遺跡西

第2地点G区48土層の11層より出土した土器群中（6）にみられる。また、山口県岩田遺跡の岩

田Ⅳ類（7）の中にもやや古相を示しているが同じ形態のものがある。

Fl　「く」字形に屈曲した胴部で、口縁部は外湾気味に短く外反する。

F2　口縁部付近の形状はFlと似ているが、胴部は屈曲せず丸くなる。

F。　胴部はFlと似て「く」字形に屈曲するが、口縁部はやや鋭く屈曲して内湾気味に外反する。

G　　大きく内湾気味に外反し、緩やかな波状をなす口縁部をもっものである。この形態の浅鉢は吉

野口遺跡の土器群中では認められず、当土器群中でも1点しか認められない。有文で、時期的

にはこれより遡ると患われるものが滋賀里遺跡の滋賀里Ⅱ（8）や岡山県福田古城池貝塚（9）など

に認められる。

形態のわからない小片のものも多く、厳密な数値ではないが、大体浅鉢Aが浅鉢全体の60％を占め、

他が3～6％の割合である。

南方釜田遺跡の土器群には、深鉢A、Bや浅鉢Al、E、Gのように吉野口遺跡の土器群中には認め

られない古相の特徴の看取されるものが認められる。これらは、量的には多くなく胎土や色調も他の土

器との相違は認められない。また、出土状況からみてもこの土器群は、それ程長い時間幅で堆積したと

は思われないことから、古相を示す土器を含むものの、一応南方釜田遺跡の土器群は、単一時期の様相

を示していると考えておきたい。

（3）県内出土土器との比較

吉野口遺跡の土器群と南方釜田遺跡の土器群との相違点を簡単にまとめてみると、まず深鉢について

は、口縁端部に刻目のめぐるものが前者にはある程度存在するものの、後者には全くない。そして、外

面の最終調整についても、前者ではケズリである場合が最も多いのに対して、後者では二枚貝条痕が多

いということである。浅鉢については、器表面を黒色化することが前者ではやや少なくなっているもの

の、後者にはほとんどに認められる。また深鉢と浅鉢には、共通して前者にはないような古相を示す器
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形が後者には存在する。これらの相違点は両土器群の時間的な差を示していると考えられ、南方釜田遺

跡の土器群→吉野口遺跡の土器群の順が想定される。そして吉野口遺跡の土器群に、突帯紋期直前の土

器型式とされる谷尻式（1。）の指標となる深鉢Fが極めて微量ではあるが伴うことや、浅鉢との形態差か

ら、南方釜田遺跡→吉野口遺跡→谷尻式といった段階が考えられる。

次に、県内で両土器群と似た内容をもっ土器群と比較してみる。

まず、倉敷市舟津原遺跡の土器についてだが、舟津原遺跡の晩期土器の資料は、藤田憲司氏が紹介し

たものと、岡山県教育委員会の発掘調査によったものとがある。前者については、後期の土器片と突帯

紋土器片が混じるものの、突帯紋期以前の晩期土器が主体である（11）。まず深鉢についてみてみると、

口唇部に刻目の施されているものがかなり存在し、1～2片だけではあるが深鉢Fも存在している。浅

鉢については、浅鉢Al、浅鉢Eのような古相を示すものがない。以上の特徴から、この資料は吉野口

遺跡の土器群と併行するものと考えられる。後者については、前期から晩期の各時期の土器が出土して

いるが、ここでは下津公明氏が報告書において分類した晩期I．Ⅱを対象とする（12）。晩期Ⅱの土器群の

深鉢の口唇部には刻目がめぐらされているものがあり、探鉢Fも認められることから、この土器群は吉

野口遺跡の土器群と併行するものと考えられる。晩期Iについては断片的な資料であるため明確ではな

いが、浅鉢Alと恩われるものが認められることから南方釜田遺跡の土器群に近いと考えられる。舟津

原遺跡と比較的近い距離にある倉敷市阿津走出遺跡から出土した晩期土器のうち、報告書において下澤

公明氏が分類した晩期I．Ⅱとされるものも舟津原I．Ⅱと内容的には大体同じもので、晩期Ⅱが吉野口

遺跡の土器群と併行すると考えられる（1。）。

総社市南溝手遺跡では、谷尻式以前の晩期の土器を二段階に分けてとらえている。土器溜まり1と河

道2から出土した土器を対象とし、前者の方に深鉢の口唇部に刻目がない点や、深鉢の口頸部の外面調

整に二枚貝条痕を使用するものが多いということから、平井泰男氏は土器溜まり1→河道2の段階を想

定している（1。）。出土した土器の量が少ないことから、土器溜まり1における浅鉢の器種構成が今一つ

明確ではないものの、深鉢の特徴から土器溜まり1は南方釜田遺跡の土器群と併行し、それに続く河道

2については吉野口遺跡の土器群に併行するものと考えられる。ただ、河道2の深鉢は、口唇部に刻目

を施すものが深鉢全体の約8割も占めており、これに対して吉野口遺跡の土器群の場合は約3割ほどで

ある。浅鉢についても、浅鉢Gの口頚部がのびる点は谷尻式の浅鉢により近い形態といえる。また深鉢

に頚部と胴部との境に稜が認められる新たな器種が加わっていることなどから、河道2の方が谷尻式に

より近く、やや新相を示しているということが推定される。つまり、吉野口遺跡→南溝手遺跡河道2→

谷尻式といった段階が想定される（図243、244）。

岡山市関遺跡では、浄化槽の掘削時に同一層中より出土したとされる晩期土器が、石坂俊郎氏により

報告されている（15）。この土器群中には突帯紋土器は含まれておらず、突帯紋期以前の晩期の土器だけ

で構成されている。この土器群中の深鉢は口唇部に刻目を施すものがあり、深鉢Fの破片が1片だけで

はあるが存在することから、この土器群は吉野口遺跡の土器群と併行すると思われる。

つまり、舟津原遺跡、阿津走出遺跡、南溝手遺跡、関遺跡の様相は、南方釜田遺跡と吉野口遺跡のそ

れぞれの土器群が当地域において一定の時期幅で存在していたことを示していると考えられ、この2つ

の土器群が、それぞれ1型式に相当する内容を具備していると考えてよい様に思われる。

この他、倉敷市菅生小学校裏山遺跡（16）や倉敷市広江・浜遺跡（17）でも同時期の土器が多量に出土して

いる。両遺跡とも晩期以前の土器や突帯紋期の土器が含まれており、突帯紋期以前の晩期土器も複数の
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時期が混在していそうである。とくに、広江・浜遺跡の縄紋晩期C群土器や縄紋晩期D群土器のなかに、

南方釜田遺跡の土器群より遡る時期の晩期の土器がある程度認められる。それらは深鉢の頚部外面に沈

線をめぐらしており、浅鉢についても有紋である。より後期に近い内容であり、無紋化された南方釜田

遺跡の土器群よりは、さらに1～2型式程の差が存在するものと恩われる。

（4）他地域との比較

南方釜田遺跡の土器群は、鹿児島県黒川洞穴から出土した浅鉢のなかに似た器形のもがあり、九州地

域の黒川式と併行するものと恩われる。また、1点ではあるが平底の探鉢底部がみられ、黒川式の深鉢

の底部が平底であるのと共通している点は、このことを示していると思われる。ただ、黒川洞穴出土土

器中の浅鉢Alを黒川式より1時期前にあたる広田Ⅳ期に位置づける考えもある（18）。将来良好な資料

の出土により、南方釜田遺跡の土器群のうち古い様相としているものが引き算される可能性はあるが、

一応現段階では比較的単一の時期を示していると考えられる出土状況や、他の浅鉢と比較しても広田Ⅳ

期のものより無紋化がすすんでいることから、一部に古相を残す器形を含むものの全体としては黒川式

併行期と考えておきたい。

畿内地域では、南方釜田遺跡の土器群や吉野口遺跡の土器群は、一部に滋賀里Ⅲa式の特徴も看取さ

れるものの、概ね滋賀里Ⅲb式に併行すると思われる（19）。滋賀里Ⅲb式は、家根祥多氏により神戸市

篠原遺跡の資料をもとにさらに古、中、新の三段階に細分された（2。）。篠原式古段階の深鉢は外面調整

が二枚貝条痕かケズリで、口唇部に刻目を施さないことや、浅鉢に共通する器種が認められることから、

南方釜田遺跡の土器群と概ね併行すると考えられる。また、篠原式中段階は深鉢の口唇部に刻目が施さ

れることや、この時期の一括資料とされる大阪府八尾市恩智遺跡の土器集積1（21）の中に深鉢Fが3片

ではあるが認められることから、吉野口遺跡の土器群と併行すると考えられる。

四国地域では、香川県永井遺跡で後期から晩期にかけての土器が多量に出土している（22）。そのうち

永井Ⅹが南方釜田遺跡の土器群と、深鉢の口唇部に刻目のめぐる永井刃が吉野口遺跡の土器群と併行す

る内容をもっている。

南方釜田遺跡の土器群をみるかぎり、当地域ではこの時期に土器の無紋様化がすすみ、浅鉢は黒色磨

研技法が主体となっている。これらのことは、九州地方の影響によるものといわれており、この時期に

東海地方を含めた西日本全域が同じ様相を呈するようになっている。吉野口遺跡で出土した黒曜石が、

佐賀県腰岳産のものである可能性が指摘される（附章Ⅱ参照）のも、この時期の北九州との関係を具体

的に示している。

ただ、南方釜田遺跡の土器群に後続する吉野口遺跡の土器群では、深鉢の口唇部に刻目をめぐらすも

のが出現し、さらに若干時期のくだる南溝手遺跡河道2ではその比率が増している。深鉢の口唇部の刻

目は谷尻式を介して突帯紋期の土器へと継承されており、当地域では晩期中葉から突帯紋期への土器の

変化が比較的スムーズに説明できるのではないかと恩われる。

2　石器にみる晩期中葉の生業活動

溝16の埋土のプラントオパール分析の結果、突帯紋土器の含まれない中、下層からイネのプラントオ

パールが検出された。溝16は、調査区内ではわずかな部分しか調査できなかったため、中、下層が確実
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に突帯紋土器を含まないとは言い切れない可能性もある。しかし、土層の整合性や現況の遺物の出土状

況から、北側に広がる晩期中葉の集落に伴う時期の溝、あるいは河道と考えられる。この時期には、北

九州などで出土するすり石の形態や、浅鉢にみられる黒色磨研の技法などから、大陸から伝播した稲作

が存在していたことを推定した考えも比較的早くからある（2。）。また発掘調査の件数が増えた現在、晩

期中葉どころか後期や中期にまで遡る時期のイネを検出した例も報告されている。

県内に於いては総社市南溝手遺跡で後期の土器に籾痕が認められ、後期中葉から後妻にかけての土器

胎土からもプラントオパールが検出されている（24）。また、岡山市岡山大学構内遺跡からは、後期中葉

の時期の土器胎土からイネのプラントオパールが検出されている（25）。倉敷市福田員塚出土の後期の土

器には籾痕が、その他同遺跡出土の中期後半の土器片からもプラントオパールが検出されている（26）。

県外の例では熊本県湧土石遺跡の晩期初頭の土器に籾痕が認められ（27）、青森県風張遺跡から後期末

の炭化米が（28）、鹿児島県鹿児島大学構内遺跡から中期中頃のイネのプラントオパール（29）が検出されて

いる。

このように、突帯紋期より古い時期にもイネが存在したことを示す事例は少なくない。それらと比較

すると、本例は新しい時期の例にさえなる。しかし、それぞれの遺跡で検出されたイネがどのようにし

て、あるいはどんな生産形態の結果でそこに存在したのかは、具体的な生産地点を検出した事例が無い

ため明らかではない。吉野口遺跡に於いても、今回の調査区は集落部分の調査であって、具体的な生産

地については未検出である。ただ、土器の他に打製石斧（石鍬）や、石包丁状のスクレイパーが出土し

ている。特に、打製石斧（石鍬）には明瞭な使用痕が認められる。ここでは、それを観察し、他例と比

較しながら吉野口遺跡の周辺で行われていた晩期中葉の稲作の様相を若干検討してみたい。

（1）打製石斧（石鍬）

この形態の石器は、縄紋時代早期末には東北地方や北海道に存在している。それらは刃部が直線的で

あることから手斧として用いられたとされている（。。）。しかし、磨製石斧が普及した前期中葉以降、こ

の石器の側面形態は大きく湾曲するものが多くなる。このような形態変化については、「斧」としての

機能から、地下にある根茎類を採集するための「土掘具」として用いられるようになったためと考えら

れている（。1）。「土掘具」としての使用形態は、最初、関東から中部地方にかけての東日本地域で行われ

た（。2）。この石器は断面形態により、偏平度の強いものと、それ程でもないものの2種類に分けられ、

前者が九州的で、後者が東日本的とされてきた（。3）。しかし地理的にみて、両地域の中間にあたたる京

都府の桑飼下遺跡で、後期中葉のものが800本以上も出土しており、その中には偏平型への移行型と考

えられるものも含まれている。このことから、東日本の打製石斧（石鍬）が後期中葉以降西日本へ伝播

し、九州にも達したものと考えられるようになった（。。）。また後期以降、南九州をのぞく西日本に於い

て石皿の出土が目立っようになってくる。西日本において、打製石斧（石鍬）の伝播と石皿の出現は非

常に近い時期であったといえる。それは、打製石斧（石鍬）が「土掘具」となった前期以降、東日本で

熟成された堅果類や根茎類を加工するためのアク抜き・水さらしの技術が、西日本へ伝播したことを示

していると考えられている（。5）。

ところで、打製石斧（石鍬）は弥生時代に入っても県内の山間部の集落で出土する。長野県の飯田地

方では、打製石斧（石鍬）を出土する弥生時代の集落が多数確認されている。それらは木製農耕具をう

けつけないような硬い耕土で構成されている段丘上に位置しており、そこで出土する打製石斧（石鍬）
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が、段丘上での耕作に鍬として使用したと考えられている。そしてこの時期の集落数が多いことから、

当該地域の弥生時代における中心的な生業活動を移動性の焼畑陸耕であったと想定している（。6）。つま

り、弥生時代において、この種の石器が主要な農耕具として用いられていたということが指摘されてい

る。

突帯紋期の打製石斧（石鍬）にも、その使用痕が片面に顕著であることや、柄の装着痕跡を観察した

結果から鍬として使用されたとし、この種の石器に伴出する石庖丁形のスクレイパーを穂摘具と考え、

それらを農耕具のセットとしてとらえる考えもある（。7）。実際に、津島江道遺跡では、突帯紋期とされ

る水田から打製石斧（石鍬）が出土している（。8）。これらのことは、突帯紋期にも打製石斧（石鍬）が

農具として用いられていた可能性を示している。　また、弥生時代初頭の時期ではあるが、沖積地に位

置する静岡県浜松市営竹野際遺跡では、水田遺構から長さが25皿を越える大型の打製石斧（石鍬）が出

土している（。9）。この事例は、弥生時代でも縄紋系の石器を用いながら水田農耕を行っていたことを示

している。

北部九州の後期から晩期の石器を整理した成果によると、後期中葉に出現する偏平型の打製石斧（石

鍬）は、長さ8～12cm、幅4～5cmの小型のものと、長さ13～16cm、幅6～8cmの中型のものと、長さ

17皿以上、幅7皿以上の大型のものとに分けられる。このうち大型に分類されるものは、晩期前葉に出

現し、大型大陸系磨製石斧の出現時期には消える傾向がある。これは大型のものの機能が、晩期後葉に

はある種の木製農耕具に引き継がれていったためと推定されている。そして、長さ17cm以上の大型のも

のの出現の背後には、後期から行われていた栽培種とは別の栽培種の出現、水稲農耕の開始があったこ

とを予想する考えがある（。。）。このことは、同時期に存在する打製石斧（石鍬）であっても、その大き

さにより機能が異なっていた可能性があったことも示している。

ともあれ、縄紋時代前期以降の打製石斧（石鍬）には、採集に用いた「土掘具」と、耕作に用いた

「鍬」の機能があったと考えてよいように恩われる。それらの機能については、時期が下がるにしたが

い前者から後者へ変化したのか、それとも前者の中から後者の機能が分化していったのかは、明確でな

い。ただ北九州については、後者の機能が前者から分化した可能性が高いといえそうである。しかし、

この石器の用途を画一的にとらえることは困難で、いわば、打製石斧（石鍬）には採集具と農耕具の2

つの性格が内包されており、どちらに用いられたかについては個々の大きさや、使用痕を観察すること

により判断した方がよいと患われる。そこで、吉野口遺跡から出土した2点の打製石斧（石鍬）につい

て、それらのことを観察してみる。

（2）吉野口遺跡出土の打製石斧（石鍬）（図245）

吉野口遺跡から出土した打製石斧（石鍬）は2点ある（図41、42）。両者は、形態と石材の種類が異

なっている。

短冊形の打製石斧（石鍬）は結晶片岩製で、長さ23．3cm、最大幅6．6cmの大型のもので、縦断面形は

緩やかに外湾している。端部から約5cmの両側には、長さ約2cmにわたり刃潰しが認められる。この部

分の外側と内側には磨滅痕が観察され、これは紐を巻いて柄を装着させて使用したためと推定される。

刃部については、外側と側面に磨滅痕が認められる（図245A）。内側については、刃潰しした付近と刃

部の先端付近以外のところで磨滅痕は認められない。つまり、磨滅痕跡は外側で顕著であるということ

がいえそうである。このような片面に偏った磨滅痕の有り様や柄との結縛痕の存在は、片側に柄を装着
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図245　吉野口遺跡出土石斧（石鍬）使用痕

して地面と平行する方向に使用した結果と考えてよいと思われる。すなわちこの石器が引鍬と同じ形態

で用いられたことを示していると推定される。

撥形の打製石斧（石鍬）はサヌカイト製で、短冊形よりも小型である。長さ13．8cm、最大幅7．2cmを

測り、刃部が湾曲している。中央部から上半にかけては、刃潰しがなされており、唐滅痕も認められる。

これについても短冊形と同様に紐を巻いて柄に装着させた痕跡と推定される。刃部付近の内側と外側に

は磨滅痕と縦方向の擦痕が認められる。表面がかなり滑らかになっており、このことは繰り返し縦方向

の使用があった結果であることを示している。さらに刃部が内湾していることは、地面に垂直よりやや

鈍角に傾けた方向から使用したことを示していると思われる。つまり、打鍬か鋤と同じ形態で用いたこ

とを示していると思われる。

刃部に残る磨滅痕から、当調査区で出土した短冊形と撥形の打製石斧（石鍬）には、それぞれ使われ

方が違っていたことが想定される。このことは、それぞれを作るにあたって使用される場、すなわち機

能に即した石材を選択したことによっても示される。それは、比較的強い衝撃の予想される打鍬あるい

は鋤に使用されたと推定した撥形のものには、サヌカイトを使っている。強い衝撃にはやや弱いものの、

節理を利用すれば長めに加工しやすい結晶片岩は、引鍬に用いたと推定した短冊形のものに使用してい

る。

つまり、両石器の使用痕や石材の選択については、短冊形が地面を平らにすることを目的とした耕作

具、撥形が地面を掘り起こす開墾具、あるいは耕起具として使い分けがなされていたことを示していよ

う。このように、耕作に用いられたと推定される石器が、さらに使われ方により形態や石材を選択して

いることは、その石器を用いた栽培が、段階的な手順のある程度確立されていた栽培であったことを示

しているように恩われる。

また、短冊形をした長大なものが、静岡県宮竹野際遺跡で整然と区画された水田の耕作土から出土し

－187－



第Ⅴ章　結　語

ている（41）ことは、短冊形の機能が耕作具であったことを裏付ける1つの根拠となろう。

中部瀬戸内の各遺跡から出土した同種の石器をまとめた成果によると、その使用痕から鋤、あるいは

鍬として用いられたと推定されている（。2）。結晶片岩製のものについては、表面が節理に沿って薄く剥

離するため使用痕が残りにくいものの、他の石材を用いた打製石斧（石鍬）については、吉野口遺跡の

ものと同じように使用痕が片側に偏在するものが認められる。総社市真壁遺跡の晩期中葉の土器と共に

出土した短冊形のものについては、片側に著しい磨滅痕が認められる（。。）。後期に属する時期のものに

も、片側に摩滅痕が偏るものが認められる（44）。このことは吉野口遺跡出土の例で推定したような使用

形態が、後期までも遡る可能性があることを示していると思われる。

（3）小　結

イネのプラントオパールを検出したことや、打製石斧（石鍬）の観察所見と、穂摘具と推定されるス

クレイパー（図18）も存在することから、吉野口遺跡の集落ではある程度耕作手順の確立したイネの栽

培が行われていた可能性を考えてもよいと思われる。

縄紋時代から弥生時代へ転換したことを示す指標は、水稲農耕の開始とされている。しかし、水稲農

耕を行う段階とそれ以前の狩猟、採集段階との間には、雑穀を主とした焼畑を営む畑作の段階が存在し

たということも推定されている（45）。一方、焼畑農耕については、水稲農耕の前段階に行われていたと

するよりも、最近まで焼畑に依存した村が山間部に存在していたことから、焼畑が広く社会的に定着し

たとして、稲作以前の1つの段階として設定するよりも、そこが水稲農耕よりも焼畑に通した環境であっ

たからということを指摘する考えもある（46）。

農耕のおこなわれた地点の環境が、その形態を規定するような事例が弥生時代にもある。石鍬が多く

みられる長野県飯田地方の段丘上で行われた農耕が打製石斧（石鍬）を用いた陸耕とされることも（47）、

遺跡の立地する環境が、その遺跡の栽培種や栽培方法を規定する大きな要素となったことを示す事例で

ある。岡山県の県北部の山間部で出土する弥生時代の打製石斧（石鍬）についても、段丘上もしくは丘

陵斜面上でおこなわれた陸耕の存在を示している可能性が高い。吉野口遺跡は、背後に丘陵部が存在す

るものの、沖積地の微高地上に位置している。沖積地の環境は、高燥地を好む焼畑よりも水稲に通して

いる。また、同様の環境に存在する津島岡大遺跡では、後期中葉から晩期の貯蔵穴における種子を分析

した結果、水田雑草が認められ、出土した後期中葉の土器胎土中からイネと思われるプラントオパール

が検出されており、周辺にイネの栽培地が存在していたことが推定されている（48）。同じく沖積地に位

置する南溝手遺跡でも、後期後妻の土器片に栽培イネの籾圧痕が認められ、さらに同期の土器胎土から

イネのプラントオパールが検出されている。調査区中では生産地の具体的な地点は確認されてはいない

が、付近でイネが栽培されていたと考えられている（。9）。

これらのことは、状況証拠の累積ではあるが、縄紋時代後期ぐらいには県南部の沖積平野ではイネの

栽培をおこなっていた可能性のあることを示している。したがって、吉野口遺跡の周囲で、晩期中葉に

イネの栽培を行っていたと考えても大きな敵酷はないと恩われる。　ただ、このイネ栽培の「実際の社

会での経済的重要性」（5。）が、弥生時代と比べどの程度であったかということについては、よくわから

・ない。縄紋時代の集落でよくみつかる堅異類の貯蔵穴の存在から、この時期の稲作を採集経済の補喋的

な立場であったことが強調される。しかし一方で、農耕具と推定した打製石斧（石鍬）が、機能に即し

た形態と石材の選択を行っているという点は、比較的発達した稲作を行っていたことも推定される。
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ただ、遺物として残りにくい木製品の実態についてはよくわからないものの、農具として用いた石器に

ついては、縄紋時代早期末からの形態であるものを継承して用いており、その点では採集作業の延長に

ある栽培の範噂としてとらえた方がよいようにも恩える。

弥生時代の集落遺跡の存在する微高地端部では、低位部の水田への用水路と推定される小溝が、切り

合いながら多数検出される。これは、弥生時代の活発な水田経営の痕跡と考えることができる。ところ

が、吉野口遺跡や南溝手遺跡はそのような景観を呈していない。このことは、突帯紋期以前の稲作の具

体的な生産地点はまだ検出されていないが、水路を掘削し、それに沿って水田畦畔をつくり、さらに新

たな水源を確保して水田域を広げていくという、継続性と拡大生産を指向する弥生時代以降の水稲栽培

とは異なったものであったことを示していると思われる。しかしながら、日本列島における稲作の伝播

速度は、ヨーロッパにおける小麦の伝播速度と比べると約20倍も速かったことが指摘されている（51）。

この背景を理解するには、弥生時代の水田稲作以前に、列島である種のイネ栽培が存在したことを想定

しなければならないと思われる。

そうすると、弥生時代の稲作とは、稲作そのものの情報が伝播した段階というのではなく、栽培種が

稲作に集約されていった段階ということになるのではなかろうか。それは、具体的には水田および、そ

のための潅漑施設の出現ということが指標になると推測される。

（草原）
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Ⅱ　弥生時代遺構面

1　弥生時代中期の遺構と遺物について

吉野口遺跡で検出された弥生時代の遺構、遺物の主体は中期中葉である。ここでは、この遺構を理解

する基礎作業として、岡山県南部における中期の土器編年を概観し、吉野口遺跡の中期集落の存続幅を

確認したい。そして、中部瀬戸内地域でも1つの地域圏を形成していると予想される旭川と、高梁川お

よび足守川流域での中期の集落遺跡の動向を簡単に整理し、その中での吉野口遺跡の中期集落の位置を

確認してみたいと思う。

なお、竪穴住居3で出土した馬骨は（附章Ⅴ参照）、弥生時代における馬の存在を示している。『魂志

倭人伝』における「牛・馬・虎・豹・羊・鶴なし」の記事の再考と、本州島における馬の出現時期を考

える上で重要な資料になると恩われる。

（1）編年

当地域の中期土器編年は鎌木義昌氏の『日本考古学講座第四巻』（1）、『弥生式土器集成図録一本編』

（2）によって、畿内第Ⅱ様式に相当するものを高田式、第Ⅲ様式に相当するものを菰池式、第Ⅳ様式に

相当するものを仁伍式として設定された。さらに、倉敷市前山遺跡の北斜面地点の遺物が、仁伍式より

やや先行する型式として前山Ⅱ式が設定された（。）。これらの編年序列は、数多くの遺跡が調査された

現在でも基本的な枠組みとしての有効性をもっている。

高橋護氏は中期を4期に分け、さらに中期を設定し、都合9中期に分けている（4）。氏の編年を基礎

として、岡山県教育委員会が長年調査している県下でも屈指の広域調査例である百聞川遺跡群の土器編

年ができており、その内容は報告を重ねるにつれ充実されていっている。そして、百聞川遺跡群を含む

県下において出土した遺物をもとに、旧国単位である備前、備中の範囲に地域を大別して、それぞれの

地域の土器編年が正岡睦夫氏（5）と高畑知功氏（。）によりおこなわれている。

岡山市南方遺跡（国立病院）で出土した中期前半に属する土器溜まりの土器群を整理した神谷正義氏

は、細かな形態分類から、畿内第Ⅱ、Ⅲ様式に対応する土器編年をおこなった（7）。該期の良好な遺物

が少ない現況では、貴重な資料といえる。ただ、藤田憲司氏はこの資料について畿内第Ⅲ様式の古段階

の単一時期を示す資料との認識を示している（8）。

平井典子氏は、高梁川以東から吉井川以西の県南部を1つの地域圏としてとらえ、中期を3期に大別

し、さらに中期を設定して6中期に分けている（9）。

ここでは、精緻となってきている該期の土器編年を大まかに整理してみたい。一応、土器の施紋に共

通する特徴を指標にして4期に大別し、さらに各土器のより細かな差を指標に幾っかの中期に分けるこ

ととする。

〈I期〉　　3条以上の単位をもったクシ措紋の出現を指標としてI期とした。これは、従来の高田式に

相当する。この時期に対応する良好な土器群は少ないが、百聞川米田遺跡土壌114（1。）、同沢田遺跡P132

（11）などがある。饗の器形は基本的に前期の形態のままであるが、頚部の施紋がへラ措紋からクシ描紋

に変化している。クシ措紋には直線紋だけで構成されるものや、波状紋と組み合わせているものなどい

くっかのパターンがあり、それらに時期差が存在しているかどうかについては該期の資料が少ないこと

もあってよくわからない。その他無紋のものも認められる。これらの賓に伴う壷は、口縁部にむかって
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すぼまり端部に面をもたない形態のものや、フラスコ形の特殊な形態をしたものがある。断片的な資料

の中に、稚拙なクシ描紋を施紋した短頸壷や無紋の壷があり、それらもこの時期に含まれる可能性があ

る。この時期の土器は、施紋にクシ状工具を用いるようになるものの胎土には大粒の砂粒が含まれ、器

壁も厚ぼったく前期的な要素が多く残存している。

《Ⅱ期》　クシ措紋が盛行することを指標としてⅡ期とした。これは、従来の南方式に対応する。蜜の

内面調整であるへラミガキの粗密と、高杯の脚端部の平坦面の有無などを指標としてa、bの中期に分

けられそうである。Ⅱa期を示す土器群は、南方遺跡（国立病院）の土器溜まり（12）と邑久町堂免貝塚

の円形周溝墓の周溝出土の土器群（1。）がある。Ⅱb期は百聞川兼基遺跡の竪穴住居1、2（1。）がある。Ⅱ

a期の壷については、クシ措紋の稚拙なものや、最下段に列点紋をめぐらすような古相を示すものも含

めている。この時期の良好な土器群が検出されれば、この古相の土器は分離される可能性もあるが、そ

れらはI期の土器とは異なり胎土に大粒の砂粒がほとんど含まれていないことから、施紋に古相が認め

られる土器も一応この時期に含まれると考えておきたい。嚢は、外面上半をタテパケ、下半をタテへラ

ミガキして、胴部下半に列点紋をめぐらし、内面は丁寧にへラミガキをおこなうもの（蜜A）が主体と

なる。また内外面の調整は嚢Aと同じであるが、外面の列点紋が省略されているもの（蛮B）もある。

ただ、Ⅱb期になると内面のへラミガキが若干粗くなり、へラミガキ前のパケ調整が明瞭に観察できる

ものもでてくる。高杯は口縁部が水平に外反するもの（高杯A）と、椀形になるものとがある。椀形の

ものについては、口径より高さの方が高いジョッキ形のもの（高杯C）と、この期に属する明確な資料

はないものの、口径の方が大きい鉢形のもの（高杯B）の二者がある。Ⅱb期になると、脚端部が断面

方形で接地面が平坦になっているものがなくなる。また、脚部と杯部の接合部の突帯もなくなるか、も

しくは1条だけとなる。

〈Ⅲ期〉　凹線紋の出現を指標としてⅢ期とした。従来の菰池式に対応する。少なくとも、この時期の

後半には水差形土器や器台などの新たな器種が加わる。嚢の内面調整がパケの後粗いへラミガキであっ

たものから、パケの後下半にへラケズリがおこなわれるようになっていくといった点や、高杯の口縁端

部のヨコナデが強くなることによって稜が明瞭化してくることや、壷頚部の貼付け凸帯が凹線紋化する

といったことを指標としてa，bの2中期にわけられそうである。壷や饗の口縁部の凹線紋についても

b期の方がa期よりも施紋される比率が高くなる。ただ、b期については壷の休部の屈曲がやや緩やか

になることと、口縁部の開きが弱くなること、賓の口縁端部の拡張が顕著となり、そこに凹線紋をめぐ

らすことを指標にⅢb1期とⅢb2期の2中期に分けられる可能性を推定している。しかし、Ⅲb1期

とⅢb2期との違いは壷と蜜という一部の器種だけで、他の器種については明確な相違は認められない。

Ⅲa期を示す土器群は、南方遺跡土壌42、3、26などがある（15）。未公表資料であるが、南方釜田遺跡

出土資料中にもこの期の良好な土器群がある。Ⅲb1期を示す土器群は百聞川兼基遺跡井戸1、土壌1

7（1。）などで、Ⅲb2期を示す土器群は百聞川兼基遺跡土壌3（17）などがある。

〈Ⅳ期》　凹線紋が盛行することを指標としてⅣ期とした。これは、従来の仁伍式に対応する。凹線紋

の盛行とは、具体的には壷の一部や嚢の口縁部だけに施紋されていたものが、高杯をはじめ他の壷や水

差形土器においても凹線が施紋されることを示している。嚢についても胴部最大径が下がり、ややナデ

肩状になるといった特徴が出てくる。また、算盤玉形の胴部に脚の付く長頸壷も新たに加わる。ただ、

これらの諸特徴のうち、高杯の形態や壷のなかにⅢ期に近いものを含む土器群があり、それらを指標と

してa、bの2中期に分ける。Ⅳa期は従来の前山Ⅱ式に対応し、Ⅲ期とⅣ期の過渡的様相を呈する。
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ただ、Ⅳa期を示す良好な資料はあまりなく、この期の内容についてはやや不鮮明な点がある。この期

を示す土器群は、用人遺跡法万寺H－6－1（18）がある。Ⅳb期は資料的には多く、上東遺跡東鬼川市

7－P－52（19）、百聞川兼基遺跡土壌112、114（2。）、鹿田遺跡住居1、土壌366、117（21）などがある。

以上のことを模式的にしめしたのが図246である。

（2）吉野口遺跡の遺構の変遷（図248）

次に、吉野口遺跡における弥生時代中期の遺構の変遷を時期ごとに分けてみたい。

中期Iに属する遺構は認められない。

図247　調査区周辺の微地形

中期Ⅱに属する遺構はP376、405などで、遺構上面から出土した3点の土器を除いたP27も同時期と

考えられる。これらの遺構から出土した土器は、窯が主体である。遺構数は少なく、包含層から出土し

た土器も少ない。吉野口遺跡の形成された微高地は、調査区北方の方がレベルが高くなっており、調査

区における同期の遺構も北半に偏る傾向がみられる。おそらく最も安定した微高地中央部にこの期の集

落が形成され、その集落の南限ぐらいが調査区北半にあたるものと考えられる（図2那）。現況の微地形

からの推定であるため厳密さはやや欠くが、この微高地は調査区の北40mぐらいで端部になるものと推

定される。したがって当該期の集落幅は最大に見積もっても南北幅70mの範囲におさまるものと考えら

れるが、微高地南側にあたる当調査区の様相からすると、該期の遺構が北半の微高地全体に広がるとは

思われない。つまり、それ程大きな集落ではなかったと考えられる。
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図248　弥生時代中期遺構変遷図
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中Ⅲ期に属する主な遺構は、竪穴住

居1、3、12、13などで、検出された

大半の遺構がこの時期のものである。

ただ、賓に内面へラケズリが認められ

るものはなく、Ⅲb期にまで下るもの

はないものの、遺構の切り合い関係や

凹線紋の多寡といった点からⅢa期の

うちでも新相のものが主体になる。い

ずれにしてもこの時期が吉野口遺跡の

盛行期といえる。中Ⅱ期に形成された

集落が中Ⅲ期まで継続し、そして拡大

したものと考えられる。この他石器に

ついては、サヌカイトの剥片が多量に

出土しており、竪穴住居からは太型蛤

刃石斧と同種の石材の剥片が出土して

いる。このことは集落内で石斧を製作

していたことを示してはいるが、剥片

の数はそれ程多くはなく、集落内での

需要をまかなう程度の自給的な生産で

あったと推定される。旭川流域に存在

する南方遺跡では、同種の石材の剥片

や末製品が多量に出土しており（22）、

吉野口遺跡とは様相が異なっている。

さらに旭川流域の遺跡と比較すると、

吉野口遺跡の場合は竪穴住居、掘立柱

建物とが混在しており、集中して建て

られた掘立柱建物群を検出した百聞川

兼基遺跡のように、集落内で建物の種

類によって占地する空間が異なってい

たということではないようである。こ

のことは、墓地についてもいえる。南

方（市道）遺跡では、墓地空間と居住

空間とが集落内で分かれている（2。）が、

吉野口遺跡では混在している。南方

（市道）遺跡とは別の微高地に存在す

る南方釜田遺跡でも墓地のみが集中す

る部分が調査されており、墓地空間と

居住空間が分離されていることは南方



遺跡周辺の普遍的な様相であったことが推

定される。つまり、断片的な資料による比

較ではあるが、旭川流域に形成された中期

の集落と、足守川流域に形成された吉野口

遺跡の集落内部の景観とは異なっていたこ

とが推定される。足守川流域では中Ⅲ期以

前の大規模な集落は確認されていないこと

から、吉野口遺跡の様相が足守川流域の中

期集落の様相をある程度示していると考え

られる。そうすると、旭川流域の集落は、

足守川流域の集落より集落内部での機能分

化が進展していたことを示している、とと

らえることができるのかもしれない。

中Ⅳ期以降遺構数は激減し、この期に属
＼

する遺物もほとんどない。中Ⅱ期から中Ⅲ

a期にかけて拡大してきた吉野口遺跡の中

期集落は、当該地から移動、もしくは解体

したと推定される。

（3）中期集落の動向（図249）

吉野口遺跡の中期集落は中期前半に出現

し、中頃までは継続するものの後半になる

と遺構数が激減することが確認された。そ

こで、県南部で比較的該期の調査例の多い

高梁川流域から旭川流域にかけての集落遺

跡の分布図を作成し、この地域の集落遺跡

の動向と吉野口遺跡とを比較してみたい。

一応、水系や地形的な観点から高梁川、足

守川流域と、旭川流域を各々1つの単位地

域として考えていきたい（図249）。

中I期は、両地域とも該期の集落があま

り調査されておらずよくわからないが、そ

れでも旭川流域の方が確認されている地点

数は多い。

中Ⅱ期になると、高梁川、足守川流域で

も明確な集落が出現してくる。しかし実態

としては、南溝手遺跡（24）のように竪穴住

居数棟からなる小規模なものであったと恩
図249　弥生時代中期集落分布（高梁川・旭川流域）
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われる。一方、旭川流域では南方遺跡や雄町遺跡で集落の一端が明らかになっており、特に南方遺跡か

ら出土する遺物量は多く、集落規模は拡大してきていると推定される。

中Ⅲ期になると、高梁川、足守川流域の遺跡数は増加する。特に山麓へも序々に遺跡が分布するよう

になってくる。しかし、上乗遺跡の北方約1kmの位置にある新邸貝塚周辺の様相が調査例もほとんどな

いことから明らかではないが、継続的に拡大していくような集落はほとんど認められないと考えていい

と思われる。

旭川流域の遺跡数も増加する。しかし、高梁川、足守川流域とは異なって、前段階までに形成された
ノ

集落が拡大したような様相を呈する。とくに、調査例の多い南方遺跡の様相は、近接する複数の微高地

に同時期の遺構が数多く形成され、出土する遺物の質、量ともに県下の弥生集落の中では飛び抜けた内

容をもっている。南方遺跡のように複数の微高地にわたり同時期の集落が形成されているものを、相互

に一体性を有する可能性があるという意味で集落群と呼称すると、旭川流域には、西岸の南方遺跡群と

東岸の兼基遺跡から乙多見遺跡にかけての、少なくとも2つは認められる。それらは旭川流域両岸の拠

点集落と考えていいと思われる。それら拠点集落の具体相はまだまだ明らかではないが，少なくとも居

住域と墓域は明確に分離されており、居住域についても巨大な掘立柱建物が集中する地点があるなど、

居住域内部も機能により分離、あるいは地区分けされていた可能性がある。

中Ⅳ期になると、高梁川、足守川流域の丘陵部で非常に多くの遺跡が形成されるようになる。それら

の遺跡は、比較的規模の大きいもので竪穴住居10数棟で構成されており、それ程大規模とはいえないが、

現在散布地として認識されている地点も集落遺跡と考えると、足守川周辺の丘陵部には特に多くの集落

が形成されていたと考えられる。それらの集落は、出土した遺物をみるかぎり立地条件以外は低位部の

集落と変わらない。おそらく、丘陵裾部の小扇状地上を山間からの小河道を利用して、比較的完結的な

水田経営をおこなっていたものと推定される。したがって丘陵部を中心に数多く出現した高梁川、足守

川流域の集落は、対象とする耕作地の面積に規定され個々の単位はそれ程大きくはないものの、水田経

営についてはそれぞれがある程度自立的に存在していたと考えてもいいように恩われる。そして、次の

弥生時代後期の段階には上乗遺跡のような拠点集落が足守川流域にもいくっか形成される。それは、中

期末の小単位の集落が再編され、低位部の大規模開発がおこなわれた結果出現したものと推定される。

旭川流域では、拠点集落と考えられる遺跡群は若干その位置を移動するものの、継続的に存在するも

のが大半であるが、鹿田遺跡のようにこの期に新たに拠点的な集落として形成されるものもある。旭川

東岸については該期の遺跡の調査例が少なくよくわからないが、前段階の集落群の北方に位置する幡多

廃寺下層（25）からもこの期の遺構が確認されており、集落群の拡大もしくは位置の若干の移動も考えら

れる。しかし基本的には旭川東岸も西岸と同じ様相と推定される。

（4）小結

以上のことから、吉野口遺跡の中期集落はやや継続的な様相を呈するものの、Ⅲb期以降継続しない

のは、高梁川、足守川流域全体に通じる中期集落の特徴であるということがいえよう。

2　弥生時代後期の遺構、遺物について

吉野口遺跡で検出された後期の遺構は、竪穴住居が2棟だけである。包含層から出土した弥生時代の

土器は、中期がほとんどで後期のものはわずかである。このことは遺構の密度の薄さとも一致しており、
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後期の吉野口遺跡がそれ程規模の大きくない集落であったことが予想される。

竪穴住居から出土した土器には、長頸壷と短脚化した高杯が存在し、後に「吉備型蛮」（26）といわれ

るようになる聾の祖形も伴うことから後期中葉の時期といえる。山陽新幹線建設に伴い発掘調査された

上乗遺跡の土器を整理した成果によると、後期を鬼川市I式、同Ⅱ式、同Ⅲ式、才ノ町I式、同Ⅱ式の

5型式に分けている（27）。吉野口遺跡の時期は、この編年の鬼川市Ⅲ式に相当する。この時期には、足

守川流域に全長80mにも達するといわれている楯築墳丘墓が築かれており、この巨大な墳丘墓は、古墳

時代の指標になる前方後円墳への過渡的形態と考えられている（28）。そして、この時期に墳丘墓に供献

される目的で当該地域で創出された特殊器台や特殊壷は、遠く島根県にまで分布しており、日常的な生

活圏を越えるような、ある意味で政治的な関係が墳丘墓を築造した首長間で成立していたことを示して

いる。また、一般集落から出土する該期の土器組成中に、土師器につながる特徴のあることも指摘され

ている（29）。この時期は、弥生時代から古墳時代への変換点に相当することが予想される。

足守川流域でも開発に伴う発掘調査の件数は増えており、該期の集落遺跡の様相が部分的ではあるが

明らかになりつつある。ここでは、吉野口遺跡の弥生時代後期集落の性格を理解する基礎作業として、

足守川流域を中心とした該期の集落の様相を若干整理してみたいと恩う。なお、時期区分については、

長頸壷の頚部が凹線紋から沈線紋となり、壷、賓の内面へラケズリが胴部上半にまでおよび、高杯の口

縁端部を肥厚、もしくは水平に拡張することを指標にI期とする。次に長頸壷の頸部が逆「ハ」字状の

ものから直立気味になり、胴部も球形になる。そして壷、嚢の内面へラケズリが頚部付近までおよび、

高杯は口縁部がゆるやかに外反し、脚部は円板充填で成形されるものと、別作りのものとが存在する。

これらを指標としてⅡ期とする。また高杯の短脚化と「吉備型嚢」の祖形の出現や、長頸壷の頚部が

「ハ」字状になることや、精製された胎土が用いられる器種があらわれることを指標にⅢ期とする。そ

して長頸壷が消滅し、高杯がさらに短脚化、小型化することを指標にⅣ期とする。これらは、上乗編年

と対比させると、I期が鬼川市I式、Ⅱ期が鬼川市Ⅱ式、Ⅲ期が鬼川市Ⅲ式、Ⅳ期が才ノ町I、Ⅱ式に

相当する。

なお、竪穴住居4の埋土から出土した器台片については、外面に直線紋を幾何学的に組み合わせ、口

縁部内面には直弧紋的なモチーフも認められ、この時期に出現する特殊器台形土器との関係が推定され

る資料である。

（1）後期前半の拠点集落の形成

足守川流域の集落は、中期末には周囲

の丘陵部にも数多く形成され、後I期に

は丘陵部に位置する遺跡が激減し、低位

部に比較的遺構の密度が高い集落が出現、

あるいは小規模であった集落が拡大する。

これらは、拠点的な集落と考えてよいと

思われる。拠点的な集落と考えられるも

のは、上乗遺跡（。。）、矢部南向遺跡（。1）、

津寺遺跡（。2）、高塚遺跡（。。）などである。

当該地域における中期の集落は丘陵裾部 図250　吉野口遺跡後期遺構配置
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に広がる小扇状地状地形であるとか、

低位部であっても少ない労働投下量

で耕作できる部分を基盤としていた

と考えられる。したがって、それら

を基盤として成り立っ集落規模には

自ずと限界があり、当該地域で中期

の大規模な集落がほとんど形成され

ていないのは、このためであろう。

しかしその反面、それぞれの集落の

水田経営は完結的であり、相対的に

自立化した性格が内包されていたこ

とが推測される。これらの集落は、

概念的には津山市沼遺跡の発掘調査

と周辺地域の分布調査の結果から抽

出された、弥生社会を構成する基礎

単位とされる「単位集団」（。4）に相

当するものと考えられる。

ところが、後期になると低位部の

集落が拡大する。このことは、それ

＼

＼

＼
＼

図251津寺（加茂小）遺跡後Ⅲ期遺構図

ぞれの集落が結集し、低位部の大規模な開発がおこなわれたと理解することが妥当と考えられる。拠点

的な集落を成立させた契機については、後I、Ⅱ期に金属製鉱の集落内での出土童が増加することから、

非日常的な状況、具体的には収穫物や流通物の争奪などが原因となった抗争などが考えられよう（。5）。

しかし結果的には、大型化した集落を維持するための低位部の大規模開発が進展し、それが集落規模を

拡大し拠点的な集落へとなさしめた本質的な諸要因の1つであったと考えられる。ところが、後期前半

に形成された拠点集落のうち、その大半は後Ⅲ期になると遺構数が激減、もしくはなくなるものが大半

である。それでは、次に後Ⅲ期の集落の様相をみてみたい。

（2）後期後半の集落の様相

後Ⅲ期の集落も遺構数を視点にしてみると、大きくは2つに分けられる。1っは遺構数が多く、遺物

も多量に出土する遺跡で、これをA型集落とする。もう1つは遺構数、遺物ともに少なく、小規模な集

落であったことが推定されるもので、これをB型集落とする。この他後期前半の拠点的な集落で、遺構

数が激減したものもB型集落の範噂に入れる。また、B型集落の中でも小規模になるもの、あるいは小

規模なものをBl型集落、この期になってほとんど遺構が認められなくなるものをB2型集落として区別

する。

Bl型集落は、吉野口遺跡（図250）、津寺（加茂中）遺跡（図251）などで明らかになっている。津寺

（加茂中）遺跡は、岡山市立加茂小学校の校舎と体育館建設に伴う発掘調査によってその内容の一部が

明らかになったもので、中Ⅳ期の竪穴住居数棟と溝が検出され、この時期ぐらいから集落が形成されて

きたものと考えられる。その後遺構はなくなるが、後Ⅲ期になると5棟の竪穴住居が散在的に認められ
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図252　幸利神社遺跡出土土器
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●A型集落　　1津寺遺跡
▲B型集落　　　2　津寺（加茂中）遺跡
★楯築墳丘墓　　3幸利神社遺跡

4　加茂遺跡　　　7　東山遺跡

5　矢部南向遺跡　8上乗遺跡

6　吉野口遺跡
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図253　弥生後期後半集落分布　ノ

るようになる。しかし、出土する遺物の量はそれ程多くはなく、小規模な集落であったと考えてよいよ

うである。それぞれの竪穴住居が同時に存在していたかどうかは厳密にはわからないが、住居間の間隔

は10m～15mで、この数値は吉野口遺跡の2棟の竪穴住居間の距離とほぼ一致する（。6）。

B2型集落は、上乗遺跡、東山遺跡、津寺遺跡などである。

東山遺跡は、市道新設に伴う発掘調査によってその内容の一部が明らかになっている。幅6m程の調
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査区ではあったが、長さが280mもあり、遺跡が形成されている微高地に対して南北方向のトレンチを

入れたことになる。それによると、後I、Ⅱ期には多数の土壌や井戸、竪穴住居が認められるものの、

後Ⅲ期になると遺構、遺物はほとんどなくなる。後Ⅳ期になるとやや遺構数は増加し、古墳時代になる

とさらに増す（。7）。

津寺遺跡は山陽自動車道建設に伴い発掘調査されたもので、津寺（加茂中）遺跡の北に位置し、津寺

（加茂中）遺跡とは別の微高地に形成された集落である。かなり広範囲にわたる調査であり、遺跡全体

の様相をほぼとらえたと考えられる。それによると、後I、Ⅱ期の遺構はある程度形成されるが、後Ⅲ

期になると遺構、遺物はほとんど認められなくなり、後期末から古墳時代にかけては遺構数が激増する（。8）。

上乗遺跡は、後I、Ⅱ期には竪穴住居が8棟の他に土壌や井戸などの遺構が多数認められているが、

後Ⅲ期になると竪穴住居が1棟となり遺構、遺物ともに減少する。その後、後Ⅳ期や古墳時代になると

遺構数は増加している（。9）。

A型集落は、矢部南向、加茂A、B遺跡で、後I、Ⅱ期の集落が継続して大規模な集落を形成してい

る（4。）。この他A型集落の可能性があるものは、幸利神社遺跡で、市道整備の際に発見され、出土した

遺物は後Ⅲ、Ⅳ期のものが中心である（図252）。

以上の集落の分布図をみると（図253）、A型集落が現足守川の中流域部に集中して集落群を形成し、

B型集落が周囲に点在することがわかる。そしてA型集落群の南側にある丘陵上に楯築墳丘墓が存在し、

北側の丘陵部には一辺約20m、幅約15mの方形の墳丘墓も築かれている（41）。そして楯築墳丘墓の存在

する丘陵上には、長さ十数mの規模が推定される女男岩墳丘墓（42）や、特殊器台を用いた墓群である辻

山田遺跡（4。）も確認されている。

（3）小結

集落の規模や位置的な関係から、楯築墳丘墓の母体となったのがA型集落群であることは、まずまち

がいないと思われる。このA型集落群は、後期前半に形成された複数の拠点集落がさらに集約化された

帰結と考えられよう。ただ、この拠点集落の内部には、中期からの集落変遷をみるかぎり、いくつかの

完結的な水田経営を基盤とした単位集団を内包したものであったと考えられる。したがって、楯築墳丘

墓の存在する丘陵上に、女男岩墳丘墓や辻山田遺跡の墓群が認められるのも、A型集落群のなかにいく

つかの自立的な単位が存在していたことを示唆していると患われる。ともあれ、後Ⅲ期には足守川流域

で、該域全体の拠点集落といえるA型集落群が形成され、一極集中的な様相を呈するようになる。そし

て、周囲には吉野口遺跡のような小規模な集落が存在していた、ということがいえそうである。

ただ、この状況は足守川中流域の範囲に限定されるものと考えられる。例えば、足守川の上流域付近、

後に足守郷となる地域では、墳丘墓がいくっか認められ、足守川中流域のA型集落群を中心とした地域

圏とは異なる地域圏が形成されていた可能性がある。つまり、高梁川、足守川流域で車も広い水田可耕

地を含みこんだ大きな地域圏が足守川中流域に形成される一方で、それとはおそらく相対的に小さな地

域圏もいくっか形成され、前者が中山茶臼山古墳や尾上車山古墳のような全長が100mを越える大型前

方後円墳を、後者が比較的小規模な前方後円（方）墳を築造したものと推定される。つまり、当該域の

古墳時代の基本的な枠組みは、後Ⅲ期には形成されていたと考えることができるように恩われる。

（草原）
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Ⅲ　古墳時代後期遺構面

吉野口遺跡の古墳時代後期の遺構面では竪穴住居6軒が検出され、この時期の一般的な集落遺跡の景

観を呈している。しかし、調査区東南部では鉄棒が比較的多く出土し、鉄棒や焼土を投棄した土壌と、

鍛冶炉と推定される焼土塊も検出された。このような吉野口遺跡の製鉄関連の遺構や遺物に関して「再

加工や打ち直しを中心に行っている村方鍛冶」という評価が花田勝広氏によりおこなわれている（1）が、

ここでは出土した鉄棒の分析結果（附章Ⅳ参照）とを合わせてその点を若干検討してみたいと思う。

1　吉野口遺跡の製鉄工程

吉備南部における6世紀後半から7世紀にかけての製鉄遺跡には、「鉄挺」などの鉄素材からの加工、

再加工は別として、鉄鉱石もしくは砂鉄などの製鉄原料を生成する段階から鉄器の製作段階までの、い

くっかの作業工程が認められる。それぞれの遺跡がどの作業工程に属するかについては、遺跡に残る遺

構や鉄棒の分析から見分けることができる（2）。

まず、鉄鉱石や砂鉄などの製鉄原料は、製鉄炉において製錬される。この工程では、多量の製錬樺が

排出される。遺構としては、炉床が長方形あるいは楕円形で、下部に防湿施設を備えていたり、いなかっ

たりする形態の製鉄炉と、横口付の製炭窯、そして斜面を段状に整形した作業場などが認められる。こ

の工程の遺跡には、付近に竪穴住居などは存在せず、土器などもほとんど出土しない。製錬作業に従事

した人々が製錬遺跡で生活した痕跡は認められないといえそうである。また、精錬鍛冶樺や鍛練鍛冶樺

は伴わないようで、つぎの工程である精錬は製錬遺跡ではおこなわれていなかったようである。そして

製鉄原料となる鉄鉱石や砂鉄、もしくは燃料となる木材が得やすいためか、この工程の遺跡は丘陵部に

位置し、しかも操業形態に規定されてか、丘陵部でも谷状の斜面部に存在する。備中南部の高梁川、足

守川流域の製錬遺跡で最も古いものは総社市せん引き遺跡で、6世紀後半の製鉄炉、横口付の炭窯、斜

面を削平した作業場などが複数検出されており、比較的規模の大きなものである（。）。同じく総社市に

ある西団地遺跡群は6世紀末から7世紀にかけての製錬遺跡で、同じ丘陵部上で製鉄炉62基、炭窯16基、

作業場18ヶ所が検出されており、かなり大規模なものである（4）。これらの他に総社市長砂遺跡（5）、同

青谷川遺跡（。）、倉敷市菅生小学校裏山遺跡（7）のように製鉄関連の遺構や遺物が比較的少なく、小規模

な操業であったことが推定されるものもある。

製錬によって生成された荒鉄（表皮スラグや捲込みスラグ、炉材粘土らの不純物を含む原料鉄）（8）は、

小割り選別された後、成分調整をおこなう精錬鍛冶、そして鉄器の製作をおこなう鍛練鍛冶の工程へと

移行する。これらの3つの工程は単一の遺跡内でおこなわれている場合が多いようで、とりあえず1つ

の工程と考えておきたい。この工程を示す遺跡は、県北の美作地域においては丘陵部の調査で多くみつ

かっており、そのうち津山市大畑遺跡で検出された一般的住居2軒、作業的住居2軒、段状遺構2棟と

いった遺構の構成が、この工程をおこなう集落の基本的な単位であると指摘されている（9）。そして、

その単位が複数集まって大規模な鍛冶遺跡となったものが、津山市狐塚遺跡で検出されている（1。）。

高梁川、足守川流域では、この工程を示す遺跡の調査例はそれ程多くないが、沖積地の集落で検出さ

れている。そのうち規模が大きく、内容も比較的明らかになっているのが総社市窪木薬師遺跡であ

る（11）。窪木薬師遺跡では多数の鉄塊系遺物、精錬鍛冶樺、鍛練鍛冶樺、鍛造剥片、粒状樺の他に荒鉄

から鉄を抽出した後の廃樺が出土している。廃樺の存在は、窪木薬師遺跡で本来は製錬サイドの作業内
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容である荒鉄の小割り選別の作業工程がおこなわれたと考えられ、このことは丘陵部の製錬遺跡で生成

された荒鉄はすぐに鍛冶集落へ移動されたことを示している（12）。

窪木薬師遺跡の北4kmのところには大規模な製錬遺跡である総社市せん引き遺跡がある。鉄棒の分析

から、同遺跡へ荒鉄を供給した可能性が推定されている大規模な製錬遺跡である総社市西団地遺跡群は

西へ10kmのところにある。製錬遺跡と鍛冶遺跡の関係を具体的に示すような調査例はないものの鉄棒の

分析から、窪木薬師遺跡のような大規模な鍛冶遺跡への荒鉄の供給は、西団地遺跡群のような大規模な

製錬遺跡が担っていたと推測されている（1。）。

鍛冶集落については竪穴住居が存在し、製鉄関連の遺物以外に土器などの日常生活に用いるものも多

数認められることから、一般的な集落と同じで、製鉄作業に従事する人々の日々の生活基盤であったと

思われる。しかし、製錬遺跡周辺については、土器などの遺物や住居跡などが付近では検出されないた

め、少なくとも製錬の工程については作業空間と生活空間とは別であったと考えられる。

ところで、吉野口遺跡で検出した6世紀後半の製鉄関連の遺構と遺物は、鉄棒溜まり、鍛冶炉と推定

される焼土塊、鉄棒、フイゴの羽口である。鉄棒溜まりから出土した鉄棒は分析の結果から、鍛冶原料

となる荒鉄を小割り選別した残樺ということであり（附章Ⅳ参照）、また、鉄棒溜まりからフイゴの羽

口が出土していることから、当遺跡は窪木薬師遺跡のような鍛冶遺跡と考えられる。検出された竪穴住

居には、埋土から鉄棒を出土するものもあるが、その量はわずかである。また製鉄関連の遺構や遺物は、

調査区の南東部付近に偏る傾向が看取され、調査区外に製鉄関連の遺構の集中するエリアが存在する可

能性も推測されるが、鉄棒の出土量は窪木薬師遺跡ほど多くないことから、一般的な集落内でおこなわ

れた鍛冶といった性格が強いと考えられる。ただ荒鉄の小割りが集落内でおこなわれていることから、

窪木薬師遺跡ほどは大量でないものの鉄器の製作をしていたと考えてよい。したがって吉野口遺跡での

製鉄は、「再加工や打ち直し」（1。）をおこなうといったイメージよりも、小規模ながらも鉄器生産をおこ

なっている集落と考えられる。

2　吉野口遺跡への荒鉄の供給源について

製鉄の工程は、遺跡における鉄棒の出土する種類から製錬の段階と、本来は製錬作業に付随する荒鉄

の小割り選別の作業も含んだ精錬、鍛練鍛冶の2段階に分けられる。製錬の段階に関する遺跡は、せん

引遺跡や西団地遺跡群のように多くの製錬炉と炭窯が存在する大規模なものと、総社市長砂遺跡や同市

青谷川遺跡のように炉は検出されていないが、炭窯の数や鉄棒の量から比較的小規模な操業をおこなっ

ていたと予想されるものとがある。大規模なものは製錬炉、作業場、炭窯で構成される工房が複数あり、

短期間での大量生産を指向していると考えられ、小規模なものはそれ程多くの生産を指向していないも

のと考えられる。

精錬、鍛練鍛冶の段階に属する遺跡にも、窪木薬師遺跡のように165kgもの多量の鉄棒が出土し、鍛

冶関連の遺構も多数検出されるような大規模なものと、吉野口遺跡のように10kg未満ほどの鉄棒しか出

土しないような小規模なものとがある。県南部の沖積地において鍛冶関連の遺跡の全体像を把握した例

はないが、県北である程度その具体的な様子を確認している。その成果によると、鍛冶遺跡は一般的住

居2軒、作業場的住居3軒、段状遺構2棟といった組み合わせが基本的な単位で、この単位が複数結合

したものも検出されている（15）。基本的な単位とされるものがここで小規模なものとしたものに、基本

的な単位を複数内包したものが大規模なものとしたものに対応するようにも思われる。しかし県北の場
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合、この段階の遺跡も製錬遺跡と同様にその多くが丘陵部に位置し、両段階の遺構を同地点で検出した

例はないものの、狐塚遺跡のように付近に製錬炉の存在が予想される鍛冶遺跡の例もある（16）。

一方、高梁川、足守川流域の鍛冶遺跡は沖積地に立地しており、製錬段階の遺跡の立地する丘陵部と

はやや離れた地点に立地している。窪木薬師遺跡は遺構の配置や製鉄関係の遺物の集積状況から、専業

的に鉄生産をおこなった集落という評価もあるが（17）、沖積地に立地すること自体は、製鉄に関連する

理由からというよりも、おそらくその遺跡の存立基盤が水田経営と無関係でなかった点にあると思われ

る。県北のように、鍛冶遺跡も製錬遺跡と同じように丘陵部に位置することは、その遺跡内に一般的な

住居とされる竪穴住居が含まれるものの、立地の点では水田経営から分離され、より製鉄への専業化を

指向しているといえる。したがって、高梁川、足守川流域の鍛冶遺跡が一般集落と同様に水田経営を意

識していると思われることから、県北の鍛冶遺跡のように集落そのものを鍛冶集団としてとらえること

は難しいと思われる。

この他、厳密には鉄生産の遺跡とはいえないかもしれないが、ほとんど鉄棒も出土せず小規模な鍛冶

炉だけが検出される遺跡もある。これは、再加工や打ち直しを集落内でおこなう村方鍛冶と考えられて

いる（18）。

製錬遺跡と鍛冶遺跡との関係は明確でないが、鉄棒の分析から、西団地遺跡群で生成された荒鉄が窪

木薬師遺跡へ搬入されたことも推測されており（19）、大規模な製錬遺跡には大規模な鍛冶遺跡、小規模

な製錬遺跡には小規模な鍛冶遺跡がそれぞれ対応すると思われる。そして製錬遺跡については、土器な

どの生活用品や住居などが検出されていないことから、日常生活の場となっていたとは考えられず、ま

た前述したように荒鉄が小割り選別もおこなわれず鍛冶遺跡へ移動していることは、両者の間に集積と

配分を調整するような過程はないことを示しているように思える。つまり製錬遺跡は付近の集落によっ

て操業されていたのではなく、おそらく荒鉄が直接搬入された痕跡の認められる鍛冶集落が、製錬遺跡

をも直接操業していた可能性が高いと考えるのである。そうすると高梁川、足守川流域の鍛冶集落は、

製鉄原料である荒鉄の生成から製品の加工までの一連の工程を各自でおこなっていたということになる。

そして、吉野口遺跡のような小規模な鍛冶遺跡でも荒鉄の小割り選別がおこなわれていることから、小

規模な鍛冶遺跡も製錬遺跡と直接繋がっていたと考えられ、規模の大小に関わらず同地域の鍛冶遺跡は

荒鉄を自前で生成していたと推定される。

そこで、吉野口遺跡の荒鉄を生成していた製錬炉の位置と規模について若干検討しておきたい。吉野

口遺跡周囲の丘陵部では、発掘調査がおこなわれていないこともあって、製鉄関係の遺跡は確認できて

いない。ただ高梁川、足守川流域の製錬関係の遺跡には、近接して後期古墳が存在している場合が多い。

大規模な製錬遺跡の部類に入る西団地遺跡群では近接して50基の後期古墳が認められており、同じくせ

ん引き遺跡でも10基が調査されている。小規模な製錬遺跡である長砂谷製鉄関連遺跡には1基の後期古

墳が、同じく青谷川製鉄関連遺跡には2基の後期古墳が認められる。大規模な製錬遺跡には古墳の数も

多く、小規模な製錬遺跡には古墳の数も少ないというような傾向が認められそうである。ただ、西団地

遺跡群内の古墳のうち、野宮東平1号填、坂井砂奥11号墳では石室の中から鉄棒が出土しているが、そ

れが分析の結果砂鉄製錬樺であることが判明し、周辺でおこなわれている製錬が鉄鉱石を用いているこ

とから、古墳と近接する製錬遺跡との関係を否定的にみる考えもある（2。）。しかし、流域が異なる岡山

市津高団地遺跡群の猪ノ坂南遺跡、奥池遺跡でも製錬炉の付近に15基の後期古墳が存在しており（21）、

みそのお古墳群でも製錬炉と後期古墳の両者が確認されている（22）。西団地遺跡群でも古墳の前庭部と
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製錬炉が重複していたり、炭窯を避けて古墳

を築いている例があり、古墳の築造と製錬関

連の遺構とは相互に意識しているとみられる

点がある。このことは、県南部において製錬

遺跡と後期古墳が同じ地点に存在する例が多

いことから考えても、後期古墳と近接する製

錬遺構とが無関係でなかったということを示

しているように恩える。

一応、後期古墳と製鉄関連の遺跡とが有機

的な関係があったと考えて吉野口遺跡周辺の

後期古墳の分布をみてみると（図254）、周囲

の丘陵の谷部に単独、もしくは2～3基しか

ないような小規模な古墳群が形成されている

ことが認められる。吉野口遺跡の南側にある

谷部は比較的大きく、この谷部には吉備津神

社が存在している。後期古墳は現況では境内

に1基認められるだけであるが、かってはも

う少し多くの古墳が存在した可能性はある。

しかし、大規模な古墳群を形成していた痕跡

は認められず、存在していたとしても数基程

度の小規模な古墳群であったと恩われる。つ

まり、吉野口遺跡の周辺には大規模な後期古

墳群は存在しないということがいえそうであ

る。このことは、後期古墳の付近に埋没して

0　　　　200m
I I I

●　後期古墳 く　　荒鉄の移動（推定）

▲吉野口遺跡　　　　　　■東山遺跡

図254　後期古墳分布図

いることが予想される製錬遺跡の規模もそれほど大きくなかったことも示しているとも考えられ、吉野

口遺跡に荒鉄を供給したのは、周辺の丘陵部でおこなわれた比較的小規模な製錬遺跡からのものであっ

たという想定が可能と思われる。

3　吉野口遺跡の製鉄関連遺構の性格

6世紀後半の吉野口遺跡の精錬、鍛練鍛冶遺構に関して若干整理してみた。製錬遺跡と鍛冶遺跡との

関係は、製錬遺跡で生成された荒鉄がほとんど手を加えられずに鍛冶遺跡へ移動していることや、製錬

遺跡に生活痕跡が認められないことから、鍛冶遺跡が製錬遺跡をも操業していた可能性が高いと考えら

れた。そして製錬遺跡に近接して築かれていることの多い後期古墳についても、製錬、鍛冶遺跡と一体

のものであることが予想された。また窪木薬師遺跡と吉野口遺跡の例から、鍛冶遺跡には大規模なもの

と小規模なものとがあり、両者は操業規模の差に関係なく製鉄原料である荒鉄の生成と製品の製造まで

を一連におこなっていることが推定された。それと、高梁川、足守川流域の鍛冶遺跡は沖積地に立地し

ていることから、農業集落といった側面を具備していると考えられ、県北のように丘陵部に立地し、よ

り製鉄作業への専業化を指向しているのとは異なる様相であることがうかがわれた。
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4、5世紀代の製鉄関連遺跡の数は序々に増えつつあるが、その例は6世紀以降に比べるとかなり少

ない。高梁川、足守川流域の地域では4、5世紀には全長100mをこえる大型古墳が連綿と築かれてお

り、それらはこの地域に求心的な集団関係が成立していたことを示している。この時期の製鉄の操業主

体や形態についてはよくわからないが、6世紀以降と比べ製鉄関連の遺跡数が極めて少ないことが当時

の製鉄遺跡の数そのものが少ないことを反映しているとすると、例えば三ツ寺I遺跡で検出された豪族

居館内の製鉄遺構のように（2。）、大型古墳を造営した首長（仮に大首長と呼称する）などがある程度独

占的におこなっていた可能性も想定されてくる。この時期の大型古墳や、あるいはその陪塚から出土す

る多量の鉄器の存在は、大首長が鉄器の保有を独占していたことを示しており、その背景には鉄器の製

作そのものをも掌握していたということなのではなかろうか。

しかし6世紀になると、この地域ではこうもり塚古墳以外は大型古墳の築造はみられず、4、5世紀

のような大首長の系譜は明確でなくなってくる。その一方で、丘陵部には数多くの後期古墳が築かれる

ようになり、製錬関連の遺跡数も増加する。県南部の沖積地周辺において6世紀に造墓階層が拡大する

のと製鉄遺跡が増加することは相関関係にあり、吉野口遺跡の製鉄関連の遺構は、そういった後期古墳

を築造し得る基盤となった鉄生産の一端を示していると考えられる。ただし、荒鉄を生成するために必

要な鉄鉱石や砂鉄などの原料採集の実態についてはよくわからない。しかしながら高梁川、足守川流域

において、製錬遺跡、鍛冶遺跡、後期古墳は先に推定したように、相互に有機的なっながりをもって存

在していたと恩われる。

一方、製鉄遺跡の増加についてはその技術的な点からも渡来系氏族との関連が推定されている（24）。

高梁川、足守川流域については、西から律冷制下の行政単位である下道郡、窪屋郡、賀陽郡、都宇郡の

4郡が存在する。後期古墳はこの郡単位に「玄室平面積10平方メートル前後以上あるいは玄室空間の体

積三〇立方メートル前後以上」の石室規模を有する古墳が、同一時期に1基の割合で築かれていること

が指摘されている（25）。6世紀後半には律令制下の行政単位である郡の範囲が、ある程度在地で形成さ

れていた政治的なまとまりを示していると推定される。

奈良時代に、この地域に在住した人々の氏姓の一端を示した史料が『大税負死亡人帳』である。この

史料は大税を未返済で死亡した個人の名を記載したものであるため、戸籍や計帳と異なり当時の断片的

な様相しか知ることはできないが、行政単位ごとに在住した氏姓の傾向をある程度読み取ることができ

る。この史料では、吉野口遺跡の存在する賀陽郡板倉郷の南の同郡庭瀬郷に「忍海漠部」を氏姓とする

ものが3人認められる。これは、鉄生産に関連する渡来系氏族の氏姓といわれている（26）。「忍海漠部」

以外に鉄生産に関連する渡来系氏族の氏姓は「東漢人」、「西漢人」で（27）、この2つの氏姓は都宇郡、

賀陽郡にもみられ、『三代実録』によると下道郡にもその氏姓をもっものがおり、4郡のうちの3郡に

まで鉄生産に関する渡来系氏族の存在が認められる。このことは、この地域で多数調査されている製鉄

関連遺跡の様相とも対応しており、当地域で製鉄が盛んにおこなわれるようになるのは、渡来系氏族の

関与があった可能性を示唆していると思われる。

ところで、現存史料という非常に限定された視点からではあるが、6世紀後半の大型古墳であるこう

もり塚古墳の築かれた窪屋郡にだけは、鉄関連のものも含めて渡来系氏族の存在が認められない。しか

し7世紀中葉には、鉄・鍬が窪屋郡から貢進されたことが『飛鳥木簡』の中にあり（28）、窪屋郡で製鉄

をおこなっていることはほぼまちがいないと思われる。4、5世紀段階で、製鉄関連の遺跡があまりみ

つかっていないことについては、大型古墳を築造した大首長に鉄生産をも独占されていた可能性を推測
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したが、同様に6世紀でも大型古墳を築造した首長の直接的な基盤となった窪屋郡では、その地域の鉄

生産を含めた手工業生産は、そうした首長のもとに独占されていたと解釈できないであろうか。つまり、

大首長の直接的な影響圏以外では、渡来系氏族を介して製鉄などの手工業生産が拡散されていったこと

を、窪屋郡以外に渡来系氏族が分布していることは、示していると考えるのである。そしてこれらの渡

来系氏族の移入は、受容した在地に起因する要素も無視できないが、渡来系氏族を統率する畿内中枢部

との関係が最も考慮されるのではないかと思われる。

（草原）

注

1　花田勝広「吉備政権と鍛冶工房一古墳時代を中心に－」『考古学研究』第43巻第1号1996年

2　大澤正己「大開古墳群・大開遺跡出土鉄棒の金属学的調査」『津山市埋蔵文化財発掘調査報告』第15集1994年

3　武田恭彰「鬼ノ城ゴルフクラブ造成に伴う発掘調査概報」『総社市埋蔵文化財調査年報』11991年

4　村上行雄ほか「水島機械金属工業団地共同組合西団地内遺跡群」『総社市埋蔵文化財発掘調査報告』91991年

5　村上行雄「長砂谷1号填、長砂谷製鉄関連遺跡」『総社市埋蔵文化財発掘調査報告』6　1988年

6　前角和夫ほか「青谷川古墳群、青谷川製鉄関連遺跡」『総社市埋蔵文化財発掘調査報告』8　1990年

7　中野雅美ほか「菅生小学校裏山遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』811993年

8　大澤正己「窪木薬師遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』861993年

9　中郷利幸ほか「大畑遺跡」『津山市埋蔵文化財発掘調査報告』第47集1993年

10　河本清「狐塚遺跡」『津山市埋蔵文化財発掘調査報告』第12集1974年

11島崎東ほか「窪木薬師遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』861993年

12　注8

13　注8

14　注1

15　注4

16　注10

17　注11

18　注1

19　注8

20　注4

21乗岡実「岡山市域における最近の発掘調査」『古代吉備』第13集1991年

22　椿真治ほか「みそのお遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』871993年

23　下城正はか「三ツ寺I遺跡」『上越新幹線関係埋蔵文化財発掘調査報告書』第8集1988年

24　注1

25　近藤義郎『前方後円墳の時代』岩波書店1983年

26　加藤謙吉「西漠氏の存在形態」『古代王権と祭儀』吉川弘文館1990年

27　注26

28　潮見浩「鉄・鉄器の生産」『岩波講座日本考古学』31986年

参考文献

大澤正己

松井和尊

古瀬清秀

北野　重

光永真一

神谷正義

河瀬正利

「古墳出土鉄棒からみた古代製鉄」『日本製鉄史論集』たたら研究会1983年

「鉄生産」『古墳時代の研究』5　雄山閣1991年

「鉄器の生産」『古墳時代の研究』5　雄山閣1991年

「相原市所在の製鉄関連遺跡」『古代を考える』53　古代を考える合1991年

「製鉄と鍛冶」『吉備の考古学的研究』下　山陽新聞社1992年

『西祖山方前遺跡』岡山市教育委員会1994年

「わが国古代の鉄研究をめぐって」『展望考古学』考古学研究会1995年

－210－



結　語

Ⅳ　奈良、平安時代の遺構面

古代に属する時期の遺物の大半は、溝2と溝3から出土したもので、その他P189からもややまとまっ

て出土している。これらの土器群は、2群に大別できる。溝2、3の埋土から出土したものと、溝2、3

の上面およびP189から出土したもので、前者が奈良時代、後者が平安時代に相当する。溝2、3と方向

を同じくする建物や竪穴住居状遺構も、その方向性や出土した土器から奈良時代と考えられる。つまり

当該調査区では、奈良時代の遺構が主体であるということがいえる。ここでは、まず出土した土器を整

理して年代的な位置付けを確認し、遺構の性格を若干追及したいと思う。

1　奈良時代

奈良時代に属する土器の大半は、溝2と溝3の埋土から出土した。両溝の埋土はよく似ており、また

一定の間隔で平行していることや、出土する土器についても時期差がほとんど認められないことから、

同時に存在していたと考えてよいと思われる。また、両溝とも埋土は1層で、溝が機能していた時点で

の堆積層や、溝廃絶後徐々に埋没したことを示すような土層は認められなかった。したがってこの両溝

は、短期間のうちに埋没したものと恩われ、埋土に含まれている土器の大半も比較的単一の時期を示す

と考えてよいと思われる。

以上の発掘調査時の所見から、両溝の埋土中の土器を単一時期のものとし、土器を分類してみる。分

類は土師器と須恵器をそれぞれの器形ごとに分け、さらに同一器形であっても法量の違いにより器種分

化が認められるものを、大きい方からI種・Ⅱ種・Ⅲ種…というように分類する。

（1）土師器（図256）

まず土師器については、畿内からの搬入品と思われるものを除いては、食器類のほとんどに丹を塗布

している。丹塗りの状況を器の内面と外面に分けてみてみると、内面は全て丹塗りされているが、外面

については全体に施すものと、底部や底部付近には

施さないものとがある。また、底部外面の調整につ

いても、へラケズリの後へラミガキを施すものと、

へラミガキを省略するものが認められ、量的には後　5cm

者の方がやや多い。また、へラミガキを施していて

も粗く雑になり、へラミガキ前のへラケズリが観察

できるものも目立っている。内面に暗文を施してい

るものもいくつか認められるが、量的には少ない。

その内容も達弧状の暗文だけのものが主で、放射状

の暗文については非常に少なく、あったとしても1高さ

段のものばかりである。

〈杯》　高台のつかない杯Aが3種類認められる

（図255）。I種は口径18cm前後、器高3～4cm、Ⅱ

種は口径12～15cm、器高2～3cm、Ⅲ種は口径10cm

前後、器高2cm前後である。径高指数（器高／口径

×100）は20である。高台のつく杯Bは1点認めら

－211－
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れるだけであり、当該調査区の土師器の杯は杯A

が主体といえる。これは杯Bが主体となる須恵器
高さ

の構成とは対称的であり、須恵器と土師器の補完

的関係を示しているとも考えることができる。こ　5cm

の他、畿内ではあまりみられない器形として、脚

台のつく杯がある。

〈皿〉　口縁端部を鋭く屈曲させる皿Aと、屈曲

の鈍い皿Bとがある。皿Aは3種類認められる

（図255）。I種は口径23cm前後、器高3cm前後、

Ⅱ種は口径19～21cm、器高2～4cm、種は口径17

皿前後、器高2cm前後である。径高指数は13であ

る。皿Bは2種類になる可能性もあるが、基本的

には口径11～12cm、器高2cm前後の1種類だけで

ある。この他、杯と同様に脚台のつく皿がある。

〈椀〉　口縁部を屈曲させる椀Aと、口縁端部を

丸くおさめる碗Bとがある。椀Aは3種類認めら

／才 一一㊤

l

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　°
°　　　　　　　●●

Ⅳ　　 Ⅲ

● I

Ⅱ

5　　　　　　10　　　　　　15　　　　　　20cm

須恵器杯B

図258　吉野口遺跡須恵器法量表

れ、I種は口径16cm前後、器高4．5cm前後、Ⅱ種は口径13cm前後、器高4cm前後、Ⅲ種は口径11cm前後、

器高3cm前後である。碗Bは一応3種類に分かれると考えているが、全形のわかるものはⅢ種のみで、

口径15cm前後、器高5皿前後である。Ⅱ種の器高はわからないが、口径19cm前後である。I種と推定さ

れる（70）は、片口の鉢となる可能性もあるが、一応ここでは椀BⅡと考えておきたい。

《高杯〉　断片的にしかわからないが、偏平で大きな皿状の杯部に短かく太い脚部がっくと思われる。

さらに、脚部は粘土紐を巻き上げて形成しており（a技法）（1）、杯部と脚部は密着接合し、接合部に

粘土紐を巻きっけることはしない。脚部の内壁には接合時に脚を絞ったため生じた縦のしわがある。杯

部内面には暗文が認められる。

〈蓋〉　杯Bの蓋と考えられるものが若干出土しているが、どれも破片のため全形は不明である。

《整》　口縁端部に面取りをおこない、外湾する口縁部をもっ蛮Aと、同じく口縁端部に面取りをおこ

ない、内湾する口縁部をもっ嚢Bと、口縁端部を丸くおさめる嚢Cとがある。嚢A、Bは外面パケメ、

内面はナデもしくはパケメ、あるいはへラケズリと調整がやや多様である。聾Cは内外面ナデ調整であ

る。いずれにせよ、頚部に鍔のつく羽釜形態のものは認められないようである。

〈甑〉　一対の上向きの把手がつくもので、外面はパケメ、内面はナデ調整をおこなう。

〈竃〉　大小の2種類がある。小さいものは焚口の周縁に粘土を貼りつけて庇としたもので、水平に突

き出た角状把手がっく。大きいものも焚口周縁に粘土を貼りつけて庇とし、下向きに把手がっく。粘土

を貼りつけて庇とする形成手法と、出土した嚢の口縁部の形状は、指摘されている竜と賓の組み合わせ

と矛盾しない（2）。

〈製塩土器〉　器壁が薄く口縁部が内傾し、底部が尖り気味になるものが主体であるが、1点だけやや

器壁が厚く受口状に外反する口縁部をもっものがある。内外面ともナデ調整されており、指頭圧痕が明

瞭に観察される。前者は、備讃瀬戸地方の製塩土器の土器型式である「倉浦式」に相当すると恩われ

る（3）。破片数は多く、図化できたものよりも実際の個体数は多くなりそうである。この時期の製塩土
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器については、生産遺跡以外では美作国府（4）や国津、郡津と推定される倉敷市酒津一水江遺跡（5）のよ

うな官街関連遺跡で出土する他、浅口郡金光町上竹西の坊遺跡の土壌1（6）など官衛以外の遺跡からも

出土している。畿内においても奈良時代の遺跡ではほとんど普遍的に出土しており、特に8世紀前半か

ら中頃にかけてその例が急増しているという指摘がある（7）。製塩土器によって焼成された固型塩（焼

塩）の用途を、祭祀関係や手工業用関係の原材料に限定する考えもあるが（8）、平城京や長岡京におけ

る製塩土器の出土地点を検討した結果、必ずしも特別な遺構に伴うのではないことが明らかにされ、普

通の食用に用いたとする考えもある（9）。当該地における同時期の製塩土器を出土する消費地関係の遺

跡はそれ程明らかになっていないが、西の坊遺跡の例などから出土地点が官街などに限定されるという

ことはなさそうである。

（2）須恵器（図257）

〈杯》　高台のつかない杯Aが3種類ある（図258）。I種は口径15cm前後、器高5cm前後、II種は口径

12～14cm、器高3～4cm、Ⅲ種は口径10cm前後、器高3cm前後である。径高指数は30である。高台のつ

く杯Bは4種類ある（図258）。I種は口径19cm前後、器高6cm前後で、蓋が確実に伴う。Ⅱ種は口径17

cm前後、器高5cm前後、Ⅲ種は口径13～14．5cm、器高3．5～4．5cmで、蓋が確実に伴う。Ⅳ種は口径10cm

前後、器高3cm前後である。径高指数は30である。高台のつかない杯Aは、似た形態である土師器の杯

Aと同様に3種類に分けられる。しかし、I種としたものはⅡ種に含まれる可能性がある。また土師器

の杯の場合は、杯Bの数が非常に少なかったが、須恵器の場合はその逆で、杯Bの方が圧倒的に多い。

都城の場合、土師器と須恵器は法量による互換性が確立していることが指摘されているが（1。）、吉野口

遺跡の場合、須恵器と土師器がそれぞれ器種の少ない分を補完している可能性が推定される。

〈皿〉　皿は1点だけで、土師器の最も小さいものよりさらに小ぶりである。

〈鉢〉　形態によりA、Bに分けられる。鉢Aは口縁部が逆「ハ」字形に開き、口縁端部上面に平坦面

をもっ。外面には沈線が数条めぐる。鉢Bは「く」字形に外反する口縁部をもっ。鉢A、Bとも砂粒が

あまり含まれない精良な胎土である。

〈碗〉　全形のわかるものは1点だけで、法量的には土師器の椀AⅡに相当する。

〈盤》　全形のわかるものは1点だけで、断面逆台形の高台をもち、口縁端部上面は平坦でやや内側に

肥厚する。8世紀前葉の土器群を出土した西谷遺跡の盤をみると、高台のつくものはなく、高台の有無

が時期差を示す指標の1つになる可能性がある。

〈高杯〉　全形のわかるものは1点だけで、ラッパ状に開く脚部と、外反する口縁部をもっ偏平な杯部

からなる。

以上のように、溝2、3から出土した土器は、食器類については法量による器種分化が顕著である点

と、土師器に暗紋が施されるものが少なく、かっ施された暗紋も放射状暗紋が1段と連弧紋、もしくは

連弧紋のみであるといった特徴が看取される。また土師器の外面のへラミガキも省略されるものが目立っ

ており、施されたとしても粗く、その間からへラケズリが確認されるようなものが多い。須恵器の壷は

断片的なものしかないが、胴部の稜線が明瞭なものと、やや丸くなっているものの両者が存在するよう

である。これらは平城宮Ⅲとされる時期の特徴と共通する（11）。この遺構面に伴う土壌であるP332から

平城宮Ⅲの土師器皿が出土しており（12）、出土した溝の土器群の時期と矛盾しない。これらのことから

吉野口遺跡の奈良時代の遺構面は、平城宮Ⅲの時期であるといえよう。平城宮Ⅲ期は、SK八二〇やS
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K二一〇一出土の土器を基準に設定されており、それらに伴った木簡から天平末（749）年頃とされ

ている（1。）。すなわち、吉野口遺跡の奈良時代の遺構面は8世紀中葉と考えることができよう。

（3）8世紀前後の器種分化

吉野口遺跡から出土した土器群の特徴として顕

著なのは、①土器の主体をなすものが食器である　高さ
5cm

こと、②須恵器と土師器の比率がほぼ半々である

こと、③畿内からの搬入品の土師器があること、

④食器については須恵器も土師器も同一器形の法　0

量による器種分化がかなり認められるということ

である。このうち、④の法量による器種分化といっ

た点については、律令制を基軸とする国家体制の

出現と整備を反映させた「律令的土器様式」の指　5。。

標の1っとなっている（14）。食器類の多様な器種

分化や法量の分化は、律令国家を構成する大量の

宮人層の存在を示しており、この土器様式の地方

への波及は、宮人的な生活形態が、限られた場所

にせよ地方へも確実に浸透していることを示して

いる。

8世紀中葉の吉野口遺跡については、「律令的

土器様式」の要素が比較的顕著に認められる。た　高さ

だ地方において、この時期の須恵器に「律令的土
5cm

器様式」がある程度一般的に認められるものの、

土師器については部分的な模倣以外積極的な影響　0

は認められないと考えられており（15）、吉野口遺

跡の様相と少し矛盾する。しかしながら、瀬戸内

地域は他の地域とは異なり「律令的土器様式」の
高さ

浸透具合が突出していることを指摘する考えもあ　hm

る（16）。

そこでここでは、この土器様式の当該域への波

及状況を法量の分化を中心的な指標として簡単に

検討し、吉野口遺跡の土器の様相が当地域で一般

的な状況であるのかどうかを考える材料にしたい
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図259　西谷遺跡法量表

10　　　　　15　　　　　20cm

須恵器杯A

図260　寒風1号窯法量表

と患う。ただし、まとまった該期前後の資料があまりなく、生産遺跡である窯跡とか、生産物の集積場

のような非日常的な遺跡から出土した資料を対象とせざるえない。そのため土師器の様相はよくわから

ず、とりあえず須恵器を主な対象として取り上げることにする。

（4）各遺跡の様相

吉野口遺跡の土器群よりやや減る時期の資料が、邑久郡長船町西谷遺跡から出土している。西谷遺跡

は背後に存在する邑久古窯跡群に関連する遺跡と推定され、多量の須恵器が粘土採掘境の中や掘立柱建
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物の周辺から出土している（17）。これらの須恵器　高さ

は、8世紀前葉の平城宮Ⅱ期の所産とされている。　5cm

この遺跡から出土した土器群のうち、杯Aと杯B

の口径と器高を指標にグラフ化した。（図259）こ

の図をみると、杯Bは3種類に器種分化しており、

杯BIは吉野口遺跡の杯BIに、杯BIIは吉野口

遺跡の杯BⅡ・Ⅲに、杯BⅢは吉野口遺跡の杯B

Ⅳに対応する。一方杯Aは、底部が平らになるも

のもいくつかあるが、主体は古墳時代の蓋杯の系

譜を引く椀状の形態をしたもので、法童分化は杯

Bほど明確ではない。つまり8世紀前葉の須恵器

については、杯Bに関しては器種分化が認められ

るものの、杯Aについてはその傾向があまり認め

られないようである。なお、杯Bの径高指数は27

0　　　　　　5　　　　　10　　　　　15

須恵器杯B

図261上竹西の坊遺跡灰原2法畳表

で、吉野口遺跡の杯Bよりも器高が低い。

西谷遺跡より時期が潮る7世紀末の資料が、邑久郡牛窓町寒風1号窯から出土している（18）。そのう

ち、寒風Ⅲ式の時期とされる杯Bと杯Aについて、口径と器高を指標にグラフ化した（図260）。杯Bは

3種類が認められるようであるが、杯BIのような大きなものは、吉野口遺跡や西谷遺跡出土のなかに

は対応するものがなく、杯BIは8世紀に入ると欠落するか、もしくは盤に器形が変化したのかもしれ

ない。杯BⅡは吉野口遺跡の杯BIに、杯BⅢは吉野口遺跡の杯BIIに対応する。杯Aは大小2種類が

ある。杯BIと同様に大きい杯Aは8世紀には鉢などの器形に変化したと思われる。つまり、7世紀末

の段階は法童による器種分化がある程度認められるものの、8世紀段階のように整然とはしておらず、

器形についても未分化な点が看取され過渡的な様相がうかがわれる。また、杯Bの径高指数は21で、西

谷遺跡の杯Bよりも器高が低い。

寒風1号窯より時期が減る7世紀中葉の資料が、浅口郡金光町上竹西の坊遺跡灰原2から出土してい

る（19）。同じように杯Aと杯Bについて、口径と器高を指標にグラフ化すLる（図261）。杯Aは、西谷遺

跡に散見される底部が平坦になるものはなく、法量による分化は認められない。杯Bは、西谷遺跡の杯

BⅡに対応するものが大半で、明確な器種分化は認められない。

（5）器種分化の諸段階

以上のことを簡単にまとめてみると、須恵器の杯Aの主体は椀状器形のものから底部が平坦になるも

のへと8世紀前葉には変化しつつあるが、法童による器種分化は8世紀中葉になるまでは認められない。

また、杯Bは7世紀中葉以降に出現するが、器種分化は遅れ7世紀末にならないと認められない。

それでは、杯Aと杯Bで器種分化の認められる時期が異なることについて若干考えてみたい。古墳時

代における蓋杯の成形は、粘土紐を巻き上げ大体の形をっくり、その後ロクロにのせ、あらかたの成形

をナデ調整でおこない、ロクロからへラ切りにより切り離す。そして、若干の乾燥期間の後切り離した

杯を裏返してロクロに置くが、その際口縁部などを保護するための当て具として同心円文スタンプをロ

クロの中心に置き、外表面に回転へラケズリをおこなっている（2。）。ところが、7世紀に入ると成形し

た後裏返して底部をへラケズリするという工程が省略されてくる。これは製作過程に変化のあったこと
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を示しているとされる。それによると、ロクロに固定された円柱状もしくは円盤状の粘土の上に粘土紐

を巻き上げ、成形と調整をおこない、そのまま粘土柱から切り離して完成するもので、従来のものより

回転へラケズリの工程が少ない分、大量生産を指向でき、法量も比較的同じものをっくることができ

る（21）。このことは当該期、群集墳に多数副葬される須恵器需要の増加に対応するためと考えることも

可能であろう。

ところで、8世紀前葉まで杯Aの主体となるのは椀状形態のもので、これは古墳時代の蓋杯の系譜を

引くものである。また、西谷遺跡出土の杯Aの底部外面の観察所見では、へラ切り痕の残るものと、2

次的な調整をおこなうものとがあるが、前者については底部中心部までへラ切りが達しており、これは

円柱（板）状の粘土の上で成形し切り離した痕跡と考えられる。碗状の杯Aの法量がある程度まとまる

ことからも、7世紀以来の製作工程でつくられていた可能性が推定される。一方杯Bについては、全て

高台を貼付する前に底部外面を回転へラケズリしており、7世紀に入って杯を成形する際に省略された

工程が加わっていると考えられる。

つまり、杯Aと杯Bは8世紀前葉までは法量差による器種分化といった点だけではなく、製作工程に

も違いのあった可能性がある。しかしながら、8世紀中葉には両者の違いはほとんどなくなる。8世紀

中葉とは、国分寺の造営や大仏開眼に示されるように、律令国家が極めて発展した時期であり、その影

響がさらに地方へも浸透したものと考えられる。杯の器種分化に示されるような食器類の器形や器種の

増加は、そういった背景により現出したものであろう。杯Aや杯Bの器種分化は、そのような「律令的

土器様式」の主体をなすものの1つであり、当該域においてそれらに器種分化がおこなわれる過程が、

杯Bの出現→杯Bの器種分化→杯Aの器種分化として段階的にとらえることができることについては、

この土器様式が律令国家の支配体制を反映しているとされるだけに、地方に対する律令的支配体制の浸

透する段階をある程度示している可能性も考えられる。

土師器については、まとまった資料があまりなくよくわからないが、吉野口遺跡の様相をみるかぎり、

8世紀中葉には法量による器種分化が多器形に認められる。断片的ではあるが、山陽町馬屋遺跡の溝1

から出土した同期の土器群（22）についても、この傾向がみられる。8世紀以前の土師器については、国

府などの特定の遺跡を除いては器種分化が顕著ではないとの指摘がある（2。）。8世紀中葉以前の土師器

が、7世紀中葉の須恵器の杯Bのように形態だけを模したのか、それとも「律令的土器様式」の根幹の

要素の1っである法量による器種分化といったものも具備していたのかは、資料が増えた段階で考えて

みたい。

（6）奈良時代の遺構

調査区における8世紀中葉の遺構は、2本を1単位とした溝とその両側に建てられた建物4棟と竪穴

住居状遺構で構成されている。竪穴住居状遺構は、通常の竪穴住居よりも極端に小さいことや建物や溝

と方向を共有し、しかも単独で存在することから、日常の住居ではなく祭祀などを目的とした特殊な性

格のものであったことが推測される。

溝は底部に段差があり、繭状にとぎれた小溝を連結させた形態をしている。このような形態の溝は、

津宇郡街あるいは津宇郡街関連の官衛に比定されている岡山市津寺遺跡で検出されている。津寺遺跡の

溝は、同期の建物を長方形に囲擁している（2。）。吉野口遺跡の溝はほぼ直線で、その方向はN－550－E

である。この方向は、吉備中山と名越山との問のやや幅広の谷状地形上の条里方向と一致する。この条

里地割は、備前国と備中国との境付近から備前一宮の平野にかけて分布するもので、この部分は東西に
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通る古代山陽道と平行している。条里地割の施工時期については、現況の発掘調査の成果では9～10世

紀と考えられており、この付近の条里に関する調査例である総社市南溝手遺跡（25）と岡山市足守庄関連

遺跡（2。）でも、条里の施工時期は平安時代前半と推定されている。当調査区付近の条里地割の時期も該

期とそれ程隔たりかあるとは患われない。したがって、調査区で検出された溝の方向は、条里地割より

も古代山陽道を意識しているということが推定される。

検出された建物は全て調査区の端に位置しており、全形を確実に確認できたとはいいがたい。柱の掘

り方の平面形は方形を呈しており、2問×2問以上の建物と、2間×2問以上の総柱建物とがある。建

物と総柱建物とは溝をはさんで両側にあり、しかもほぼ同じ位置に建替えられていることから、これら

の建物の位置についてはある計画性に基づいて配置されていたことが推定される。このことは、2群の

建物の棟方向が、調査区中央の溝方向とほぼ平行であることからも首肯されよう。

以上のように、調査地の面積は非常にかぎられてはいるが、遺構の配置に一定の計画性が認められる

ことから、当遺跡は一般集落とするよりも官街的な性格を有する遺跡ということが推定される。さらに、

この遺跡の様相を考えるために、地方官街遺跡あるいは関連遺跡とされる遺跡のうち、ある程度その広

がりをとらえている例と比較してみたい。

吉野口遺跡のように、ある一定の計画性に基づいた2本の平行する溝が検出された同期の遺跡には、

おおよそ2つのパターンがある。1っは、溝により方形に区切られた区画に規定されているもので、岡

山市津寺遺跡と山陽町斉富遺跡で検出されている。津寺遺跡の場合は、幅0．9～2．9mの繭状にとぎれた

溝が、4m間隔で2本平行して約120×93mの範囲を方形に囲擁する。その内部には、掘り方方形の柱

穴で構成される掘立柱建物がならんでいる（27）。斉富遺跡は遺構の残存状態がよくないが、区画内と推

定される建物の方向性と、一部検出された溝から、幅2．5mの溝が2本溝問を3mあけ、方形区画を囲

擁するとされている（28）。以上の2例と比べると、吉野口遺跡の溝は溝自体の大きさや溝間の幅は小規

模である。また、溝の両側に建物が存在することから、この溝自体がある区画を囲模するというのでは

なさそうである。この他に大きな区画の中をさらに細かく区画している例もある。国庁の位置やその周

辺の様子がかなり明らかになっている伯苦国街では、整然と区画された国庁に隣接して、国庁以外の官

舎や付属施設である曹司が溝により区画されている（29）。出雲国街でも同じ様相が認められる（。。）。これ

らと同じように、吉野口遺跡の溝と建物の周囲にはさらに大きな区画が存在し、当該地はその大きな区

画内を細分している部分に相当するということも考えられる。吉野口遺跡の形成された微高地は、吉備

中山北麓から北へ鳥嗜状にのびており、調査区付近で幅100m以上と最も幅広くなっている（図247）。

地形的にみても、ある程度広がりをもっ区画が存在してもよいように思える。

もう1つのパターンは、平行する2本の溝であっても、区画ではなく、道路の側溝と考えるものであ

る。これについては、さらに2つのパターンに分けられる。1つは、比較的単発的な道路と考えられる

もので、大阪府大庭寺遺跡の例がある。多数の掘立柱建物とともに幅0．6～3．4mの2本の溝が、溝間約

1．6mで平行している。この溝間部分は、集落の中の通路と考えられている（。1）。

もう1つは、単発ではなく複数の道路が計画的に交錯し、街路を形成しているものである。太宰府は

この例に入り、側溝の心々距離が37．717～37．718mである朱雀大路と、それに伴う坊路が確認されてい

る。このうち最も条坊が明確にとらえられているのは、太宰府政庁Ⅲ期とされる10世紀後半以降のこと

であるが、太宰府政庁Ⅱ期とされる奈良時代から平安時代前半の時期でも、都市部を南北に貫通してい

た朱雀大路といくつかの街路が確認されている。この街路については、太宰府府庁造営に伴って、都市
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部まで含めた計画性が存在していたことが予想されるほど整然としている（。2）。

宮都や太宰府のようないわば特殊な官街遺跡の他に、8世紀前葉から中葉にかけて4‾町四方もの範囲

に街路を伴うと推定される官街遺跡の例がある。滋賀県野洲町中篠原遺跡で、野洲郡衝に推定されてい

る。政庁域と推定される部分に

ついてはまだ明らかになってい

ないが、推定政庁域の北側に雑

舎群域と官街風建物群域の存在

が街路とともに明らかになって

いる（33）。

吉野口遺跡の場合は、平行す

る2本の溝が古代山陽道と方向

が一致することや、溝の周囲に

建物が存在することから、集落

の通路というよりも、街路のよ

うなものの一部であった可能性

が高いと推定される。

奈良時代における平行する計

画的な2本の溝には、主に区画

を目的としたものと、道路の側

溝であるものの二者があるよう

である。いずれにしてもある程

度広範囲におよぶ計画性をもと

に設定されたものであり、今回

の調査区の知見だけではその広

がりをとらえることは困難であ

る。また、吉備津神社周辺が近

世まで門前町となっていたため、

小篠原遺跡の周辺のように、古

代の地割が現況の地表面に反映

200m

L t l

図262　調査区周辺の古代街路推定図

されている可能性は少なく、当調査区部分でも、奈良時代の溝方向の地割は認められない。しかし、奈

良時代の溝の方向を手掛かりにして調査区周辺の地割を照合し、当時の区画の広がりを検討してみたい

と恩う。

吉野口遺跡周辺に残る地割をみてみると、古代山陽道から門前町を通り吉備津神社に至る参道は、微

高地の最も高い位置を通るため微高地の地形に即して弓状に曲がっている。しかし部分的に、吉野口遺

跡の溝方向と直交する方向性を有している部分がある。この部分を南北に延長したラインの南側は、吉

備津神社の社殿のうち最も古くから存在した部分であるともされる本宮社（。4）の前に到達する。北側に

延長する部分は古代山陽道に接続するのだが、この部分から古代山陽道は北へ角度を変えている（図262）。

このラインの方向に即した方形区画などを予想させる地割は、現況では認められない。したがって、吉
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野口遺跡で検出された2本の溝を通路、もしくは道路の側溝と考えると、このラインに直交する道路が

存在したということも古代山陽道との関係から考えることができる。つまり、予想されるラインを古代

山陽道から分岐した道路であったとすると、それを基軸とした街路が現吉備津神社と古代山陽道との間

に存在したと考えられるのである。この想定は、地方において奈良時代の官街に伴う街路の例があるこ

とから、それ程困難でないように思える。ただ吉備津神社は、奈良時代においては文献上にあらわれて

おらず、847年に、無位であったのが従四位下の神階を受けたという記述が最初である（。5）。したがって、

推定される奈良時代の街路は吉備津神社に設定されたものではなく、この地点に存在した官街的施設に

伴うものであった可能性が高いように恩われる。

（7）吉野口遺跡の奈良時代遺構面の性格

吉野口遺跡の遺構が、方形区画のようないわば密閉型のプランに規定されていたのか、それとも街路

のようないわば開放型のプランに規定されていたのかは、当調査区の範囲からでは明らかでない。しか

し、その方向が古代山陽道の方向を意識していることや、建物の建替えが同じ場所でがおこなわれてい

ることから、かなり大きな計画性に基づいている可能性が推定される。

また遺物については、溝から土器が多量に出土しており、そこから出土した須恵器と土師器の比率は

ほぼ1：1で、大半が食器類である。県下で調査された同期の一般集落遺跡出土の土器の構成について

は、精良な胎土で暗文、へラミガキ、丹塗りが施された土師器の食器はほとんど出土しないか、もしく

は出土しても僅かであることが指摘されている（。6）。

例えば8世紀中葉頃の津山市一貫西遺跡は、尾根上に形成された集落遺跡で、2ないし3棟の掘立柱

建物、2棟の総柱建物、建物の残存と推定される段状遺構、製鉄遺構からなる。製鉄を目的とした特殊

な集落と考えられなくもないが、多量の須恵器や煮沸蜜が出土していることから、ここで比較的安定し

た生活をおこなっていたと考えられ、建物の柱穴の掘り方も円形であり、製鉄を生業の一部におこなう

一般集落と考えておきたい。この集落から出土した食器については、土師器は数点で、大半が須恵器で

あり、吉野口遺跡の土器の構成とは異なっている。また、須恵器の杯の法量分布についても、杯Aにつ

いてはある程度器種分化が明確であるものの、杯Bについてはそれ程明確ではないという特徴が看取さ

れる（。7）。

また、郡街の政庁と館、もしくは厨と推定される遺跡が、勝田郡勝央町の勝間田遺跡と平遺跡である。

前者には礎石建物と掘立柱建物、そしてそれらに伴う築地があり、それぞれが計画的に配置されている

ことが推定される。遣物としては多量の瓦と円面硯の他に須恵器、土師器が若干出土している（。8）。

方、平遺跡では掘立柱建物が8棟検出されてはいるものの、建物の規模は勝間田遺跡のものより小規模

で計画性も乏しい。しかし、多量の須恵器と土師器が出土しており、他に陶硯や緑粕陶器、灰粕陶器が

出土している。また、須恵器の中には「郡」刻印の施されるものもある（。9）。つまり官街域は、それを

構成する部署によって出土土器の量が異なるようで、政庁などの中枢部については土器の出土は少ない

ようである。

吉野口遺跡では、多量の食器類とカマドや煮沸賓が出土しているが、陶規などは認められない。しか

し、墨書土器や文字を線刻した土器が存在することから、陶硯が伴わないからといってこの遺跡が文字

との関係が稀薄であったとはいえない。陶硯の出土が認められないのは、この地点が陶硯を用いる部署

ではなかったことを示しているとも考えられる。そうすると、吉野口遺跡では、食膳をおこなう部署と

文字を扱う部署が分離されていたと考えることも可能であろう。
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以上のことから、吉野口遺跡の奈良時代の遺構は一般集落ではなく、官街的な性格を有している、と

考えることができる。そしてこの調査区の地点は、出土した大量の食器類から、その官街の食膳に関係

した部署であったと推測される。また、内面に漆が付着した須恵器の壷片が出土しており、付近に漆を

用いた工房も存在していたことも示唆される（4。）。

さて、当地は備中国賀陽郡板倉郷に属しており、板倉の地名は当遣跡地の北の古代山陽道沿いに残っ

ている。板倉から想起されることは、郡街に付属して検出されることの多い正倉を構成する倉の一種の

名称である。正倉とは田租や出挙稲、穎稲などを保管する施設であり、いわば官街による地方支配の基

盤であったとされるものである（41）。ところで、この郡街の正倉には火災で焼失した例が多く確認され

ている。その実例は8世紀中葉から10世紀におよぶ。これは文献資料では、国司、郡司が国神をうやま

わないために下った神罰で「神火」によるものとされているが、実際は国司、郡司が不正発覚を逃れる

ためや、現職の郡司を失脚させるためにおこした人為的な火災とされる（42）。吉野口遺跡で検出した建

物にも、火災をこおむった痕跡が認められるものがあり、これは時期的にみて「神火」との関連も想像

される。

つまり、直接的な根拠ではないものの、吉野口遺跡には官街的な遺構の配置状況や遺物の構成、地名

との関連、この時期以降頻発する「神火」の可能性も推測される火災の痕跡が存在するといったことか

ら、賀陽郡街の一画、あるいはそれに関連する施設である可能性が推定される。ただ、賀陽郡衛の位置

については、主に地理学的な見地から吉野口遺跡より西方の服部郷にある総社市古郡（現在の字名は御

所）が考えられてきた（4。）。この部分は、一部が総社市教育委員会により備中国府の範囲確認調査の調

査区が設定されており、古代に属する遺物も若干出土している（4。）。しかし、明確な遺構は認められて

いないようである。今後より調査がすすんだ段階で比較しなければならないが、現況では吉野口遺跡が

郡街の一画になる可能性が高いと思われる。

一方、吉野口遺跡は「吉備津」の一画に位置することから、別の性格の官街である可能性も推測され

る。「吉備津」とは備前国と備中国の境に位置する吉備中山の備中国側に存在する地名である。この地

点では、古代遺跡の密集する備中国の中枢部を南北に貫流する足守川と、東西に通る古代山陽道とが交

わっており、いわば古代における交通の結節点に相当する。そして、瀬戸内海から備中の中枢部へ入る

場合でも、その起点に位置することになり、備中国の主要な「津」が存在していた可能性の高い地形上

の特質を有している（45）。また、総社市奥坂、律令制下の賀陽郡の北半に存在する古代山城である鬼城

とこの「吉備津」を結ぶラインは、備中国の中枢部をほとんど含み込むことになり、古代山城によって

おこなわれたとされる「畿内政権による畿外の広域領域的支配」（。6）の一翼をになっていた可能性をも

推測されるのである。しかし、古代の文献には「吉備津」に関するものは残っておらず、吉備津神社の

祭神である「吉備津彦」としてのみあらわれる。文献上からの説明は難しいが、例えば吉野口遺跡から

南へ約1kmの地点に存在する東山遺跡（。7）や、さらにその南に存在する用人遺跡（48）などでは7～8世紀

の官街的な遺構が検出されており、「吉備津」周辺には公的な港湾施設がいくっか存在した可能性があ

りそうである。したがって、吉野口遺跡についてもその施設の一部であった可能性があるものと思われ

る。

2　平安時代

平安時代に属する土器は、P189からややまとまって出土し、その他は溝2、3の上面から若干出土し
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ている。両者の土器群については、やや時期差があるものと考えられる。調査区内から出土した土器の

量は、奈良時代のものと比べるとかなり少ない。しかし、その中には緑粕陶器も含まれており、遺構、

遺物は少ないものの奈良時代に形成された遺構がやや位置を移動させ、当該調査区はその縁辺部に相当

するようになったことを予想させる。

溝2、3の上面から出土している土器は、（39）、（61）、（62）、（98）、（174）～（180）である。土師

器は全て丹塗りが施されているものの、底部は直線的である。これは、土師器の成形に際しても須恵器

と同様に回転台を用いるようになったためと考えられる。1点だけではあるが高台のつく須恵器の杯B

も出土している。これは溝2、3の埋土から出土している杯Bよりも器高がやや増す傾向が看取される。

これらの特徴から溝2、3上面出土の土器は、溝2、3埋土出土土器よりも後出する時期で、8世紀末

頃の時期が推定される。

P189の土器は、杯と皿が中心である。杯については、土師器と須恵器があるが、その比率は9：2

で圧倒的に土師器の方が多い。しかし、両者の器形や成形法はよく似ており、焼成の仕方だけ変えたも

のといえよう。土師器の器表面については、残存状態はあまりよくないが、杯類にも丹塗りを施してい

る可能性がある。杯、皿の底部外面はへラ切り後ナデを施しており、「底部押圧技法」といわれている

ものに相当する（49）。須恵器の杯は、焼成は良好で、比較的薄手である。成形の特徴と法量は、鐘鋳場

窯から出土したものとよく似ている。したがってP189は、鐘鋳場窯の比定されている時期から9世紀

前半と考えられる（5。）。

（草原）
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Ⅴ　平安時代末から鎌倉時代遺構面

1．遺構の変遷
この遺構面では、数多くの柱穴と多量の土器が含まれる土壌が検出された。土壌は、調査区の中央付

近で東西方向に2列に並んでいる。ただ、北側の配管部分の調査区でも東西方向に規則的に並んでいる

と恩われる土壌群の一部が検出されており、調査区の周辺にも同様な土境が存在することが予想される。

この土壌群はP109とP119以外は切り合っておらず、それらが規則的に配置されていることや、出土し

た土器の法量や組成が同じであることから、これらの土壌は極めて近接した時期に掘られ、埋められた

ものと考えられる。

柱穴については、調査区の北西部では検出されておらず、その分布には偏りがある。また、柱穴列に

なるものと建物になるものとがある。これらの遺構や包含層から出土した土器をみると大きく2時期に

分けられる。しかし、柱穴の切り合い関係や、土壌群の一部であるP84と建物8が重なるといった遺構

の切り合い関係などを手掛かりにして、この遺構面は3時期に分けられそうである。以下各時期ごとに

遺構の様相を説明する。

I期（図263）

この期に属する遺物の量はわずかである。明確な遺構も調査区の南半で検出した建物1棟のみである

が、南半は近世の溝によりほとんど削平されており、建物の全形をとらえたとは言い難い。しかし、こ

の建物の方向が調査区の方向と一致することから、当地点でこの方向に即した遺構はこの時期から形成

されたと考えてよい。調査区の方向とは、鯉山小学校校舎の方向であり、この校舎は小学校地となる以

前に当地に存在していた道勝寺の敷地の方向性を踏襲している。この時期以前の奈良、平安時代前期の

遺構面が、古代山陽道と平行する方向に規定されていることから、当該期以降に現況の地割ができあがっ

たと思われる。

I期の具体的な時期については、建物の柱穴から出土した椀をみると内面へラミガキが省略傾向にあ

ることから、12世紀初頭の時期が推定される。ただ、共伴した内面黒色土器椀の胎土は白色でなく橙色

系であり、やや古相を示している。

Ⅱ期（図263）

この期に属する遺物や遺構の量が最も多い。次の期の遺構に属する遺物がほとんどないことから、遺

物の比較ではⅡ期とⅢ期は分けられないが、Ⅱ期の柱穴列がⅢ期の建物の柱穴に切られていることから、

両者を別の時期としてとらえた。

遺構は、調査区南半で土壌が東西方向に2列に並んでおり、それを「コ」字形に柱穴列が囲んでいる。

土壌群のうち、北側のものは円もしくは長楕円形の平面プランで東西に4つ並び、そのうち西側の2つ

（PlO9、P134）からは土師質土器の完形もしくは完形に近いものが多量に出土しており、東側の2つ

（P94、P84）については小片が主体である。このように東西の土壌は、埋土は似ているが出土した土

器の様相が異なっている。土壌の埋土からは魚骨や鱗が採集されており、食事をした残樺も土器と共に

投棄されたものと思われる。出土した土器の様相に土壌ごとに違いがあるということは、例えば呪術的

な行為のために破砕された土師質土器を主に投棄する土壌と、食事に用いられた食器を主に投棄する土

壌との違いを反映している可能性を示唆しているのかもしれない。

南側の土壌群は、長大な長方形の土壌であるPllOと、P58、P80が東西方向に並んでいる。いずれ
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の土壌からも土師質土器が多量に出土して

いる。破片も含まれているが、完形や完形

に近いものが主体である。魚骨や鱗が埋土

に含まれていることから、南側の土壌群に

ついては主に食事に用いた食器を投棄したI期

ものと思われる。

これらの土壌群は、それぞれが規則的に

並んでおり、しかもお互いに切り合い関係

が認められないことと、それぞれの土壌か

ら出土した土師質土器の椀、皿、杯の法量

がほぼ一致していること（図264、265、26

6）から、極めて近接した時期に掘られ、

大量の土器が投棄されたものと考えられる。

このことは大規模な饗宴がおこなわれたこ

とを予想させる。土壌群の北側には遺構が

認めらられない部分があり、饗宴のおこな

われた広場であるのか、もしくは遺構とし　Ⅱ期

ては残存していないが『法然上人絵伝』に

措かれた漆間時国の館のような礎石をもっ

建物が存在したことが推測される。しかし、

瓦などもほとんど出土せず、遺構がほとん

ど検出されていないことから、広場の可能

性が高いように思われる。また、土壌群の

北側をのぞく3方には柱穴列が認められ、

柵列をめぐらしていたようである。この柵

列と土壌群は方向性が一致することから、

一体のものと考えてよいと恩われるが、土

壌が掘られた時点に柵列も存在したのか、

土壌埋没後に柵列をめぐらしたのかは明確

ではない。しかし、P80とP58とを分断す

るように柵列が存在することから、土壌群

全体を囲むことを意識していたのではなさ

そうである。PllOの南側に2重に柵列が

存在することから、むしろPllOの位置を

中心として柵列をめぐらしていた可能性が

高いと思われる。PllOからは多量の土器

以外に頭骨が1点出土している。この頭骨

は底部よりやや上面を段状に削り出した部 図263　平安後半・鎌倉時代面遺構変遷図
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分に置かれており、土層断面の観察結果からこの頭骨を

置いた後、多量の土器が投棄されていると考えられる。

この頭骨には多数の刀傷や、人為的な損傷が認められる

ことから、合戦等の後に斬首されたことが推測される

（附章Ⅲ参照）。

土壌群周囲の柵列がPllOを中心にめぐらされている

ことや、首を置いた後に土器が多量に投棄されているこ

と、土壌群が規則的な配置をすることなどから、土壌群

に入る多量の土器に示される大規模な饗宴の一部にPllO

の首級が据えられたのではなく、この饗宴の中心がPllO

の首級にあったことを示していると考えられる。

発掘調査によって確認された、中世の斬首された頭骨

の例はいくつかある。鎌倉で出土した例をみると、井戸

や建物周辺の溝から出土しており、それらに対して特別

．・を i I

0　　　　　　5　　　　　10　　　　　15cm　　口径

〈杯〉

0　　　　　　5　　　　　10　　　　　15cm　口径

〈皿〉

P134

図266　各土境出土土師質土器法量分布（3）

な供養をした痕跡は認められていないようである（1）。

博多でも特異な例ではあるが、110個体分の首級が出土している。これらは、元弘三年（1333）の博多

合戦でうたれた菊池一族のものと推定されている。火をうけた痕跡は認められるが、これについても特

に供養や鎮魂をおこなった痕跡は認められない（2）。また中世の港町を広範囲に調査した広島県草戸千

軒遺跡でも14、15世紀の頭骨がいくつか出土している。それらには桶に入れられたものもあるが、基本

的には特別な供養をおこなった痕跡は認められない（。）。

発掘調査によって出土した例をみるかぎり、斬首された首級に対してPllOの頭骨のように大規模な

饗宴をおこなうといった例はほとんどなかったようである。ただ、首級になった後も供養、もしくは鎮

魂のおこなわれたと考えられる例が1っある。それは、中尊寺金色堂に埋葬されている藤原泰衡の首級

である。この首級は藤原秀衡の棺に納められていたもので、額から後頭部へ貫通した釘の跡があること

が、『吾妻鏡』の記述にある泰衡の首に対しておこなわれた措置と符号することから、泰衡の首級とさ

れている（4）。泰衡の首級に対して供養や鎮魂の行為がおこなわれたとする具体的な記述は残っていな

いが、中尊寺金色堂に首級が納められていることから、何らかの供養や鎮魂がおこなわれたと考えるの

が妥当であろう。治承・寿永の内乱終息後、後白河院と幕府によって大規模な鎮魂がおこなわれており、

それが勝者側の戦後処理の1っとして必要な措置であったことが指摘されている（5）。泰衡は敗者とは

いえ奥州平泉藤原氏の当主であり、鎮魂をおこなう対象に十分なり得たと考えられ、溝や井戸に埋没し

ている首級とは扱われ方が異なっていた、と考えることができよう。つまり、首級の生前の立場により

鎮魂がおこなわれるものと、それ程顕著におこなわれないものとがあったことが推測できるのである。

そうするとPllOの首級については、かなり大規模な饗宴がおこなわれたことから、生前かなりの立場

の人物であったことが推測される。

Ⅱ期の具体的な時期については、中国製陶磁器の構成において白磁が伴い、青磁に同安窯系のものが

多いことや（6）、土師質土器椀の法量が「養和元年（1181）」の紀年銘を有する題義と共伴する助三畑遺

跡井戸4出土の土師質土器椀（7）とほぼ一致すること、柵列の掘り方の中に和泉型で尾上編年Ⅲ－2期

の瓦器椀（8）が出土していることから、12世紀末の時期が推定される。
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Ⅲ期（図263）

Ⅲ期の柵列と土壌群の一部が重なる柱穴があり、それらの構成する建物をⅢ期とした。柱穴の埋土か

ら出土した土器はわずかであり、包含層から出土した土器をみてもⅡ期に属するものが大半で、それよ

り新しいものは近世に属するものまではほとんど認められない。このことは、Ⅱ期以降当地が居住空間

として積極的に用いられていなかったことを示していよう。明確な遺構としては、小規模な建物が2棟

だけ検出できた。

Ⅲ期の具体的な時期としては、Ⅱ期の直後で比較的短期間と推定される。

2．Ⅱ期の遺物構成

（1）「吉備中山型」土器組成について

Ⅱ期の土壌群から多量の土器が出土した。主体となるのは、皿、杯、腕などの土師質土器である。そ

れらの組成や器種に他の周辺地域とは異なる点が看取されるため、それらを整理してこの特徴が吉野口

遺跡だけのものか、ある程度広がりをもっ小地域性を構成するのかを検討してみたい。

吉野口遺跡Ⅱ期の土壌群は、出土した土器の様相をみると、土壌ごとにやや偏りがある。それは、完

形、もしくは完形に近い土器が多量に入るもの（A類）と、破片ばかりのもの（B類）に分けられる。

本体部分の調査区で検出した土壌群のうち、北側に東西方向に4つ並ぶものは東側の2つがB類、西側

の2つがA類である。このことは、ある種規則的な廃棄がなされたことを予想させる。つまり、呪術的
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皿 58 69．9％

杯 24 28．9％

椀 1 1．2％

合計 83 100．0％

P　8 0

皿 122 68．5％

杯 40 22．5％

椀 9 5．1％

大皿 5 2．8％

鍋 2 1．1％

合計 178 100．0％

P lO9

皿 39 54．2％

杯 28 38．9％

椀 3 4．1％

鍋 2 2．8％

合計 72 100．0％

P llO

皿 842 73．9％

杯 147 12．9％

椀 98 8．6％ ．

大皿 30 2．6％

鍋 23 2．0％

合計 1，140 100．0％

図267　遺構別土師質土器組成比率
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な意味で人為的に破砕された土器を入れる土壌と、食器として用いたものを残樺とともに入れる土壌と

に分けていたと理解される。南側で東西方向に3つ並ぶ土壌はA類ばかりである。これらのことは、こ

の饗宴が単なる飲食をする集まりであったというのではなく、あ去きまりに沿っておこなわれたという

ことが推定される。

それでは、出土した土器の組成をみてみる。どの土壌出土の土器も土師質土器が主体で、中国製陶磁

器や国内産陶器の占める割合は数パーセントである。さらに各土壌群から出土した土師質土器の器種別

の割合をみると（図267）、若干比率に差はあるものの皿が最も多く、次に杯、そして腕の順になる。

岡山県南部における中世の土師質土器を代表するものは、「早島式土器」「吉備系土師器椀」といわれ

る乳白色、あるいは黄白色を呈する椀である。当該地域の中世前半の土器研究は、普遍的に存在し、時

期の変化が調整や法量の変化に反映されやすいことなどを理由に、この椀を中心におこなわれた。その

研究の成果によると、11世紀後半ぐらいに内外面を丁寧にへラミガキする白色系の胎土をした椀が出現

する。そして、この腕は序々にへラミガキが粗略化されていき、まず内面のへラミガキが省略される。

そして外面のへラミガキも粗略化されていき、

②

③
①

（9

⑥

（り

5　　　　　　　　　　10

①備中国府遺跡SKOO3　　　④清水角遺跡土壌

②助三畑遺跡井戸4　　　　　⑤樋本遺跡Nは67土墳
③川入遺跡P9　　　　　　　⑥津寺遺跡土墳47

図268　椀法量変遷図
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清水角遺跡土壌

樋本遺跡　 No67土壌

津寺遺跡土壌4 7

図269　椀変遷図
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ついには省略される。器表面のへラミガキの

省略過程では法量の縮小傾向は顕著でなかっ

たが、内外面のへラミガキが省略された以降

は段階的に法量が縮小していく（6）。それぞ

れの段階の実年代については、瓦器や中国製

陶磁器などの共伴関係で示されているが、細

かい点については不明瞭である。

吉野口遺跡Ⅱ期の椀は内外面のへラミガキ

が省略されており、法量変化からみると外面

へラミガキが省略された次の段階となる（図

268）。これは助三畑遺跡井戸4（7）と同じ範

噂に入るもので、同井戸から出土した題我や

瓦器の年代から12世紀末の時期と考えられる

（図269）。この段階前後から土師質土器が比

較的多量に廃棄される遺構がみられるように

なることや、器表面からへラミガキが省略さ

れ、法量が急速に縮小することから、土師質

土器の扱われ方に変化があったことが推定さ

れる。

吉野口遺跡の場合は、椀より杯の割合が多

い。まずこの点を吉野口遺跡期前後の時期に

属する他遺跡の遺構から出土した土器群と比

較してみたいと思う。ただし、ここでは土師

質土器椀の分布する瀬戸内東部地域のうち、

調査例の多い岡山県南部の主要河川である高
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梁川、足守川、旭川、吉井川流域の遺跡から比較的まとまって土師質土器が出土している遺構を取り上

げる。

まず、備前国の東側にあたる吉井川流域に位置する助三畑遺跡の井戸4をみると、出土土器のうち椀、

皿、杯のいわゆる供膳具の占める割合は92％である。これらの土器には備前焼、瓦器、畿内系の土師質

土器、吉備系の土師質土器とがあるが、吉備系の土師質土器の占める割合は最も多く70％以上である。

吉備系の土師質土器についてのみみてみると、皿が占める割合は54．3％で最も多く、次は椀が40．6％で

ある。椀と杯の割合は4：1である。

備前国の中心部となる旭川流域の東岸に位置する百聞川当麻（米田）遺跡の井戸3をみると（8）、供

膳具に備前焼、瓦器、吉備系の土師質土器がある。吉備系の土師質土器にかぎってみてみると、皿が占

める割合が最も多く72％、次に椀が22％である。椀と杯の割合は3：1である。同遺跡の土壌159につ

いてもみてみると、供膳具には備前焼、瓦器、吉備系の土師質土器がある。これも吉備系土師質土器に

ついてのみ見てみると、皿が占める割合が62％、椀が26％である。腕と杯の割合は7：3である。

旭川流域の西岸に位置する鹿田遺跡の井戸29（9）からも当該期の土器が出土している。吉備系土師質

土器の椀と杯の割合は9：5である。

足守川の中流域に位置する津寺遺跡（1。）では、比較的土器が多く入る土壌や墓場が調査されている。

それらをみると、大体腕が多く杯については全く含まれないか、含まれたとしても椀4に対して杯の割

合は1程度である。

備中国の中心部となる高梁川流域の東岸に位置する備中国府遺跡のSKO03の出土土器（11）は、供膳具

のみで構成されており、椀の比率が最も高く62％を占める。皿の比率は20％程である。椀と杯の割合は

3：1である。

以上概観した資料では、いずれも杯よりは腕の方が多い傾向が看取される。これは岡山県南部におけ

〕
皿A

〒≡≡＝♂

杯琶フ
皿B

高台付大皿

図270　「吉備中山型」土器組成

る一般的な様相と考えてよい様である。したがって吉野口遺跡期が腕よりも杯の占める比率が高いのは、

やや特異な様相といえそうである。

次に吉野口遺跡の供膳具の構成をみてみたい（図270）。吉野口遺跡Ⅱ期の皿は法量的には3種類に分

けられる。皿Aは口径6～11cm、器高2．5cm未満のもので、最も数が多い。皿Bは口径6～8cm、器高
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